
   

南
方
熊
楠 

小
兒
と
魔
除 

附 

藪
野
直
史
注 

   

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
の
初
出
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
五
月
発
行
の
『
東
京
人
類
學
雜
誌
』
二

百
七
十
九
号
で
、
初
出
原
題
は
「
出
口
君
の
『
小
兒
と
魔
除
』
を
讀
む
」
で
あ
る
（
指
示
さ
れ
た
先
行
す
る

出
口
米
吉
氏
の
論
考
「
小
兒
と
魔
除
」
は
別
に
ブ
ロ
グ
で
電
子
化
し
て
あ
る
。
出
口
論
文
は
、『
東
京
人
類

学
会
雑
誌
』
の
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
十
二
日
発
行
の
第
二
百
七
十
四
号
に
載
っ
た
も
の
で
、
そ

の
初
出
は
「J-S

T
A

G
E

」
の
こ
ち
ら
と
こ
ち
ら
（P

D
F

。
後
者
は
別
画
像
で
本
文
最
終
ペ
ー
ジ
が
あ
る
）
で

読
め
る
）。
熊
楠
の
本
論
考
の
初
出
は
「J-S

T
A

G
E

」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

）
で
読
め
る
。
本
論
考
は
大
正
一

五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方
隨
筆
」
に
収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
「
南
方
隨
筆
」
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
で
視
認
し
て

用
い
た
。 

 

段
落
に
附
し
た
注
の
後
は
一
行
空
け
、
前
注
の
場
合
も
前
後
を
一
行
空
け
た
。 

 

な
お
、
欧
文
書
誌
デ
ー
タ
の
不
審
部
分
は
平
凡
社
「
選
集
」
に
拠
っ
て
修
正
し
た
。
但
し
、
そ
れ
は
原
則
、

注
記
し
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
本
篇
で
は
熊
楠
は
外
国
の
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
場
合
に
右
傍
線
、
同
前
の
人
名
の
場
合
、
左

傍
線
と
い
う
区
別
を
つ
け
て
い
る
の
だ
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
こ
れ
を
い
ち
い
ち
注
す
る

の
は
五
月
蠅
い
だ
け
な
の
で
、
本
電
子
化
で
は
総
て
下
線
で
統
一
す
る
。
地
名
か
人
名
か
が
判
り
難
い
も
の

は
、
注
で
判
る
よ
う
に
附
し
て
あ
る
。  

 

本
縦
書
版
は
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
南
方
熊
楠
」
で
分
割
公
開
し
た
そ
れ
を
、
一
括
版
と
し
て
加
工
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
全
文
を
再
検
証
し
、
こ
こ
だ
け
で
追
加
し
た
注
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
決
定
版
と
す
る
。 

 

一
部
を
ル
ビ
化
し
た
が
、（ 

）
表
記
の
方
が
、
読
み
取
り
を
誤
ら
ず
、
よ
い
と
判
断
し
た
も
の
、
及
び
、

引
用
で
ル
ビ
で
な
い
も
の
、
リ
ン
ク
線
と
被
る
も
の
は
、
ル
ビ
に
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
ち
ら
で
老
婆
心

で
附
し
た
も
の
の
、
今
回
、
不
要
と
判
断
し
た
ル
ビ
は
除
去
し
た
。 

 

ま
た
、
私
の
注
の
中
で
、
分
割
版
の
そ
れ
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
部
分
は
、
使
い
勝
手
が
良
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
そ
の
ま
ま
、
残
し
て
あ
る
。 

 

図
は
ワ
ー
ド
の
使
い
勝
手
が
判
ら
ず
、
一
部
で
上
手
く
挿
入
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
総
て
、
★
印
に
ブ
ロ

グ
画
像
へ
の
リ
ン
ク
と
で
示
し
た
。【
二
〇
二
一
年
一
月
二
十
二
日 

藪
野
直
史
】］ 

     

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_135/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_143/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html


        
 

 
 

 
 

 
 

 

小
兒
と
魔
除 

  

人
類
學
會
雜
誌
二
七
四
號
出
口
君
の
所
篇
を
讀
み
、
思
ひ
中
り
し
事
ど
も
書
き
留
て
送
呈
す
る
こ
と
左

の
如
し
、 

（
一
三
七
頁
人
名
を
穢
物
も
て
附
る
事
）
瀧
澤
解
の
玄
同
放
言
卷
三
上
、
姓
名
稱
謂
の
條
に
國
史
を
引
て
、

押
坂
部
史
毛
屎
、
錦
織
首
久
僧
、
倉
臣
小
屎
、
阿
部
朝
臣
男
屎
、
卜
部
乙
屎
麿
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は

「
卜
部
」
が
「
下
部
」
と
な
っ
て
い
る
。
原
本
と
確
認
、
特
異
的
に
訂
し
た
。
ま
あ
、
下
の
話
だ
か
ら
ね
ぇ
。
］
、

節
婦
巨
勢
朝
臣
屎
子
、
下
野
屎
子
等
の
名
を
列
し
、
い
と
も
異
な
る
名
な
れ
ど
も
、
時
俗
の
習
ひ
亦
怪
む
に

足
ず
と
云
り
、
今
案
ず
る
に 

P
an

jab
 N

o
tes an

d
 Q

u
eries, v

o
l. i. n

o
te 2

1
9
, A

llah
ab

ad
, 1

8
8
3
 

に
云
く
、

印
度
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
の
俗
、
小
神
輩
が
兒
童
の
美
を
嫉
む
を
避
け
ん
が
爲
め
、
之
に
命
ず
る
に
卑
蔑
の
意
あ
る

名
を
以
て
す
、
例
せ
ば
一
兒
痘
を
病
で
死
す
れ
ば
、
次
に
生
ま
る
ゝ
兒
に
名
附
る
に
、「
マ
ル
」（
惡
）「
ル

ブ
リ
ア
」（
漂
蕩
人
）「
ク
リ
ア
」（
掃
除
人
）「
チ
ユ
ラ
」（
探
塵
人
）「
チ
ハ
ジ
ユ
」（
篩
ホ
ド
賤
キ
奴
）
等

の
諸
名
の
一
を
以
て
す
る
な
り
と
、
吾
國
の
丸
の
語
に
惡
の
意
な
け
れ
ば
、
パ
ン
ジ
ヤ
プ
の
「
マ
ル
」
と
同

原
な
ら
で
、
偶
合
な
ら
ん
も
、
邪
鬼
を
避
け
ん
が
た
め
に
、
人
名
に
屎
、
丸
等
の
穢
き
を
撰
べ
り
と
云
る
消

閑
雜
記
の
說
は
、
件
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
だ
ん
」。］
の
印
度
の
例
に
因
て
强
味
を
增
す
な
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
人
類
學
會
雜
誌
二
七
四
號
出
口
君
の
所
篇
」
出
口
米
吉
の
論
考
。
先
だ
っ
て
『
出
口

米
吉
「
小
兒
と
魔
除
」（
南
方
熊
楠
「
小
兒
と
魔
除
」
を
触
発
さ
せ
た
原
論
考
）』
と
し
て
電
子
化
済
み
。 

「
一
三
七
頁
人
名
を
穢
物
も
て
附
る
事
」
上
記
リ
ン
ク
先
及
び
初
出
の
当
該
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
瀧
澤
解
の
玄
同
放
言
」「
瀧
澤
解
」
は
「
た
き
ざ
は
か
い
」
で
曲
亭
馬
琴
の
本
名
。「
玄
同
放
言
」
は
考
証

随
筆
。
全
三
巻
。
瀧
澤
琴
嶺
（
馬
琴
の
長
男
）・
渡
辺
崋
山
画
。
文
政
元
年
か
ら
同
三
年
（
一
八
一
八
年
～

一
八
二
〇
年
）
刊
。
天
然
・
人
事
・
動
植
物
等
に
就
い
て
和
漢
の
書
か
ら
引
用
し
、
考
証
を
加
え
た
も
の
。

以
下
、
所
持
す
る
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
」
と
、
吉
川
弘
文
館
随
筆
大
成
版
と
、「
日
本
古
典
籍
ビ
ュ
ー

ア
」
の
原
本
画
像
（
当
該
部
）
に
よ
っ
て
読
み
を
示
す
。
後
二
者
で
は
読
み
の
送
り
仮
名
の
「
ノ
」
を
一
部

で
本
文
に
出
し
た
（
読
み
を
添
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
）。 

「
押
坂
部
史
毛
屎
」「
随
筆
大
成
」
版
及
び
原
本
で
は
「
押
（
オ
シ
）
坂
ノ
史
毛
屎
（
フ
ヒ
ト
ケ
ソ
）
」。
選

集
で
は
「
お
し
さ
か
べ
の
ふ
び
と
く
そ
」。 

「
錦
織
首
久
僧
」
同
前
で
「
ニ
シ
コ
リ
ノ
オ
ホ
ト
ク
ソ
」。
選
集
は
「
に
し
こ
り
の
お
び
と
く
そ
」。 

「
倉
臣
小
屎
」
同
前
で
「
倉
ノ
臣
小
屎
（
オ
ミ
ヲ
ク
ソ
）」。
選
集
「
く
ら
の
お
み
お
く
そ
」
。 

「
阿
部
朝
臣
男
屎
」
同
前
で
「
阿
部
ノ
朝
臣
男
屎
（
ヲ
ク
ソ
）」。
選
集
「
あ
べ
の
あ
そ
み
お
く
そ
」。 

「
卜
部
乙
屎
麿
」
同
前
で
「
卜
部
乙
屎
（
ウ
ラ
ベ
ノ
オ
ト
ク
ソ
）
麿
」。
選
集
「
う
ら
べ
の
お
と
く
そ
ま
ろ
」。 

「
節
婦
」（
節
操
を
堅
く
守
る
）
女
性
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_135/_pdf/-char/ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020274&pos=138&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020274&pos=138&lang=ja


「
巨
勢
朝
臣
屎
子
」
同
前
で
「
巨
勢
ノ
朝
臣
屎
子
（
ク
ソ
コ
）
」。
選
集
「
こ
せ
の
あ
そ
み
く
そ
こ
」。 

「
下
野
屎
子
」
同
前
で
「
下
野
ノ
屎
子
（
ク
ソ
コ
）」。
選
集
「
し
も
つ
け
の
く
そ
こ
」。 

「P
an

jab
 N

o
tes an

d
 Q

u
eries

」
索
引
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
見
つ
け
た
が
、
原
本
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

「
印
度
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
」
イ
ン
ド
北
西
部
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
北
東
部
に
跨
る
地
域
。
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の

分
割
の
際
に
イ
ン
ド
側
と
パ
キ
ス
タ
ン
側
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
行
政
区
分
で
は
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

州
（
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
）・
ハ
リ
ヤ
ー
ナ
ー
州
・
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
付
近
の
広
域
に
相

当
す
る
。
こ
の
付
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
篩
ほ
ど
賤
し
き
奴
」「
篩
」
は
「
ふ
る
ひ
（
ふ
る
い
）」。
篩
は
穀
物
文
化
圏
で
は
大
切
な
農
具
で
あ
る
が
、

或
い
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
の
中
で
は
、
塵
を
選
別
す
る
道
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
後
の
蔑
称
と
類
感
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
？ 

或
い
は
、
そ
れ
を
製
造
す
る
民
が
差
別
さ
れ
る
階
級
に
属
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
？ 

篩
に
は
竹
や
馬
の
毛
が
用
い
ら
れ
、
本
邦
で
も
古
く
は
竹
細
工
を
す
る
放
浪
民
（
サ
ン
カ
な
ど
）
や
、
動
物

に
関
わ
る
職
業
が
差
別
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
の
と
、
軌
を
一
に
す
る
部
分
が
あ
る
の
か
？ 

原
文
に

当
た
れ
な
い
の
で
、
詳
し
く
は
判
ら
な
い
。 

「
邪
鬼
を
避
け
ん
が
た
め
に
、
人
名
に
屎
、
丸
等
の
穢
き
を
撰
べ
り
と
云
え
る
『
消
閑
雜
記
』
の
說
」
出
口

が
冒
頭
で
引
い
て
い
る
「
消
閑
雜
記
」
は
西
山
宗
因
門
の
談
林
の
俳
人
岡
西
惟い

中
ち
ゅ
う

（
寛
永
一
六
（
一
六
三

九
）
年
～
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
：
因
幡
鳥
取
生
ま
れ
。
本
姓
は
松
永
。
名
は
勝
。
談
林
派
の
理
論
家
と

し
て
知
ら
れ
、
井
原
西
鶴
一
門
と
と
も
に
宗
因
一
門
の
双
璧
と
な
っ
た
が
、
宗
因
没
（
天
和
二
（
一
六
八
二
）

年
没
後
は
同
門
の
反
感
を
買
い
、
俳
諧
自
体
か
ら
離
れ
た
。
後
、
晩
年
に
は
、
明
か
ら
来
日
し
た
黄
檗
僧
南

源
性
派

し
ょ
う
は

か
ら
漢
詩
を
学
ん
だ
り
、
儒
者
菊
池
耕
斎
に
教
え
を
受
け
た
り
し
、
若
き
日
の
俳
論
（
「
俳
諧
蒙
求
」

等
）
以
外
に
も
多
く
の
著
作
が
あ
る
）
の
考
証
随
筆
。「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら

で
原
本
の
当
該
部
が
読
め
る
。］ 

  

又
右
に
引
る
パ
ン
ジ
ヤ
プ
隨
筆
質
問
雜
誌 

n
o
te 4

4
7 

に
、
父
母
其
子
の
爲
に
視
害
（
ナ
ザ
ル
）
を
豫
防

せ
ん
と
て
、「
マ
ラ
」（
死
人
）「
サ
ラ
」（
腐
物
）「
ル
ラ
」（
不
具
）「
チ
ヨ
ツ
ツ
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本

は
「
チ
ヨ
ソ
ツ
」
で
あ
る
が
、
初
出
は
「
チ
ヨ
ツ
ツ
」
で
あ
り
、
選
集
で
は
「
チ
ョ
ッ
ツ
」
と
す
る
の
で
、

特
異
的
に
訂
し
た
。］（
盜
賊
）、
「
ビ
カ
」（
乞
丐
）
等
の
惡
稱
を
以
て
之
を
呼
ぶ
由
を
載
す
、
神
代
に
、
葦

原
醜
男
あ
り
（
書
紀
卷
一
）、
延
曆
の
頃
美
濃
國
人
村
岡
連
惡
人
（
玄
同
放
言
三
類
聚
國
史
を
引
く
）
あ
り
、

今
日
視
害
を
懼
る
ゝ
こ
と
最
も
印
度
に
行
な
わ
れ
、
邪
視
（E

v
il E

y
e

）
の
迷
信
は
極
て
南
歐
、
西
亞
、
北

ア
フ
リ
カ
に
盛
ん
に
て
、
本
邦
に
は
此
等
に
相
當
す
る
詞
す
ら
存
せ
ず
と
雖
も
古
書
を
閱
し
俚
俗
を
察
す

る
に
、
二
者
の
蹤
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
と
」。］
と
覺
ら
る
ゝ
も
の
全
く
無
き
に
非
ざ
れ
ば
、
醜
男
惡
人

等
の
名
は
、
日
本
に
も
い
と
古
く
視
害
又
邪
視
を
避
ん
と
て
、
故
ら
に
子
に
惡
名
を
命
ず
る
風
有
り
し
跡
を

留
め
し
も
の
と
思
は
る
（
今
も
厄
年
生
れ
の
兒
に
捨
の
字
を
名
と
す
る
抔
似
ゆ
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
視
害
（
ナ
ザ
ル
）」（
し
が
い
）「
邪
視
（E

v
il E

y
e

）」（
じ
や
し
（
じ
ゃ
し
）
）
後
者
は

は
「
邪
眼
」
と
も
呼
ぶ
。
人
や
物
に
災
い
を
齎
す
超
自
然
的
な
力
を
目
・
視
線
に
持
つ
人
・
鬼
神
・
目
の
シ

ン
ボ
ル
を
持
っ
た
対
象
物
の
存
在
、
及
び
そ
の
邪
悪
な
眼
力
を
行
使
す
る
こ
と
や
そ
の
作
用
を
指
す
。
ブ
ラ

ッ
ク
・
マ
ジ
ッ
ク
に
類
す
る
こ
の
信
仰
は
汎
世
界
的
に
広
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
特
に
地
中
海
地
域
・
中
近

東
・
南
ア
ジ
ア
に
多
く
、
他
に
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
ア
フ
リ
カ
・
東
ア
フ
リ
カ
で
も
信
じ
ら
れ
、
新
大
陸
で

は
邪
視
地
域
か
ら
の
移
民
の
風
俗
と
し
て
確
認
出
来
る
。
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
、

https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%83%91%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%96/@30.4929761,73.1603605,6.75z/data=!4m5!3m4!1s0x391964aa569e7355:0x8fbd263103a38861!8m2!3d31.1471305!4d75.3412179
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%83%91%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%96/@30.4929761,73.1603605,6.75z/data=!4m5!3m4!1s0x391964aa569e7355:0x8fbd263103a38861!8m2!3d31.1471305!4d75.3412179
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%83%91%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%96/@30.4929761,73.1603605,6.75z/data=!4m5!3m4!1s0x391964aa569e7355:0x8fbd263103a38861!8m2!3d31.1471305!4d75.3412179
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100210492/viewer/50
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100210492/viewer/50


相
対
的
に
見
る
と
、
ご
く
稀
で
あ
る
。
邪
視
の
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
人
間
集
団
は
社
会
に
よ
っ
て
様
々
で
あ

り
、
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
で
は
王
や
聖
職
者
ら
の
地
位
の
高
い
者
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア
ム
ハ
ラ
族
で
は
低
い

カ
ー
ス
ト
の
者
が
こ
れ
を
持
ち
、
ま
た
、
中
東
で
は
人
は
誰
で
も
邪
視
を
持
ち
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
こ
こ
ま
で
は
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。
ま
た
、
ウ
ィ
キ
の
「
邪
視
」
に
よ
れ
ば
、『
世

界
の
広
範
囲
に
分
布
す
る
民
間
伝
承
の
一
つ
。
悪
意
を
持
っ
て
相
手
を
睨
み
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
者

に
呪
い
を
掛
け
る
魔
力
。
イ
ー
ヴ
ィ
ル
ア
イ( evil eye)

、
邪
眼
（
じ
ゃ
が
ん
）、
魔
眼
（
ま
が
ん
）
と
も
言

わ
れ
る
』。『
様
々
な
民
族
の
間
で
こ
の
災
い
に
対
す
る
信
仰
は
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
邪
視
、
邪
眼
は

し
ば
し
ば
魔
女
と
さ
れ
る
女
性
が
持
つ
特
徴
と
さ
れ
、
そ
の
視
線
は
様
々
な
呪
い
を
犠
牲
者
に
も
た
ら
す
』。

『
邪
視
に
よ
っ
て
人
が
病
気
に
な
り
』、『
衰
弱
し
て
い
き
、
つ
い
に
は
死
に
至
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
い
う
』。

『
ち
な
み
に
邪
視
と
い
う
言
葉
は
博
物
学
者
南
方
熊
楠
に
よ
る
訳
語
で
あ
り
、
彼
が
邪
視
と
い
う
概
念
を

日
本
に
紹
介
し
た
』
と
あ
る
。『
い
く
つ
か
の
文
化
で
は
、
邪
視
は
人
々
が
何
気
な
く
目
を
向
け
た
物
に
不

運
を
与
え
る
ジ
ン
ク
ス
と
さ
れ
る
。
他
方
で
は
』、『
そ
れ
は
、
妬
み
の
眼
差
し
が
不
運
を
も
た
ら
す
と
信
じ

ら
れ
た
。
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
し
て
中
東
で
は
、
青
い
瞳
を
持
つ
人
間
に
は
邪
視
に
よ
っ
て
故
意
に
、
あ
る
い

は
故
意
で
は
な
く
呪
い
を
人
々
に
か
け
る
力
が
あ
る
と
し
て
恐
れ
た
』。『
中
東
で
は
、
邪
視
に
対
抗
す
る
ア

ミ
ュ
レ
ッ
ト
』（
英
語
：A

m
u
let

：
お
守
り
）『
と
し
て
青
い
円
の
内
側
に
黒
い
円
の
描
か
れ
た
塗
ら
れ
た
ボ

ー
ル
（
ま
た
は
円
盤
）
が
用
い
ら
れ
た
。
同
様
の
お
守
り
と
し
て
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
の
手
』（
英
語
：H

an
d
 o

f 

F
atim

a

。
ア
ラ
ビ
ア
語
「
ハ
ム
サ
」。
主
に
中
東
や
マ
グ
リ
ブ
地
方
（
北
部
ア
フ
リ
カ
の
エ
ジ
プ
ト
を
除
い

た
地
中
海
沿
岸
諸
国
と
モ
ロ
ッ
コ
・
西
サ
ハ
ラ
・
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
等
）
で
使
わ
れ
る
、
邪
視
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
護
符
で
手
の
形
を
し
て
お
り
、
多
く
は
五
指
の
う
ち
の
中
央
の
三
本
が
山
形
を
成
し
、
親
指
と
小
指

が
同
じ
長
さ
の
手
の
形
を
し
て
お
り
、
中
央
に
は
目
・
ダ
ビ
デ
の
星
・
イ
ク
ト
ゥ
ス
（ich

tu
s

：
弧
を
成
す

二
本
の
線
を
交
差
さ
せ
て
魚
を
横
か
ら
見
た
形
に
描
い
た
シ
ン
ボ
ル
。
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
隠
れ
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
用
い
た
）
を
配
し
た
も
の
も
多
く
見
か
け
る
因
み
に
「
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
」
と
は
イ
ス
ラ
ム
教
開

祖
ム
ハ
ン
マ
ド
の
娘
で
、
第
４
代
正
統
カ
リ
フ
た
る
ア
リ
ー
の
妻
と
な
っ
た
女
性
の
名
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏

に
於
け
る
理
想
の
女
性
の
象
徴
と
見
做
さ
れ
て
い
る
）『
が
あ
る
。
同
様
の
目
的
で
広
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は

天
然
石
の
虎
目
石
や
天
眼
石(

縞
瑪
瑙)

も
利
用
さ
れ
る
』。『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
間
で
は
、
地
中
海
沿
岸
が
最

も
邪
視
の
信
仰
が
強
い
。
邪
視
を
防
ぐ
伝
統
的
な
方
法
と
し
て
地
中
海
沿
岸
の
船
の
舳
先
に
大
き
な
目
が

描
か
れ
て
い
る
の
を
し
ば
し
ば
目
に
す
る
。
ま
た
邪
視
の
信
仰
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
ケ
ル
ト
の
圏
内
へ

広
ま
っ
た
。
古
代
ロ
ー
マ
で
は
、
フ
ァ
リ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
』（p

h
allic ch

arm

）『（
陽
根
の
魔
除
け
）
が
対
邪

視
に
有
効
と
さ
れ
た
』（
本
邦
で
は
「
金こ

ん

精せ
い

さ
ま
」
と
し
て
、
ま
た
、
古
く
『
ア
イ
ヌ
に
も
似
た
』
信
仰
『
が

あ
っ
た
』
と
す
る
）
。『
同
様
に
日
本
で
も
縄
文
時
代
に
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
男
性
器
を

模
し
た
石
棒
が
出
土
し
て
い
る
。
同
じ
く
邪
視
か
ら
身
を
守
る
動
作
と
し
て
コ
ル
ナ
』（
イ
タ
リ
ア
語
：G

esto
 

d
elle co

rn
a

：「
角
の
手
振
り
」
の
和
製
略
）『
ま
た
は
マ
ノ
・
コ
ル
ヌ
ー
タ
』（
ラ
テ
ン
語
：M

an
o

 co
rn

u
ta

：

「
角
の
手
」
）『（
人
差
し
指
と
小
指
を
伸
ば
し
て
後
の
指
は
握
り
込
む
動
作
）、
マ
ノ
・
フ
ィ
コ
』（
ラ
テ
ン

語
：m

an
o

 fico

：「
無
花
果
の
手
」）『（
親
指
を
人
差
し
指
と
中
指
の
間
に
挟
ん
で
握
り
込
む
動
作
）『
で
古

代
ロ
ー
マ
で
は
男
性
器
を
表
す
）
が
あ
る
。
ま
た
』、『
今
日
』、『
侮
蔑
の
意
味
で
つ
か
わ
れ
る
フ
ァ
ッ
ク
サ

イ
ン
は
』、『
元
来
』、『
古
代
ロ
ー
マ
で
は
上
記
の
サ
イ
ン
同
様
に
邪
視
除
け
の
サ
イ
ン
で
あ
っ
た
』
。『
そ
の

一
方
で
』、『
プ
リ
ア
ー
ポ
ス
』（
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
於
け
る
羊
飼
い
・
庭
園
及
び
果
樹
園
の
守
護
神
に
し
て

生
殖
と
豊
穣
を
司
る
巨
大
な
フ
ァ
ル
ス
を
持
っ
た
生
殖
男
神
の
シ
ン
ボ
ル
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
そ
れ
）『
は
侮
辱

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%82%AA%E8%A6%96


の
意
味
で
も
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
』、『
両
面
性
を
持
ち
合
わ
せ
た
サ
イ
ン
で
も
あ
る
可
能
性
が
残
る
』。『
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
、 

マ
ノ
・
フ
ィ
コ
の
彫
刻
を
幸
運
の
チ
ャ
ー
ム
と
し
て
常
に
持
ち
歩
く
。
こ
れ
ら
の
風
習
は
、

邪
視
文
様
を
』「
ほ
と
」（
本
邦
の
女
性
生
殖
器
を
指
す
古
語
）『
と
し
て
見
た
と
き
』
、
そ
れ
『
に
対
応
す
る

男
性
器
の
象
徴
で
対
抗
す
る
、
あ
る
い
は
眼
に
対
し
て
先
端
恐
怖
症
を
想
起
さ
せ
る
事
や
、
見
る
に
堪
え
な

い
見
苦
し
い
も
の
で
対
抗
す
る
呪
術
の
方
法
で
あ
る
』
。
『
邪
視
の
迷
信
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
』

『
に
持
ち
込
ま
れ
た
』。
一
九
四
六
年
、『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
、
ア
ン
リ
・
ガ
マ
シ
ュ
』（H

en
ri 

G
am

ach
e (

一
八
八
九
年
～
？)
）『
が
出
版
し
た
邪
視
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
テ
キ
ス
ト
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
南
部
の
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
医
に
影
響
を
与
え
た
』
と
あ
る
。
但
し
、
最
後
に
言
っ
て
お
く
と
、
こ
の
後
、
熊

楠
は
こ
の
「
邪
視
」
を
、
ま
た
し
て
も
天
馬
空
を
翔
け
る
が
如
く
、
延
々
と
ド
ラ
イ
ヴ
し
て
語
っ
て
行
く
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
彼
は
イ
ン
ド
の
「
視
害
」（
ナ
ザ
ル
）
と
「
邪
視
」
を
、
作
用
は
同
系
統
な
が

ら
も
、
別
な
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
実
に
こ
の
公
開
後
も
熊
楠
の
中
で
燻

り
続
け
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
二
月
に
『
太
陽
』
に
発
表
し
た
「
蛇
に
關
す
る
民
俗
と
傳
說
」
で
、
自
分

が
本
論
考
中
で
「
邪
視
」
と
訳
し
た
こ
と
、
イ
ン
ド
の
「
ナ
ザ
ー
ル
」
は
、
当
人
が
悪
念
を
持
た
ず
し
て
、
何

の
他
者
を
害
す
る
気
も
な
く
、
逆
に
賞
讃
せ
ん
と
し
て
人
や
物
を
眺
め
た
だ
け
で
、
眺
め
ら
れ
た
対
象
が
必

ず
害
を
受
け
る
の
で
、
私
は
「
視
害
」
と
訳
し
て
お
い
た
が
、
調
べ
た
仏
典
の
経
文
か
ら
見
て
、「
見
毒
」（
け

ん
ど
く
）
と
い
う
訳
語
に
し
て
「
邪
視
」
と
区
別
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
燻
り
は
続
い
て
、
遂

に
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
十
月
発
行
の
『
民
俗
学
』（
第
一
巻
四
号
）
で
、
短
い
な
が
ら
、「
邪
視
に
つ
い

て
」
を
再
び
も
の
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
拘
り
に
つ
い
て
優
れ
た
論
考
が
な
さ
れ
て
い
る
姜
竣
（
カ
ン 

ジ
ュ
ン
）
氏
の
論
考
「
イ
メ
ー
ジ
と
こ
と
ば
の
近
代
」（
日
本
口
承
文
芸
協
会
『
口
承
文
芸
研
究
』
第
二
十

五
号
所
収
・
二
〇
〇
二
年
三
月
発
行
・P

D
F

）
を
読
ま
れ
ん
こ
と
を
強
く
お
薦
め
す
る
。 

「
乞
丐
」「
か
た
ゐ
」「
か
つ
た
ゐ
」「
こ
つ
が
い
」
な
ど
の
読
み
が
あ
る
。
乞
食
。
古
く
は
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
を
「
か
つ
た
い
ぼ
」
と
呼
ん
だ
差
別
史
が
あ
る
。 

「
葦
原
醜
男
あ
り
（
書
紀
卷
一
）
」
多
様
な
別
名
を
持
つ
大
国
主
命
の
異
名
の
一
つ
。
但
し
、「
日
本
書
紀
」

巻
之
第
一
の
「
第
八
段
」
の
「
一
書
第
六
」
に
、 

 
 

 

＊ 

一
書
曰
。
大
國
主
神
。
亦
名
、
大
物
主
神
。
亦
號
、
國
作
大
己
貴
命
。
亦
曰
、
葦
原
醜
男
。
亦
曰
、
八
千
戈

神
。
亦
曰
、
大
國
玉
神
。
亦
曰
、
顯
國
玉
神
。
其
子
、
凡
有
一
百
八
十
一
神
。 

 
 

 

＊ 

と
、
こ
の
一
箇
所
だ
け
に
出
る
。 

「
延
曆
」
七
八
二
年
～
八
〇
六
年
。 

「
村
岡
連
惡
人
（
玄
同
放
言
三
類
聚
國
史
を
引
く
）」「
選
集
」
で
は
『
む
ら
お
か
の
む
ら
じ
』
と
振
る
が
、

「
悪
人
」
は
読
み
を
振
っ
て
い
な
い
。「
日
本
古
典
籍
ビ
ュ
ー
ア
」
の
原
本
画
像
（
当
該
部
。
左
頁
最
終
行
）

を
見
て
も
、
や
は
り
振
っ
て
い
な
い
。
「
あ
く
ん
ど
」
と
私
は
読
み
た
く
な
る
が
、
先
に
示
し
た
姜
氏
の
論

考
で
は
、
こ
の
「
惡
人
」
を
「
マ
ガ
ヒ
ト
」
と
読
ん
で
お
ら
れ
る
。
「
三
」
は
「
玄
同
放
言
」
の
第
三
巻
の

意
。「
類
聚
國
史
」
は
編
年
体
で
あ
る
「
六
国
史
」
の
記
事
を
、
中
国
の
類
書
に
倣
っ
て
、
分
類
・
再
編
集

し
た
歴
史
書
。
菅
原
道
真
の
編
纂
に
よ
り
寛
平
四
（
八
九
二
）
年
に
完
成
し
た
。
写
本
を
見
つ
け
た
が
、
読

み
は
一
切
振
っ
て
い
な
い
の
で
、
調
べ
る
の
を
や
め
た
。「
玄
同
放
言
」
は
「
類
聚
国
史
」
の
八
十
七
巻
の

刑
法
部
の
引
用
と
記
し
（
訓
読
し
た
）、 

https://ko-sho.org/download/K_025/SFNRJ_K_025-13.pdf
https://ko-sho.org/download/K_025/SFNRJ_K_025-13.pdf
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020274&pos=142&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020274&pos=142&lang=ja


 
 

 

＊ 

桓
武
天
皇
延
曆
十
七
年
、
二
月
壬
子
の
美
濃
國
の
人
、
村
岡
の
連

む
ら
し

悪
人
を
、
淡
路
の
國
に
配
流
す
。
群
盗

を
停
留

と

ゞ

め
、
百
姓
を
侵
犯

を

か

す
を
以
て
な
り
。
こ
の
悪
人
も
、
悪
名
を
賜
ひ
し
に
や
あ
ら
ざ
る
か
。
お
の
づ
か

ら
な
る
名
に
し
あ
ら
ば
、
そ
の
謫
罰

て
き
ば
つ

、
名
詮
自
性

み
や
う
せ
ん
じ
し
や
う

な
ら
ず
や
。 

 
 

 

＊ 

以
下
、「
惡
」
の
字
の
名
乗
り
を
持
っ
た
著
名
な
人
物
を
馬
琴
は
挙
げ
て
、『
そ
の
暴
悪
非
義
を
憎
（
に
く
）
み

て
、
悪
の
を
被
（
お
は
）
せ
し
』
な
ん
ど
と
十
把
一
絡
げ
に
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
馬
琴
に
し
て
「
何
言
い

て
け
つ
か
る
ッ
ツ
！
？
！
」
と
突
っ
込
み
た
く
な
る
呆
れ
た
謂
い
で
あ
る
。
悪
源
太
義
平
や
悪
七
兵
衛
（
あ
く

し
ち
び
ょ
う
え
）
藤
原
景
清
、
最
上
氏
家
臣
で
出
羽
国
飽
海

あ

く

み

郡
朝
日
山
城
主
で
あ
っ
た
名
将
池
田
悪
次
郎
盛

周
（
も
り
ち
か
）
で
ご
存
知
の
通
り
、
こ
の
「
悪
」
は
「
強
い
」
の
意
で
あ
っ
て
、「
悪
い
」
の
意
で
は
な
い
。

自
ら
名
乗
り
、
同
輩
諸
氏
も
親
愛
の
意
を
込
め
て
そ
う
呼
ん
だ
の
だ
。
ア
ホ
か
？ 

馬
琴
！
］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
邪
視
に
関
す
る
考
察
は
、
底
本
で
は
、
全
体
が
一
字
下
げ
で
始
ま
り
（「
三
五
」

ペ
ー
ジ
）、
実
に
こ
の
字
下
げ
の
付
随
部
分
は
「
四
八
」
ペ
ー
ジ
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
さ
ら
に

邪
視
と
邪
害
の
考
察
は
、
そ
の
後
も
延
々
と
続
く
の
で
あ
る
。
］ 

  

邪
視
の
こ
と
は 

F
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lw

o
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h
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v
il E

y
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8
9
5
 

に
諸
國
の
例
を
擧
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本

は
「
譽
て
」
で
あ
る
が
、
初
出
で
訂
し
た
。］
詳
說
せ
り
。
予
も
屢
ば
讀
み
た
れ
ど
も
、
忘
れ
畢
り
た
る
を

以
て
、
只
今
身
近
く
藏
せ
る
多
少
の
書
籍
と
、
自
分
の
日
記
手
抄
と
に
據
て
其
の
一
斑
を
筆
せ
ん
に
、
ブ
リ

チ
ツ
シ
ユ
博
物
館
人
類
學
部
長
チ
ヤ
ー
レ
ス
ヘ
ル
キ
ュ
ル
ス
、
リ
ー
ド
氏
の
直
話
に
、
氏
の
本
國
な
る
愛
爾

蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」。］
に
は
、
今
も
貪
慾
、
憎
惡
、
嫉
妬
等
の
邪
念
を
以
て
人
畜
物

件
を
見
れ
ば
、
見
ら
る
ゝ
者
に
害
あ
り
と
信
ず
る
輩
多
く
、
往
古
邪
視
の
力
よ
く
高
厦
を
燒
き
亡
ぼ
す
と
さ

へ
傳
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
た
れ
ば
、
古
寺
觀
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
じ
く
わ
ん
」
。］
の
前
に
女

人
陰
を
露
せ
る
像
を
立
た
る
有
り
。
こ
は
一
生
懸
命
に
其
建
物
を
睨
み
詰
ん
と
す
る
中
、
女
陰
を
見
て
、
忽

ち
視
力
の
過
半
を
其
方
に
減
じ
去
ら
る
べ
き
仕
組
、
恰
も
落
雷
の
際
避
雷
柱
よ
く
電
力
を
導
散
し
て
、
災
禍

無
か
ら
し
む
る
に
同
じ
と
（R

am
u
sio

,`N
av

ig
atio

n
i et V

iag
g
i,` V

en
etia, 1

5
8
8
, v

o
l.i, fo

l.9
2
 F

. 

に
レ
オ
、

ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
が
、
婦
女
山
中
に
獅
子
に
出
く
わ
せ
た
る
時
、
陰
を
示
せ
ば
忽
ち
眼
を
低
し
て
去
る
、
と
云

る
も
似
た
る
事
也
）
。
ベ
ー
コ
ン
の
說
に
、
好
事
家
あ
り
、
居
常
注
意
し
て
調
査
せ
し
に
人
盛
勝
な
る
時
、

最
多
く
之
を
羨
む
者
の
邪
視
に
害
せ
ら
る
と
、
蘇
格
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」。］
に
は

十
八
世
紀
迄
邪
視
を
信
ず
る
人
多
く
、
以
爲
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
も
へ
ら
く
」。
］、
或
る
特
殊
の
人
邪

視
し
て
、
小
兒
牛
畜
之
に
中
れ
ば
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
た
れ
ば
」。］
必
ず
病
み
、
時
と
し
て
落
命
す
と
、

其
ハ
リ
ス
島
に
「
モ
ラ
ス
カ
、
ビ
ー
ン
ス
」
と
名
く
る
果
あ
り
、
白
き
者
頗
る
巫
蠱
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ふ

こ
」
。
］
及
邪
視
を
防
ぐ
の
效
有
り
と
て
、
小
兒
の
頸
に
懸
る
に
、
自
ら
其
害
を
受
引
き
て
黑
く
變
ず
と
云

（W
.C

.H
azlitt, `F

aith
s an

d
 F

o
lk

lo
re,` 1

9
0
5
, i. 2

1
6
-2

1
7

）。
鐮
田
榮
吉
氏
歐
州
漫
遊
の
間
見
聞
せ
る
所
を

予
に
話
せ
し
に
、
和
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
オ
ラ
ン
ダ
」。］
と
か
の
一
小
島
の
俗
、
男
兒
を
女
裝
す
る
所

有
り
と
言
り
、
そ
は
、
多
分
埃
及
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
エ
ジ
プ
ト
」。］
と
同
く
、
女
兒
邪
視
に
中
て
ら
る
ゝ

こ
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
「
こ
」
な
し
。
初
出
を
見
る
と
、
こ
こ
は
「
こ
と
」
の
約
物
が
用
い
ら
れ
て

い
る
（
二
九
三
ペ
ー
ジ
下
段
後
ろ
か
ら
五
行
目
）
こ
と
が
判
る
。
脱
字
と
見
な
し
て
訂
し
た
。］
男
兒
よ
り

http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020274&pos=143&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020274&pos=143&lang=ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/34
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/41
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


稀
な
り
と
の
觀
念
に
出
し
な
ら
ん
（L

an
e, `M

an
n
ers an

d
 C

u
sto

m
s o

f th
e M

o
d
ern

 E
g
y
p
tian

s,`1
8
7
1
, p

. 

7
0

）
八
犬
傳
に
番
作
が
、
其
子
の
安
寧
を
冀
ふ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ね
が
ふ
て
」。
］、
信
乃
を
童
時
女
裝

せ
し
め
し
は
、
こ
れ
に
類
せ
り
、J. T

. B
en

t, ̀
T

h
e C

y
clad

es,` 1
8
8
5

, p
. 1

5
 

に
、
希
臘
の
一
島
に
て
、
百
歲

許
り
の
老
嫗
來
訪
せ
し
に
、
さ
し
も
生
き
過
ぎ
た
る
身
の
な
ほ
生
を
貪
り
け
む
、
著
者
の
邪
眼
を
慮
り
、
頻

り
に
十
字
を
𤲿
せ
し
由
見
ゆ
。
古
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
熊
楠
の
書
き
癖
。
以
降
は
注
さ
な
い
。
］

羅
馬
に
此
迷
信
有
し
は
、
ヷ
ー
ギ
ル
の
詩
に
明
か
に
し
て
、
一
八
四
六
至
七
八
年
の
間
法
王
た
り
し
ピ
ウ
ス

九
世
邪
視
の
聞
え
高
か
り
け
れ
ば
、
其
祝
を
受
く
る
者
、
面
を
背
け
唾
吐
き
て
其
害
を
防
げ
り
（H

azlit, I. 

2
1
7
; ii, 5

6
1

.

）。
伊
太
利
人
今
日
、
表
面
は
基
督
敎
徒
乍
ら
、
邪
視
を
惧
る
ゝ
風
少
し
も
非
基
督
敎
徒
た
り

し
上
世
に
異
な
ら
ず
、
邪
視
の
嫌
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
き
ら
ひ
」。］
あ
る
者
に
逢
ふ
每
に
、
竊
か
に
手
を

握
り
固
め
て
、
拇
指
を
食
指
と
中
指
の
間
に
挾
み
露
は
す
、
之
を
「
フ
イ
コ
」（
無
花
果
）
と
呼
び
、「
フ
イ

コ
」
を
仕
向
け
ら
る
ゝ
も
の
、
大
に
怒
り
て
仕
向
る
も
の
を
殺
す
こ
と
す
ら
有
り
、
リ
ー
ド
氏
話
し
に
、
是

れ
陰
囊
の
間
よ
り
男
根
の
顯
は
れ
た
る
に
象
る
と
、
思
ふ
に
此
果
未
だ
開
か
ざ
る
と
き
の
形
狀
、
又
其
皮
白

汁
に
富
る
抔
よ
り
、
此
稱
呼
を
生
ぜ
し
か
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
行
末
に
て
読
点
な
し
。］
但
し
吾
邦
に
は
、

「
フ
イ
コ
」
を
男
根
な
ら
で
女
陰
に
象
る
と
し
、
邪
視
に
關
す
る
事
と
見
ず
し
て
仕
向
ら
る
ゝ
も
の
の
好
婬

な
る
を
意
味
す
る
者
と
す
、
又
思
ふ
に
、
山
岡
明
阿
彌
陀
佛
の
戲
作
に
係
る
て
ふ
逸
著
聞
集
に
、
好
色
博
士

女
陰
の
四
具
を
說
る
中
に
、
石
榴
に
資
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
よ
つ
て
」
。］
名
づ
け
た
る
箇
處
有
る
如
く
、

無
花
果
の
熟
し
裂
て
、
多
く
の
赤
色
瓤
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
じ
や
う
し
」
。
果
実
。］
を
露
は
せ
る
姿
に

因
み
、
之
に
女
陰
の
意
を
寓
せ
し
こ
と
、
古
歐
州
に
も
有
り
し
な
ら
ん
、
そ
は
無
花
果
は
、
ハ
ー
ル
メ
ス
、

プ
リ
ア
プ
ス
等
の
男
神
の
好
む
所
た
り
し
と
同
時
に
、
女
神
ジ
ユ
ノ
、
デ
メ
タ
ー
等
に
も
捧
げ
ら
れ
た
れ
ば

な
り
（A

. d
e G

u
b

ern
atis, `L

a M
y
th

o
lo

g
ie d

es P
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tes,` 1
8
8
2
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m
. ii, p

p
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3
8
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4
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參
取
）。
ア
シ
ユ
ビ

ー
氏
の
說
に
、
伊
太
利
の
民
上
下
共
、
邪
視
を
禦
ぐ
爲
、
護
り
を
佩
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
ぶ
る
」
。
］

事
頗
る
盛
ん
な
れ
ど
も
、
其
事
を
話
し
、
殊
に
外
國
人
に
說
明
す
る
を
不
祥
な
り
と
す
る
故
、
容
易
に
知
れ

難
し
、
ペ
ル
シ
ア
の
ベ
ル
ツ
チ
敎
授
、
最
も
廣
く
此
事
を
硏
究
せ
る
其
說
に
、
此
等
護
り
の
尤
も
古
き
は
隕

石
な
り
、
其
中
多
く
星
及
び
點
を
具
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
た
る
あ
り
て
、
そ
の
數
定
か
な
ら
ず
、

邪
視
す
る
者
之
を
算
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
盡
す
の
後
に
非
れ
ば
其
力
利
か
ず
、
故
に
最
も
珍
と

せ
ら
る
、
砂
、
穀
粒
を
無
數
袋
に
盛
れ
る
を
尊
ぶ
も
亦
同
理
に
出
づ
と
（N

o
tes an

d
 Q

u
eries, F

eb
.2

2
, 1

9
0
8
, 

P
P. 1

4
5
-1

4
6

）。
種
彥
の
用
捨
箱
卷
上
（
九
）
守
貞
の
近
世
風
俗
志
廿
三
編
に
見
え
た
る
、
二
月
八
日
籠
を

揭
げ
て
鬼
を
避
る
に
は
、
色
々
の
理
由
も
有
な
ん
が
、
一
つ
は
鬼
が
籠
目
の
數
を
よ
み
盡
す
中
に
、
其
邪
力

耗
散
す
と
の
意
も
な
き
に
非
じ
、
土
耳
古
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ト
ル
コ
」。］
人
亦
邪
視
の
用
心
周
到
に
し

て
、
家
の
外
部
に
「
コ
ラ
ン
」
の
文
を
題
し
、
天
井
よ
り
は
玻
瓈
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
り
」。
玻
璃
に
同

じ
。
ガ
ラ
ス
。］
球
を
懸
下
し
、
又
馬
の
息
災
の
爲
に
、
其
飭
具
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち
よ
く
ぐ
」。
手
綱

な
ど
の
制
禦
馬
具
。］
を
美
に
し
て
之
を
防
ぐ
（H

azlitt, i . 2
1
7

）。
レ
ヷ
ン
ト
地
方
に
、
蠶
を
他
人
に
見
す

れ
ば
、
全
く
絹
を
成
さ
ず
と
信
ず
と
云
も
、
其
眼
力
を
怖
る
ゝ
に
由
る
な
る
べ
し
（H

asselq
u
ist, ̀

V
o
y
ag

es 

an
d
 T

rav
els in

 th
e L

ev
an

t,` 1
7
6
6
, p

. 1
6
7

）。
西
方
亞
細
亞
と
北
阿
非
利
加
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
北
ア
フ
リ

カ
」。］
に
此
迷
信
弘
く
深
く
行
な
は
る
ゝ
は
衆
の
知
悉
す
る
所
に
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
夜
譚
に
も
鐵
又
拔
刀
を

以
て
邪
視
を
除
く
事
あ
り
、（B

u
rto

n
, `T

h
e B

o
o
k
 o

f th
e T

h
o
u
san

d
 N

ig
h
ts an

d
 a N

ig
h
t,` ed

. 1
8

9
4
, v

o
l.ii 

p
. 2

0
9
; v

o
l.

ⅹ, p
. 1

0
5
.

）。
又
カ
イ
ロ
の
賈
長
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
ち
や
う
」。
大
商
人
か
。］
シ
ヤ
ム
サ

ツ
ヂ
ン
其
子
の
邪
視
に
犯
さ
れ
ん
こ
と
を
憂
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
こ
の
手
の
「
へ
」
も
「
え
」
と



熊
楠
は
書
き
が
ち
で
あ
る
の
で
、
向
後
は
こ
れ
も
五
月
蠅
い
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
附
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

不
審
に
思
わ
れ
た
方
は
、
底
本
を
確
認
さ
れ
た
い
。］、
七
歲
よ
り
成
人
近
く
な
る
迄
地
窖
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
ち
こ
う
」。
穴
倉
。］
中
に
育
て
、
後
始
て
相
伴
ふ
て
外
出
す
る
に
及
び
、
市
人
一
同
其
親
子
た
る
を
知
ず
、

年
甲
斐
も
な
く
美
童
の
艷
色
に
惑
溺
せ
る
者
と
心
得
、
退
職
を
强
勸
す
る
話
あ
り
（v

o
l. iii, p

p
. 1

5
7
-1

6
5

） 

カ
イ
ロ
に
は
近
年
も
盛
裝
の
富
豪
婦
人
、
襤
褸
を
絡
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
と
ひ
」。］
面
に
泥
塗
れ
る

兒
女
を
伴
ひ
步
む
を
見
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
、
是
れ
其
生
む
所
に
し
て
、
家
内
に
在
て
は
錦
衣
玉
食
し
な
が

ら
、
外
出
す
る
ご
每
に
、
邪
視
に
打
た
れ
ざ
る
樣
に
と
て
、
故
ら
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
と
さ
ら
に
」
。］

相
好
を
損
ぜ
る
な
り
（
同
上
、
百
六
十
五
頁
注
）。
蓋
し
其
害
を
受
る
こ
と
男
兒
は
女
兒
よ
り
多
く
、
兒
童

は
成
人
よ
り
甚
し
と
い
ふ
、
現
時
埃
及
人
及
び
ス
ー
ダ
ン
人
堅
く
回
敎
を
奉
じ
て
一
神
を
尊
信
す
と
稱
す

れ
ど
も
實
際
沙
漠
を
旅
行
す
る
に
當
り
、
邪
神
の
眼
力
を
懼
る
ゝ
こ
と
甚
く
、
種
々
に
其
馬
を
華
飾
し
て
其

灾
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
わ
ざ
は
ひ
」。「
災
」
に
同
じ
。
底
本
は
「
實
」
で
あ
る
が
、
初
出
で
訂
し
た
。］
を

薄
く
せ
ん
と
す
（B

u
d
g
e,`T

h
e G

o
d
s o

f th
e E

g
y
p
tian

s,` 1
9
0
4
, v

o
l.i, p

p
. 1

3
-1

4

）。
バ
ー
ト
ン
曰
く
、
邪
視

の
迷
信
は
古
埃
及
に
始
つ
た
ら
し
い
と
（x

. 3
9
3
, n

o
te.

）
。
是
れ
現
存
の
文
獻
中
此
事
を
徵
す
べ
き
者
、
埃

及
よ
り
舊
き
は
無
き
を
以
て
な
り
。
間
嘗
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
ね
づ
ね
」。
］、
右
に
引
け
る
バ
ツ
チ
氏
の

書
を
繙
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
も
と
き
て
」。］
攷
る
に
、
吾
國
に
も
眼
に
緣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち
な

み
」。
底
本
で
は
「
綠
」。
初
出
で
訂
し
た
。］
し
て
神
を
神
明
と
呼
び
、
佛
像
に
性
根
入
れ
る
を
開
眼
と
稱

し
、
神
佛
の
精
力
威
勢
特
に
眼
に
集
る
と
心
得
た
る
如
く
、
埃
及
の
古
民
、
神
の
眼
を
恐
れ
敬
ふ
餘
り
、
之

に
神
自
身
と
等
し
き
力
を
附
し
、
諸
神
は
ケ
ペ
ラ
神
の
口
よ
り
出
で
、
人
間
は
其
眼
よ
り
生
ぜ
り
な
ど
、
神

の
眼
に
造
化
の
力
を
賦
す
る
と
同
時
に
、
諸
大
神
の
眼
又
大
破
壞
力
を
具
せ
り
と
謂
へ
る
に
似
た
り
、
例
之

に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
れ
に
れ
い
す
る
に
」。］
ホ
ル
ス
は
日
を
右
眼
と
し
、
月
を
左
眼
と
す
其
眼
力
能

く
ア
ペ
プ
の
首
を
斬
落
す
（
ア
ペ
プ
は
大
蛇
に
し
て
神
敵
た
り
）
又
神
怒
り
て
其
眼
叢
林
を
剿
蕩
す
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
さ
う
た
う
（
そ
う
と
う
）
す
」。「
掃
討
」
に
同
じ
。
］、
又
ラ
ー
神
の
眼
、
魔
を
平
ぐ
る
に
足

る
、
諸
神
、
ラ
ー
に
申
す
、
汝
の
眼
を
し
て
進
ん
で
汝
の
爲
に
、
汝
の
惡
言
す
る
者
を
破
滅
せ
し
め
よ
、
汝

の
眼
ハ
ト
ー
ル
形
を
現
ず
る
時
、
諸
眼
一
つ
も
之
に
抗
し
得
ず
と
、
是
れ
取
も
直
さ
ず
、
ラ
ー
の
邪
視
異
常

に
强
き
を
い
へ
る
も
の
な
り
、
因
に
云
ふ
、
紐
育
出
板
、
ハ
ム
ボ
ル
ト
文
庫
に
收
め
た
る
、
某
氏
の
「
ヒ
プ

ノ
チ
ズ
ム
」
篇
に
、
佛
國
の
術
士
村
女
を
睨
ん
で
、
忽
ち
身
を
動
か
す
こ
と
能
は
ざ
ら
し
め
、
輙
ち
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
す
な
は
ち
」。］
就
て
姦
婬
し
了
れ
る
由
載
た
る
を
見
し
事
あ
り
、
斯
る
こ
と
他
に
も
聞
及
し

例
あ
り
、
こ
は
、
魅
視
と
も
譯
す
べ
き
「
フ
ア
ツ
シ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
」
に
屬
し
、
理
則
の
如
何
は
扨
置
き
、
間
々

實
事
と
し
て
在
る
こ
と
ゝ
承
り
及
ぶ
、
人
間
に
限
ら
ず
、
蛇
が
蛙
鰻
鱺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二
字
で
「
う
な

ぎ
」。］
な
ど
を
魅
視
し
て
逃
去
る
能
は
ざ
ら
し
む
と
聞
り
、
古
え
歐
州
人
が
信
ぜ
る
「
バ
シ
リ
ス
ク
」
の
譚
、

吾
國
に
今
も
殘
存
す
る
牛
鬼
の
誕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
は
な
し
」。］
な
ど
、
こ
ん
な
こ
と
を
大
層
に
し
て

傳
え
し
に
非
ざ
る
か
、「
バ
シ
リ
ス
ク
」
一
名
「
コ
ツ
カ
ト
リ
ス
」
は
、
蛇
若
く
は
蟾
蜍
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
ひ
き
が
へ
る
」。］
が
鷄
卵
を
伏
せ
孵
し
て
生
じ
、
蛇
形
に
し
て
翼
と
脚
あ
り
、
鷄
冠
を
戴
く
と
も
、
單
に

白
點
を
頂
に
せ
る
蛇
王
な
り
と
も
い
ふ
、
諸
動
物
及
び
人
之
に
睨
ま
る
れ
ば
死
せ
ざ
る
な
く
諸
植
物
も
亦

凋
枯
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
て
う
こ
（
ち
ゅ
う
こ
）」。］
せ
ざ
る
な
き
も
、
鼬
と
芸
香
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う

ん
か
う
」。］
の
み
其
害
を
受
ず
、
古
人
こ
れ
を
獵
り
し
唯
一
の
法
は
、
每
人
鏡
を
手
に
し
て
之
に
向
ふ
に
、

「
バ
シ
リ
ス
ク
」
の
眼
力
鑑
の
爲
に
其
身
に
返
り
、
矢
庭
に
斃
れ
畢
る
に
あ
り
（H

azlitt,i. p
. 1

3
3
; J. S

co
ffern

, 

`S
tray

 L
eav

es o
f S

cien
ce an

d
 F

o
lk

-lo
re,` 1

8
7
0
, p

p
. 3

4
2
-3

4
6

）
牛
鬼
吾
邦
に
存
せ
し
こ
と
今
昔
物
語
東
鑑

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


等
に
出
れ
ど
も
、
予
が
熊
野
地
方
に
て
聞
け
る
は
大
に
之
と
異
な
り
、
則
ち
一
種
の
有
蹄
獸
に
て
、
山
中
、

人
に
遭
へ
ば
見
詰
て
去
ら
ず
、
其
人
遂
に
疲
勞
し
て
死
す
、
之
を
影
を
呑
ま
る
と
い
ふ
、
爾
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
そ
の
」。］
時
、「
石
は
流
れ
る
木
の
葉
は
沈
む
牛
は
嘶
き
馬
吼
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ほ
ゆ
る
」。］」

と
、
逆
ま
ご
と
を
述
べ
た
る
歌
を
誦
す
れ
ば
、
其
患
を
免
る
。
而
し
て
牛
鬼
が
草
木
の
葉
を
食
た
る
跡
を
見

れ
ば
、
箭
羽
頭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
ば
ね
が
し
ら
」。］
の
狀
を
な
し
、
他
の
諸
獸
の
食
し
跡
に
異
な
る

と
、
予
至
て
不
案
内
の
事
な
が
ら
、
種
々
聞
及
し
所
を
併
せ
考
る
に
、
或
は
無
識
の
徒
、
本
州
唯
一
の
羚
羊

（
か
も
し
か
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
ル
ビ
で
は
な
く
本
文
。］
を
誤
解
し
て
、
件
の
怪
談
を
生
ぜ
し
か

と
も
思
ふ
、
二
年
計
り
那
智
に
僑
居
せ
し
時
、
牛
鬼
出
で
吼
る
と
い
ふ
幽
谷
へ
、
所
謂
逢
ふ
魔
が
時
（
神
代

に
大
ま
が
つ
み
の
神
あ
る
を
見
れ
ば
大
禍
時
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
ほ
ま
が
ど
き
」。］
の
意
か
）
を
撰
み
、

夜
に
入
る
迄
其
邊
に
た
ゝ
ず
み
し
事
屢
々
な
り
し
も
、
境
靜
か
に
し
て
、
小
瀑
布
の
深
淵
に
落
る
音
の
、
岩

壁
に
響
き
て
、
異
樣
に
聽
取
ら
る
ゝ
有
り
し
の
み
、
他
に
何
物
を
も
見
る
こ
と
無
り
き
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「F

. T
. E

lw
o
rth

y, `T
h
e E

v
il E

y
e,` 1

8
9
5

」
イ
ギ
リ
ス
の
言
語
学
者
で
好
古
家
の
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
ト
ー
マ
ス
・
エ
ル
ワ
ー
ジ
ー
（F

red
erick

 T
h
o
m

as E
lw

o
rth

y
 

一
八
三
〇
年
～
一
九
〇
七
年
）

の
「T

h
e E

vil E
ye : a

n
 a

cco
u
n
t o

f th
is a

n
cien

t a
n
d
 w

id
esp

rea
d
 su

p
erstitio

n
.

」（
邪
視―

―

こ
の
古
く
、

且
つ
、
広
く
普
及
し
た
迷
信
に
就
い
て
の
解
説
）。
当
該
原
本
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
読
め
る
。 

「
チ
ヤ
ー
レ
ス
ヘ
ル
キ
ュ
ル
ス
、
リ
ー
ド
」
考
古
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
・
リ
ー
ド
（C

h
arles 

H
ercu

les R
ead 

一
八
五
七
年
～
一
九
二
九
年
）。
大
英
博
物
館
で
英
国
及
び
中
世
の
骨
董
と
民
族
学
の
管

理
者
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
勅
許
を
受
け
た
学
術
機
関
「
ロ
ン
ド
ン
考
古
協
会
」
の
会
長
も
務
め
た
。

彼
の
生
ま
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ケ
ン
ト
州
で
あ
る
が
、
家
の
出
自
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
の
で
あ
ろ
う
。 

「
高
厦
」
大
家
。
大
き
な
屋
敷
。 

「
古
寺
觀
」
古
い
教
会
堂
。 

「
陰
」「
い
ん
」。
陰
部
。
女
陰
（
歴
史
的
仮
名
遣
「
ぢ
よ
い
ん
」）。
女
性
生
殖
器
。 

「R
am

u
sio

,`N
av

ig
atio

n
i et V

iag
g
i,` V

en
etia, 1

5
8
8
, v

o
l.i, fo

l.9
2
 F

.

」
ベ
ネ
チ
ア
共
和
国
の
官
吏
（
元
老

院
書
記
官
な
ど
）
を
務
め
た
人
文
主
義
者
で
歴
史
家
・
地
理
学
者
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
ラ
ム
ー
ジ

オ
（G

io
v
an

n
i B

attista R
am

u
sio

 
 

一
四
八
五
年
～
一
五
五
七
年
）
が
、
先
達
や
同
時
代
の
探
検
旅
行
記

を
集
大
成
し
た
、
大
航
海
時
代
に
関
す
る
基
本
文
献
と
さ
れ
る
「
航
海
と
旅
行
」
（D

elle n
av

ig
atio

n
i et 

v
iag

g
i 

：
全
三
巻
。
一
五
五
〇
年
～
一
五
五
九
年
刊
）
の
こ
と
。 

「
レ
オ
、
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
」
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
（L

eo
 A

frican
u
s 

一
四
八
三
年
？
～
一
五
五
五
年
？
）

の
名
前
で
知
ら
れ
る
、
本
名
を
ア
ル
＝
ハ
ッ
サ
ン
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ル
＝
ザ
イ
ヤ
ー
テ
ィ
ー
・
ア
ル

＝
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
・
ア
ル
＝
ワ
ッ
ザ
ー
ン
と
い
う
、
ア
ラ
ブ
の
旅
行
家
で
地
理
学
者
。「
レ
オ
」
は
ロ
ー
マ

教
皇
レ
オ
Ⅹ
世
か
ら
与
え
ら
れ
た
名
で
、「
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
」
は
ニ
ッ
ク
・
ネ
ー
ム
。 

「
ベ
ー
コ
ン
」
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（F

ran
cis B

aco
n 

一
五
六
一
年
～
一
六
二

六
年
）
で
あ
ろ
う
が
、
出
典
は
不
詳
。 

「
人
盛
勝
な
る
時
」「
ひ
と
さ
か
り
が
ち
な
る
と
き
」。
あ
る
人
が
成
功
し
て
世
間
で
華
々
し
く
知
ら
れ
て
い

る
折
り
。 

「
ハ
リ
ス
島
」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
西
部
に
浮
か
ぶ
「
ル
イ
ス
（L

ew
is

）
島
」
の
南
部
は
「
ハ
リ
ス
（H

arris

）

島
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
二
つ
の
島
名
は
同
じ
島
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
併
用
さ
れ
て
い
る
（
地
図
表
記
参
照
）
。

https://archive.org/details/evileyeaccountof00elwo/page/n9/mode/2up


こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。 

「
モ
ラ
ス
カ
、
ビ
ー
ン
ス
」
以
下
の
原
本
に
当
た
れ
な
い
の
で
綴
り
不
詳
。
但
し
、
熊
楠
の
叙
述
か
ら
は
「
ビ

ー
ン
ス
」
は
「b

ean
s

」（
豆
）
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

「W
.C

.H
azlitt, `F

aith
s an

d
 F

o
lk

lo
re,` 1

9
0
5
, i. 2

1
6

-2
1
7

）」
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・
書
誌
学
者
・
作
家
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
カ
ル
ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W

illiam
 C

arew
 H

azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九
一
三
年
）
著
の
「
信

仰
と
民
俗
学
」。 

「
鐮
田
榮
吉
」（
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
～
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
）
和
歌
山
県
出
身
。
紀
州
藩
の
家

臣
鎌
田
鍬
蔵
の
子
。
和
歌
山
藩
校
・
同
白
修
学
校
を
経
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
、
慶
応
義
塾
入
学
、
卒

業
後
に
慶
應
義
塾
の
教
諭
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
帰
郷
し
、
白
修
学
校
校
長
を
経
て
、
再
び
慶
応
教
諭
と
あ

る
。
明
治
十
四
年
、
鹿
児
島
造
士
館
教
頭
な
ど
を
務
め
た
後
、
明
治
十
七
年
、
内
務
省
御
用
掛
と
な
り
、
そ

の
後
、
内
務
省
御
用
掛
・
県
治
局
・
大
分
中
学
校
長
・
同
師
範
学
校
長
を
経
て
、
明
治
二
十
七
年
、
和
歌
山

か
ら
衆
院
議
員
に
当
選
し
た
。
明
治
三
十
年
、
欧
米
を
巡
遊
し
（
こ
の
時
、
同
郷
で
あ
っ
た
熊
楠
に
逢
い
、

か
の
孫
文
と
も
、
と
も
に
接
触
し
、
孫
文
の
訪
日
の
端
緖
を
作
っ
た
。
こ
の
辺
り
は
私
の
南
方
熊
楠
の
「
履

歴
書
」
の
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
）、
二
年
後
に
帰
国
し
、
慶
応
義
塾
長
と
な
っ
た
。
高
等
教
育
会
議
議

員
・
教
育
調
査
会
委
員
を
務
め
、
明
治
三
十
九
年
に
は
勅
選
貴
院
議
員
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
八
（
一
九
一

九
）
年
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
第
一
回
国
際
労
働
会
議
」
の
政
府
代
表
と
な
り
、
大
正
十
一
年
に
は
加
藤
友
三
郎

内
閣
の
文
相
を
務
め
た
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
枢
密
顧
問
官
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
「2
0

世
紀
日
本

人
名
事
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
和
蘭
と
か
の
一
小
島
の
俗
、
男
兒
を
女
裝
す
る
所
有
り
」
情
報
を
得
ら
れ
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
な
い
可

能
性
も
あ
る
か
。 

「L
an

e, `M
an

n
ers an

d
 C

u
sto

m
s o

f th
e M

o
d
ern

 E
g
y
p
tian

s,`1
8
7
1
, p

. 7
0

」
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ラ
ビ
ア
学
者

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
ー
ン
（E

d
w

ard
 W

illiam
 L

an
e 

一
八
〇
一
年
～
一
八
七
六
年
）。
ペ
ー

ジ
が
違
う
が
、「In

tern
et a

rch
iv

e

」
で
原
本
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「5
8

」
の
頭
に
こ
の
内
容
と
、
後
に
書
か
れ

る
汚
れ
た
姿
で
子
を
連
れ
歩
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
の
を
発
見
し
た
。 
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a
t th

e a
ffectio

n
a
te m

o
th

ers th
u

s n
eg

lected
 th

e a
p

p
ea

ra
n

ce o
f th

eir ch
ild

ren
, a

n
d

 

p
u

rp
o
sely

 left th
em

 u
n

w
a
sh

ed
, a

n
d

 clo
th

ed
 th

em
 so

 sh
a
b

b
ily, p

a
rticu

la
rly

 w
h

en
 th

ey
 h

a
d

 to
 ta

k
e 

th
em

 o
u

t in
 p

u
b

lic, fro
m

 fea
r o

f th
e evil eye, w

h
ich

 is ex
cessiv

ely
 d

rea
d

ed
, a

n
d

 esp
ecia

lly
 in

 th
e 

ca
se o

f ch
ild

ren
, sin

ce th
ey

 a
re g

en
era

lly
 esteem

ed
 th

e g
rea

test o
f b

lessin
g
s, a

n
d

 th
erefo

re m
o
st 

lik
ely

 to
 b

e co
v
eted

. It is p
a
rtly

 fo
r th

e sa
m

e rea
so

n
 th

a
t m

a
n

y
 o

f th
em

 co
n

fin
e th

eir b
o
y
s so

 lo
n

g
 

in
 th

e h
a
reem

. S
o
m

e m
o
th

ers ev
en

 d
ress th

eir y
o
u

n
g
 so

n
s a

s g
irls, b

eca
u

se th
e la

tter a
re less 

o
b

n
o
x
io

u
s to

 en
v
y. 

 
 

 

＊ 

「
八
犬
傳
に
番
作
が
、
其
子
の
安
寧
を
冀
ふ
て
、
信
乃
を
童
時
女
裝
せ
し
め
し
は
、
こ
れ
に
類
せ
り
」
馬
琴

の
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
で
は
私
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
（
妻
は
大
フ
ァ
ン
で
既
に
三
度
以
上
、
全
篇
を
読

ん
で
い
る
が
）。
八
剣
士
と
し
て
最
初
に
登
場
す
る
犬
塚
信
乃

い

ぬ

づ

か

し

の

孝
戍

も
り
た
か

は
、
ウ
ィ
キ
の
「
南
総
里
見
八
犬
伝
の

登
場
人
物
」
に
よ
れ
ば
、
長
禄
四
（
一
四
六
〇
）
年
七
月
『
戊
戌
の
日
、
武
蔵
大
塚
で
生
ま
れ
る
。
父
は
犬

https://www.google.com/maps/@58.2121212,-6.6622814,9.5z
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/04/post-45f3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/04/post-45f3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/04/post-45f3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/04/post-45f3.html
https://archive.org/details/mannerscustomsm00lanegoog/page/n88/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E7%B7%8F%E9%87%8C%E8%A6%8B%E5%85%AB%E7%8A%AC%E4%BC%9D%E3%81%AE%E7%99%BB%E5%A0%B4%E4%BA%BA%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E7%B7%8F%E9%87%8C%E8%A6%8B%E5%85%AB%E7%8A%AC%E4%BC%9D%E3%81%AE%E7%99%BB%E5%A0%B4%E4%BA%BA%E7%89%A9


塚
番
作
、
母
は
手
束
（
た
つ
か
）』。『
番
作
夫
婦
に
は
』
三
『
人
の
子
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
育
た
ず
に

夭
折
し
て
い
る
。
手
束
が
子
を
願
っ
て
』、『
滝
野
川
の
弁
才
天
に
参
拝
し
た
帰
り
道
で
』、『
神
犬
に
騎
乗
し

た
神
女
（
伏
姫
神
）
に
遭
遇
し
』、『
珠
を
授
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
は
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
い
、
代
わ
り
に

傍
ら
に
い
た
仔
犬
（
与
四
郎
）
を
連
れ
て
帰
る
。
そ
の
後
』
に
『
出
産
し
た
の
が
信
乃
で
あ
る
。
元
服
ま
で
』、

『
性
別
を
入
れ
替
え
て
育
て
る
と
』、『
丈
夫
に
育
つ
と
い
う
言
い
伝
え
に
』、『
母
が
願
い
を
託
し
た
た
め
、

女
名
を
つ
け
ら
れ
、
女
装
さ
れ
な
が
ら
育
て
ら
れ
た
。
作
中
の
番
作
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
し
の
」
は
「
長
い

も
の
」
を
意
味
す
る
古
語
で
あ
り
、
ま
た
』、『
番
作
夫
婦
が
出
会
っ
た
信
濃
国
に
通
じ
る
』
と
あ
る
（
太
字

は
私
が
附
し
た
）。 

「J. T
. B

en
t, `T

h
e C

y
clad

es,` 1
8
8
5
, p

. 1
5

」
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
・
考
古
学
者
・
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
セ

オ
ド
ア
・
ベ
ン
ト
（Jam

es T
h
eo

d
o
re B

en
t 

一
八
五
二
年
～
一
八
九
七
年
）
の
「
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
又
は

島
内
の
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
の
生
活
」
（T

h
e C

ycla
d
es; o

r, L
ife a

m
o
n

g
 th

e In
su

la
r G

reeks

）
。
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
で
調
べ
る
と
、
当
該
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
だ
が
、
熊
楠
の
記
載
は
面
白
い
も
の
の
、
ど
う
も
か
な
り
翻

案
し
て
あ
る
こ
と
が
判
る
。 

「
ヷ
ー
ギ
ル
」
ラ
テ
ン
文
学
の
黄
金
期
を
現
出
さ
せ
た
と
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語
詩
人
プ
ー
ブ
リ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ル

ギ
リ
ウ
ス
・
マ
ー
ロ
ー
（P

u
b
liu

s V
erg

iliu
s M

aro 

紀
元
前
七
〇
年
？
～
紀
元
前
一
九
年
）。
共
和
政
ロ
ー

マ
末
の
内
乱
の
時
代
か
ら
、
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
の
台
頭
に
伴
う
帝
政
の
確
立
期
に
そ
の
生
涯
を
過
ご
し
、

「
牧
歌
」・「
農
耕
詩
」・「
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
」
の
三
作
品
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
上
、
ラ

テ
ン
文
学
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
る
人
物
（
同
人
の
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。
私
は
彼
の
訳
詩
集
も
持
た
な

い
の
で
、
当
該
内
容
を
持
つ
詩
篇
は
不
明
。 

「
ピ
ウ
ス
九
世
」
第
二
百
五
十
五
代
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
Ⅸ
世
（P

iu
s IX

 

一
七
九
二
年
～
一
八
七
八
年
）。

在
位
は
一
八
四
六
年
六
月
か
ら
一
八
七
八
年
二
月
。
本
名
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
マ
リ
ア
・
マ
ス
タ
イ
＝
フ
ェ

レ
ッ
テ
ィ
（G

io
v
an

n
i M

aria M
astai-F

erretti

）。
実
に
三
十
一
年
七
ヶ
月
と
い
う
最
長
の
教
皇
在
位
記
録
を

持
つ
。
初
め
は
自
由
主
義
的
で
、「
イ
タ
リ
ア
統
一
運
動
」
を
支
持
し
た
が
、
後
に
反
意
し
た
た
め
、
一
八

四
八
年
に
イ
タ
リ
ア
軍
に
よ
っ
て
教
皇
庁
を
追
わ
れ
た
。
一
八
七
〇
年
に
イ
タ
リ
ア
王
国
が
成
立
し
て
も
、

こ
れ
と
対
立
し
、
自
ら
、
バ
チ
カ
ン
宮
に
幽
囚
の
身
と
な
っ
た
。「
第
一
バ
チ
カ
ン
公
会
議
」
の
召
集
者
で

あ
り
、
マ
リ
ア
の
無
原
罪
懐
胎
と
教
皇
不
可
謬
性
の
教
義
の
採
択
で
も
知
ら
れ
る
。 

『
手
を
握
り
固
め
て
、
拇
指
を
食
指
と
中
指
の
間
に
挾
み
露
は
す
、
之
を
「
フ
イ
コ
」（
無
花
果
）
と
呼
び
』

「
南
方
熊
楠 

小
兒
と
魔
除 

（
１
）」
の
私
の
「
視
害
（
ナ
ザ
ル
）」「
邪
視
（E

v
il E

y
e

）」
の
注
を
参
照

さ
れ
た
い
。 

「
リ
ー
ド
氏
話
し
に
、
是
れ
陰
囊
の
間
よ
り
男
根
の
顯
は
れ
た
る
に
象
る
と
、
思
ふ
に
此
果
未
だ
開
か
ざ
る

と
き
の
形
狀
、
又
其
皮
白
汁
に
富
る
抔
よ
り
、
此
稱
呼
を
生
ぜ
し
か
」
私
は
文
句
な
く
賛
同
す
る
。 

「
山
岡
明
阿
彌
陀
佛
」
通
常
は
「
山
岡
明
阿
彌
」（
や
ま
お
か 

み
ょ
う
あ
み
）
と
表
記
す
る
。
既
に
注
し
た

旗
本
で
国
学
者
の
山
岡
浚
明
（
ま
つ
あ
け 

享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
～
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
）
の

通
称
。
林
祭
酒
か
ら
漢
学
を
学
び
、
そ
の
後
、
賀
茂
真
淵
か
ら
古
学
を
学
ん
だ
。
熊
楠
が
盛
ん
に
引
く
江
戸

時
代
の
類
書
（
百
科
事
典
）
の
一
つ
「
類
聚
名
物
考
」
を
始
め
と
し
て
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。 

「
逸
著
聞
集
」
俗
に
「
色
道
の
三
奇
書
」
と
称
さ
れ
る
一
つ
（
他
に
黒
沢
翁
満
著
「
は
こ
や
の
ひ
め
ご
と
」・

沢
田
名
垂
著
「
あ
な
を
か
し
」）。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
に
写
本
が
あ
る
が
、

内
容
的
に
労
多
く
し
て
の
感
が
私
に
は
強
い
の
で
調
べ
る
気
に
な
ら
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/n37/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/n37/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/n37/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/n37/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/n37/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%A6%E3%82%B9
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-5457bd.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2606276


「
ハ
ー
ル
メ
ス
」
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
青
年
神
で
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
十
二
神
の
一
人
、
神
々
の
伝
令
で
、
特
に
ゼ

ウ
ス
の
使
い
と
し
て
知
ら
れ
、
旅
人
・
商
人
の
守
護
神
で
あ
る
ヘ
ル
メ
ー
ス
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：H

erm
ēs

）。 

「
プ
リ
ア
プ
ス
」
既
注
で
あ
る
が
、
引
用
途
中
に
入
れ
た
注
な
の
で
再
掲
し
て
お
く
と
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に

於
け
る
羊
飼
い
で
、
庭
園
・
果
樹
園
の
守
護
神
に
し
て
生
殖
と
豊
穣
を
司
り
、
男
性
の
生
殖
力
の
神
プ
リ
ア

ー
ポ
ス
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：P

riāp
o
s

）。
巨
大
な
フ
ァ
ル
ス
を
持
つ
。 

「
ジ
ユ
ノ
」
ロ
ー
マ
神
話
で
主
神
ユ
ー
ピ
テ
ル
の
妻
で
あ
り
、
女
性
の
結
婚
生
活
を
守
護
す
る
女
神
で
主
に

結
婚
・
出
産
を
司
る
ユ
ー
ノ
ー
（
ラ
テ
ン
語
：Ju

n
o

）。
ロ
ー
マ
最
大
の
女
神]

。
神
権
を
象
徴
す
る
美
し
い

冠
を
か
ぶ
っ
た
荘
厳
な
姿
で
描
か
れ
、
孔
雀
を
聖
鳥
と
す
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ヘ
ー
ラ
ー
と
同
一
視
さ
れ

る
。 

「
デ
メ
タ
ー
」
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
豊
穣
神
で
、
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
十
二
神
の
一
柱
に
し
て
穀
物
の
栽

培
を
人
間
に
教
え
た
女
神
デ
メ
テ
ル
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：D

ēm
ētēr

）。
そ
の
名
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
母

な
る
大
地
」
を
意
味
す
る
。 

「A
. d

e G
u
b
ern

atis, `L
a M

y
th

o
lo

g
ie d

es P
lan

tes,` 1
8
8
2
, to

m
. ii, p

p
. 1

3
8
-1

4
0

」
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者

コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一

九
一
三
年
）
の
「
植
物
の
神
話
」。 

「
ア
シ
ユ
ビ
ー
」
後
に
記
す
「N

o
tes an

d
 Q

u
eries, F

eb
.2

2
, 1

9
0
8
, P

P. 1
4
5

-1
4

6

」（
後
注
参
照
）
の
記
者
「R

. 

E
. A

S
H

B
Y

」
と
あ
る
人
物
。
事
蹟
不
詳
。 

「
ペ
ル
シ
ア
の
ベ
ル
ツ
チ
敎
授
」
同
前
記
事
に
「P

ro
f. B

elu
cci, o

f P
eru

g
ia

」
と
登
場
す
る
。 

「
隕
石
」
原
記
事
に
「a m

eteo
ric sto

n
e

」
と
あ
る
。 

「N
o
tes an

d
 Q

u
eries, F

eb
.2

2
, 1

9
0
8
, P

P. 1
4
5

-1
4
6

」「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
及
び
次
の
ペ
ー
ジ
で

当
該
記
事
が
読
め
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「T

H
E

 E
V

IL
 E

Y
E

 IN
 IT

A
L
Y

.

」
で
先
の
署
名
が
最
後
に
あ
る
。 

「
種
彥
の
用
捨
箱
」（
よ
う
し
や
ば
こ
）「
卷
上
（
九
）」「
偐に

せ

紫
田
舎
源
氏
」
で
知
ら
れ
る
戯
作
者
柳
亭
種
彦

り
ゅ
う
て
い
た
ね
ひ
こ

（
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
～
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
）
の
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
の
考
証
随
筆
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
の
原
本
の
「
天
」（
上
巻
・P

D
F

）
の
「
17
」

コ
マ
目
の
「
九
」
の
「
お
事
始
」
の
中
に
、「
江
戸
砂
子
」
を
引
い
て
、 

 
 

 

＊ 

事
初
【
江
府
中
に
て
籠ざ

る

を
つ
る
な
り
】 

 
 

 

＊ 

と
あ
り
、
そ
の
次
の
コ
マ
に
、 

 
 

 

＊ 

此
日
、
目め

籠か
ご

を
出
す
由
縁 

 
 

 

＊ 

に
つ
い
て
、
結
論
を
言
っ
て
、 

 
 

 

＊ 

是
は
、
参
州
・
遠
州
の
風
俗
の
移
り
し
な
り
と
ぞ
。
彼
國
に
て
は
、
節
分
の
日
に
出
す
を
此
日
に
誤
り
し 

 
 

 

＊ 

も
の
だ
と
断
じ
、 

 
 

 

＊ 

https://archive.org/details/s10notesqueries09londuoft/page/144/mode/2up
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko31/bunko31_e0433/bunko31_e0433_0001/bunko31_e0433_0001.pdf


昔
よ
り
、
目
籠
は
鬼お

に

の
お
そ
る
ゝ
と
い
ひ
な
ら
は
せ
り
。
是
は
、
目
籠
の
底
に
の
角
々

す
み
ず
み

は
⚝
、
此
く
の
ご
と

し
。
晴せ

い

明め
い

九く

字じ

【
或
い
は
晴
明
之
判
。】
と
い
ふ
者
な
れ
ば
な
り 

 
 

 

＊ 

と
記
し
て
、
慶
安
三
年
の
吟
と
さ
れ
る
、 

 
 

 

＊ 

 

籠か
ご

の
目
を
あ
ら
あ
ら
作
る
は
詮せ

ん

も
な
し 

 
 

 
 

悪
魔
い
れ
じ
と
つ
ゝ
し
め
る
門か

ど 

 
 

 

＊ 

と
い
う
句
と
付
句
を
掲
げ
た
上
で
、 

 
 

 

＊ 

籠
の
目
を
鬼き

の
お
そ
る
ゝ
と
い
ふ

諺
こ
と
わ
ざ

の
あ
り
し
証

あ
か
し

に
あ
れ 

 
 

 

＊ 

と
擱
筆
し
て
い
る
（
原
文
は
も
っ
と
ね
ち
っ
こ
く
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
と
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
五
月
蠅
い
だ

け
な
の
で
、
私
が
カ
ッ
ト
し
て
判
り
易
く
し
て
あ
る
。
一
部
は
訓
読
し
て
お
い
た
）。 

「
守
貞
の
近
世
風
俗
志
廿
三
編
」
江
戸
後
期
の
風
俗
史
家
喜
田
川
守
貞
（
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
～
？
：

大
坂
生
ま
れ
。
本
姓
は
石
原
。
江
戸
深
川
の
砂
糖
商
北
川
家
を
継
い
だ
）
が
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
か
ら

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
か
け
て
の
、
江
戸
風
俗
や
民
間
雑
事
を
筆
録
し
、
上
方
と
比
較
し
て
考
証
、「
守

貞
漫
稿
」
と
し
て
纏
め
た
。
こ
の
書
は
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
な
っ
て
「
類
聚
近
世
風
俗
志
」
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。
但
し
、
熊
楠
の
編
数
は
誤
り
で
、「
卷
之
二
十
六
【
春
時
】」
で
、
新
春
の
行
事
を
記
述
し

た
中
に
、「
二
月
八
日 

御
事
始
め
」
と
し
て
絵
入
り
で
出
る
。
私
は
岩
波
文
庫
版
を
所
持
す
る
が
、
こ
こ

は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
本
の
当
該
部
を
底
本
に
電
子
化
し
（
カ
タ
カ
ナ
は
ひ

ら
が
な
に
代
え
、
句
読
点
・
記
号
を
打
っ
た
。
読
み
は
岩
波
版
（
ル
ビ
は
新
仮
名
）
を
参
考
に
し
て
歴
史
的

仮
名
遣
で
添
え
た
。
文
中
に
出
る
図
形
は
画
像
か
ら
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
差
込
ん
だ
）、
画
像
も
そ
こ
か
ら
ト

リ
ミ
ン
グ
し
て
補
正
（
裏
の
映
り
込
み
が
ひ
ど
い
の
で
）
し
て
添
え
た
。 

 
 

 

＊ 

二
月
八
日
。
御
事
始
め
。
江
戶
士
民
、
毎
戶
、
竿
頭

か
ん
と
う

に
篭
を
つ
け
、
栽た

つ
。
或
書
に
曰
、「
籠
目
は
、
★
如

此
。
俗
云
、『
晴
明
九
字
』
也
」。
又
、
曰
、「
方
相

は
う
さ
う

の
眼
に
似
た
り
」。
又
、
一
書
に
、
篭
と
味み

噌そ

漉こ
し

と
を
檐の

き

に
釣
る
の
圖
あ
り
。
味
噌
漉
の
目
、
★
是
、
亦
、
道
家
の
秘
呪
と
す
る
九
字
に
似
た
り
。
𪜈
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
と
も
」
の
約
物
。］
に
邪
を
除
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
の
ぞ
く
」。］
の
意
な
る
べ
し
。 

★ ［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
挿
絵
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
竿
の
右
脇
が
、『
竿
頭
に
篭
を
捧
く
』（
ぐ
）『
圖
』、

上
野
町
屋
の
俯
瞰
図
の
上
に
添
え
て
あ
る
の
が
、『
御
事
の
日
、
䈰
を
栽た

つ
る
の
圖
』。］ 

 
 

 

＊ 

「
栽た

つ
」
は
植
え
込
む
の
意
で
あ
ろ
う
。
最
初
の
引
用
は
種
彦
の
「
用
捨
箱
」
の
可
能
性
が
高
い
。「
方
相
」

は
「
方
相
氏
」
の
こ
と
。
元
は
中
国
周
代
の
官
名
で
あ
る
が
、
本
邦
に
移
さ
れ
て
、
宮
中
に
於
い
て
年
末
の

追
儺 

（
つ
い
な
）
の
儀
式
の
際
に
悪
鬼
を
追
い
払
う
役
を
担
う
神
霊
の
名
。
黄
金
の
四
ツ
目
の
仮
面
を
か
ぶ

り
、
黒
い
衣
に
朱
の
裳
を
着
用
し
て
矛
と
盾
を
持
ち
、
内
裏
の
四
門
を
回
っ
て
は
鬼
を
追
い
出
し
た
。
見
た

こ
と
が
な
い
人
の
た
め
に
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
方
相
氏
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2592412/33
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/gobousei.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/amime.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/kagomeno.jpg
https://www.google.com/search?q=%E6%96%B9%E7%9B%B8%E6%B0%8F&sxsrf=ALeKk03y0UqAvqWHIGYKmsWPBmKxQOdZDg:1609911654494&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwi8qqSizIbuAhXof94KHctiCW4Q_AUoAXoECA8QAw&biw=1920&bih=937


「
レ
ヷ
ン
ト
地
方
」
レ
ヴ
ァ
ン
ト
（L

ev
an

t

）
は
東
部
地
中
海
沿
岸
地
方
の
歴
史
的
名
称
。
広
義
に
は
ト
ル

コ
・
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
・
エ
ジ
プ
ト
及
び
現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
を
含
む
地
域
を
指
す
。 

「H
asselq

u
ist, `V

o
y
ag

es an
d
 T

rav
els in

 th
e L

ev
an

t,` 1
7
6
6
, p

. 1
6
7

」
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
旅
行
家
に
し

て
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ハ
ッ
セ
ル
キ
ス
ト
（F

red
rik

 H
asselq

u
ist 

一
七
二
二
年

～
一
七
五
二
年
）。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
あ
る
が
、
英
語
の
綴
り
が
古
く
、
熊
楠
の
言
っ
て
い

る
よ
う
な
内
容
な
の
か
ど
う
か
、
私
に
は
判
ら
な
か
っ
た
。 

「B
u
rto

n
, `T

h
e B

o
o
k
 o

f th
e T

h
o
u
san

d
 N

ig
h
ts an

d
 a N

ig
h
t,`

」
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
探
検
家

に
し
て
、
軍
人
・
外
交
官
・
人
類
学
者
・
作
家
（
翻
訳
家
）
と
し
て
も
知
ら
れ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ラ
ン
シ

ス
・
バ
ー
ト
ン
（R

ich
ard

 F
ran

cis B
u
rto

n
 

一
八
二
一
年
～
一
八
九
〇
年
）
の
訳
し
た
「
バ
ー
ト
ン
版
千

夜
一
夜
物
語
」（
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
）。 

「
カ
イ
ロ
に
は
近
年
も
盛
裝
の
富
豪
婦
人
、
襤
褸
を
絡
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
と
ひ
」。］
面
に
泥
塗
れ

る
兒
女
を
伴
ひ
步
む
を
見
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
、
是
れ
其
生
む
所
に
し
て
、
家
内
に
在
て
は
錦
衣
玉
食
し
な

が
ら
、
外
出
す
る
ご
每
に
、
邪
視
に
打
た
れ
ざ
る
樣
に
と
て
、
故
ら
に
相
好
を
損
ぜ
る
な
り
」
「L

a
n

e, 

`M
a
n

n
ers a

n
d

 C
u

sto
m

s o
f th

e M
o
d

ern
 E

g
y
p

tia
n

s,`1
8
7
1
, p

. 7
0

」
に
私
が
引
用
し
た
英
文
を
見
ら
れ
た

い
。
同
じ
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る
。 

「B
u
d
g
e,`T

h
e G

o
d
s o

f th
e E

g
y
p
tian

s,` 1
9
0
4
, v

o
l.i, p

p
. 1

3
-1

4

」
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
エ
ル
ネ
ス
ト
・

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ト
ン
プ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
リ
ス
・
バ
ッ
ジ
（E

rn
est A

lfred
 T

h
o
m

p
so

n
 W

allis B
u

d
g

e 

一

八
五
七
年
～
一
九
三
四
年
：
古
代
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ッ
シ
リ
ア
研
究
者
と
し
て
大
英
博
物
館
の
責
任
者
を
長
く

務
め
た
）
の
原
本
の
当
該
部
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
右
ペ
ー
ジ
か
ら
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
か
け
て

で
あ
る
。 

「
開
眼
」
老
婆
心
乍
ら
、
こ
の
狭
義
に
あ
っ
て
は
「
か
い
げ
ん
」
と
読
む
の
が
正
し
い
。 

「
ケ
ペ
ラ
神
」「
ケ
プ
リ
」
或
い
は
「
ケ
ペ
ラ
」。
エ
ジ
プ
ト
神
話
に
於
け
る
太
陽
神
「
ラ
ー
」
の
形
態
の
一

つ
で
あ
り
、「
日
の
出
」
を
表
わ
す
。
男
性
の
体
に
ス
カ
ラ
ベ
（
彼
ら
が
聖
な
る
虫
と
限
定
し
て
指
し
た
の

は
ヒ
ダ
リ
タ
マ
オ
シ
コ
ガ
ネ
（
昆
虫
綱 

C
o
leo

p
terid

a 

上
目
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
コ
ガ
ネ
ム
シ
科
ダ
イ
コ
ク
コ

ガ
ネ
亜
科S

carab
aein

i 

族
タ
マ
オ
シ
コ
ガ
ネ
属
ヒ
ジ
リ
タ
マ
オ
シ
コ
ガ
ネ 

S
ca

ra
b
a

eu
s sa

cer 

）
と
さ
れ

る
）
の
頭
を
持
つ
姿
で
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ス
カ
ラ
ベ
が
丸
め
た
獣
糞
を
自
分
の
前
で
転
が
し
な
が
ら
運

ぶ
姿
が
、
太
陽
の
運
行
を
象
徴
す
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
そ
の
糞
の
玉
か
ら
は
、
ス
カ
ラ

ベ
が
生
み
付
け
た
卵
が
孵
っ
て
生
命
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
ス
カ
ラ
ベ
は
自
分
自
身
を
創
造
す
る
太
陽

神
を
象
徴
す
る
も
の
と
見
做
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ー
は
、
夜
の
間
に
冥
界
を
渡
り
、
こ
の
姿
で
東
の
方
向

に
天
空
の
女
神
「
ヌ
ト
」
の
腿
の
間
か
ら
地
上
に
姿
を
現
わ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
概
ね
ウ
ィ
キ
の
「
ケ

プ
リ
」
に
拠
っ
た
）。 

「
ハ
ト
ー
ル
形
」
不
詳
。
神
名
と
な
ら
ば
、
ラ
ー
を
父
と
配
偶
神
に
持
つ
愛
と
美
の
女
神
ハ
ト
ホ
ル
或
い
は

ハ
ト
ル
（H

ath
o
r

）
が
い
る
が
、
当
該
ウ
ィ
キ
を
読
ん
で
も
眼
力
の
こ
と
は
出
て
い
な
い
。 

「
紐
育
」
老
婆
心
乍
ら
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
こ
と
。 

「
ハ
ム
ボ
ル
ト
文
庫
」
不
詳
。 

「
ヒ
プ
ノ
チ
ズ
ム
」h

y
p
n
o
tism

。「
催
眠
術
」
の
意
。
音
写
す
る
な
ら
、「
ヒ
プ
ニ
テ
ィ
ズ
ム
」
で
あ
る
。 

「
フ
ア
ツ
シ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
」fascin

atio
n

。「
魅
惑
」・「
魅
力
」・「
う
っ
と
り
し
た
状
態
」・「
蛇
が
蛙
な
ど
を

竦
ま
せ
る
こ
と
」
等
の
意
が
あ
る
。 

https://archive.org/details/voyagestravelsin00hass/page/166/mode/2up
https://archive.org/details/godsofegyptianso00budg/page/12/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B1%E3%83%97%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B1%E3%83%97%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B1%E3%83%97%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B1%E3%83%97%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%88%E3%83%9B%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%88%E3%83%9B%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%88%E3%83%9B%E3%83%AB


「
バ
シ
リ
ス
ク
」
バ
ジ
リ
ス
ク
と
も
。
ラ
テ
ン
語
「b

asiliscu
s

」・
英
語
「b

asilisk

」。
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以

来
の
想
像
上
の
妖
獣
。
名
称
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
小
さ
な
王
」
の
意
に
由
来
す
る
。「
全
て
の
蛇
の
上
に
君

臨
す
る
蛇
の
王
」
を
指
す
。
蜥
蜴
・
蛇
・
鶏
（
に
わ
と
り
）
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
し
た
よ
う
な
姿
で
、
王
冠

の
鶏
冠
（
と
さ
か
）
を
持
ち
、
睨
ん
だ
り
、
息
を
吹
き
か
け
た
だ
け
で
人
を
殺
す
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
た
。

因
み
に
、
後
に
リ
ン
ネ
に
よ
っ
て
中
南
米
に
棲
息
す
る
蜥
蜴
、
有
鱗
目
ト
カ
ゲ
亜
目
イ
グ
ア
ナ
下
目
イ
グ
ア

ナ
科
バ
シ
リ
ス
ク
亜
科 

C
o
ry

to
p
h
an

in
ae 

バ
シ
リ
ス
ク
属 

B
a
siliscu

s L
au

ren
ti, 1

7
6
8

）
の
属
名
に
当
て

ら
れ
て
い
る
。
同
属
種
の
成
体
の
   
が
頭
頂
部
・
背
面
・
尾
に
鶏
冠
や
帆
状
突
起
が
発
達
す
る
こ
と
に
由
来

す
る
。 

「
牛
鬼
」
現
行
で
も
「
う
し
お
に
」「
ぎ
ゅ
う
き
」
二
様
に
読
ま
れ
る
。
主
に
西
日
本
に
伝
わ
る
妖
獣
的
妖

怪
で
あ
る
。
主
に
海
岸
に
現
れ
、
浜
辺
を
歩
く
人
間
を
襲
う
と
さ
れ
て
い
る
。
海
辺
や
河
川
の
淵
に
出
没
す

る
こ
と
が
殆
ど
で
、
圧
倒
的
に
獰
悪
に
し
て
残
忍
で
、
毒
を
吐
き
、
人
を
食
い
殺
す
こ
と
を
好
む
と
伝
え
る

（
祭
祀
さ
れ
て
神
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
祖
型
の
零
落
か
ら
の
先
祖
返

り
か
、
或
い
は
御
霊
信
仰
の
変
形
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
）。
一
般
に
は
、
頭
が
牛
で
、
首
か
ら
下
は
獸
類

或
い
は
鋭
い
爪
を
持
っ
た
昆
虫
型
の
奇
体
な
「
鬼
」
の
胸
腹
部
で
描
か
れ
る
。
資
料
と
し
て
牛
鬼
と
認
め
得

る
も
の
で
、
第
一
級
レ
ベ
ル
に
属
す
る
記
載
は
、「
吾
妻
鏡
」
で
、
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
三
月
六
日
に

浅
草
寺
に
出
現
し
た
そ
れ
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

丙
寅
。
武
藏
國
淺
草
寺
。
如
牛
者
忽
然
出
現
。
奔
走
于
寺
。
于
時
寺
僧
五
十
口
計
。
食
堂
之
間
集
會
也
。
見

件
之
恠
異
。
廿
四
人
立
所
受
病
痾
。
起
居
進
退
不
成
。
居
風
云
々
。
七
人
卽
座
死
云
々
。 

 
 

 

＊ 

丙
寅

ひ
の
え
と
ら

。
武
藏
國
淺
草
寺
に
、
牛
の
ご
と
き
者
、
忽
然
と
出
現
し
、
寺
に
奔
走
す
。
時
に
、
寺
僧
、
五
十
口く

計ば
か

り
、
食
堂

じ
き
だ
う

の
間ま

に
集
會

し

ふ

ゑ

す
る
な
り
。
件

く
だ
ん

の
恠
異
を
見
て
、
廿
四
人
、
立
所

た
ち
ど
こ
ろ

に
病
痾

び
や
う
あ

を
受
け
、
起
居
・
進

退
、
成
ら
ず
。「
居
風

き
よ
ふ
う

」
と
云
々
。 

七
人
、
卽
座
に
死
ぬ
と
云
々
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
病
名
の
「
居
風
」
と
い
う
の
は
判
ら
な
い
。
私
は
牛
頭
天
王
や
地
獄
の
獄
卒
牛
頭
か
ら
派
生
的
に
生
じ

た
妖
怪
で
あ
り
、
娘
の
頭
に
牛
体
と
す
る
「
件

く
だ
ん

」
も
、
そ
の
直
系
親
族
の
成
れ
の
果
て
と
考
え
て
い
る
。 

『「
バ
シ
リ
ス
ク
」
一
名
「
コ
ツ
カ
ト
リ
ス
」』
コ
カ
ト
リ
ス
（
英
語
：C

o
ck

atrice

／
フ
ラ
ン
ス
語
：C

o
catrix

（
音
写
す
る
な
ら
「
コ
ケ
ト
ゥ
リ
」））
は
雄
鶏
と
蛇
と
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
姿
の
伝
説
上
の
妖
獣
。
ウ
ィ
キ

の
「
コ
カ
ト
リ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
『
雄
鶏
の
産
ん
だ
卵
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
』
。『
雄
鶏
は
』
七
『
歳
で
、

卵
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
』
九
『
年
間
温
め
る
、
な
ど
と
い
う
民
話
も
生
ま
れ
た
』
。『
同
じ
く
伝
説
の
生
物
で
あ

る
バ
ジ
リ
ス
ク
か
ら
派
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
』
十
四
『
世
紀
に
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
チ

ョ
ー
サ
ー
の
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』
に
お
い
て
』、『
バ
ジ
リ
ス
ク
が
バ
シ
リ
コ
ッ
ク
（B

asilico
k

）
と
い

う
名
前
で
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
名
は
や
が
て
コ
カ
ト
リ
ス
に
変
化
し
て
い
き
』、『
そ
の
名
が
指
す

生
物
の
外
観
も
、
元
々
は
蛇
で
あ
っ
た
も
の
が
、
首
か
ら
上
と
下
肢
は
雄
鶏
、
胴
と
翼
は
ド
ラ
ゴ
ン
、
尾
は

蛇
と
い
う
ふ
う
に
、
複
数
の
生
き
物
が
混
合
し
た
姿
に
変
貌
し
て
い
っ
た
』
。『
能
力
は
バ
ジ
リ
ス
ク
と
同
じ

よ
う
な
も
の
を
持
ち
、
人
に
槍
で
襲
わ
れ
る
と
そ
の
槍
を
伝
っ
て
毒
を
送
り
込
ん
で
逆
に
殺
し
た
り
、
水
を

飲
ん
だ
だ
け
で
そ
の
水
場
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
毒
で
汚
染
し
た
り
』、『
さ
ら
に
は
、
見
た
だ
け
で
相
手
を

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%AB%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%AB%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%B9


殺
し
た
り
』
（
邪
眼
の
特
徴
で
あ
る
）、
『
飛
ん
で
い
る
鳥
さ
え
』、
『
視
線
の
先
で
焼
い
て
落
下
さ
せ
た
り
す

る
』『
と
さ
れ
た
』。『
中
世
の
聖
書
の
さ
ま
ざ
ま
な
版
の
い
く
つ
か
に
コ
カ
ト
リ
ス
が
登
場
し
た
た
め
、
当

時
の
多
く
の
人
が
コ
カ
ト
リ
ス
が
本
当
に
存
在
す
る
と
信
じ
て
い
た
と
い
う
』。『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
『
十
二
夜
』
の
中
で
も
、
登
場
人
物
が
コ
カ
ト
リ
ス
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
』
と
あ
る
。
な
お
、

ウ
ィ
キ
の
「
バ
ジ
リ
ス
ク
」
の
方
に
は
、『
コ
カ
ト
リ
ス
と
は
雌
雄
関
係
に
あ
る
（
ど
ち
ら
が
雄
か
雌
か
は

不
明
）
と
も
言
わ
れ
、「
バ
ジ
リ
ス
ク
」
の
別
称
と
し
て
「
コ
カ
ト
リ
ス
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ

た
』
と
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
。 

「
凋
枯
」
し
ぼ
ん
で
枯
れ
る
こ
と
。 

「
芸
香
」
以
下
に
示
す
香
草
を
指
す
「
芸
」（
音
「
ウ
ン
」。
他
に
「
盛
ん
な
さ
ま
」・「
草
を
刈
る
」
或
い
は

「
木
の
葉
が
枯
れ
か
け
て
黄
ば
む
」
の
意
な
ど
が
あ
る
。
正
し
く
は
（
く
さ
か
ん
む
り
）
の
間
が
切
れ
た
も

の
）
と
「
藝
（
新
字
「
芸
」）」
は
全
く
の
別
字
で
あ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
バ
ラ
亜
綱
ム
ク
ロ
ジ
目
ミ
カ

ン
科
ヘ
ン
ル
ー
ダ
属
ヘ
ン
ル
ー
ダ 

R
u
ta

 g
ra

veo
len

s
。
常
緑
小
低
木
。
地
中
海
沿
岸
地
方
原
産
。
葉
に
山
椒

を
少
し
甘
く
し
た
よ
う
な
香
り
が
あ
る
。
本
邦
に
は
江
戸
時
代
に
渡
来
し
、
葉
に
含
ま
れ
る
「
シ
ネ
オ
ー
ル
」

（cin
eo

le

：
ユ
ー
カ
リ
（
フ
ト
モ
モ
目
フ
ト
モ
モ
科
ユ
ー
カ
リ
属 

E
u

ca
lyp

tu
s

）
の
精
油
の
主
成
分
）
が
通

経
剤
・
鎮
痙
剤
・
駆
虫
剤
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
料
理
の
香
り
づ
け
に
も
使
わ
れ
て
い
た
が
、
ウ
ル
シ
の
よ
う

に
、
接
触
す
る
と
、
か
ぶ
れ
る
な
ど
の
毒
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
現
在
は
殆
ん
ど
そ
う
し
た
薬
剤
と
し
て
は
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。
精
油
は
グ
ラ
ッ
パ
な
ど
の
香
り
付
け
に
使
わ
れ
て
い
る
。
古
く
は
書
斎
・
書
庫
を
「
芸
室

う
ん
し
つ

」

と
も
称
し
た
が
（
日
本
最
初
の
公
開
図
書
館
と
さ
れ
る
奈
良
末
期
に
石
上
宅
嗣

い
そ
の
か
み
の
や
か
つ
ぐ

に
よ
っ
て
平
城
京
に
設
け

ら
れ
た
「
芸
亭

う
ん
て
い

」
も
有
名
）、
漢
名
「
芸
香
」
と
し
て
は
、
草
体
を
栞
に
使
う
と
、
本
の
虫
食
い
を
防
ぐ
と

さ
れ
た
。
ま
た
、
古
く
か
ら
「
眼
鏡
の
ハ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
視
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
信
ぜ

ら
れ
て
い
た
た
め
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
画
家
が
こ
れ
を
大
量
に
食
べ
た
と
い
う
（
以
上
は
主
に
当
該
ウ
ィ
キ

に
拠
っ
た
が
、
冒
頭
や
一
部
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
最
後
の
部
分
は
邪
視
と
の
対
抗
性

が
判
る
話
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
牛
鬼
吾
邦
に
存
せ
し
こ
と
今
昔
物
語
東
鑑
等
に
出
れ
ど
も
」「
東
鑑
」
は
既
に
引
用
し
て
出
し
た
。「
今
昔

物
語
集
」
の
そ
れ
は
、
恐
ら
く
巻
第
十
七
に
あ
る
、「
於
但
馬
國
古
寺
毘
沙
門
伏
牛
頭
鬼
助
僧
語
第
四
十
二
」

（
但
馬
國
の
古
寺
に
於
い
て
、
毘
沙
門
、
牛
頭

ご

づ

の
鬼
を
伏ふ

く

し
て
僧
を
助
く
る
語こ

と

第
四
十
二
）
か
と
思
わ
れ
る
。

以
下
に
電
子
化
す
る
。
所
持
す
る
複
数
の
諸
本
を
校
合
し
た
。
□
は
原
本
の
欠
字
で
、
そ
れ
は
小
学
館
の
「
日

本
古
典
文
学
全
集
」
に
従
っ
た
。
読
み
も
小
学
館
版
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
こ
の
話
は
典
拠
が
あ
り
、「
大

日
本
国
法
華
験
記

げ

ん

き

」（
平
安
中
期
に
書
か
れ
た
仏
教
説
話
集
。
著
者
は
比
叡
山
の
僧
鎮
源
（
伝
不
詳
））
の
「
中
」

の
「
第
五
十
七 

鬼
の
害
を
遁
れ
た
る
持
經
者
法
師
」
（
原
本
は
本
文
と
も
に
総
て
漢
文
表
記
）
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

 

今
は
昔
、
但
馬
の
國
の
□
□
郡

こ
ほ
り

の
□
□
の
鄕さ

と

に
、
一
つ
の
山
寺
有
り
。
起
ち
て
後の

ち

、
百
餘
歲
を
經
に
け

り
。
而
る
に
、
其
の
寺
に
、
鬼
、
來
り
住
み
て
、
人
、
久
し
く
寄
り
付
か
ず
。 

 

而
る
間
、
二
人
の
僧
、
有
り
け
り
。
道
を
行
く
に
、
其
の
寺
の

側
か
た
は
ら

を
過
ぐ
る
間
、
日
、
既
に
暮
れ
ぬ
。

僧
等ら

、
案
内
を
知
ら
ざ
る
に
依
り
て
、
此
の
寺
に
寄
り
て
、
宿
り
ぬ
。
一
人
の
僧
は
、
年
若
く
し
て
、
法
花

ほ
ふ
く
ゑ

の
持
經
者

ぢ
き
や
う
じ
や

也
。
今
一
人
の
僧
は
、
年
老
い
た
る
修
行
者
也
。
夜よ

る

に
入
り
ぬ
れ
ば
、
東
西
に
床と

こ

の
有
る
に
、
各
々
、

居
ぬ
。 

 

夜
半
に
成
り
ぬ
ら
む
と
思
ふ
程
に
、
聞
け
ば
、
壁
を
穿う

が

ち
て
、
入
る
者
、
有
り
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%82%B8%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%B3%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%B3%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%B3%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%B3%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%80


 
其
の
香か

、
極
め
て
臰く

さ

し
。 

 

其
の
息い

き

、
牛
の
鼻
息
を
吹
き
懸
く
る
に
似
た
り
。 

 

然し
か

れ
ど
も
、
暗く

ら

け
れ
ば
、
其
の
體

す
が
た

を
ば
、
何
者
と
見
え
ず
。 

 

既
に
入
り
來
り
て
、
若
き
僧
に
、
懸
か
る
。 

 

僧
、
大
き
に
恐
ぢ
怖
れ
て
、
心
を
至
し
て
「
法
花
經

ほ
ふ
く
ゑ
き
や
う

」
を
誦じ

ゆ

し
て
、 

「
助
け
給
へ
。」 

と
念
ず
。 

 

而
る
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
る
と
」
の
意
。］、
此
の
者
、
若
き
僧
を
ば
、
棄
て
て
、
老
い
た
る
僧
の

方か
た

に
寄
り
ぬ
。 

 

鬼
、
僧
を
爴つ

か

み
、
刻
み
て
、
忽
ち
に
噉く

ら
ふ
。 

 

老
い
た
る
僧
、
音こ

ゑ

を
擧
げ
て
、
大
き
に
叫
ぶ
と
云
へ
ど
も
、
助
く
る
人
、
無
く
し
て
、
遂
に
噉
は
れ
ぬ
。 

 

若
き
僧
は
、 

「
老
い
た
る
僧
を
噉
ら
ひ
畢は

て
ば
、
亦
、
我
れ
を
噉
は
む
事
、
疑
ひ
有
ら
じ
。」 

と
思
ひ
て
、
逃
ぐ
べ
き
方
、
思お

ぼ

え
ね
ば
、
佛
壇
に
掻
き
登
り
て
、
佛
の
御
中

お
ほ
む
な
か

に
交ま

じ

は
り
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
複
数
の
仏
像
の
中
に
紛
れ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。］、
一

ひ
と
り

の
佛
の
御
腰

お
ほ
む
こ
し

を
抱
き
て
、
佛
を
念
じ
奉
り
、
經

を
心
の
内
に
誦
し
て
、 

「
助
け
給
へ
。」 

と
念
ず
る
時
に
、
鬼
、
老
い
た
る
僧
を
、
既
に
食
ひ
畢
て
て
、
亦
、
若
き
僧
の
有
り
つ
る
所
へ
來
た
る
。 

 

僧
、
此
れ
を
聞
く
に
、
東
西
、
思
ゆ
る
事
無
く
し
て
、
尙
、
心
の
内
に
「
法
花
經
」
を
念
じ
奉
る
。 

 

而
る
間
、
鬼
、
佛
壇
の
前
へ
に
倒
れ
ぬ
、
と
聞
く
。 

 

其
の
後の

ち

、
音
も
爲せ

ず
し
て
、
止
み
ぬ
。 

 

僧
の
思
は
く
、 

「
此こ

は
、
鬼
の
、『
我
が
有
り
所
を
伺
ひ
知
ら
む
』
と
思
ひ
て
、
音
を
爲
ず
し
て
聞
く
な
め
り
。」 

と
思
へ
ば
、

彌
い
よ
い
よ

、
息
・
音こ

ゑ

を
立
て
ず
し
て
、
只
、
佛
の
御
腰
を
抱い

だ

き
奉
り
て
、「
法
花
經
」
を
念
じ
奉
り

て
、
夜
の
曙あ

く
る
を
待
つ
程
に
、 

「
多
く
の
年
を
過
ぐ
す
。」 

と
思
ゆ
。
更
に
、
物
思お

ぼ

え
ず
。 

 

辛か
ら

く
し
て
、
夜よ

、
曙
け
ぬ
れ
ば
、
先
づ
、
我
が
抱い

だ

き
奉
る
佛

ほ
と
け

を
見
れ
ば
、
毘
沙
門
天
に
て
、
在ま

し

ま
す
。 

 

佛
壇
の
前
を
見
れ
ば
、
牛
の
頭

か
し
ら

な
る
鬼
を
、
三
段
に
切
り
殺
し
て
置
き
た
り
。 

 

毘
沙
門
天
の
持
ち
給
へ
る
鉾ほ

こ

の
崎さ

き

に
、
赤
き
血
、
付
き
た
り
。 

 

然し
か

れ
ば
、
僧
、 

「
我
を
助
け
む
が
爲
め
に
、
毘
沙
門
天
の
、
差
し
殺
し
給
へ
る
也
け
り
。」 

と
思
ふ
に
、
貴

た
ふ
と

く
悲
し
き
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
悲
し
き
」
は
感
涙
す
る
さ
ま
で
あ
る
。］
事
、
限
り
無
し
。 

 

現あ
ら

は
に
知
り
ぬ
、
此
れ
、「
法
花
」
の
持ぢ

者し
や

を
加
護
し
給
ふ
故
也
け
り
。 

 

「
令
百
由
旬
内

り
や
う
ひ
や
く
ゆ
じ
ゆ
ん
な
い 

無
諸
衰
患

む
し
よ
す
い
げ
ん

」
の
御

誓

お
ほ
ん
ち
か
ひ

、
違た

が

は
ず
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
令
百
由
旬
内 

無
諸
衰
患
」

句
意
は
『「
法
華
経
」
を
奉
じ
て
心
か
ら
信
ず
る
者
の
周
囲
は
遙
か
な
彼
方
ま
で
諸
々
の
患
い
や
災
い
は
こ

れ
全
く
無
い
』
の
意
。］ 

 

其
の
後の

ち

、
僧
、
人
鄕

ひ
と
ざ
と

に
走
り
出
で
て
、
此
の
事
を
人
に
告
ぐ
れ
ば
、
多
く
の
人
、
集
ま
り
行
き
て
見
れ
ば
、



實
ま
こ
と

に
僧
の
云
ふ
が
如
し
。 

「
此
れ
、
希
有
の
事
也
。
」 

と
、
口
々
に
云
ひ
喤

の
の
し

る
事
、
限
り
無
し
。 

 

僧
は
、
泣
々

な

く

な

く
、
毘
沙
門
天
を
禮
拜

ら
い
は
い

し
て
、
其
所

そ
の
と
こ
ろ

を
過
ぎ
ぬ
。 

 

其
の
後
、
其
の
國
の
守か

み

□
の
□
□
と
云
ふ
人
、
此
の
事
を
聞
き
て
、
其
の
毘
沙
門
天
を
□
□
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
こ
こ
は
破
損
。
他
本
「
以
て
」
と
す
る
。
］
奉
り
て
、
京
に
向
へ
奉
り
て
、
本
尊
と
し
て
供
養
し
、

恭く

敬
ぎ
や
う

し
奉
り
け
り
。 

 

僧
は
、
彌

い
よ
い

よ
、「
法
花
經
」
を
誦
し
て
、
怠
る
事
、
無
か
り
け
り
、
と
な
む
、
語
り
傳
へ
た
る
と
や
。 

 
 

 

＊ 

「
羚
羊
（
か
も
し
か
）
」
哺
乳
綱
鯨
偶
蹄
目
ウ
シ
科
ヤ
ギ
亜
科
ヤ
ギ
族
カ
モ
シ
カ
属
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ 

C
a
p
rico

rn
is crisp

u
s 

。
本
邦
固
有
種
で
京
都
府
以
東
の
本
州
・
四
国
・
九
州
に
棲
息
し
、
本
州
で
は
東
北

地
方
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
分
布
し
、
京
都
府
北
部
・
鈴
鹿
山
脈
・
紀
伊
半
島
な
ど
に
隔
離
分
布
し
、
九

州
で
は
大
分
県
・
熊
本
県
・
宮
崎
県
に
分
布
す
る
。
さ
れ
ば
、
熊
楠
の
謂
い
は
問
題
な
い
。
］ 

  

「
ナ
ザ
ル
」N

azar 

（
今
假
り
に
視
害
と
譯
す
）
は
、
コ
ツ
ク
バ
ー
ン
氏
の
說
に
、
其
義
邪
視
（「
イ
ヴ

ル
、
ア
イ
」）
よ
り
廣
し
、
乃
ち
何
の
惡
意
邪
念
な
く
て
、
若
く
は
最
も
愛
敬
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
い
ぎ

や
う
」。］
親
切
に
、
人
及
び
有
生
無
生
の
物
を
、
心
足
り
意
滿
つ
る
迄
視
る
に
よ
り
、
視
ら
れ
た
る
人
物
に

害
惡
を
惹
起
す
こ
と
な
り
。
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
隨
筆
質
問
雜
誌
（
前
出
）
よ
り
要
を
撮
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ

ま
ん
で
」。］
述
べ
ん
に
、
コ
ツ
ク
バ
ー
ン
氏
、
印
度
ア
グ
ラ
地
方
に
て
、
此
迷
信
の
原
因
を
調
査
し
て
報
ず

ら
く
、
人
慾
故
意
に
出
ざ
る
も
の
多
し
、
た
と
へ
ば
、
眇
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
が
め
の
ひ
と
」。］
い

か
に
寡
欲
の
天
禀
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
て
ん
り
ん
／
て
ん
ぴ
ん
」
。
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
。
］
な
り
と
も
、

双
眼
優
麗
な
る
人
を
見
れ
ば
、
何
心
な
く
之
を
羨
望
し
、
忽
ち
視
害
を
双
眼
の
人
に
加
へ
て
其
身
を
損
ず
る

に
及
ぶ
、
今
、
雙
眼
い
か
に
美
な
り
と
も
、
其
瞼
に
「
カ
ジ
ヤ
ル
」
を
塗
て
黑
汚
し
、
或
は
瘢
痕
を
眉
邊
に

留
め
、
又
白
糸
を
懸
下
し
て
其
貌
を
傷
つ
け
た
る
を
見
れ
ば
、
之
を
瑕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
き
ず
」。］
と

す
る
の
念
、
不
知
不
識
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ら
ず
し
ら
ず
」。］、
之
を
羨
む
の
念
と
相
剋
し
て
視
害
起
ら

ず
、
殊
に
「
カ
ジ
ヤ
ル
」
を
付
た
る
眼
は
、
眼
力
爲
に
減
障
せ
ら
れ
て
、
視
害
を
他
人
に
及
ぼ
す
の
嫌
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
き
ら
ひ
」。］
を
免
る
ゝ
の
利
を
兼
ぬ
と
て
此
地
方
の
男
女
好
で
之
を
用
ゆ
、
エ
ジ
プ
ト
の

婦
人
が
「
コ
ー
ル
」
粉
を
眼
の
緣
に
塗
て
黑
く
す
る
も
、
裝
飾
の
爲
と
は
い
へ
、
實
は
同
理
に
基
く
な
ら
ん
、

と
、
蓋
し
婦
人
は
成
女
期
に
達
せ
る
後
視
害
を
受
ず
視
害
を
他
に
加
へ
得
と
信
ぜ
ら
る
れ
ば
な
り
、
父
母
其

兒
の
初
め
て
片
言
い
ひ
、
又
步
み
出
す
を
見
て
、
滿
足
せ
ば
、
必
ず
其
兒
に
視
害
を
及
す
を
以
て
、
額
の
一

側
、
又
匍
匐
中
な
ら
ば
、
左
足
底
に
煙
墨
（「
カ
ジ
ヤ
ル
」）
を
塗
て
之
に
備
ふ
、
不
具
六
指
等
の
兒
は
視
害

を
受
る
事
な
け
れ
ば
、
大
吉
と
し
て
親
に
悅
ば
る
と
は
餘
程
變
な
事
也
、
肥
健
の
壯
年
は
、
瘦
男
の
視
害
を

防
ん
と
て
、
左
臂
に
赤
布
を
絡
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
と
ひ
」。］、
頸
に
靑
糸
を
卷
き
付
け
な
ど
し
、
甚

だ
し
き
は
其
疑
ひ
あ
る
場
合
に
臨
み
、
突
然
卒
倒
痙
攣
の
眞
似
し
て
、
瘦
男
の
執
念
を
擾
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
み
だ
す
」。］
に
力
む
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
と
む
」。］
、
文
人
は
其
筆
跡
見
事
に
し
て
人
に
羨
れ
ん

事
を
憂
ひ
、
わ
ざ
と
一
字
を
汚
點
し
て
邪
視
を
避
く
、
但
し
巧
み
に
仕
組
ん
で
汚
點
せ
り
と
知
れ
る
樣
で
は
、

是
又
人
に
ほ
め
ら
る
ゝ
の
惧
あ
り
、
故
に
一
枚
書
き
畢
り
て
、
最
後
の
字
の
墨
汁
ま
だ
乾
か
ぬ
中
、
急
に
之

を
卷
き
て
、
汚
點
は
實
に
不
慮
の
過
失
に
出
し
と
見
す
る
を
要
す
と
は
、
呆
れ
返
つ
た
次
第
と
言
ざ
る
を
得



ず
、
又
布
帛
の
模
樣
な
ど
も
、
一
ケ
所
を
わ
ざ
と
不
出
來
に
し
て
邪
視
を
防
ぐ
、
黃
金
珠
玉
は
人
の
欲
す
る

所
な
れ
ば
、
最
も
邪
視
を
避
る
に
功
あ
り
、
小
王
（
ラ
ジ
ヤ
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ル
ビ
で
は
な
い
。］
輩
の

書
翰
に
、
金
箔
を
ち
ら
せ
る
も
、
飾
り
と
せ
る
に
非
ず
し
て
、
こ
れ
が
爲
め
な
り
、
兒
童
が
盜
に
遭
ひ
命
を

失
う
迄
も
、
珠
璣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ゆ
き
」。
丸
い
玉
と
角
ば
っ
た
玉
。
大
小
様
々
の
美
玉
。］
を
飾

れ
る
、
亦
是
が
爲
な
り
、
凡
て
の
海
產
物
、
殊
に
珊
瑚
、
こ
の
故
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
之
を
買
ふ
能
は
ざ
る
貧

民
は
、
銀
の
楊
枝
或
は
環
を
佩
ぶ
、
又
安
物
店
に
、
三
角
或
は
金
剛
石
形
に
金
箔
を
切
て
韋
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
な
め
し
が
は
」。］
に
貼
じ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
て
ふ
じ
て
（
ち
ょ
う
じ
て
）」。］
賣
る
、
是
れ
正

三
角
形
に
靈
妙
の
力
あ
り
と
信
ぜ
ら
る
ゝ
に
出
づ
、
甚
し
き
は
三
角
形
の
小
さ
き
羅
紗
袋
を
小
兒
の
頸
に

懸
け
て
護
り
と
す
、
而
し
て
金
剛
石
形
は
正
三
角
形
を
二
ツ
底
を
攝
し
て
生
ず
る
を
以
て
、
又
護
身
の
功
有

り
と
す
云
々
、
用
捨
箱
卷
上
（
九
）
二
月
八
日
、
目
籠
を
出
す
こ
と
を
い
ひ
て
、
昔
よ
り
目
籠
は
鬼
の
懼
る
ゝ

と
こ
ろ
と
云
習
は
せ
り
、
是
は
目
籠
の
底
の
角
々
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
み
ず
み
」。
］
は
⚝
如
此
、
晴
明

九
字
（
或
曰
晴
明
の
判
）
と
い
ふ
も
の
な
れ
ば
な
り
と
い
ひ
、
又
方
相
の
目
に
な
ぞ
ら
へ
、
邪
氣
を
攘
ふ
事

也
と
い
へ
り
と
雖
ど
も
、
類
を
以
て
推
す
に
、
是
れ
も
印
度
あ
た
り
に
、
古
く
邪
視
を
防
ぐ
に
用
ひ
た
る
を

傳
習
し
た
ら
し
く
思
は
る
（
柳
亭
の
考
證
に
、
件
の
日
、
目
籠
を
出
す
江
戶
の
風
は
、
も
と
遠
州
三
州
に
て

節
分
の
日
出
す
を
摸
し
誤
る
也
と
、
東
京
の
俗
、
除
夜
に
金
箔
も
て
飾
れ
る
籠
を
長
竿
頭
に
揭
げ
て
戶
前
に

樹
て
、
鬼
を
追
ふ
と
、F
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に
出
ず
、
古
今
要
覽
稿
卷
七
十
一
に
、
昔
し
追
儺
は
除
夜
に
限
り
行
は
わ
れ
し
を
、
後
世
、
節
分
の

豆
撒
と
同
事
と
心
得
た
る
を
辨
ぜ
る
を
參
考
す
る
に
、
遠
參
の
俗
も
、
も
と
東
京
の
と
同
源
に
出
で
た
る
が

如
し
）
吾
邦
の
事
歷
に
關
係
最
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
と
」。］
厚
き
支
那
に
、
視
害
及
邪
視
の
迷
信
の
有

無
は
、
予
從
來
指
を
染
ざ
る
を
以
て
一
言
も
出
し
得
ず
、
其
猓
玀
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
ら
」
。］
間
に
邪

視
（E

v
il eg

e 

を
十
の
九
ま
で 

E
v
il ey

e 

の
謬
刊
と
し
て
）
の
信
有
る
は
、
貴
學
會
雜
誌
三
月
の
分
、
二
一

六
頁
に
於
い
て
纔
か
に
知
り
得
た
り
、
今
案
ず
る
に
、
歷
代
の
本
草
、
諸
品
の
藥
效
を
序
し
て
、
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
の
漢
文
引
用
は
不
全
。
初
出
及
び
「
選
集
」
を
参
考
に
し
て
つ
つ
（
そ
れ
ら
に
も
誤
り

と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
）、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
表
記
に
代
え
た
。］
狼
皮
辟
邪
、
狼
牙
佩
之
辟
邪
、
狼
尾

繫
馬
胸
前
辟
邪
氣
、
令
馬
不
驚
、
羚
羊
角
辟
邪
氣
不
祥
、
辰
砂
殺
鬼
魅
、
雄
黃
辟
百
邪
抔
い
ひ
、
酉
陽
雜
俎

續
集
八
に
衞
公
言
、
鵞
警
鬼
云
々
孔
雀
辟
惡
交
廣
志
に
西
南
夷
、
土
有
異
犀
、
三
角
云
々
王
者
貴
其
異
、
以

爲
簪
、
能
消
除
凶
逆
と
筆
せ
る
、
邪
と
い
ひ
惡
と
い
へ
る
は
、
主
と
し
て
邪
氣
の
義
に
解
せ
ら
る
れ
ど
も
、

遠
き
世
に
は
邪
視
を
意
味
せ
し
も
あ
る
べ
し
、
英
國
の
サ
ー
、
ト
マ
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
（
一
六
〇
五
－
八
二
）

す
ら
、「
コ
ツ
カ
ト
リ
セ
」（
上
出
）
が
睨
む
ば
か
り
で
能
く
人
物
を
殺
す
と
、
人
間
同
士
觸
れ
ざ
る
に
疾
を

傳
染
し
、
傳
鱝
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
選
集
」
は
『
で
ん
ふ
ん
』
と
音
を
附
す
が
、
私
は
「
し
び
れ
え
ひ
」

と
訓
じ
て
お
く
。］
が
身
外
に
電
氣
を
及
ぼ
す
を
同
似
の
例
と
し
て
、
此
爬
蟲
の
眼
、
極
微
の
毒
分
子
を
現

出
し
て
、
之
に
對
せ
る
人
物
の
眼
よ
り
、
其
腦
次
に
其
心
を
犯
し
、
命
を
致
さ
し
む
る
に
外
な
ら
ず
と
謂
た

れ
ば
、
上
古
の
支
那
人
、
邪
視
と
邪
氣
を
混
同
し
た
れ
ば
と
て
怪
む
に
足
ら
ず
（H

azlitt, i. 1
3

3
 

參
照
）、

其
西
南
夷
が
犀
角
を
以
て
凶
逆
を
消
除
す
と
い
へ
る
は
、
疑
ひ
な
く
印
度
阿
非
利
加
邊
に
行
は
る
ゝ
邪
視

の
事
と
見
ゆ
、
但
し
支
那
の
古
史
に
、
孟
賁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
う
ほ
ん
」。］
項
籍
の
瞋
て
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
い
か
り
て
」。］
恐
し
き
伍
子
胥
の
執
念
深
き
眼
盧
𣏌
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ろ
き
」
。］
の
忌
は
し

き
顏
相
な
ど
多
く
擧
た
る
に
、
視
害
、
邪
視
の
俗
傳
す
ら
見
當
ら
ず
、
范
雎
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
ん
し

よ
」。］
の
列
傳
に
、
睚
眦
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
が
い
さ
い
」。
ち
ょ
っ
と
睨
ま
れ
る
こ
と
。］
の
怨
を
も
必

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


ず
報
ず
と
て
、
人
に
視
ら
る
ゝ
を
至
て
些
細
な
事
と
せ
る
を
見
れ
ば
、
邪
視
の
信
餘
程
古
く
亡
び
て
邪
氣
の

觀
念
早
く
之
に
代
り
し
を
知
る
、
貝
子
は
、
今
も
土
耳
古
、
ア
ラ
ビ
ア
、
ヌ
ビ
ア
等
に
て
廣
く
邪
視
を
避
る

に
用
ひ
ら
れ
（E

lw
o
rth

y, o
p
. cit, p

. 2
5
0

）、
吾
國
に
も
子
安
貝
と
稱
し
、
產
婦
に
握
ら
せ
て
其
難
を
防
ぐ

（
男
色
大
鑑
卷
四
第
一
章
）
是
れ
古
希
臘
人
が
之
を
女
神
ア
フ
ロ
ジ
テ
の
印
し
と
せ
し
如
く
、
其
形
甚
女
陰

に
似
た
る
故
、
最
も
人
と
鬼
の
邪
視
を
避
る
に
效
あ
り
と
せ
る
に
基
く
な
ら
ん
（O

tto
 Jah

n
, ̀
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參
照
） 

支
那
に
臂
足
類
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
ひ
そ
く
る
ゐ
」。
現
在
の
腕
足
類
。］
の
介
化
石
を
石
燕
と
呼
び
、
產
婦
に
握
ら
せ
て
平
產
を
助
け
、
歐
州

諸
地
に
燕
窠
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
え
ん
く
わ
」
。
ツ
バ
メ
の
巣
。
］
中
の
石
を
持
て
ば
幸
福
あ
り
と
い
ひ
、

竹
取
物
語
に
赫
耀
姬
、
燕
の
子
安
貝
を
く
れ
な
ん
人
に
妻
た
る
べ
し
と
望
め
る
抔
合
せ
攷
ふ
べ
し
（
予
未
刊

の
著
、
燕
石
考
、
師
友F

. V
. D

ick
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に
抄
出
さ
る
） 

而
し
て
漢
の
朱
仲
作
と
い
う
な
る
相
貝
經
に
、
一
種
の
貝
子
を
產
婦
に
示
せ
ば
流
產
せ
し

む
る
と
あ
る
よ
り
推
し
て
、
支
那
の
古
え
、
亦
之
を
安
產
の
助
け
と
せ
る
を
知
り
、
そ
れ
か
ら
遠
廻
り
な
が

ら
、
一
層
古
え
、
邪
視
の
信
あ
り
し
を
知
る
、F

o
rlo

n
g
, `S

h
o
rt S
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d
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に
錫
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
セ
イ
ロ
ン
」。］
暹
羅
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
シ
ヤ

ム
」。］
等
の
佛
場
に
、
足
と
眼
を
岩
に
彫
れ
る
は
、
實
は
陰
陽
の
相
に
形
れ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
た

ど
れ
る
」。］
に
て
、
邪
視
の
防
ぎ
な
り
と
あ
る
を
參
す
る
に
、
支
那
に
佛
仙
の
足
跡
多
き
は
、
吾
邦
に
て
門

戶
に
元
三
大
師
の
手
形
を
貼
る
と
共
に
、
根
源
は
邪
視
に
備
へ
た
る
に
や
あ
ら
ん
（
予
の 

“F
o

o
t-p

rin
t o

f 

G
o
d
s, etc.,

” N
o
tes an

d
 Q

u
eries, 1

9
0
0
 

及
び
去
年
四
月
の
東
洋
學
藝
雜
誌
「
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ウ
シ
の
足
跡
」

參
看
）
又
酉
陽
雜
俎
卷
十
四
に
、
晉
の
大
始
中
、
劉
伯
玉
の
妻
、
夫
が
洛
水
の
女
神
の
美
を
稱
せ
る
を
恨
ん

で
水
死
し
、
後
七
日
、
夢
に
託
し
て
伯
玉
に
語
て
、
君
本
と
神
を
願
ふ
、
吾
今
神
た
る
を
得
た
り
と
い
ひ
け

れ
ば
、
伯
玉
終
身
復
た
水
を
渡
ら
ず
、
美
人
此
津
を
渡
る
者
は
、
皆
衣
を
壞
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
ぶ

り
」。］
粧
を
枉
げ
て
敢
て
濟
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
わ
た
る
」。］、
然
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
か
」。］
せ

ず
ん
ば
風
波
暴
發
す
、
醜
婦
は
粧
飾
す
と
も
、
神
妬
ま
ざ
れ
ば
無
難
に
渡
り
得
、
婦
人
此
妬
婦
津
を
渡
る
に
、

風
浪
な
き
者
は
不
器
量
故
、
水
神
怒
ら
ざ
る
と
心
得
、
皆
な
自
ら
形
容
を
毀
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
ぼ

ち
て
。」］
嗤
笑
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
し
や
う
」。］
を
塞
が
ざ
る
な
し
、
故
に
齊
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
せ
い
ひ
と
」。］
の
語
に
、
欲
求
好
婦
、
立
在
津
口
、
婦
立
水
傍
、
好
醜
自
彰
と
あ
る
も
、
い
は
ゞ
妬
神
の

邪
視
を
畏
れ
て
、
貌
を
損
ぜ
し
に
歸
す
、
同
書
卷
八
に
、
百
姓
の
間
に
面
に
靑
痣
を
戴
く
こ
と
黥
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
い
れ
ず
み
」。
底
本
「
點
」。
初
出
で
訂
し
た
。］
の
如
き
あ
り
難
產
に
て
妻
に
死
な
れ
た
る
夫
の

面
に
墨
を
點
ぜ
る
な
り
、
か
く
せ
ず
ん
ば
、
後
妻
に
不
利
な
る
由
言
る
は
、
矢
張
り
死
靈
の
邪
視
を
怖
れ
し

に
基
く
か
、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
や
っ
と
こ
こ
で
「
邪
視
」
の
全
体
一
字
下
げ
の
附
記
が
終
わ
る
。
但
し
、
邪
視
の
考
証

は
ま
だ
続
く
。 

『「
ナ
ザ
ル
」N
azar 

（
今
假
り
に
視
害
と
譯
す
）』
今
、
思
い
出
し
た
。
二
十
年
余
り
前
、
ト
ル
コ
に
旅

行
し
た
際
に
貰
っ
た
お
守
り
が
、
ト
ル
コ
語
で
「n

azarb
o
n
cu
ğ
u

」（
ナ
ザ
ー
ル
ボ
ン
ジ
ュ
ウ
）
で
、
今
も

目
の
前
の
書
棚
に
ガ
ラ
ス
製
の
そ
れ
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。
「
邪
悪
な
目
」
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
伝
統
的
な
ガ
ラ
ス
製
の
お
守
り
で
あ
る
。「n

azar

」
は
「
邪
悪
な
目
」、「b

o
n
cu
ğ
u

」
で
「
お
守
り
」

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


を
表
わ
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
「N

azar b
o

n
cu

k

」
の
ウ
ィ
キ
を
見
る
と
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「n

azar

」
は
「
凝

視
」
を
意
味
す
る
と
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
ラ
テ
ン
文
字
転
写
で
「M

atiasm
a

」
と
あ
っ
た
。 

「
コ
ツ
ク
バ
ー
ン
氏
」
下
記
雑
誌
記
事
に
当
た
れ
な
い
の
で
不
詳
。
綴
り
は
「C

o
ck

b
u

rn

」
で
あ
ろ
う
。 

「
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
隨
筆
質
問
雜
誌
（
前
出
）
」（
１
）
の
冒
頭
部
参
照
。 

「
カ
ジ
ヤ
ル
」『
煙
墨
（「
カ
ジ
ヤ
ル
」）』「
選
集
」
は
『
カ
ジ
ャ
ル
』
と
表
記
。
ギ
ー
（
イ
ン
ド
を
中
心
と

し
た
南
ア
ジ
ア
で
古
く
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
食
用
に
用
い
る
バ
タ
ー
・
オ
イ
ル
）
に
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
等

の
オ
イ
ル
か
ら
出
る
煤
（
す
す
）
を
混
ぜ
た
も
の
。
こ
れ
を
指
で
目
の
下
（
目
蓋
の
縁
）
や
額
に
塗
布
す
る
。

目
に
爽
快
感
が
生
ず
る
と
い
う
実
利
的
効
果
も
あ
る
が
、
子
供
や
女
性
の
そ
れ
は
魔
除
け
と
し
て
の
目
的

が
主
で
あ
る
。
サ
イ
ト
「
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
の
こ
ち
ら
と
、
こ
ち
ら
を
参
照
し
た
。
但
し
、
コ
ッ
ク
バ

ー
ン
の
熊
楠
の
要
約
で
は
、
自
身
の
持
つ
視
害
を
減
衰
さ
せ
る
と
あ
っ
て
、
利
他
的
な
魔
除
け
と
い
う
こ
と

に
な
る
。 

『「
コ
ー
ル
」
粉
』
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
硫
化
ア
ン
チ
モ
ン
や
硫
化
鉛
な
ど
を
原
料
と
し
た
黒
い
粉
で
眉
や

ア
イ
ラ
イ
ン
を
描
い
て
い
た
。
こ
れ
を
「
コ
ー
ル
」
（k

h
o

l

）
と
呼
ん
で
い
た
（
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事

典
」
の
「
眉
墨
」
に
拠
っ
た
）。 

「
布
帛
の
模
樣
な
ど
も
、
一
ケ
所
を
わ
ざ
と
不
出
來
に
し
て
邪
視
を
防
ぐ
」
ト
ル
コ
で
未
婚
の
少
女
の
織
っ

た
買
っ
た
絨
毯
が
居
間
に
掲
げ
て
あ
る
が
、
端
の
縁
部
分
に
あ
る
、
順
に
変
わ
っ
た
楕
円
形
の
模
様
が
、
一

つ
だ
け
、
同
じ
も
の
な
っ
て
い
る
。 

「
小
王
（
ラ
ジ
ヤ
）」「
選
集
」
は
『
ラ
ジ
ャ
』。
ラ
ー
ジ
ャ
或
い
は
ラ
ー
ジ
ャ
ー
（R

aja

・R
ajah

・
漢
音
写

「
羅
闍
」）
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
語
彙
で
、「
君
主
号
」
ま
た
は
「
貴
族
称
号
」
で
あ
る
。
強
大
な
権

勢
を
持
つ
ラ
ー
ジ
ャ
が
、
知
ら
れ
た
「
マ
ハ
ー
ラ
ー
ジ
ャ
（M

ah
araja

）」
で
あ
る
。
日
本
語
に
訳
せ
ば
、

「
王
」、
意
訳
す
る
な
ら
「
豪
族
」
の
意
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
み
で
な
く
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
に
も
伝
播
し
、
王
又
は
王
族
・
貴
族
の
称
号
と
し
て
定
着
し
た
。
日
本
で
は

「
閻
魔
大
王
」
が
「
閻
魔
羅
闍
」
と
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
ウ
ィ
キ
の
「
ラ
ー
ジ
ャ
」
に
拠
る
）。 

「
用
捨
箱
卷
上
（
九
）
二
月
八
日
、
目
籠
を
出
す
こ
と
を
い
ひ
て
、…

…

」
以
下
総
て
（
２
）
の
私
の
注
で

原
本
か
ら
引
用
済
み
。 

「
方
相
の
目
に
な
ぞ
ら
へ
、
邪
氣
を
攘
ふ
事
也
と
い
へ
り
」
こ
れ
は
「
用
捨
箱
」
で
は
な
く
、
喜
田
川
守
貞

の
「
近
世
風
俗
志
」
の
記
載
の
誤
り
。
同
じ
く
（
２
）
の
私
の
「
守
貞
の
近
世
風
俗
志
廿
三
編
」
注
の
原
文

を
参
照
さ
れ
た
い
。「
除
夜
に
金
箔
も
て
飾
れ
る
籠
を
長
竿
頭
に
揭
げ
て
戶
前
に
樹
て
、
鬼
を
追
ふ
」
と
い

う
図
も
「
近
世
風
俗
志
」
の
そ
れ
で
、
リ
ン
ク
先
に
掲
げ
て
お
い
た
。 

「F
.d

e M
arin

i, `H
isto

ria et R
elatio

n
e d

el T
u
n
ch

in
o
 e d

el G
iap

p
o
n
e,` R

o
m

a, 1
6
6

5
, p

. 1
3

3

」
南
方
熊
楠 

の
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
13
：
鳩
）」
の
私
の
注
「
東
京
で
鳩
を
殺
さ
し
め
て
、
キ
リ
ス
ト
敎
徒
か

否
を
檢
定
せ
る
（M

arin
i, `H

isto
ria d

el T
u
n
ch

io
n

` R
o
m

a, 1
6
6
5
, p

. 7

）
」
を
参
照
。 

「
古
今
要
覽
稿
卷
七
十
一
に
、
昔
し
追
儺
は
除
夜
に
限
り
行
は
わ
れ
し
を
、
後
世
、
節
分
の
豆
撒
と
同
事
と

心
得
た
る
を
辨
ぜ
る
」「
古
今
（
こ
こ
ん
）
要
覽
稿
」
は
幕
命
に
よ
り
屋
代
弘
賢
が
編
集
し
た
類
書
（
百
科

事
典
）。
全
五
百
六
十
巻
。
文
政
四
（
一
八
一
二
）
年
か
ら
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
の
三
十
年
を
か
け

て
完
成
し
た
大
著
。
自
然
・
社
会
・
人
文
の
諸
事
項
を
分
類
し
、
そ
の
起
源
・
歴
史
な
ど
を
古
今
の
文
献
を

挙
げ
て
考
証
解
説
し
て
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
を
視
認
し
た
が
、
七
十

一
巻
は
「
姓
氏
部
」
で
、
ど
う
も
巻
数
が
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
応
、
他
巻
も
探
し
て
み
た
が
、
諦
め

https://fr.wikipedia.org/wiki/Nazar_boncuk#cite_note-Croyances_populaires_en_Turquie_:_%C2%AB_Nazar_Boncuk_%C2%BB-2
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-5457bd.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-5457bd.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-5457bd.html
https://ayur-indo.com/ayur/kajal.html
https://ayur-indo.com/ayur/kajal3.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%A3
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-a96894.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-a96894.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-73aafe.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-73aafe.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-73aafe.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-73aafe.html


た
。 

「
猓
玀
」（
か
ら
）
は
中
国
の
少
数
民
族
の
一
つ
で
あ
る
彝い

族
の
こ
と
。
ウ
ィ
キ
の
「
イ
族
」
に
よ
れ
ば
、

『
民
族
名
の
自
称
は
「
ノ
ス
」「
ラ
ス
」「
ニ
ス
」「
ノ
ポ
ス
」
な
ど
様
々
な
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
呼
び

方
を
す
る
。
中
国
の
古
典
文
献
に
登
場
す
る
こ
の
民
族
の
民
族
名
は
「
夷
」「
烏
蛮
」「
羅
羅
」「
倮
倮
」
な

ど
多
様
に
存
在
し
、
蔑
称
の
「
夷
」
が
通
称
で
あ
っ
た
の
を
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
降
に
同
じ
音
で
あ

る
「
彝
」
の
字
に
統
一
し
た
。
彝
は
「
祭
器
」
転
じ
て
「
道
徳
」
な
ど
を
意
味
す
る
雅
字
。「
ロ
ロ
族
」
と

い
う
呼
称
も
あ
り
、
か
つ
て
は
自
称
で
あ
っ
た
が
現
在
は
中
国
側
で
は
蔑
称
で
あ
る
。「
ロ
ロ
」
と
は
、
イ

族
自
身
が
先
祖
崇
拝
の
た
め
に
持
つ
小
さ
な
竹
編
み
。
当
て
字
の
「
玀
猓
」
で
は
、
部
首
に
け
も
の
へ
ん
を

付
け
加
え
る
な
ど
、
多
分
に
蔑
視
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
但
し
、
漢
字
を
全
廃
し
た
ベ
ト
ナ
ム
側
で
は

今
日
で
も
差
別
的
な
意
味
合
い
は
な
く
』、『
ロ
ロ
族
』『
と
呼
ば
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
貴
學
會
雜
誌
三
月
の
分
、
二
一
六
頁
」「J-S

T
A

G
E

」
の
『
東
京
人
類
學
雜
誌
』
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）

年
三
月
発
行
の
「
雜
錄
」
に
載
る
「
西
支
那
に
於
け
る
及
び
其
他
の
種
族
」（P

D
F

）
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
人

類
学
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
、A

. H
en

ry
 

氏
の
論
考
を
、
本
邦
の
人
類
学
・
考
古
学
の
黎
明
期
を
代
表
す
る

研
究
者
の
一
人
で
あ
る
鳥
居
龍
蔵
（
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
～
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
）
が
和
訳
し

た
も
の
。
当
該
ペ
ー
ジ
（
論
考
の
最
後
。「
15
」
コ
マ
目
）
に
僅
か
に
、「E

v
il eg

e

」
は
マ
マ
。 

 
 

 

＊ 

 

巫
人
、E

v
il eg

e 

幸
福
の
日
、
幸
福
な
ら
ざ
る
日
等
は
、
彼
等
に
よ
く
信
仰
せ
ら
る
、
而
し
て
巫
婆
の
死

を
招
く
こ
と
に
就
て
の
長
き
祈
禱
存
在
す
、
こ
れ
に
因
て
鬼
は
爲
め
に
皮
膚
粉
碎
し
、
其
肉
は
食
は
れ
、
呼

吸
を
止
め
ら
る
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。
原
著
者
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
園
芸
家
で
中
国
研
究
家
で
も
あ
っ
た
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー

（A
u
g
u
stin

e H
en

ry
 

一
八
五
七
年
～
一
九
三
〇
年
）
と
考
え
て
よ
い
。
彼
に
は
「
雲
南
省
西
部
の
ロ
ロ
族

と
非
漢
民
族
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
」
（A

n
th

ro
p
o
lo

g
ica

l w
o
rk o

n
 L

o
lo

s a
n
d
 n

o
n

-H
a
n
 C

h
in

ese o
f 

W
estern

 Y
u
n
n
a
n

）
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
歷
代
の
本
草
、
諸
品
の
藥
效
を
序
し
て
、
狼
皮
辟
邪
、
狼
牙
佩
之
辟
邪
、
狼
尾
繫
馬
胸
前
辟
邪
氣
、
令
馬

不
驚
、
羚
羊
角
辟
邪
氣
不
祥
、
辰
砂
殺
鬼
魅
、
雄
黃
辟
百
邪
抔
い
ひ
」
漢
文
部
を
訓
読
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

狼
の
皮
は
邪
を
辟さ

く
。
狼
の
牙
は
之
れ
を
佩お

ぶ
れ
ば
、
邪
を
辟
く
。
狼
の
尾
は
馬
の
胸
の
前
に
繫
が
ば
、
邪

氣
を
辟
け
、
馬
を
し
て
驚
か
し
め
ず
。
羚れ

い

羊や
う

の
角
は
邪
氣
不
祥
を
避
く
。
辰
砂
は
鬼
魅
を
殺
し
、
雄ゆ

う

黄わ
う

は
百

邪
を
避
く
。 

＊ 

こ
れ
、
恐
ら
く
は
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」
辺
り
の
諸
箇
所
を
繋
げ
た
も
の
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例

え
ば
、「
狼
」
の
記
載
は
同
書
を
元
と
し
て
記
述
し
た
寺
島
良
安
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

狼
（
お
ほ
か
み
） 

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
オ
カ
ミ
・
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
・
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
）」（
リ
ン
ク
先
は
私

の
電
子
化
注
。
以
下
同
じ
）
の
記
載
と
よ
く
一
致
す
る
。
ま
た
、「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

麢

羊
（
か
も
し
か
・
に
く
）・
山
驢 

（
カ
モ
シ
カ
・
ヨ
ツ
ヅ
ノ
レ
イ
ヨ
ウ
）」
に
も
、「
角
」
の
条
の
末
尾
に

『
辟
邪
氣
不
祥
』
と
あ
る
。「
辰
砂
殺
鬼
魅
」
は
明
代
の
医
書
で
龔

き
ょ
う

信し
ん

と
子
の
龔
廷
賢
の
著
し
た
「
古
今
醫

鑑
」
に
載
り
、
他
で
も
し
ば
し
ば
見
か
け
る
し
、「
雄
黃
辟
百
邪
」
は
同
義
の
文
字
列
が
淸
の
張

ち
ょ
う

璐ろ

作
の
臨

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E6%97%8F
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/276/24_276_202/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/276/24_276_202/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-d41764.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-d41764.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-7d48.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-7d48.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-7d48.html


床
実
用
本
草
書
「
本
經
逢
原
」
に
出
る
。
後
者
は
非
常
に
古
く
か
ら
こ
れ
を
浸
し
た
酒
が
そ
う
し
た
効
果
を

持
つ
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
。 

「
酉
陽
雜
俎
續
集
八
に
衞
公
言
、
鵞
警
鬼
云
々
孔
雀
辟
惡
」
原
本
に
「
衞
公
言
鵞
警
鬼
、
鵁
鶄
壓
火
、
孔
雀

闢
惡
」
（
衞
公
の
言
は
く
、
「
鵞

が
て
う

は
鬼
を
警

い
ま
し

め
、
鵁
鶄

か
う
せ
い

は
火
を
壓お

さ

へ
、
孔
雀
は
惡
を
辟
く
」
と
あ
る
。
「
鵁

鶄
」
は
ゴ
イ
サ
ギ
の
異
名
。 

「
交
廣
志
に
西
南
夷
、
土
有
異
犀
、
三
角
云
々
王
者
貴
其
異
、
以
爲
簪
、
能
消
除
凶
逆
と
筆
せ
る
」「
交
廣

志
」
不
詳
。「
後
漢
書
」
巻
百
十
六
「
西
南
夷
傳
」
の
、
京
牢
夷
の
条
に
あ
る
、
唐
の
李
賢
の
注
に
引
か
れ

て
い
る
「
廣
志
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
に
あ
る
複
数
の
「
後
漢
書
」

を
調
べ
た
が
、
こ
の
文
字
列
に
出
逢
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
別
に
探
し
た
と
こ
ろ
、「
太
平
御
覽
」
巻
第
七

百
九
十
一
の
「
四
夷
部
」
の
「
南
蠻
」
の
冒
頭
「
西
南
夷
」
に
（
訓
読
は
自
然
流
）、 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 

西
南
夷 

梁
祚
「
魏
國
統
」
曰
、『
西
夷
土
有
異
犀
。
三
角
、
夜
行
如
大
炬
、
火
照
數
十
歩
。
或
時
解
脫
、
則
藏
於
深

密
之
處
、
不
欲
令
人
見
之
。
王
者
貴
其
異
、
以
爲
簪
札
、
消
除
凶
逆
。』。 

（
梁
祚
が
「
魏
國
統
」
に
曰
は
く
、『
西
夷
の
土く

に

に
異
犀
有
り
。
三
つ
角づ

の

に
て
、
夜
行
す
る
に
大
い
な
る

炬
た
い
ま
つ

の
ご
と
く
、
火
、
照
ら
す
こ
と
、
數
十
歩
。
或
る
時
、
解
脫

げ

だ

つ

せ
ば
、
則
ち
、
深
密
の
處
に
藏か

く

し
、
人
を
し
て

之
れ
を
見
し
む
を
欲
せ
ず
。
王
者
、
其
の
異め

づ

ら
し
き
を
貴

た
ふ
と

び
、
以
つ
て
簪
札

し
ん
さ
つ

と
爲
し
て
、
凶
逆
を
消
除
す
。』

と
。） 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
見
出
せ
た
。「
梁
祚
」（
り
ょ
う
そ 

四
〇
二
年
～
四
八
九
年
）
北
魏
の
学
者
で
官
吏
。「
簪
札
」

は
笄
（
こ
う
が
い
・
か
ん
ざ
し
）
の
こ
と
。 

「
サ
ー
、
ト
マ
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
（
一
六
〇
五
－
八
二
）」
十
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
著
作
家
サ
ー
・
ト

ー
マ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
（S

ir T
h
o
m

as B
ro

w
n
e 

一
六
〇
五
年
～
一
六
八
二
年
）。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、

医
学
・
宗
教
・
科
学
・
秘
教
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
に
基
づ
い
た
著
作
で
知
ら
れ
る
が
、
特
に
『
フ
ラ
ン

シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
自
然
史
研
究
に
影
響
を
受
け
、
自
然
界
に
深
い
興
味
を
寄
せ
た
著
作
が
多
い
。
独
自
の

文
章
の
技
巧
で
知
ら
れ
、
作
品
に
古
典
や
聖
書
の
引
用
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
ブ
ラ
ウ
ン
の
独

特
な
個
性
が
現
れ
て
い
る
。
豊
か
で
特
異
な
散
文
で
、
簡
単
な
観
察
記
録
か
ら
極
め
て
装
飾
的
な
雄
弁
な
作

品
ま
で
様
々
な
作
風
を
操
っ
た
』
と
あ
る
。 

『「
コ
ツ
カ
ト
リ
セ
」（
上
出
）』（
２
）
を
参
照
。
但
し
、
そ
こ
で
は
熊
楠
は
「
コ
ツ
カ
ト
リ
ス
」
と
音
写
し

て
い
る
。「
選
集
」
も
そ
う
訂
し
て
あ
る
。 

『
傳
鱝
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
選
集
」
は
『
で
ん
ふ
ん
』
と
音
を
附
す
が
、
私
は
「
し
び
れ
え
ひ
」
と
訓
じ

て
お
く
。］
』
軟
骨
魚
綱
板
鰓
亜
綱
シ
ビ
レ
エ
イ
目 

T
o
rp

ed
in

ifo
rm

es 

に
属
す
る
二
科
十
二
属
六
十
種
を
含

む
シ
ビ
レ
エ
イ
類
。
防
御
・
捕
食
（
一
部
の
種
群
は
未
確
認
）
の
た
め
の
発
電
器
官
を
持
つ
こ
と
で
知
ら
れ
、

そ
の
電
圧
は
八
～
二
百
二
十
ボ
ル
ト
に
達
す
る
。
タ
イ
プ
種
は
ヤ
マ
ト
シ
ビ
レ
エ
イ
科 

T
o
rp

ed
in

in
ae 

亜

科
ヤ
マ
ト
シ
ビ
レ
エ
イ
属 

ヤ
マ
ト
シ
ビ
レ
エ
イ 

T
o
rp

ed
o
 to

kio
n
is 

。 

「
孟
賁
」（
も
う
ほ
ん 

？
～
紀
元
前
三
〇
七
年
）
は
戦
国
時
代
の
衛
又
は
斉
の
出
身
で
秦
の
将
軍
。
武
王

に
仕
え
た
。
ま
た
の
名
を
孟
説
と
も
言
う
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
武
王
に
仕
え
た
任
鄙
・
烏
獲
や
夏

育
、
成
荊
、
呉
の
慶
忌
と
並
ぶ
大
力
無
双
の
勇
士
』『
と
知
ら
れ
、
孟
賁
は
』、『
生
き
た
牛
の
角
を
抜
く
程

https://ctext.org/taiping-yulan/zh?searchu=%E7%95%B0%E7%8A%80
https://ctext.org/taiping-yulan/zh?searchu=%E7%95%B0%E7%8A%80
https://ctext.org/taiping-yulan/zh?searchu=%E7%95%B0%E7%8A%80
https://ctext.org/taiping-yulan/zh?searchu=%E7%95%B0%E7%8A%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%96%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%B3_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-a96894.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%9F%E8%B3%81


の
力
を
持
っ
て
』『
お
り
、
勇
士
を
好
む
秦
の
武
王
に
取
り
立
て
ら
れ
』
て
『
仕
え
た
』。
し
か
し
、
紀
元
前

三
〇
七
年
八
月
、『
武
王
と
洛
陽
に
入
り
、
武
王
と
力
比
べ
で
鼎
の
持
ち
上
げ
を
行
っ
た
際
、
武
王
は
脛
骨

を
折
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
罪
を
問
わ
れ
、
孟
賁
は
一
族
と
共
に
死
罪
に
処
さ
れ
た
と
言
う
』

と
あ
る
。 

「
項
籍
」
項
羽
の
本
名
。 

「
伍
子
胥
の
執
念
深
き
眼
」
司
馬
遷
の
「
史
記
」
の
「
列
傳
」
巻
六
十
六
の
第
六 

伍
子
胥
列
傳
」
で
知
ら

れ
る
、
暗
愚
な
春
秋
時
代
の
呉
王
夫
差
に
従
っ
た
名
臣
伍ご

子し

胥し
ょ

（
？
～
紀
元
前
四
八
四
年
）
。
佞
臣
で
あ
っ

た
宰
相
伯は

く

嚭ひ

の
讒
言
に
よ
り
、
自
害
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
私
の
好
き
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
、
漢
文
の
教
科
書
に

あ
れ
ば
、
必
ず
や
っ
た
。
よ
く
採
ら
れ
て
い
た
「
十
八
史
略
」
版
を
以
下
に
引
く
。 

 
 

 

＊ 

夫
差
乃
賜
子
胥
屬
鏤
之
劍
。
子
胥
告
其
家
人
曰
、
必
樹
吾
墓
檟
。
檟
可
材
也
。
抉
吾
目
、
懸
東
門
。
以
觀
越

兵
之
滅
吳
。
乃
自
剄
。
夫
差
取
其
尸
、
盛
以
鴟
夷
、
投
之
江
。
吳
人
憐
之
、
立
祠
江
上
、
命
曰
胥
山
。 

 
 

 

＊ 

 

夫
差
、
乃

す
な
は

ち
、
子
胥
に
屬
鏤

し
よ
く
る

の
劍
を
賜
ふ
。 

 

子
胥
、
其
の
家か

人じ
ん

に
告
げ
て
曰
は
く
、 

「
必
ず
、
吾
が
墓
に
檟か

を
樹
ゑ
よ
。
檟
は
材
と
す
べ
し
。
吾
が
目
を
抉ゑ

ぐ

り
て
、
東
門
に
懸
け
よ
。
以
つ
て
越

兵
の
吳
を
滅
ぼ
す
を
觀み

ん
。
」 

と
。 

 

乃
す
な
は

ち
、
自じ

剄け
い

す
。 

 

夫
差
、
其
の

尸
し
か
ば
ね

を
取
り
、
盛
る
に
鴟
夷

し

い

を
以
つ
て
し
、
之
れ
を
江か

う

に
投
ず
。
吳ご

人ひ
と

、
之
れ
を
憐
れ
み
、

祠し

を
江
上

か
う
じ
や
う

に
立
て
て
、
命
じ
て
「
胥
山
」
曰
ふ
。 

 
 

 

＊ 

「
屬
鏤
の
劍
」
名
剣
の
名
。
臣
下
が
主
君
か
ら
剣
を
与
え
ら
れ
る
と
は
、
「
そ
の
剣
を
用
い
て
自
害
せ
よ
」

と
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
檟
」
は
キ
ン
ト
ラ
ノ
オ
目
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
エ
ノ
キ
グ
サ
亜
科
エ
ノ

キ
グ
サ
連
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
属
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ 

M
a
llo

tu
s ja

p
o
n
icu

s 

。
昔
、
棺
桶
の
材
料
と
し
た
。
こ
こ
は

夫
差
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
「
東
門
」
呉
の
都
の
東
の
門
。
越
は
呉
の
東
方
に
あ
っ
た
。

「
自
剄
」
自
分
で
自
分
の
首
を
刎は

ね
る
こ
と
。
「
鴟
夷
」
馬
の
皮
革
で
作
っ
た
酒
を
入
れ
る
袋
で
、
下
品
な

み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。「
鴟
」
は
梟
、「
夷
」
は
「
鴺
」
で
ペ
リ
カ
ン
の
こ
と
で
、
袋
の
形
が
梟
の
腹

や
ペ
リ
カ
ン
の
嘴
に
似
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
の
呼
称
で
あ
る
。「
江
」
長
江
。
ち
な
み
に
「
河
」
は
黄
河
を

指
す
。
而
し
て
十
年
後
、
子
胥
の
予
言
通
り
、
越
は
呉
を
攻
め
た
。
吳
は
連
戦
連
敗
し
、
夫
差
は
お
ぞ
ま
し

く
も
和
睦
を
乞
う
。
越
王
勾
践

こ
う
せ
ん

受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
名
臣
范
蠡

は
ん
れ
い

が
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

夫
差
曰
、
吾
無
以
見
子
胥
。
爲
幎
冒
乃
死
。 

（
夫
差
、
曰
く
、「
吾
れ
、
以
つ
て
子
胥
を
見
み
る
無
し
。」
と
、
幎
冒

べ
き
ぼ
う

を
爲つ

く

り
て
、
乃

す
な
は

ち
、
死
す
。） 

 
 

 

＊
。 

言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、「
無
以
見
子
胥
」
は
「
私
は
あ
の
世
で
子
胥
に
合
わ
せ
る
顔
が
な
い
」
の
意
。

「
幎
冒
」
死
者
の
顔
を
覆
う
布
の
こ
と
（
こ
れ
自
体
が
死
者
の
邪
眼
か
ら
の
防
衛
装
置
と
私
は
見
る
。
な
お
、

「
鬼
」
と
い
う
漢
字
は
私
の
尊
敬
し
た
故
吹
野
安
先
生
に
よ
れ
ば
、
死
者
に
こ
の
幎
冒
を
被
せ
て
取
れ
ぬ
よ



う
に
十
字
に
紐
で
縛
っ
た
形
に
基
づ
く
と
説
明
さ
れ
た
の
を
よ
く
思
い
出
す
）。
死
ぬ
前
に
自
ら
そ
れ
を
被

っ
て
自
殺
し
た
の
で
あ
る
。 

「
盧
𣏌
」「
選
集
」
も
そ
う
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
盧
杞

ろ

き

（
七
三
四
年
？
～
七
八
五
年
）
で
よ
い
。
唐
の

徳
宗
に
取
り
立
て
ら
れ
て
宰
相
と
な
っ
た
が
、
非
常
な
奸
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
。
優
れ
た
改
革
者
で
あ
っ
た

宰
相
楊
炎
を
失
脚
さ
せ
て
政
務
を
専
断
し
、
賢
能
の
人
士
を
忌
み
遠
ざ
け
、
酷
刑
を
濫
用
し
た
の
で
吏
民
の

恨
み
を
買
っ
た
。「
李
懐
光
の
乱
」
で
罪
を
得
て
、
新
州
司
馬
に
流
さ
れ
、
さ
ら
に
吉
州
長
史
に
貶
さ
れ
た

後
、
別
に
流
謫
さ
れ
た
任
地
で
没
し
た
。 

「
范
雎
」（
は
ん
し
ょ 

？
～
紀
元
前
二
五
五
年
？
）
は
戦
国
時
代
の
秦
に
仕
え
た
政
治
家
。
秦
の
昭
襄
王

に
対
し
て
、
遠
交
近
攻
策
を
進
言
し
て
、
秦
の
優
勢
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
。
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ウ
ィ
キ
の
「
范
雎
」
に
よ
れ
ば
、
王
の
信
任
を
得
て
、『
権
力
を
確
保
し
た
范
雎
は
』『
領
地
を
貰
』
っ
て
『
応

侯
と
名
乗
っ
た
』。『
こ
の
頃
、
魏
で
は
秦
が
韓
・
魏
を
討
と
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
を
掴
み
、
須
賈
』（
し

ゅ
か
）『
を
使
い
に
出
し
た
』（
彼
は
実
は
若
き
日
、
魏
の
中
大
夫
で
あ
っ
た
須
賈
に
仕
え
て
い
た
が
、
恐
ろ

し
く
お
ぞ
ま
し
い
扱
い
を
さ
れ
て
恨
み
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
辺
り
は
リ
ン
ク
先
を
読
ま
れ
た
い
）。『
須
賈

が
秦
に
来
て
い
る
と
知
っ
た
范
雎
は
、
み
す
ぼ
ら
し
い
格
好
を
し
て
須
賈
の
前
に
現
れ
た
。
須
賈
は
范
雎
が

生
き
て
い
た
こ
と
に
驚
き
、
范
雎
に
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
聞
い
た
。
范
雎
は
「
人
に
雇
わ
れ
て
労
役
を
し

て
い
る
」
と
答
え
た
。
范
雎
の
み
す
ぼ
ら
し
さ
を
哀
れ
ん
だ
須
賈
は
絹
の
肌
着
を
范
雎
に
与
え
、「
秦
で
宰

相
に
な
っ
て
い
る
張
禄
と
い
う
人
に
会
い
た
い
」
と
告
げ
た
。
范
雎
は
主
人
が
』、『
つ
て
を
持
っ
て
い
る
の

で
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
い
、
自
ら
御
者
を
し
て
張
禄
の
屋
敷
（
す
な
わ
ち
自
分
の
屋
敷
）
へ
と
入

っ
た
。
先
に
入
っ
た
范
雎
が
い
つ
ま
で
も
出
て
こ
な
い
の
で
、
須
賈
は
門
番
の
兵
に
「
范
雎
は
ど
う
し
た
か
」

と
聞
く
と
、「
あ
の
お
方
は
宰
相
の
張
さ
ま
で
あ
る
」
と
の
返
事
が
返
っ
て
き
た
』。『
驚
い
た
須
賈
は
大
慌

て
で
范
雎
の
前
で
平
伏
し
、
過
去
の
事
を
謝
っ
た
。
范
雎
は
須
賈
に
さ
れ
た
こ
と
を
』
挙
げ
て
『
非
難
し
た

が
、
須
賈
が
絹
の
肌
着
を
与
え
て
同
情
を
示
し
た
こ
と
で
』、『
命
は
助
け
、「
魏
王
（
安
釐
王
』（
あ
ん
き
お

う
）『
）
に
魏
斉
』（
ぎ
せ
い
：
魏
の
公
子
で
政
治
家
）『
の
首
を
持
っ
て
来
い
と
伝
え
ろ
。
で
な
け
れ
ば
大

梁
（
魏
の
首
都
。
現
在
の
開
封
）
を
皆
殺
し
に
す
る
ぞ
」
と
言
っ
た
』
。『
帰
国
し
た
須
賈
は
魏
斉
に
こ
の
こ

と
を
告
げ
、
驚
い
た
魏
斉
は
趙
の
平
原
君
の
元
へ
逃
げ
た
』。『
そ
の
後
、
范
雎
を
推
挙
し
て
く
れ
た
王
稽
が

范
雎
に
「
自
分
に
対
し
て
報
い
が
無
い
の
で
は
」
と
暗
に
告
げ
た
。
范
雎
は
内
心
不
快
で
あ
っ
た
が
、
昭
襄

王
に
言
っ
て
王
稽
を
河
東
（
黄
河
の
東
）
の
長
に
任
命
し
た
。
更
に
鄭
安
平
を
推
挙
し
て
秦
の
将
軍
に
し
、

財
産
を
投
げ
打
っ
て
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
人
に
礼
を
し
て
回
っ
た
。
こ
の
時
の
范
雎
は
、
一
杯
の
飯
の
恩

義
に
も
睨
み
付
け
ら
れ
た
だ
け
の
恨
み
（
睚
眦
の
恨
み
）
に
も
必
ず
報
い
た
と
言
う
』
と
い
う
部
分
を
指
す
。 

「
貝
子
」（
ば
い
し
）
は
タ
カ
ラ
ガ
イ
（
腹
足
綱
直
腹
足
亜
綱 

O
rth

o
g
astro

p
o
d
a A

p
o
g
astro

p
o
d
a 

下
綱
新

生
腹
足
上
目
吸
腔
目
高
腹
足
亜
目
タ
マ
キ
ビ
下
目
タ
カ
ラ
ガ
イ
超
科
タ
カ
ラ
ガ
イ
科 

C
y
p
raeid

ae 

の
タ

カ
ラ
ガ
イ
類
）
の
別
名
。
貝
貨
幣
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

「
ヌ
ビ
ア
」（N

u
b
ia

）
は
エ
ジ
プ
ト
南
部
の
ア
ス
ワ
ン
附
近
か
ら
ス
ー
ダ
ン
に
か
け
て
の
地
方
の
名
称
。
古

代
エ
ジ
プ
ト
語
の
「
ヌ
ブ
」（
金
）
か
ら
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
人
が
そ
う
呼
ん
だ
の
が
始
ま
り
。
ア
ラ

ビ
ア
語
で
は
「
ヌ
ー
バ
」
。
ウ
ィ
キ
の
「
ヌ
ビ
ア
」
で
位
置
を
確
認
さ
れ
た
い
。 

「E
lw

o
rth

y, o
p
. cit, p

. 2
5
0

」
イ
ギ
リ
ス
の
言
語
学
者
で
好
古
家
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ト
ー
マ
ス
・
エ
ル
ワ

ー
ジ
ー
（F

red
erick

 T
h
o
m

as E
lw

o
rth

y 

一
八
三
〇
年
～
一
九
〇
七
年
）
の
「T

h
e E

vil E
ye : a

n
 a

cco
u
n
t 

o
f th

is a
n
cien

t a
n
d
 w

id
esp

rea
d
 su

p
erstitio

n
.

」（
邪
視―

―

こ
の
古
く
、
且
つ
、
広
く
普
及
し
た
迷
信
に
就

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8C%83%E9%9B%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8C%E3%83%93%E3%82%A2


い
て
の
解
説
）。
当
該
原
本
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
読
め
、
左
中
央
部
分
に
「co

w
ries h

av
e 

alw
ay

s b
een

 d
istin

ct am
u
lets ag

ain
st th

e ev
il ey

e,

」
と
あ
る
。「co

w
rie

」（
ケ
リ
ィ
ー
）
が
「
タ
カ
ラ
ガ

イ
」
の
意
。 

「
男
色
大
鑑
」（
な
ん
し
ょ
く
お
お
か
が
み
：
現
代
仮
名
遣
）
は
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
。
貞
享
四
（
一
六

八
七
）
年
板
行
。
こ
の
宝
貝
の
安
産
の
お
守
り
は
日
本
中
で
非
常
に
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
西
鶴
の
若
衆
道
の
そ
れ
を
引
く
ま
で
も
な
い
。
南
方
熊
楠
は
わ
ざ
と
面
白
が
っ
て
（
性
的

な
話
の
裾
野
を
ず
っ
と
大
風
呂
敷
に
開
け
っ
広
げ
る
た
め
）
確
信
犯
で
こ
れ
を
選
ん
で
い
る
点
に
気
づ
か

ね
ば
な
る
ま
い
。 

「O
tto

 Jah
n
, 

“U
b
er ein

ig
e g

riech
isch

en
 T

errco
tten

g
efäss d

es arch
aeo

lo
g

isch
en

 M
u
seu

m
s in

 Jen
a,

” 

B
erich

te 
ü
b
er 

d
ie V

erh
an

d
lu

n
g
en

 
d
er 

K
ö
n

ig
lich

-S
äch

sisch
en

 G
esellsch

aft 
d
er W

issen
sch

aften
 
zu

 

L
eip

zig
, P

h
h
ilo

lo
g
isch

-H
isto

risch
e C

lasse, I, S
. 1

8
, L

eip
zig

, 1
8
5
3

 

參
照
」
ド
イ
ツ
の
考
古
学
者
・
文
献

学
者
で
美
術
や
音
楽
に
関
す
る
著
作
も
も
の
し
た
オ
ッ
ト
ー
・
ヤ
ー
ン
（O

tto
 Jah

n
  

一
八
一
三
年
～ 

一

八
六
九
年
）
の
「
イ
エ
ナ
の
考
古
学
博
物
館
の
幾
つ
か
の
ギ
リ
シ
ャ
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
に
つ
い
て
」
か
。 

「
臂
足
類
」
動
物
界
真
正
後
生
動
物
亜
界
冠
輪
動
物
上
門
腕
足
動
物
門 

B
rach

io
p
o
d
a 

に
属
す
る
、
一
見
、

貝
に
似
て
い
る
が
、
全
く
異
な
る
（
貝
状
部
分
は
貝
類
の
よ
う
な
体
幹
の
左
右
で
は
な
く
、
前
後
に
存
在
す

る
）「
生
き
て
い
る
化
石
」
と
称
し
て
も
よ
い
原
始
的
な
生
物
群
で
あ
る
。
本
邦
に
は
舌
殻
綱
シ
ャ
ミ
セ
ン

ガ
イ
目
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
科
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
属
ミ
ド
リ
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ 

L
in

g
u
la

 a
n
a
tin

a
 

・
ウ
ス
バ

シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ 

L
in

g
u
la

 reevii 

・
ド
ン
グ
リ
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ 

L
in

g
u
la

 ro
stru

m
 

・
オ
オ
シ
ャ
ミ
セ
ン

ガ
イ 

L
in

g
u
la

 a
d
a
m

si 

の
四
種
が
、
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
目
ス
ズ
メ
ガ
イ
ダ
マ
シ
科

D
iscin

id
ae

の
ス
ズ
メ

ガ
イ
ダ
マ
シ 

D
iscra

d
isca

 stella
 

・
ス
ゲ
ガ
サ
チ
ョ
ウ
チ
ン 

D
iscra

d
isca

 sp
a
rselin

ea
ta

 

の
二
種
が
棲
息

し
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
は
潮
間
帯
に
分
布
す
る
た
め
、
個
体
数
が
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、
日
本
に
お
け

る
絶
滅
は
最
早
、
不
可
避
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
化
石
種
は
非
常
に
多
く
、
古
く
は
古
生
代
カ
ン
ブ
リ

ア
紀
初
期
（
約
五
億
四
千
二
百
万
年
前
）
の
地
層
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
因
み
に
、
私
が
電
子
化
注
を
終

わ
っ
て
い
る
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日
」（Ja

p
a
n
 D

a
y b

y D
a
y

：
原
本
は
一
九
一
七
年
刊
）
の
作
者
で
、「
お

雇
い
外
国
人
」
と
し
て
進
化
論
を
日
本
に
初
め
て
紹
介
し
、
大
森
貝
塚
を
発
見
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ヴ

ェ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス
（E

d
w

ard
 S

y
lv

ester M
o
rse 

一
八
三
八
年
～
一
九
二
五
年
）
は
、
こ
の
腕
足
類
の
研

究
が
専
門
で
あ
っ
た
。 

「
赫
耀
姬
」「
選
集
」
は
『
か
ぐ
や
ひ
め
』
と
ル
ビ
し
て
い
る
が
、
私
は
清
音
で
「
か
く
や
ひ
め
」
と
読
む

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

「
燕
の
子
安
貝
を
く
れ
な
ん
人
に
妻
た
る
べ
し
と
望
め
る
」
か
く
や
姬
に
求
婚
し
た
五
人
の
貴
公
子
の

殿
し
ん
が
り

の
最
も
つ
い
て
い
な
か
っ
た
不
幸
な
男
中
納
言
石

上

い
そ
の
か
み
の

麻
呂

ま
ろ
た
り

。
私
が
教
師
時
代
に
作
っ
た
「
竹
取
物
語
」
完

全
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
か
ら
、
そ
の
部
分
を
引
用
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

 

中
納
言
い
そ
の
か
み
の
ま
ろ
た
り
は
、
生
き
た
燕
を
殺
し
て
体
内
を
探
し
て
み
て
も
貝
が
見
つ
か
ら
な

い
の
で
、
こ
り
ゃ
、
卵
を
産
む
時
に
い
っ
し
ょ
に
出
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
と
、
忠
実
な
家
臣
を
屋
根
に
登
ら

せ
て
、
燕
の
巣
を
見
張
ら
せ
ま
す
。
し
か
し
、
人
が
い
て
は
燕
は
巣
に
さ
え
寄
り
付
き
ま
せ
ん
。
あ
る
人
の

言
を
入
れ
て
、
燕
が
卵
を
産
み
そ
う
な
時
を
見
計
ら
っ
て
、
人
が
入
っ
た
大
き
な
籠か

ご

を
つ
り
上
げ
て
探
る
こ

と
に
し
ま
す
。
上
手
く
そ
の
時
期
が
来
て
、
人
に
探
ら
せ
ま
す
が
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
苛
立
っ
た
ま
ろ
た

https://archive.org/details/evileyeaccountof00elwo/page/250/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23535597/index.html


り
は
、
自
ら
か
ご
に
乗
り
ま
す
。
す
る
と
、
巣
に
差
し
入
れ
た
手
が
何
か
を
つ
か
み
ま
し
た
。「
ヤ
ッ
タ
！ 

こ
や
す
貝
や
！ 

は
よ
お
ろ
さ
ん
か
い
！
」
と
叫
ぶ
彼
。
そ
の
声
に
部
下
た
ち
は
慌
て
た
の
で
し
ょ
う
か
、

か
ご
は
見
事
に
墜
落
し
、
助
け
起
こ
し
た
部
下
に
、…

…

「
物
は
少
し
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
、
腰
な
ん
動
か
れ
ぬ
。

さ
れ
ど
、
子
安
貝
を
ふ
と
握
り
た
れ
ば
、
う
れ
し
く
お
ぼ
ゆ
る
也
。
ま
づ
、
紙
燭

し

そ

く

さ
し
て
來こ

。
こ
の
貝
、
顏か

ほ

、

見
ん
。」
と
御
髮
も
た
げ
て
、
御
手
を
ひ
ろ
げ
給
へ
る
に
、
燕
の
ま
り
お
け
る
、
ふ
る
糞
を
握
り
給
へ
る
な

り
け
り
。
そ
れ
を
見
た
ま
ひ
て
、「
あ
な
、
か
ひ
な
の
わ
ざ
や
」
と
の
た
ま
ひ
け
る
よ
り
ぞ
、
思
ふ
に
た
が

ふ
事
を
ば
、「
か
ひ
な
し
」
と
は
言
ひ
け
る
。
こ
こ
は
「
貝
無
し
」
と
「
甲
斐
無
し
」
が
掛
け
て
あ
る
の
は

判
り
ま
す
ね
。
恐
ら
く
は
し
か
し
、「
腕

か
ひ
な

」（
通
常
は
二
の
腕
で
あ
る
が
、
腕
全
体
を
も
指
す
）
で
糞
を
握

っ
た
と
い
う
洒
落
に
も
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
）…

…

遂
に
ま
ろ
た
り
の
腰
は
折
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
か
く
や
姫
は
、
見
舞
い
の
手
紙
を
送
り
ま
す
。
ま
ろ
た
り
は
、
返
事
に
と
、
や
っ

と
の
思
い
で
、「
か
ひ
は
か
く
有
り
け
る
物
を
わ
び
は
て
て
し
ぬ
る
命
を
す
く
ひ
や
は
せ
ぬ
」（
貝
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
あ
な
た
か
ら
お
手
紙
を
頂
け
た
の
で
、
腰
の
骨
を
折
っ
た
甲
斐
は
、
こ
の
通
り
、
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
思
い
悩
ん
で
死
に
行
く
こ
の
私
の
命
を
、
そ
の
「
か
い
」
つ
い
で
に
、
ど
う
し
て
結
婚
し
て

救
っ
て
下
さ
ろ
う
と
は
な
さ
さ
ら
な
い
の
で
す
か
。）
と
い
う
歌
を
書
き
終
え
る
や
、
息
を
引
き
取
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。…

…

『
こ
れ
を
聞
き
て
、
か
く
や
姫
、
す
こ
し
「
あ
は
れ
」
と
思
し
け
り
。
そ
れ
よ
り
な
む
、

す
こ
し
う
れ
し
き
こ
と
を
ば
、「
か
ひ
あ
る
」
と
は
言
ひ
け
る
。
』…

…
 

 
 

 

＊ 

五
人
の
貴
公
子
中
、
最
後
に
確
か
に
死
ん
で
し
ま
う
の
は
彼
だ
け
で
あ
る
。
正
直
、
か
く
や
姬
、
マ
ジ
、
残
酷

だ
わ
！ 

「
予
未
刊
の
著
、
燕
石
考
、
師
友F

. V
. D

ick
in

s, ̀
P

rim
itiv

e an
d
 M

ed
iaev

al Jap
an

ese T
ex

ts,` O
x
fo

rd
, 1

9
0
6
. 

p
. 3

6
1
 

に
抄
出
さ
る
」「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（1

4

：
燕
）」
で
既
注
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
（F

red
erick

 V
icto

r D
ick

in
s 

一
八
三
八
年
～
一
九
一
五
年
）
は
イ
ギ
リ
ス
の

日
本
文
学
研
究
者
・
翻
訳
家
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
医
・
領
事
館
弁
護
士
と

し
て
来
日
し
、
帰
国
後
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
事
務
局
長
（
副
学
長
）
を
務
め
た
。
初
の
本
格
的
英
訳
と
さ
れ

る
「
百
人
一
首
」
を
始
め
、「
竹
取
物
語
」・「
忠
臣
蔵
」・「
方
丈
記
」
な
ど
を
英
訳
、
日
本
文
学
の
海
外
へ

の
紹
介
に
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス

や
親
日
派
と
し
て
「
日
本
学
」
の
基
礎
を
築
い
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と
交
流
が
あ
り
、
南
方
熊
楠
も
、

熊
楠
が
翻
訳
の
手
助
け
を
す
る
代
わ
り
に
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
経
済
的
支
援
を
受
け
る
な
ど
、
深
い
交
流

が
あ
っ
た
、
と
あ
る
。 

「
漢
の
朱
仲
作
と
い
う
な
る
相
貝
經
」
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
大
枝
流
芳
著

「
貝
盡
（
か
ひ
づ
く
し
）
浦
の
錦
」
の
下
巻
（
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
刊
・P

D
F

）
の
巻
末
に
附
録
さ
れ

て
あ
り
（
短
い
）、
そ
の
「
28
」
コ
マ
目
二
行
目
に
（
訓
点
を
除
い
て
示
し
、
後
に
そ
れ
に
従
っ
て
（
一
部

補
足
し
た
）
訓
読
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

䂃
貝
使
胎
消
勿
以
示
孕
婦
赤
帶
通
背
是 

（
䂃
貝
は
胎
を
消
せ
し
む
。
以
つ
て
孕
め
る
婦
に
示
す
勿な

か

れ
。
赤
き
帶
、
通
背
せ
る
、
是
れ
な
り
。） 

 
 

 

＊ 

「
䂃
貝
」
の
「
䂃
」
は
「
瞋
」
と
同
じ
で
「
目
を
怒
ら
す
」
の
意
が
あ
る
か
ら
、
邪
眼
と
親
和
性
が
あ
り
、

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-3f21fa.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%88%E3%82%A6
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ni15/ni15_00715/ni15_00715_0002/ni15_00715_0002.pdf
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ni15/ni15_00715/ni15_00715_0002/ni15_00715_0002.pdf


眼
の
よ
う
に
見
え
る
紋
は
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
中
に
な
ん
ぼ
で
も
あ
る
（
タ
カ
ラ
ガ
イ
自
体
の
形
が
眼
玉
っ
ぽ

い
）。
殼
の
上
部
に
赤
い
筋
が
あ
る
と
な
れ
ば
、
示
せ
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
は
中
国
の
記
載
で
あ
る
か

ら
、
差
し
控
え
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
江
戸
の
貝
類
の
博
物
古
書
、
な
か
な
か
素
敵
！ 

「F
o
rlo

n
g
, `S

h
o
rt S

tu
d
ies in

 th
e S

cien
ce o

f C
o
m

p
arativ

e R
elig

io
n
s,` 1

8
9

7
, p

. 1
0
8

」
イ
ギ
リ
ス
の
土
木

技
師
・
軍
人
に
し
て
比
較
宗
教
学
者
で
も
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ッ
シ
ェ
・
フ
ォ
ー
ロ
ン
グ

（Jam
es G

eo
rg

e R
o
ch

e F
o
rlo

n
g
 

一
八
二
四
年
～
一
九
〇
四
年
）
の
「
比
較
宗
教
学
小
考
」。
当
該
部
は

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
上
の
以
下
。 

 
 

 

＊ 
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＊ 

幾
つ
か
の
単
語
が
よ
く
判
ら
な
い
も
の
の
、「Y

o
n
i

」
は
リ
ン
ガ
（
男
根
）
で
あ
る
。 

「
元
三
大
師
」「
ぐ
わ
ん
ざ
ん
だ
い
し
（
が
ん
ざ
ん
だ
い
し
）」
と
読
む
。
私
の
居
間
の
飾
り
棚
の
中
に
鎮
座

ま
し
ま
し
て
い
る
。
但
し
、
熊
楠
の
言
う
「
手
形
」
と
い
う
の
は
不
審
。「
角つ

の

大
師

だ

い

し

の
図
（
参
考
に
し
た
同

人
の
ウ
ィ
キ
の
「
角
大
師
」
の
図
（
右
側
））
を
手
形
と
勘
違
い
し
て
書
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
平

安
中
期
の
天
台
僧
良
源
（
延
喜
一
二
（
九
一
二
）
年
～
永
観
三
（
九
八
五
）
年
）
。「
元
三
」
は
永
観
三
年
正

月
三
日
に
没
し
た
こ
と
に
因
む
呼
称
で
、
正
し
い
諡
号
は
「
慈
恵

じ

え

」
で
大
師
号
は
な
い
が
、
一
般
に
は
通
称

の
方
で
専
ら
知
ら
れ
る
。
第
十
八
代
天
台
座
主
で
、
延
暦
寺
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
。「
元
三
大
師
縁
起
」
な

ど
の
伝
説
に
よ
れ
ば
、
良
源
が
自
ら
修
羅
の
夜
叉
の
姿
に
化
し
、
疫
病
神
を
追
い
払
っ
た
時
の
像
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
二
本
の
角
を
持
ち
、
骨
と
皮
と
に
痩
せ
さ
ら
ば
え
た
夜
叉
像
と
、
眉
毛
が
角
の
よ
う
に
伸
び
た
も

の
の
二
種
が
あ
る
（
私
の
家
を
守
護
す
る
そ
れ
は
後
者
）。
こ
れ
は
中
世
以
降
、
民
間
に
於
い
て
「
厄
除
け

大
師
」
な
ど
と
し
て
、
独
特
の
信
仰
を
集
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
三
峰
の
狼
の
御
札
と
並
ぶ
私
偏
愛
の

お
札
で
あ
る
。 

『
予
の 

“F
o
o
t-p

rin
t o

f G
o
d
s, etc.,

” N
o
tes an

d
 Q

u
eries, 1

9
0
0
 

及
び
去
年
四
月
の
東
洋
學
藝
雜
誌
「
ダ

イ
ダ
ラ
ホ
ウ
シ
の
足
跡
」
』「In

tern
et arch

iv
e

」
で
英
文
記
事
を
探
し
た
が
、
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

幸
い
な
こ
と
に
、
南
方
熊
楠
を
調
べ
て
お
ら
れ
る
大
和
茂
之
氏
の
ブ
ロ
グ
「
南
方
熊
楠
の
こ
と
、
あ
れ
こ
れ
」

の
『
足
跡
関
連
の
熊
楠
の
文
章
３
：「
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ウ
シ
の
足
跡
」』
で
電
子
化
さ
れ
て
い
て
、
全
文
を
読
む

こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
、「
南
方
熊
楠
と
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌―

―
 
`F

o
o
t-

p
rin

t o
f G

o
d
s, etc.,`

か
ら
「
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ウ
シ
の
足
跡
」
へ―

―

」（P
D

F

）
も
甚
だ
有
益
で
、
特
に
そ
の
第

三
章
で
英
文
の
原
記
事
の
内
容
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
必
見
。 

「
酉
陽
雜
俎
卷
十
四
に
、
晉
の
大
始
中
、
劉
伯
玉
の
妻
、
夫
が
洛
水
の
女
神
の
美
を
稱
せ
る
を
恨
ん
で
水
死

し
、…

…

」「
酉
陽
雜
俎
」（
ゆ
う
よ
う
ざ
っ
そ
：
現
代
仮
名
遣
）
晩
唐
の
官
僚
文
人
段
成
式
（
八
〇
三
年
～

八
六
三
年
）
撰
の
荒
唐
無
稽
な
怪
異
記
事
を
蒐
集
し
た
膨
大
な
随
筆
。
八
六
〇
年
頃
の
成
立
。
そ
の
巻
十
四 

諾た
く

皋こ
う

記き

上
」
の
一
節
に
（
原
文
は
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
も
の
を
少
し
漢
字
を
入
れ
替
え
た
）、 

 
 

 

＊ 

妒
婦
津
、
相
傳
言
、
晉
大
始
中
、
劉
伯
玉
妻
段
氏
、
字
明
光
、
性
妒
忌
。
伯
玉
常
於
妻
前
誦
「
洛
神
賦
」
、

語
其
妻
曰
、「
娶
婦
得
如
此
、
吾
無
憾
焉
。」。
明
光
曰
、「
君
何
以
水
神
善
而
欲
輕
我
。
吾
死
、
何
愁
不
爲
水

https://archive.org/details/shortstudiesins00forl/page/108/mode/2up
https://archive.org/details/shortstudiesins00forl/page/108/mode/2up
https://archive.org/details/shortstudiesins00forl/page/108/mode/2up
https://archive.org/details/shortstudiesins00forl/page/108/mode/2up
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/2/29/Ryogen1.JPG
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/2/29/Ryogen1.JPG
http://syamato.cocolog-nifty.com/blog/2018/11/post-18a3.html
http://syamato.cocolog-nifty.com/blog/2018/11/post-18a3.html
http://www.vssj.jp/journal/7/shimura.pdf
http://www.vssj.jp/journal/7/shimura.pdf
http://www.vssj.jp/journal/7/shimura.pdf
http://www.vssj.jp/journal/7/shimura.pdf


神
。」。
其
夜
乃
自
沉
而
死
。
死
後
七
日
、
托
夢
語
伯
玉
曰
、「
君
本
願
神
、
吾
今
得
爲
神
也
。
」。
伯
玉
寤
而

覺
之
、
遂
終
身
不
復
渡
水
。
有
婦
人
渡
此
津
者
、
皆
壞
衣
枉
妝
、
然
後
敢
濟
、
不
爾
風
波
暴
發
。
醜
婦
雖
妝

飭
而
渡
、
其
神
亦
不
妒
也
。
婦
人
渡
河
無
風
浪
者
、
以
爲
己
醜
、
不
致
水
神
怒
。
醜
婦
諱
之
、
無
不
皆
自
毀

形
容
、
以
塞
嗤
笑
也
。
故
齊
人
語
曰
、「
欲
求
好
婦
、
立
在
津
口
。
婦
立
水
旁
、
好
醜
自
彰
。」 

 
 

 

＊ 

 

妒と

婦ふ

津し
ん

あ
り
。
相
ひ
傳
へ
て
言
ふ
。
晉
の
大
始
中
、
劉
伯
玉
が
妻
、
段
氏
、
字

あ
ざ
な

は
明
光
、
性

し
や
う

、
妒
忌

と

き

た

り
。
伯
玉
、
常
に
妻
の
前
に
於
い
て
「
洛
神
賦
」
を
誦
し
、
其
の
妻
に
語
り
て
曰
は
く
、 

「
婦
を
娶め

と

る
に
此
く
の
ご
と
き
を
得
ば
、
吾
、
憾う

ら

み
無
し
。」 

と
。
明
光
曰
は
く
、 

「
君
、
何
ぞ
水
神
を
以
つ
て
善
と
し
て
、
我
を
輕
ん
ぜ
ん
と
欲
す
。
吾
、
死
し
、
何
を
か
愁
へ
て
水
神
と
爲

ら
ざ
る
や
。」 

と
。 

 

其
の
夜
、
乃

す
な
は

ち
、
自
か
ら
沉し

づ

ん
で
死
す
。 

 

死
後
七
日
、
夢
に
托た

く

し
て
伯
玉
に
語
り
て
曰
は
く
、 

「
君
、
本も

と

、
神
を
願
ふ
。
吾
、
今
、
神
と
爲
る
を
得
た
り
。」 

と
。 

 

伯
玉
、
寤

ね
む
り

よ
り
、
之
れ
、
覺
め
て
、
遂
に
、
終
身
、
復ま

た
水み

づ

を
渡
ら
ず
。 

 

婦
人
有
り
て
此
の
津
を
渡
る
者
は
、
皆
、
衣
を
壞や

ぶ

り

妝
よ
そ
ほ
ひ

を
枉ゆ

が

め
、
然
る
後
、
敢
へ
て
濟わ

た

る
。
爾

し
か
せ

ざ
れ

ば
、
風
波
、
暴
發
す
。
醜
婦

し

こ

め

は
妝

よ
そ
ほ

ひ
飭

た
だ
し

く
す
と
雖
も
、
渡
れ
た
り
。
其
の
神
、
亦
、
妒ね

た

ま
ざ
る
な
り
。
婦

人
の
、
河
を
渡
る
も
風
浪
の
無
き
者
は
、
以
爲

お

も

へ

ら
く
「
己
の
醜
け
れ
ば
、
水
神
の
怒
を
致
さ
ず
。」
と
。
醜

婦
、
之
れ
を
諱い

み
、
皆
、
自
か
ら
形
容
を
毀こ

ぼ

た
ざ
る
無
く
、
以
つ
て
嗤
笑

あ
ざ
わ
ら

は
る
る
を
塞ふ

せ

ぐ
な
り
。
故
に
齊
人

せ
い
ひ
と

、

語
り
て
曰
は
く
、 

「
好
婦
を
求
め
ん
と
欲
さ
ば
、
津し

ん

口こ
う

に
立
ち
在あ

れ
。
水み

づ

旁ぎ
は

に
婦
の
立
た
ば
、
好
醜

よ
し
あ
し

は
自
か
ら
彰

あ
き
ら

か
な
り
。」 

と
。 

 
 

 

＊ 

・「
妒
婦
津
」
は
現
在
の
山
東
省
聊
城
市
臨
清
市
。
所
持
す
る
東
洋
文
庫
訳
注
（
今
村
与
志
雄
訳
。
上
の
訓

読
は
今
村
氏
の
現
代
語
訳
を
参
考
に
し
て
独
自
に
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
）
の
注
を
参
考
に
す
る
と
、
恐
ら
く

同
市
の
西
南
端
を
南
北
に
流
れ
る
衛
河
と
、
東
か
ら
の
運
河
が
合
流
す
る
附
近
に
、
こ
の
渡
し
は
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。 

・「
晉
の
大
始
中
」
今
村
氏
注
に
、
晋
代
に
は
大
始
、
或
い
は
太
始
の
年
号
は
な
い
と
さ
れ
、
晋
の
武
帝
司

馬
炎
の
代
に
、
秦
始
（
二
六
五
年
～
二
七
四
年
）
が
あ
り
、
こ
れ
か
、
と
さ
れ
る
。 

・「
洛
神
賦
」
魏
の
曹そ

う

植ち

（
一
九
二
年
～
二
三
二
年
）
の
代
表
作
の
一
つ
。
二
二
二
年
作
。
洛
神
は
洛
水
（
黄

河
の
支
流
洛
河
の
古
名
）
の
女
神
洛
嬪

ら
く
ひ
ん

。
本
来
は
伝
説
の
帝
王
伏
羲

ふ

っ

き

の
娘
で
あ
っ
た
が
、
洛
水
を
渡
渉
す
る

際
に
溺
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
洛
嬪
の
美
貌
を
仔
細
歌
い
上
げ
て
華
麗
に
し
て
優
雅
。 

「
同
書
卷
八
に
、
百
姓
の
間
に
面
に
靑
痣
を
戴
く
こ
と
黥
の
如
き
あ
り…

…

」「
酉
陽
雑
俎
」
の
巻
八
の
「

黥
い
れ
ず
み

」

の
パ
ー
ト
の
一
節
に
（
同
前
の
仕
儀
）、 

 
 

 

＊ 

百
姓
間
有
面
戴
靑
志
如
黥
。
舊
言
婦
人
在
草
蓐
亡
者
、
以
墨
點
其
面
、
不
爾
則
不
利
後
人
。 

https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E5%B1%B1%E6%9D%B1%E7%9C%81+%E8%81%8A%E5%9F%8E%E5%B8%82+%E8%87%A8%E6%B8%85%E5%B8%82/@36.8157357,115.6857434,15.5z/data=!4m5!3m4!1s0x35c2b36452e46cad:0x36c9283db80bd313!8m2!3d36.838277!4d115.704881
https://www.google.com/maps/@34.4353836,111.7084742,9.5z


 
 

 

＊ 

百
姓
、
間ま

ま

、
面

お
も
て

に
靑
き
志

し
る
し

を
戴

い
た
だ

け
る
有
り
て
、
黥
の
ご
と
し
。
舊ふ

る

く
言
ふ
、「
婦
人
の
草
蓐

さ
う
じ
ゆ
く

に
し
て
亡な

く

な
れ
る
者
の
在あ

れ
ば
、
墨
を
以
つ
て
、
其
の
面
に
點
ず
。
爾し

か

せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
、
後
人

の
ち
ぞ
へ

に
利
あ
ら
ず
。」
と
。 

 
 

 

＊ 

さ
て
も
。
今
村
氏
の
現
代
語
訳
を
見
て
も
、『
む
か
し
か
ら
、
婦
人
が
出
産
で
亡
く
な
っ
た
場
合
、
墨
で
そ
の

顔
に
し
る
し
を
つ
け
る
』。『
そ
う
し
な
い
と
、
後
継
ぎ
の
人
に
不
吉
だ
か
ら
』
で
あ
っ
て
、「
難
產
に
て
妻
に

死
な
れ
た
る
夫
の
面
に
墨
を
點
ぜ
る
な
り
」
等
と
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
強
い
て
別
に
訓
読
す
る
な
ら
、「
婦

人
を
草
蓐
に
し
て
亡
く
せ
し
者
、
在
ら
ば
」
で
、
そ
う
い
う
意
味
に
は
な
り
そ
う
だ
が
、
ど
う
も
そ
ん
な
読
み

方
は
出
来
そ
う
も
な
い
（
と
私
は
思
う
）。
だ
い
た
い
か
ら
し
て
、
後
妻
を
迎
え
た
男
が
み
ん
な
顔
に
大
き
な

ほ
く
ろ
見
た
よ
う
な
点
を
描
い
て
一
生
を
過
ご
す
と
い
う
の
は
、
と
て
も
考
え
難
い
こ
と
で
は
な
い
か
？ 

伝
奇
や
志
怪
小
説
は
か
な
り
読
ん
で
き
た
が
、
そ
ん
な
面
相
の
男
の
出
て
く
る
の
を
読
ん
だ
こ
と
は
一
度
た

り
と
も
な
い
。
こ
れ
は
、
則
ち
、
難
産
で
亡
く
な
っ
た
婦
人
の
遺
体
の
顔
に
大
き
く
「
墨
で
点
を
打
つ
」
の
意

で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
は
難
産
死
（
二
つ
の
魂
が
一
つ
の
人
体
内
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
霊
的
に
は
非
常
に
異
常

な
状
態
で
あ
る
）
の
場
合
、
妻
の
魂
が
こ
の
世
に
遺
恨
を
持
っ
て
残
り
、
夫
が
後
妻
を
迎
え
る
と
、
死
霊
が
復

讐
に
く
る
と
い
っ
た
伝
承
が
、
ま
ず
、
そ
の
大
元
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
（
こ
れ
は
本
邦
に
普
通
に
見
ら
れ
る

風
俗
迷
信
で
あ
る
）、
そ
う
し
た
墨
で
点
を
描
い
て
醜
い
顔
に
し
て
お
く
と
、
妻
の
亡
霊
は
恥
ず
か
し
く
て
後

妻
に
災
難
を
齎
す
た
め
に
墓
か
ら
出
る
こ
と
が
出
来
な
い
（
落
語
の
「
三
年
目
」
み
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）

と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？ 

私
は
、
こ
れ
、
邪
視
と
は
、
ち
ょ
っ
と
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
う
の

だ
が
、
如
何
？
］ 

   

讀
者
予
に
、
何
を
以
て
日
本
に
も
邪
視
と
視
害
と
の
蹤
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
と
」。］
有
り
と
い
ふ
か

と
問
は
ゞ
、
予
は
答
て
言
ん
、
書
紀
皇
孫
天
降
の
條
に
一
書
を
引
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
に
は

錯
字
が
あ
る
。
初
出
で
訂
し
た
。］、
先
驅
者
還
曰
、
有
一
神
天
八
達
之
衢
、
其
鼻
長
七
咫
背
長
七
尺
云
々
且

口
尻
明
耀
、
眼
如
八
咫
鏡
、
而
赩
然
似
赤
酸
醬
也
、
卽
遣
從
神
往
問
、
時
有
八
十
萬
神
、
皆
不
得
目
勝
相
問
、

天
鈿
女
乃
露
其
胸
乳
、
抑
裳
帶
而
臍
下
、
咲
噱
向
立
、
其
名
を
問
て
猿
田
彥
大
神
な
る
を
知
り
、
天
鈿
女
復

問
曰
、
汝
將
先
我
行
乎
、
將
抑
我
先
汝
行
、
對
曰
吾
先
啓
行
云
々
因
曰
發
顯
我
者
汝
也
、
故
汝
可
送
我
而
致

之
矣
と
て
、
伊
勢
の
狹
長
田
五
十
鈴
川
上
に
送
ら
れ
行
く
と
あ
る
は
、
前
出
埃
及
の
ラ
ー
神
同
樣
、
猿
田
彥

の
邪
視
、
八
十
萬
神
の
眼
の
堪
え
能
ざ
る
所
な
り
し
を
、
天
鈿
女
醜
を
露
し
て
之
に
打
勝
ち
、
之
を
し
て
皇

孫
の
一
行
を
避
て
自
ら
遠
地
に
竄
れ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
く
れ
」。］
し
め
た
る
也
、
今
は
知
ら
ず
三
十

年
ば
か
り
前
迄
、
紀
州
那
賀
郡
岩
手
の
大
宮
の
祭
禮
、
神
輿
渡
御
の
間
、
觀
者
例
と
し
て
閉
眼
せ
し
は
、
原

と
印
度
人
と
同
く
、
神
も
邪
視
を
忌
む
と
思
ひ
し
を
示
す
（D

u
b
o
is,`H

in
d
u
 M

an
n

ers,` 1
8
9

7
, p

. 1
5
1

）、
而

し
て
此
等
に
も
優
り
て
、
邪
視
の
信
、
曾
て
我
邦
に
存
ぜ
し
を
證
す
る
最
好
例
は
、
近
松
門
左
の
戲
曲
「
大

織
冠
」
に
、
忠
臣
山
上
次
官
有
風
、
逆
臣
入
鹿
と
眼
力
を
角
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
ま
へ
る
」。］
を
述

て
、
前
者
睥
め
ば
一
雙
の
鴉
、
念
力
の
眼
に
氣
を
打
た
れ
落
て
死
し

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

、
後
者
睨
め
ば
南
門
の
棟
瓦

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

、

作
り
据
た
る
赤
銅
の
唐
獅
子
搖
ぎ
鎔
け
湯
と
成
り

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

、
軒
に
滴
り
流
れ
し
は
恐
し
か
り
け
る
眼
力
也

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

と
作
ら

れ
、
予
も
幼
時
常
に
、
不
文
至
極
な
り
し
母
が
、
入
鹿
大
臣
能
く
人
を
睨
み
殺
せ
り
と
語
る
を
聞
た
れ
ば
、

か
ゝ
る
俗
話
古
く
行
は
れ
し
事
な
り
や
と
お
ぼ
し
、
又
柳
原
紀
光
の
閑
窻
自
語
に
、
裏
辻
公
風
少
將
、
姿
艷

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


に
、
男
女
老
若
悉
く
之
を
慕
ひ
、
參
内
の
日
を
計
り
て
街
に
出
て
待
ち
見
る
人
も
有
け
る
が
、
漸
く
二
十
歲

に
て
元
文
三
年
四
位
に
も
陞
ら
ず
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
の
ぼ
ら
ず
」。］
死
せ
り
、
戀
し
た
る
人
々
の
執
念

付
る
に
や
と
人
言
り
と
あ
る
は
、
詞
こ
そ
か
わ
れ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
、
視
害
に
中
て
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
あ
た
り
て
」。］
早
世
せ
り
と
謂
る
に
非
ず
や
、
印
度
の
禮
、
い
か
に
壯
健
の
友
に
逢
ふ
も
、
之
を

ほ
め
ず
、
反
て
卿
は
一
向
瘦
せ
て
來
た
、
餘
程
惡
い
ん
ぢ
や
な
い
か
、
氣
の
毒
千
萬
で
ご
ざ
る
抔
い
ふ
が
常

式
に
て
、
他
人
の
子
供
、
邸
苑
、
牛
羊
の
美
に
し
て
繁
榮
す
る
を
見
る
も
、
其
人
の
仕
合
せ
よ
き
を
知
る
も
、

一
言
な
り
と
も
譽
た
が
最
期
卽
座
に
妬
念
及
視
害
の
嫌
疑
を
受
く
る
を
參
考
せ
よ
（D

u
b
o

is, p
. 3

3
1

） 

さ

れ
ば
ち
と
故
事
附
け
な
ら
ん
も
、
西
鶴
の
胸
算
用
卷
四
に
載
る
、
祇
園
殿
に
て
、
除
夜
に
詣
衆
左
右
に
分
れ

て
惡
口
言
合
ひ
、
松
浦
侯
の
武
功
雜
記
に
出
る
、
同
夜
千
葉
寺
に
諸
人
集
り
、
執
權
奉
行
等
の
邪
儀
を
云
出

て
哄
笑
せ
る
な
ど
、
詮
じ
詰
れ
ば
、
言
は
る
ゝ
者
の
幸
福
を
增
進
せ
ん
爲
に
て
、
結
局
其
人
に
邪
視
を
避
し

め
ん
爲
、
傷
を
付
る
も
の
に
非
る
を
保
し
難
し
と
や
い
は
ま
し
、
然
し
乍
ら
、
支
那
の
邪
氣
、
釋
敎
の
執
念

の
思
想
到
來
し
て
よ
り
、
判
然
た
る
邪
視
、
視
害
の
迷
信
は
蚤
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
や
く
」
。］
殆
ど

消
失
し
と
見
え
、
一
汎
俗
傳
に
大
澤
主
水
、
又
佐
久
間
盛
政
、
人
馬
共
に
秀
吉
の
眼
光
に
敗
ら
れ
し
と
か
（
片

廂
後
篇
、
懲
毖
錄
に
秀
吉
容
貌
矮
陋
、
面
色
黧
黑
、
無
異
表
、
但
微
覺
目
光
閃
々
射
光
と
あ
り
と
聞
）、
和

田
賢
秀
を
斬
し
湯
淺
某
、
其
末
期
の
眼
ざ
し
を
怖
れ
て
、
病
付
き
死
ん
だ
と
か
（
太
平
記
廿
六
）
、
眼
其
物

よ
り
も
、
專
ら
其
人
の
威
勢
、
怨
念
の
强
大
な
る
を
指
せ
る
樣
也
、
降
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
だ
つ
て
」。］、

本
町
二
丁
目
の
糸
屋
の
娘
、
姊
が
二
十
一
妹
が
廿
、
此
女
二
人
は
眼
元
で
殺
す
と
い
ふ
唄
文
句
は
、
支
那
の

蛾
眉
伐
性
之
斧
の
類
で
、
譬
辭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
じ
」。
比
喩
。］
な
り
、
別
嬪
共
の
爲
に
累
を
な
す

に
足
ら
ず
、
是
よ
り
邪
視
と
視
害
を
予
防
す
る
本
意
に
起
れ
り
と
思
は
る
ゝ
本
朝
風
習
を
列
示
せ
ん
に
、
先

づ
嬉
遊
笑
覽
卷
八
云
、「
中
古
陰
陽
家
の
說
行
は
れ
て
、
物
忌
を
付
る
事
有
、
男
子
は
烏
帽
子
、
女
房
は
頭

に
付
し
事
、
古
物
語
に
往
々
有
、
拾
芥
抄
に
、
迦
毘
羅
國
に
桃
林
有
、
其
下
に
一
人
の
鬼
王
有
、
物
忌
と
號

す
、
其
鬼
王
の
邊
に
他
の
鬼
神
寄
ず
、
鬼
王
誓
願
し
て
云
々
我
名
を
書
持
ん
人
に
は
、
如
願
守
護
す
べ
し
と

儀
軌
に
出
た
り
と
有
、
此
物
忌
二
字
を
細
紙
に
書
て
付
る
也
、
河
海
抄
に
昔
は
忍
草
に
物
忌
を
書
て
、
御
簾

に
も
冠
に
も
さ
し
け
る
、
事
無
草
と
云
に
付
て
也
、
又
柳
の
枝
三
寸
許
り
簡
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ふ
だ
」。］

に
作
り
て
、
物
忌
と
書
て
御
冠
の
纓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
え
い
」。］
に
付
ら
れ
、
又
白
紙
に
書
て
付
ら
る
ゝ

事
有
、
是
は
禁
中
の
事
也
と
有
」
類
聚
雜
要
抄
三
「
五
節
の
童
女
頭
物
忌
付
事
、
二
所
に
有
之
、
左
は
耳
の

上
程
、
右
は
頰
後
に
寄
て
付
之
云
々
、
物
忌
の
薄
樣
は
弘
三
分
に
切
之
（
紅
一
重
、
短
手
を
ば
後
に
結
之
）、

云
々
」
、
滿
佐
須
計
裝
束
抄
一
に
筆
せ
る
は
之
よ
り
詳
に
て
、
末
に
「
本
は
物
忌
は
左
を
先
と
し
て
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
初
出
も
「
左
」
だ
が
、「
選
集
」
は
『
右
』
と
す
る
。
そ
こ
で
、
原
本
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
（
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
草
書
写
本
。
こ
こ
の
左
頁
五
行
目
以
下
）、
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
左
」

で
あ
る
。］、
後
に
も
付
け
、
三
つ
付
た
れ
ど
も
、
此
家
の
習
に
て
か
く
二
を
附
る
也
、
左
の
前
に
寄
て
、
物

忌
の
首
の
差
出
た
る
を
、
く
ゝ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
選
集
」
は
『
ひ
ね
り
』。
原
本
（
同
前
左
頁
八
行
目

末
）
も
「
ひ
ね
り
」
で
あ
る
。］
反
し
て
赤
く
見
せ
て
付
る
人
あ
り
云
々
さ
れ
ど
も
今
は
白
か
し
ら
に
成
り

に
た
り
云
々
常
に
人
知
ず
、
幼
な
か
ら
ん
者
の
額
髮
抔
透
き
な
ど
し
た
ら
ん
に
、
物
忌
を
附
ん
折
隱
す
べ
し
、

人
知
ず
祕
す
べ
し
」、
是
に
て
、
或
は
顯
著
な
る
色
を
用
て
邪
視
を
惹
き
、
其
力
を
消
す
こ
と
、
印
度
の
田

園
に
外
を
白
く
塗
れ
る
大
碗
を
高
竿
に
揭
げ
て
、
專
ら
惡
眼
力
を
吸
收
せ
し
む
る
如
く
せ
る
と
（D

u
b
o
is, p

. 

1
5
2

）、
或
は
前
述
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
の
文
人
紙
を
卷
て
字
を
汚
す
如
く
、
故
ら
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
と
さ

ら
に
」。］
辟
邪
の
具
を
設
け
た
る
を
悟
ら
れ
て
、
更
に
そ
の
備
え
の
巧
な
る
を
羨
ま
る
ゝ
を
避
ん
と
て
、
却
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て
之
を
目
立
た
ぬ
樣
に
裝
し
と
、
二
風
俱
に
並
び
行
は
れ
た
る
を
見
る
べ
し
、
又
笑
覽
卷
八
に
、
嚔
る
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
な
ひ
る
」。］
時
結
ぶ
糸
（
產
所
記
に
長
一
尺
三
寸
許
と
云
り
と
）
を
長
命
縷
の
類
な
ら

ん
と
云
、
今
小
兒
の
衣
の
背
に
守
り
縫
と
て
付
る
是
に
や
と
云
り
、
熊
楠
案
ず
る
に
、
酉
陽
雜
俎
卷
一
、「
北

朝
婦
人
五
月
云
々
又
長
命
縷
、
宛
轉
繩
、
皆
結
爲
人
像
帶
之
」
と
あ
れ
ば
大
に
守
縫
と
異
な
る
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
行
末
で
句
読
点
が
な
い
が
、
こ
こ
で
文
は
切
れ
て
い
る
。
初
出
は
「
り
、」
で
、「
選
集
」
は
『
異
な
り
。』

で
あ
る
が
、
思
う
に
、
ど
ち
ら
も
こ
れ
は
「
異

こ
と
な

れ
り
」
の
脱
字
で
文
が
切
れ
て
い
る
と
断
ず
る
べ
き
で
、
ど

ち
ら
の
仕
儀
も
不
全
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
底
本
は
口
語
で
「
異こ

と

な
る
」
で
終
わ
っ
て
抵
抗
が
な
い
よ
う
に
読

め
て
し
ま
う
、
不
幸
中
の
幸
い
と
言
う
べ
き
、
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。］
守
り
縫
此
邊
（
紀
州
田
邊
）
に
て

背
縫
ひ
、
背
紋
な
ど
い
ひ
、
衣
に
固
著
し
て
結
び
得
る
物
な
ら
ず
、
近
世
風
俗
志
十
二
編
に
、
何
と
も
名
を

い
は
ず
に
之
を
記
せ
り
、
云
く
、「
兒
服
に
一
つ
身
四
つ
身
と
云
有
、
一
幅
を
身
と
し
て
左
右
を
兼
る
を
一

つ
身
と
云
、
背
縫
目
な
き
故
に
一
つ
身
と
い
ふ
、
衣
と
異
色
の
糸
を
以
て
縫
之
、
或
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

図
は
底
本
は
こ
ち
ら
（
右
ペ
ー
ジ
四
行
目
）
で
、
初
出
で
は
「

12

」
コ
マ
目
（
上
段
中
央
二
行
）
で
あ
る
が
、

「
選
集
」
の
図
も
、
こ
れ
ら
皆
、
ど
れ
も
図
の
タ
ッ
チ
が
微
妙
に
異
な
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
「
近
世
風
俗
志
」
の
当
該
部
（
同
書
は
刊
期
に
よ
っ
て
巻
数
に
異
同
が
生
じ
て
お
り
、
そ
こ
で
は

確
か
に
十
二
巻
な
の
だ
が
、
私
の
所
持
す
る
岩
波
文
庫
版
で
は
巻
十
三
で
あ
る
）
は
こ
こ
（
右
ペ
ー
ジ
下
段
後

部
）
で
あ
る
。
最
終
的
に
熊
楠
の
模
写
し
た
も
の
に
基
づ
く
図
で
は
な
く
、
原
拠
の
も
の
を
掲
げ
る
の
が
最
良

と
考
え
、
最
後
の
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
を
最
大
で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
し
て
、
以

下
に
ト
リ
ミ
ン
グ
（
汚
損
も
除
去
し
た
）
し
て
示
し
た
。
次
の
図
も
同
じ
仕
儀
で
挿
入
し
た
。］
★
此
類
を
縫

も
有
、
又
江
戶
は
緋
縮
緬
等
の
小
裁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
だ
ち
」。］
を
以
て
袷
に
く
け
★
如
此
結
び
背

に
付
る
も
有
、
共
に
定
紋
の
座
に
付
る
也
、
漸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
う
や
く
」
。］
長
じ
て
四
つ
身
を
著

す
、
四
つ
身
は
背
の
縫
目
有
故
に
不
製
之
」
此
邊
の
俚
傳
に
、
一
つ
身
は
縫
目
な
く
て
不
祥
な
れ
ば
、
そ
の

厭
勝
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
じ
な
ひ
」。］
に
背
紋
を
縫
付
る
、
菊
桐
松
葉
鶴
兜
な
ど
を
衣
と
異
色
の
絲
も

て
、
女
兒
十
二
男
兒
十
三
針
に
ぬ
ひ
付
く
、
又
舌
と
稱
し
、
長
方
形
の
切
れ
を
背
紋
の
代
り
に
縫
ひ
付
け
、

一
端
自
在
に
動
き
得
る
こ
と
舌
の
如
く
す
、
今
は
色
々
な
れ
ど
も
、
予
の
幼
時
は
主
と
し
て
赤
を
尙
べ
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
つ
と
べ
り
」。］
、
古
老
謂
ふ
、
小
兒
躓
き
倒
れ
ん
と
す
る
を
、
神
此
舌
を
援
て
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
き
て
」。］
起
立
せ
し
む
る
に
便
せ
る
と
は
、
何
か
で
見
た
る
、
後
印
度
の
民
、
頭
頂
に

長
髮
束
を
留
る
は
、
地
獄
に
墮
ち
か
ゝ
る
時
、
神
に
牽
上
も
ら
う
爲
と
い
ふ
と
同
規
に
て
、
隨
分
面
白
い
が
、

中
古
歐
州
諸
名
族
の
紋
章
に
、
諸
獸
舌
を
出
す
像
多
き
は
邪
視
を
避
く
る
た
め
（E
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eaco
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）
な
る
と
支
那
に
赤
口
日
凶
神
百
事
不
宜
用
（
倭
漢
三
才
圖
會
五
）
抔
い
ふ
を
參

し
て
、
背
縫
も
邪
視
を
防
が
ん
と
て
創
製
せ
り
と
見
る
が
優
れ
り
、
又
佛
敎
入
て
後
、
印
度
の
神
も
邪
視
に

害
せ
ら
る
と
て
、
其
予
防
具
を
捧
ぐ
る
風
を
輸
入
し
な
が
ら
、
原
意
を
忘
却
せ
り
と
思
は
る
ゝ
は
庚
申
、
淡

島
等
の
神
前
に
美
し
き
浮
世
袋
を
掛
る
事
に
て
、
印
度
の
王
公
、「
ア
ラ
ツ
チ
」（
不
幸
の
義
）
と
て
避
邪
視

式
を
行
ん
が
爲
、
特
に
妓
女
を
蓄
え
、
神
廟
に
も
一
日
二
度
、
妓
女
神
の
爲
に
此
式
を
行
ふ
な
ど
思
合
す
べ

し
、
用
捨
箱
中
卷
（
十
三
）
に
、「
友
人
曰
、
眞
云
の
檀
門
の
金
剛
橛
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
ん
が
う
け
つ
」。］

（
四
方
の
柱
也
）
に
掛
る
金
剛
寶
幢
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
ん
が
う
は
う
と
う
」。］
と
云
物
有
、
錦
を
以

て
火
形
を
象
り
、
三
角
に
縫
ひ
、
裏
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
ち
」。］
に
香
を
入
る
ゝ
、
又
入
れ
ざ
る
も
有
、

浮
世
袋
其
形
に
似
た
る
故
、
寶
幢
に
な
ぞ
ら
え
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
神
佛
に
捧
る
な
る
べ
し
と

云
々
」
上
に
云
え
る
、
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
で
三
角
袋
を
小
兒
の
守
り
と
す
る
事
參
看
す
べ
し
、
ま
た
下
卷
（
四
）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991466/233
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/mamorinui1.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/mamorinui2.jpg


に
、「
昔
は
遊
女
に
戯
る
ゝ
を
浮
世
狂
ひ
と
云
し
也
、
傾
城
の
宅
前
に
は
云
々
布
簾
を
掛
、
そ
れ
に
遊
女
の

名
を
書
て
、
下
に
三
角
な
る
袋
を
自
分
の
細
工
に
し
て
付
し
也
、
是
を
浮
世
袋
と
云
習
し
た
る
也
と
載
せ
ら

れ
た
り
、
是
れ
匂
ひ
袋
な
る
べ
し
云
々
、
昔
は
云
々
遊
女
は
云
々
伽
羅
を
衣
に
留
ざ
る
は
な
き
樣
な
れ
ば
、

斯
る
餘
情
も
成
た
る
に
や
有
ん
、
其
れ
が
云
々
後
に
は
香
類
を
入
れ
ず
、
布
簾
の
縫
留
と
成
し
な
る
べ
し
」

妓
女
に
緣
多
き
印
度
神
よ
り
轉
化
せ
る
金
剛
の
爲
に
、
邪
視
を
防
が
ん
本
意
も
て
捧
げ
し
三
角
袋
が
、
吾
邦

遊
女
屋
の
裝
飾
と
成
た
る
也
、
推
古
帝
の
時
、
支
那
に
摸
し
て
始
て
行
え
る
藥
獵
に
伴
ゑ
り
て
ふ
、
續
命
縷

卽
ち
藥
玉
（
久
米
氏
日
本
古
代
史
八
一
五
頁
）
は
、
歐
州
諸
民
も
之
を
仲
夏
の
式
事
と
し
、
邪
氣
を
除
き
古

病
を
癒
し
好
夢
を
招
き
牛
畜
を
安
ん
ず
（L

lo
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d
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）
と
云
ば
、
多
分
は
例
の
邪
視
の
用
心
に
發
端
せ
る
な
ら
ん
、
此
邊
の
若

き
男
女
、
不
慮
に
煤
な
ど
飛
び
來
た
り
、
顏
を
汚
す
を
戀
墨
と
名
け
、
艷
福
の
兆
と
す
る
も
、
も
と
は
邪
視
、

邪
害
の
迷
信
よ
り
出
た
る
に
て
、
奴
の
小
萬
が
、
顏
に
墨
ぬ
り
、
痣
作
り
て
、
貌
を
見
盡
さ
れ
ぬ
樣
計
ひ
し

と
、
趣
は
歸
一
す
、 

 

［
こ
こ
で
や
っ
と
「
邪
視
・
邪
害
」
の
話
が
終
わ
る
。 

「
書
紀
皇
孫
天
降
の
條
に
一
書
を
引
て
」「
先
驅
者
還
曰
、
有
一
神
天
八
達
之
衢
、
其
鼻
長
七
咫
背
長
七
尺

云
々
且
口
尻
明
耀
、
眼
如
八
咫
鏡
、
而
赩
然
似
赤
酸
醬
也
、
卽
遣
從
神
往
問
、
時
有
八
十
萬
神
、
皆
不
得
目

勝
相
問
、
天
鈿
女
乃
露
其
胸
乳
、
抑
裳
帶
而
臍
下
、
咲
噱
向
立
、
其
名
を
問
て
猿
田
彥
大
神
な
る
を
知
り
、

天
鈿
女
復
問
曰
、
汝
將
先
我
行
乎
、
將
抑
我
先
汝
行
、
對
曰
吾
先
啓
行
云
々
因
曰
發
顯
我
者
汝
也
、
故
汝
可

送
我
而
致
之
矣
と
て
、
伊
勢
の
狹
長
田
五
十
鈴
川
上
に
送
ら
れ
行
く
と
あ
る
」
猿
田
彦
が
天
孫
の
降
臨
を
迎

え
る
以
下
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
。
訓
読
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
昭
和
八
（
一
九
三
三
）

年
岩
波
書
店
刊
黒
板
勝
美
編
「
訓
讀 

日
本
書
紀 

上
卷
」
を
参
考
に
し
た
。 

 
 

 

＊ 

已
而
且
降
之
間
。
先
驅
者
還
白
。
有
一
神
。
居
天
八
達
之
衢
。
其
鼻
長
七
咫
。
背
長
七
尺
餘
。
當
言
七
尋
。

且
口
尻
明
耀
。
眼
如
八
咫
鏡
、
而
赩
然
似
赤
酸
醬
也
。
卽
遣
從
神
往
問
。
時
有
八
十
萬
神
。
皆
不
得
目
勝
相

問
。
故
特
敕
天
鈿
女
曰
。
汝
是
目
勝
於
人
者
。
宜
往
問
之
。
天
鈿
女
乃
露
其
胸
乳
。
抑
裳
帶
於
臍
下
。
而
笑

噱
向
立
。
是
時
、
衢
神
問
曰
。
天
鈿
女
、
汝
爲
之
何
故
耶
。
對
曰
。
天
照
大
神
之
子
所
幸
道
路
。
有
如
此
居

之
者
誰
也
。
敢
問
之
。
衢
神
對
曰
。
聞
天
照
大
神
之
子
、
今
當
降
行
。
故
奉
迎
相
待
。
吾
名
是
猿
田
彥
大
神
。

時
天
鈿
女
復
問
曰
。
汝
將
先
我
行
乎
。
將
抑
我
先
汝
行
乎
。
對
曰
。
吾
先
啓
行
。
天
鈿
女
復
問
曰
。
汝
何
處

到
耶
。
皇
孫
何
處
到
耶
。
對
曰
。
天
神
之
子
則
當
到
筑
紫
日
向
高
千
穗
槵
觸
之
峯
。
吾
則
應
到
伊
勢
之
狹
長

田
五
十
鈴
川
上
。
因
曰
。
發
顯
我
者
汝
也
。
故
汝
可
以
送
我
而
致
之
矣
。
天
鈿
女
還
詣
報
狀
。
皇
孫
、
於
是
、

脫
離
天
磐
座
。
排
分
天
八
重
雲
。
稜
威
道
別
道
別
、
而
天
降
之
也
。
果
如
先
期
。
皇
孫
則
到
筑
紫
日
向
髙
千

穗
槵
觸
之
峯
。
其
猿
田
彥
神
者
。
則
到
伊
勢
之
狹
長
田
五
十
鈴
川
上
。 

 
 

 

＊ 

 

已
に
し
て

降
あ
ま
く
だ

り
且ま

さ
ん
と
す
る
間

と
こ
ろ

に
、
先

驅

者

さ
き
は
ら
ひ
の
か
み

還
り
て
白
さ
く
、 

「
一
つ
の
神
、
有
り
。
天
八
達
之
衢

あ

め

の

や

ち

ま

た

に
居
り
、
其
の
鼻
の
長た

け

七
咫

な
な
あ
た

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
手
の
親
指
と
中
指
を

開
い
た
際
の
長
さ
単
位
。
一
メ
ー
ト
ル
二
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。］、
背

そ
び
ら

の
長
七
尺

な
な
ひ
ろ

餘
り
。
當
に
七
尋
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
両
手
を
左
右
に
伸
ば
し
た
際
の
長
さ
単
位
。
十
一
～
十
二
メ
ー
ト
ル
。］
と
言
ふ
べ
し
。
且ま

た

、

口
、
尻か

く

れ
、
明あ

か

り
耀て

れ
り
。
眼
、
八
咫
鏡
の
ご
と
く
に
し
て
、
赩
然

て
り
か
か
や

け
る
こ
と
、
赤
酸
醬

あ

か

か
が

ち

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218018
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218018


注
：
熟
し
た
酸
漿

ほ
お
ず
き

の
実
。］
に
似
れ
り
。」 

と
。
卽
ち
、
從

み
も
と

の
神
を
遣
し
、
往い

い
て
問
は
し
む
。 

 

時
に
八
十
萬
の
神
、
有
り
。
皆
、
目ま

勝が

ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
相
手
の
持
つ
眼
力
が
激
し
く
、
眼
が
眩
ん

で
し
ま
っ
て
相
手
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
を
指
す
。］
に
て
、
相
ひ
問
ふ
こ
と
を
得
ず
。 

 

故か
れ

、
特
に
天
鈿
女

あ
め
の
う
づ
め

に
敕
し
て
曰

の
た
ま

は
く
、 

「
汝

い
ま
し

は
、
是
れ
、
人
に
目ま

勝か

つ
者か

み

な
り
。
宜
し
く
往
い
て
之
に
問
ふ
べ
し
。」 

と
。 

 

天
鈿
女
、
乃

す
な
は

ち
、
其
の
胸
乳

む

な

ち

を
露あ

ら

は
か
き
た
て
、
裳
帶

も

ひ

も

を
臍ほ

そ

の
下
に
抑

お
し
た

れ
て
、
笑
噱

あ
ざ
わ
ら

ひ
て
向
ひ
立
つ
。 

 

是
の
時
、
衢
の
神
、
問
ひ
て
曰
は
く
、 

「
天
鈿
女
、
汝
、
之か

く
爲
る
は
何
の
故
ぞ
や
。」 

と
。
對
へ
て
曰
は
く
、 

「
天
照
大
神
の
子み

こ

の
幸い

ま

す
道
路
に
、
此
く
の
ご
と
く
に
し
て
居
り
有
る
は
誰た

そ
。
」 

と
、
敢
へ
て
之
れ
を
問
ふ
。
衢
の
神
、
對
へ
て
曰
は
く
、 

「
天
照
大
神
の
子
、
今
、
當
に
降
行

い

で

ま

す
べ
し
と
聞
き
ま
つ
る
。
故
、
迎
へ
奉
り
て
相
ひ
待
つ
。
吾あ

が
名
は
、

是
れ
、
猿
田
彥
大
神

さ
る
た
ひ
こ
の
お
ほ
ん
か
み

。」 

と
。
時
に
天
鈿
女
、
復
た
問
ひ
て
曰
は
く
、 

「
汝
、
將
に
我
に
先

さ
き
た

ち
て
行
か
ん
や
。
將
抑

は

た

、
我
れ
、
汝
に
先
ち
て
行
か
ん
や
。」 

と
。
對
へ
て
曰
は
く
、 

「
吾
、
先
ち
て

啓
み
ち
ひ
ら

き
行
か
む
。」 

と
。
天
鈿
女
、
復
た
問
ひ
て
曰
は
く
、 

「
汝
は
何
處

い

づ

こ

に
到
り
ま
さ
ん
ぞ
や
。
皇
孫

す
め
み
ま

、
何
處
に
到
り
ま
さ
ん
ぞ
や
。」 

と
。
對
へ
て
曰
は
く
、 

「
天
神

あ
ま
つ
か
み

の
子
は
、
則
ち
、
當
に
筑
紫
の
日
向
の
高
千
穗
の
槵
觸

く
し
ふ
る

の
峯
に
到
り
ま
す
べ
し
。
吾
は
、
則
ち
、

應
に
伊
勢
の
狹
長
田

さ

な

が

た

の
五
十
鈴

い

ず

ず

の
川
上
に
到
る
べ
し
。」 

と
。
因
り
て
曰
は
く
、 

「
我
を
發
顯

あ

ら

は

し
つ
る
は
、
汝
な
り
。
故
、
汝
、
以
つ
て
我
を
送
り
て
致
る
べ
し
。」 

と
。 

 

天
鈿
女
、
還
り
て
詣
で
、

報

狀

か
へ
り
ご
と
ま
ふ

す
。 

 

皇
孫
、
是
に
、
天
磐
座

あ
ま
つ
い
は
く
ら

を
脫お

し
離
ち
、
天
八
重
雲
を
排
し
分
け
、
稜
威

い

つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
神
の
威
光
。］

の
道
別

ち

わ

き

き
に
道
別
き
て
、
天
降
り
ま
す
。 

 

果つ
ひ

に
先
の
期

ち
ぎ
り

の
ご
と
く
、
皇
孫
、
則
ち
、
筑
紫
の
日
向
の
高
千
穗
の
槵
觸
の
峯
に
到
り
ま
し
、
其
の
猿

田
彥
神
は
、
則
ち
、
伊
勢
の
狹
長
田
五
の
十
鈴
の
川
上
に
到
り
ま
す
。 

 
 

 

＊ 

「
紀
州
那
賀
郡
岩
手
の
大
宮
の
祭
禮
、
神
輿
渡
御
の
間
、
觀
者
例
と
し
て
閉
眼
せ
し
」
和
歌
山
県
岩
出
市
宮

に
あ
る
大
宮
神
社
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局
文
化
学
術
課
作
成
の

「
和
歌
山
県
ふ
る
さ
と
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
「
大
宮
神
社
の
よ
み
さ
し
祭
」
に
、
地
元
で
は
「
よ
み
さ
し
ま
つ
り

（
齋
刺
祭
）」「
ヨ
ミ
サ
シ
」「
イ
ミ
サ
シ
」
と
呼
ば
れ
、
十
月
に
今
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、『
昔
は
、
深

夜
渡
御
の
御
榊
（
ミ
サ
キ
）
は
、
直
接
見
て
は
い
け
な
い
、
見
る
と
目
が
つ
ぶ
れ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
枝
を
い

https://www.google.com/maps/place/%E5%A4%A7%E5%AE%AE%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.0707826,135.2733793,10.5z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6000caa92d421d4d:0x70a4fb3a351169d1!2z5ZKM5q2M5bGx55yM5bKp5Ye65biC!3b1!8m2!3d34.256226!4d135.3113393!3m4!1s0x6007356eb5d44d23:0x23d61499fd8d60f1!8m2!3d34.2542768!4d135.3124344
https://wave.pref.wakayama.lg.jp/bunka-archive/matsuri/oomiya.html
https://wave.pref.wakayama.lg.jp/bunka-archive/matsuri/oomiya.html
https://wave.pref.wakayama.lg.jp/bunka-archive/matsuri/oomiya.html
https://wave.pref.wakayama.lg.jp/bunka-archive/matsuri/oomiya.html


た
だ
く
と
、
東
の
枝
は
、
上
半
身
の
、
西
の
枝
は
下
半
身
の
病
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い
る
』
と
あ
っ
た
。 

「D
u
b
o
is,`H

in
d
u
 M

an
n
ers,` 1

8
9
7
, p

. 1
5
1

」
作
者
は
イ
ン
ド
で
布
教
活
動
に
従
事
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト

リ
ッ
ク
宣
教
師
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
デ
ュ
ボ
ア
（Jean

-A
n

to
in

e D
u
b
o
is 

一
七
六
五
年
～
一
八
四

八
年
）。 

『
近
松
門
左
の
戲
曲
「
大
織
冠
」
』
室
町
後
期
に
成
立
し
た
作
者
未
詳
の
幸
若
舞
の
一
曲
で
、
藤
原
鎌
足
が
、

八
大
竜
王
に
奪
わ
れ
た
宝
珠
を
海
士

あ

ま

を
使
っ
て
取
り
返
す
と
い
う
「
玉
取
伝
説
」
に
取
材
し
た
も
の
な
ど
を

素
材
と
し
、
近
松
門
左
衛
門
が
書
い
た
浄
瑠
璃
「
大
織
冠
」（
歴
史
的
仮
名
遣
「
た
い
し
よ
く
わ
ん
」。
正
徳

元
（
一
七
一
一
）
年
大
坂
竹
本
座
初
演
）。
鎌
足
の
蘇
我
入
鹿
討
伐
に
玉
取
伝
説
を
配
し
て
脚
色
し
て
あ
る
。

第
一
部
の
終
曲
部
で
、
サ
イ
ト
「
音
曲
の
司
」
内
の
こ
ち
ら
（P

D
F

。「
有
朋
堂
文
庫 

近
松
浄
瑠
璃
集 

下
」

（
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
刊
）
の
当
該
外
題
全
篇) 

の
「
一
一
」
か
ら
「
一
二
」
頁
で
当
該
部
が
読
め
る
。 

「
柳
原
紀
光
の
閑
窻
自
語
」
江
戸
時
代
中
・
後
期
の
公
卿
柳
原
紀
光
（
や
な
ぎ
わ
ら
の
り
み
つ
／
も
と
み
つ 

延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
～
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
）
の
随
筆
（
成
立
は
寛
政
五
～
九
年
）
。
ネ
ッ
ト

で
写
本
を
見
つ
け
、
探
し
て
み
た
が
、
当
該
話
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
本
、
か
な
り
の
量

の
怪
奇
談
を
載
せ
て
お
り
、
な
か
な
か
面
白
そ
う
。 

「
裏
辻
公
風
少
將
」
正
五
位
下
右
近
衛
少
将
で
あ
っ
た
羽
林
家
の
当
主
裏
辻
公
風
（
享
保
四
（
一
七
一
九
）

年
～
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
）。
事
実
、
確
か
に
享
年
二
十
歳
で
若
死
に
し
て
い
る
。 

「
西
鶴
の
胸
算
用
卷
四
に
載
る
、…

…

」
井
原
西
鶴
作
の
全
二
十
章
の
短
編
か
ら
成
る
浮
世
草
子
町
人
物
の

代
表
作
の
一
つ
「
世
間

せ

け

ん

胸
算
用

む
ね
さ
ん
よ
う

」。
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
京
の
板
行
。
当
該
部
は
巻
四
の
「
一 

闇

の
夜
の
わ
る
口
」
の
一
節
。
岩
波
古
典
文
学
大
系
版
と
新
潮
日
本
古
典
集
成
を
参
考
に
、
正
字
で
示
す
。 

 
 

 

＊ 

 

又
都
の
祇
薗
殿
に
、
大
年
の
夜
、「
け
づ
り
か
け
の
神
事
」
と
て
、
諸
人
詣
で
け
る
。
神
前
の
と
も
し
火
、

く
ら
ふ
し
て
、
た
が
ひ
に
人
の
見
え
ぬ
と
き
、
參
り
の
老
若
男
女
、
左
右
に
た
ち
わ
か
れ
、
惡
口
の
さ
ま
ざ

ま
云
ひ
が
ち
に
、
そ
れ
は
そ
れ
は
、
腹
か
ゝ
へ
る
事
也
。 

「
お
の
れ
は
な
、
三
ケ
日
の
内
に
餅
が
喉
に
つ
ま
つ
て
、
鳥
部
野
へ
葬
禮
す
る
わ
い
や
い
。
」 

「
お
ど
れ
は
又
、
人
賣

ひ
と
う
り

の
請う

け

で
な
、
同
罪
に
粟
田
口
へ
馬
に
の
つ
て
行
わ
い
や
い
。
」「
お
の
れ
が
女
房
は
な
、

元
日
に
氣
が
ち
が
ふ
て
、
子
を
井
戶
へ
、
は
め
お
る
ぞ
。」 

「
お
の
れ
は
な
、
火
の
車
で
つ
れ
に
き
て
な
、
鬼
の
か
う
の
も
の
に
な
り
を
る
わ
い
。」 

「
お
の
れ
が
父
は
、
町
の
番
太
を
し
た
や
つ
ぢ
や
。」 

「
お
の
れ
が
か
ゝ
は
、
寺
の
大
こ
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
坊
主
の
隠
し
妻
。］
の
は
て
ぢ
や
。」 

「
お
の
れ
が
弟
は
な
、
衒
云

か
た
り
い
ひ

の
挾
箱

は
さ
み
ば
こ

も
ち
じ
や
。」 

「
お
の
れ
が
伯
母
は
子
お
ろ
し
屋
を
し
を
る
わ
い
。」 

「
お
の
れ
が
姉
は
、
襠

き
や
ふ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腰
巻
。］
せ
ず
に
味
曾
買
ひ
に
行
く
と
て
、
道
で
こ
ろ
び
を
る

わ
い
や
い
。」 

 

い
づ
れ
口
が
ま
し
う
、
何
や
か
や
取
ま
ぜ
て
い
ふ
事
、
つ
き
ず
。
中
に
も
廿
七
、
八
な
る
若
い
男
、
人
に

す
ぐ
れ
て
口
拍
子
よ
く
、
何
人
出
て
も
云
す
く
め
ら
れ
、
後
に
は
相
手
に
な
る
も
の
、
な
し
。
時
に
ひ
だ
り

の
方
の
松
の
木
の
陰
よ
り
、 

「
そ
こ
な
お
と
こ
よ
、
正
月
布
子

ぬ

の

こ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
晴
着
用
の
木
綿
の
綿
入
れ
。］
し
た
も
の
と
お
な
じ

や
う
に
、
口
を
き
く
な
。
見
れ
ば
此
寒
き
に
、
綿
入
着
ず
に
何
を
申
ぞ
。」 

http://ongyoku.com/E2/j78/yhd-tk3_001.pdf


と
、
す
い
り
や
う
に
云
ひ
け
る
に
、
自
然
と
此
男
が
肝
に
こ
た
へ
、
返
す
言
葉
も
な
く
て
、
大
勢
の
中
へ
か

く
れ
て
、
一
度
に
ど
つ
と
笑
は
れ
け
る
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
け
づ
り
か
け
の
神
事
」
と
い
う
の
は
、
現
在
の
八
坂
神
社
の
新
年
の
行
事
。
新
潮
版
の
松
原
秀
江
氏

の
頭
注
に
よ
れ
ば
、『
お
け
ら
祭
と
も
。
大
晦
日
の
夜
、
子
の
刻
に
神
前
以
外
の
す
べ
て
の
灯
を
消
し
、
参

詣
人
は
暗
闇
の
中
で
お
互
に
悪
口
を
言
い
合
い
、
丑
の
刻
に
な
る
と
、
係
の
者
が
読
経
』
し
、『
東
西
の
欄

に
立
て
』
置
か
れ
て
あ
っ
た
各
『
六
本
の
削
掛
の
木
を
焼
き
、
煙
の
』
立
つ
方
向
か
ら
、
丹
波
・
近
江
『
両

国
の
豊
凶
を
占
う
』
神
事
を
指
す
。
但
し
、
現
在
は
悪
口
を
言
い
合
う
そ
れ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、

実
に
つ
ま
ら
ぬ
。 

「
松
浦
侯
の
武
功
雜
記
」
肥
前
平
戸
藩
第
四
代
藩
主
松
浦
鎮
信
（
重
信
・
天
祥
）
が
記
し
た
天
正
か
ら
元
和

年
間
に
活
躍
し
た
諸
将
の
武
勲
を
記
し
た
武
辺
咄
集
。
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
頃
成
立
。
恐
ら
く
は
現
在

の
千
葉
市
中
央
区
千
葉
寺
町
に
あ
る
真
言
宗
海
上
山
千
葉
寺
（
せ
ん
よ
う
じ
／
ち
ば
で
ら
：
グ
ー
グ
ル
・
マ

ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
の
特
異
行
事
で
あ
る
。
同
寺
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
開
始
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
江

戸
時
代
に
は
名
の
知
れ
た
行
事
と
し
て
千
葉
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
奇
習
』
で
、『
類
似
の
風
習
が
「
悪
口
祭
」

「
悪
態
祭
」
と
し
て
全
国
各
地
に
存
在
す
る
』。『
毎
年
の
大
晦
日
の
深
夜
か
ら
元
日
の
未
明
ま
で
、
面
や
頬

か
む
り
な
ど
素
性
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
仮
装
を
し
て
千
葉
寺
に
集
い
、
権
力
者
の
不
正
や
人
の
良
く
な

い
行
い
な
ど
を
罵
り
合
い
、
笑
っ
て
年
を
越
す
と
い
う
風
習
』
で
、『
徳
川
家
康
が
黙
認
し
て
「
声
の
目
安

箱
」
と
し
て
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
た
と
も
さ
れ
て
い
る
』。『
こ
の
習
俗
を
題
材
に
し
』
て
『
小
林
一
茶
が
』、 

 

千
葉
寺
や
隅
に
子
ど
も
ゝ
む
り
笑
ひ 

の
一
句
を
残
し
て
い
る
（
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
の
句
帳
所
収
）。『
千
葉
笑
い
復
興
会
・
千
葉
笑
い
実
行

委
員
会
で
は
こ
の
伝
統
あ
る
地
域
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
、
笑
い
納
め
や
初
笑
い
と
し
て
』
二
〇
一
〇
年

『
度
よ
り
活
動
し
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
大
澤
主
水
」「
太
閤
記
」
に
よ
れ
ば
、
美
濃
の
斉
藤
家
の
忠
臣
大
澤
主
水

も

ん

ど

正
之
。
信
長
を
刺
殺
せ
ん
と
し

て
、
秀
吉
と
槍
の
大
試
合
を
し
た
と
さ
れ
る
が
、
怪
し
い
。 

「
佐
久
間
盛
政
」（
天
文
二
三
（
一
五
五
四
）
年
～
天
正
一
一
（
一
五
八
三
）
年
）
は
織
田
信
長
及
び
そ
の

嫡
孫
秀
信
の
家
臣
。
官
途
及
び
通
称
は
玄
蕃
允
。
勇
猛
さ
か
ら
「
鬼
玄
蕃
」
と
称
さ
れ
た
。
ウ
ィ
キ
の
「
佐

久
間
盛
政
」
に
よ
れ
ば
、『
尾
張
国
御
器
所
（
現
名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
）
に
生
ま
れ
』、『
「
身
長
六
尺
」』

（
約
一
メ
ー
ト
ル
八
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）『
と
あ
り
（『
佐
久
間
軍
記
』）、
数
値
の
真
偽
は
別
と
し
て
か

な
り
の
巨
漢
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
』。
永
禄
一
一
（
一
五
六
八
）
年
の
「
観
音
寺
城
の
戦
い
」『（
対
六

角
承
禎
）
で
初
陣
』
し
、
い
ろ
い
ろ
な
戦
闘
に
参
加
し
て
『
戦
功
を
挙
げ
た
』。
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
、

『
叔
父
柴
田
勝
家
が
越
前
一
国
を
与
え
ら
れ
た
際
に
そ
の
与
力
に
配
さ
れ
、
柴
田
軍
の
先
鋒
を
務
め
た
』
。

『
以
後
、
北
陸
の
対
一
向
一
揆
戦
な
ど
で
際
立
っ
た
戦
功
を
挙
げ
、
織
田
信
長
か
ら
感
状
を
賜
っ
た
』。
天

正
四
年
に
は
『
加
賀
一
向
一
揆
勢
に
奪
取
さ
れ
た
大
聖
寺
城
の
救
援
に
成
功
』
し
、
翌
五
年
に
『
越
後
の
上

杉
謙
信
が
南
下
し
て
き
た
際
に
は
』、『
信
長
の
命
令
で
加
賀
に
派
遣
さ
れ
、
御
幸
塚
（
現
在
の
石
川
県
小
松

市
）
に
砦
を
築
い
て
在
番
し
た
』。
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
、『
加
賀
一
向
一
揆
の
尾
山
御
坊
陥
落
に
よ
り
、

加
賀
金
沢
城
の
初
代
の
城
主
と
な
り
、
加
賀
半
国
の
支
配
権
を
与
え
ら
れ
た
』。
し
か
し
、『
柴
田
勝
家
は
清

洲
会
議
以
後
、
羽
柴
秀
吉
と
の
対
立
を
深
め
』、
天
正
一
一
（
一
五
八
三
）
年
の
「
賤
ヶ
岳
の
戦
い
」
で
激

突
し
、
一
時
は
賤
ヶ
岳
砦
を
陥
落
手
前
ま
で
追
い
詰
め
た
が
、
丹
羽
長
秀
の
増
援
と
秀
吉
の
「
美
濃
大
返
し
」

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92260-0844+%E5%8D%83%E8%91%89%E7%9C%8C%E5%8D%83%E8%91%89%E5%B8%82%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%8C%BA%E5%8D%83%E8%91%89%E5%AF%BA%E7%94%BA+%E5%8D%83%E8%91%89%E5%AF%BA/@35.5729982,140.1414426,12.5z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60229b1894c0d0f5:0x17c380b6fe9ba78!2z44CSMjYwLTA4NDQg5Y2D6JGJ55yM5Y2D6JGJ5biC5Lit5aSu5Yy65Y2D6JGJ5a-655S6!3b1!8m2!3d35.5916503!4d140.1330874!3m4!1s0x60229b3cd2a03843:0x3b467fea69e22f6!8m2!3d35.5951314!4d140.1316988
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E8%91%89%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E4%B9%85%E9%96%93%E7%9B%9B%E6%94%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E4%B9%85%E9%96%93%E7%9B%9B%E6%94%BF


に
『
よ
っ
て
盛
政
は
敵
中
に
孤
立
し
て
し
』
ま
い
、『
前
田
利
家
ら
の
部
隊
が
撤
退
し
た
た
め
、
盛
政
の
部

隊
と
勝
家
の
本
陣
の
連
絡
が
断
た
れ
た
』。『
結
果
的
に
勝
家
軍
は
秀
吉
軍
に
大
敗
し
、
盛
政
は
再
起
を
図
っ

て
加
賀
国
に
落
ち
延
び
よ
う
と
し
た
』
が
、『
落
ち
延
び
る
途
上
、
盛
政
は
越
前
府
中
付
近
の
中
村
の
山
中

で
郷
民
に
捕
ら
え
ら
れ
た
』。『
命
運
の
尽
き
た
こ
と
を
悟
っ
た
盛
政
は
、
自
ら
直
接
秀
吉
に
対
面
し
た
い
の

で
引
き
渡
す
よ
う
言
っ
た
（
盛
政
を
引
き
渡
し
た
郷
民
は
直
ち
に
処
刑
さ
れ
た
）。
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
、

浅
野
長
政
に
「
鬼
玄
蕃
と
も
言
わ
れ
た
あ
な
た
が
、
な
ぜ
敗
れ
て
自
害
し
な
か
っ
た
の
か
」
と
愚
弄
さ
れ
た

が
、「
源
頼
朝
公
は
大
庭
景
親
に
敗
れ
た
と
き
、
木
の
洞
に
隠
れ
て
逃
げ
延
び
、
後
に
大
事
を
成
し
た
で
は

な
い
か
」
と
言
い
返
し
、
周
囲
を
う
な
ら
せ
た
と
い
う
』。『
秀
吉
は
盛
政
の
武
勇
を
買
っ
て
』、『
九
州
平
定

後
に
肥
後
一
国
を
与
え
る
の
で
家
臣
に
な
れ
と
強
く
誘
っ
た
。
し
か
し
盛
政
は
信
長
や
勝
家
か
ら
受
け
た

大
恩
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
秀
吉
の
好
意
を
感
謝
し
な
が
ら
も
』
、『
「
生
を
得
て
秀
吉
殿
を
見
れ
ば
、

私
は
き
っ
と
貴
方
を
討
ち
ま
し
ょ
う
。
い
っ
そ
死
罪
を
申
し
付
け
て
下
さ
い
」
と
願
っ
た
。
秀
吉
は
盛
政
の

説
得
を
諦
め
、
そ
の
心
情
を
賞
賛
し
て
』、『
せ
め
て
武
士
の
名
誉
で
あ
る
切
腹
を
命
じ
た
が
、
盛
政
は
敗
軍

の
将
と
し
て
処
刑
さ
れ
る
事
を
望
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
秀
吉
に
「
願
わ
く
ば
、
車
に
乗
せ
、
縄
目
を
受
け
て

い
る
様
を
上
下
の
者
に
見
物
さ
せ
、
一
条
の
辻
よ
り
下
京
へ
引
き
回
さ
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
そ
う
な
れ
ば

秀
吉
殿
の
威
光
も
天
下
に
響
き
渡
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
』
と
い
う
。『
秀
吉
は
そ
の
願
い
を
聞
き
届
け

て
盛
政
に
小
袖
二
重
を
贈
る
が
、
盛
政
は
紋
柄
と
仕
立
て
が
気
に
入
ら
ず
、「
死
に
衣
装
は
戦
場
で
の
大
指

物
の
よ
う
に
、
思
い
切
り
目
立
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
あ
れ
こ
そ
盛
政
ぞ
と
言
わ
れ
て
死
に
た
い
」
と
大
紋
を

染
め
抜
い
た
紅
色
の
広
袖
に
裏
は
紅
梅
を
あ
し
ら
っ
た
小
袖
を
所
望
し
、
秀
吉
は
「
最
後
ま
で
武
辺
の
心
を

忘
れ
ぬ
者
よ
。
よ
し
よ
し
」
と
語
っ
て
希
望
通
り
の
新
小
袖
』
二
『
組
を
与
え
た
』。『
盛
政
は
秀
吉
に
よ
り

京
市
中
を
車
に
乗
せ
ら
れ
て
引
き
回
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
「
年
は
三
十
、
世
に
聞
こ
え
た
る
鬼
玄
蕃
を
見

ん
と
、
貴
賤
上
下
馬
車
道
に
よ
こ
た
わ
り
、
男
女
ち
ま
た
に
立
ち
並
び
こ
れ
を
見
る
。
盛
政
睨
み
廻
し
行
く
」

と
あ
る
（『
佐
久
間
軍
記
』）。
そ
の
後
、
宇
治
・
槙
島
に
連
行
さ
れ
て
同
地
で
斬
首
さ
れ
た
』。『
秀
吉
は
盛

政
の
武
辺
を
最
後
ま
で
惜
し
み
、
せ
め
て
武
士
ら
し
く
切
腹
さ
せ
よ
う
と
連
行
中
に
密
か
に
短
刀
を
渡
す

手
配
も
し
た
が
、
盛
政
は
拒
否
し
て
従
容
と
死
に
臨
ん
だ
と
い
う
』
。
私
は
大
の
秀
吉
嫌
い
で
盛
政
好
き
で

あ
る
。 

「
片
廂
」（
か
た
び
さ
し
）「
後
篇
」
国
学
者
斎
藤
彦
麻
呂
の
考
証
随
筆
（
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
自
序
）。

古
来
の
制
度
・
風
俗
・
古
言
古
歌
そ
の
他
の
考
証
的
記
事
に
及
ぶ
も
、
学
問
的
な
内
容
を
扱
っ
た
条
は
杜
撰

な
説
が
多
い
と
さ
れ
、
後
に
岡
本
俊
孝
に
よ
っ
て
「
片
廂
糾
謬
」
が
書
か
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
吉
川
弘
文

館
随
筆
大
成
版
を
参
考
に
、
漢
字
を
恣
意
的
に
正
字
化
し
て
示
す
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

○
秀
吉
公
の
御
目
の
ひ
か
り 

秀
古
公
い
ま
だ
木
下
藤
吉
と
い
ふ
時
に
、
大
澤
主
水
と
鎗
合

や
り
あ
は
せ

せ
し
給
ひ
し
に
、
主
水
、
眼

ま
な
こ

く
ら
み
て
、
向

ふ
事
、
能
は
ず
。
う
つ
ぶ
し
た
る
事
、
又
、
羽
柴
筑
前
守
の
時
に
、
志
豆

し

づ

が
嶽た

け

に
て
、
佐
久
間
玄
蕃
允
を
に

ら
み
給
へ
ば
、
人
馬
と
も
に
、
ま
ば
ゆ
く
て
、
跡
じ
さ
り
し
つ
る
事
な
ど
、
人
の
し
り
た
る
事
な
り
。「
懲
毖
錄

び

び

ろ

く

」

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
誤
字
誤
読
。
次
注
参
照
。］
に
、『
秀
吉
、
容
貌
矮
陋

わ
い
ろ
う

、
面め

ん

色
し
よ
く

、
黧り

黑こ
く

、
無
二

異
表
一

［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
「
い
へ
う
、
な
し
」：
］）。
但た

ゞ

、
微

す
こ
し

、
覺
二

目
光
閃
々
射
一
ㇾ

人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
め
の
ひ
か

り
、
ひ
か
ひ
か
と
し
て
、
ひ
と
を
い
る
を
、
お
ぼ
ふ
」。］』
と
あ
り
。 

 
 

 

＊ 



「
懲
毖
錄
」（
ち
ょ
う
ひ
ろ
く
：
現
代
仮
名
遣
）
は
十
七
世
紀
前
後
に
書
か
れ
た
李
氏
朝
鮮
の
史
書
で
、
著

者
は
同
王
朝
の
宰
相
柳
成
龍
。「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
を
記
録
し
た
も
の
。 

「
和
田
賢
秀
を
斬
し
湯
淺
某
、
其
末
期
の
眼
ざ
し
を
怖
れ
て
、
病
付
き
死
ん
だ
と
か
（
太
平
記
廿
六
）
」「
楠

正
行

ま
さ
つ
ら

最
期
の
事
」
の
一
節
。
和
田
賢け

ん

秀
し
ゅ
う

（
和
田
賢
快 

？
～
正
平
三
／
貞
和
四
（
一
三
四
八
）
年
）
は
楠

木
正
成
の
甥
。「
四
條
畷
の
戦
い
」
で
敗
れ
、
正
行
ら
が
自
刃
し
た
後
、
高
師
直
の
陣
に
潜
入
し
て
い
た
と

こ
ろ
を
、
嘗
て
味
方
で
あ
っ
た
湯
浅
本
宮

ほ
ん
ぐ
う

太
郎
左
衛
門
に
討
た
れ
た
。
討
死
の
際
、
敵
将
の
首
に
噛
み
付
き
、

睨
ん
で
放
さ
ず
、
本
宮
太
郎
左
衛
門
は
そ
れ
が
元
で
病
ん
で
死
ん
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
人
々
は
賢
秀

の
霊
の
こ
と
を
「
歯
噛

は

が

み

様さ
ま

」「
歯
神
様
」
と
し
て
祭
っ
て
い
る
。 

 
 

 

＊ 

 

和
田
新
發
意

し

ん

ぼ

ち

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
賢
秀
の
異
名
。］
如
何

い

か

が

し
て
紛
れ
た
り
け
ん
、
師
直

も
ろ
な
ほ

が
兵
の
中
に
交
り

て
、
武
藏
守
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
師
直
。］
に
刺
し
違
へ
て
死
な
ん
と
近
付
き
け
る
を
、
こ
の
程
、
河
内
よ

り
降
參
し
た
り
け
る
湯
淺
本
宮
太
郎
左
衞
門
と
言
ひ
け
る
者
、
こ
れ
を
見
知
つ
て
、
和
田
が
後

う
し
ろ

へ
立
ち
囘

り
、
諸も

ろ

膝ひ
ざ

切
つ
て
倒
る
る
と
こ
ろ
を
、
走
ろ
寄
つ
て
首
を
搔
か
ん
と
す
る
に
、
和
田
新
發
意
、
朱し

ゆ

を
そ
そ
ぎ

た
る
如
く
な
る
大
の
眼

ま
な
こ

を
見
開
い
て
、
湯
淺
本
宮
を
、 

「
ち
や
う
」 

ど
、
睨
む
。
そ
の
眼
、
終つ

ひ

に
塞ふ

さ

が
ず
し
て
、
湯
淺
に
首
を
ぞ
取
ら
れ
け
る
。
大
剛

た
い
か
う

の
者
に
睨
ま
れ
て
、
湯
淺
、

臆
し
て
や
あ
り
け
ん
、
其
日
よ
り
、
病や

ま

ひ
つ
き
て
、
身
心
、
惱
亂
し
け
る
が
、
仰あ

ふ

け
ば
、
和
田
が
怒
り
た
る

顏
、
天
に
見
え
、
俯

う
つ
ぶ

け
ば
、
新
發
意
が
睨
め
る
眼
、
地
に
見
へ
て
、
怨
靈

を
ん
り
や
う

、
五
體
を
責
め
し
か
ば
、
軍

い
く
さ

散

じ
て
七
日
と
申
す
に
、
湯
淺
、
あ
が
き
死
に
ぞ
死
に
け
る
。 

 
 

 

＊ 

「
本
町
二
丁
目
の
糸
屋
の
娘
、
姊
が
二
十
一
妹
が
廿
、
此
女
二
人
は
眼
元
で
殺
す
と
い
ふ
唄
文
句
」
サ
イ
ト

「
大
垣
つ
れ
づ
れ
」
の
『
星
巌
は
「
糸
屋
の
娘
」
で
起
承
転
結
を
説
い
た
か
』
が
本
邦
域
内
で
の
考
証
と
し

て
面
白
い
。 

「
蛾
眉
伐
性
之
斧
」
伐
性
之
斧
」（
ば
つ
せ
い
の
ふ
（
ば
っ
せ
い
の
ふ
））
は
「
呂
氏
春
秋

り
ょ
し
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

」（
戦
国
末
の
秦

の
呂
不
韋
が
食
客
を
集
め
て
共
同
編
纂
さ
せ
た
書
。
紀
元
前
二
三
九
年
完
成
。
天
文
暦
学
・
音
楽
理
論
・
農

学
理
論
な
ど
の
論
説
が
多
く
見
ら
れ
、
自
然
科
学
史
上
、
重
要
な
書
物
と
さ
れ
る
）
の
「
孟
春
紀
」
の
「
本

生
」
が
出
典
。 

 
 

 

＊ 

貴
富
而
不
知
道
、
適
足
以
爲
患
、
不
如
貧
賤
。
貧
賤
之
致
物
也
難
、
雖
欲
過
之
奚
由
。
出
則
以
車
、
入
則
以

輦
、
務
以
自
佚
、
命
之
曰
招
蹙
之
機
。
肥
肉
厚
酒
、
務
以
自
彊
、
命
之
曰
爛
腸
之
食
。
靡
曼
皓
齒
、
鄭
、
衛

之
音
、
務
以
自
樂
、
命
之
曰
、「
伐
性
之
斧
」。
三
患
者
、
貴
富
之
所
致
也
。
故
古
之
人
有
不
肯
貴
富
者
矣
。

由
重
生
故
也
、
非
夸
以
名
也
、
爲
其
實
也
。
則
此
論
之
不
可
不
察
也
。 

 
 

 

＊ 

「
伐
性
」
は
「
人
と
し
て
の
心
身
を
害
す
る
こ
と
」
で
、
熊
楠
が
「
蛾
眉
」
と
添
え
た
如
く
、
女
性
・
淫
乱

な
る
音
楽
に
溺
れ
た
り
、
た
ま
た
ま
起
こ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
良
い
出
来
事
に
過
度
に
期
待
す
る
悪
弊
を
諌

め
た
も
の
。 

「
嬉
遊
笑
覽
卷
八
云
、…

…

」
国
学
者
喜
多
村
信
節

の

ぶ

よ

（
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
～
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
）
の
代
表
作
。
諸
書
か
ら
江
戸
の
風
俗
習
慣
や
歌
舞
音
曲
な
ど
を
中
心
に
社
会
全
般
の
記
事
を
集
め
て
二

http://www.nisimino.com/nisimino/turedure/back/81_back_msg.shtml
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十
八
項
目
に
分
類
叙
述
し
た
十
二
巻
付
録
一
巻
か
ら
な
る
随
筆
で
、
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）
年
の
成
立
。

以
下
、
当
該
部
（「
忌
諱
」
の
パ
ー
ト
内
）
を
所
持
す
る
岩
波
文
庫
版
第
四
巻
（
長
谷
川
強
他
校
注
・
二
〇

〇
九
年
刊
・
新
字
）
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
光
館
出
版
部

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
刊
の
同
書
の
下
巻
（
正
字
）
の
当
該
部
で
校
訂
し
、
読
点
・
記
号
等
を
変
更
・
追

加
し
、
一
部
の
漢
文
脈
を
訓
読
し
た
。
ま
た
、
送
り
仮
名
を
増
や
し
て
、
歴
史
的
仮
名
遣
で
推
定
の
読
み
を

添
え
た
。
熊
楠
の
引
用
は
省
略
が
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

中
古
陰
陽
家

お

ん

や
う

か

の
說
、
行
は
れ
て
、
物
い
み
を
付つ

く

る
事
あ
り
。
男
子
は
烏
帽
子

ゑ

ぼ

し

、
女
房
は
頭
に
付
け
し
事
、
古

物
語
に
徃
々
あ
り
（
又
、
物
い
み
と
て
、
家
に
籠
り
居
て
深
く
つ
ゝ
し
み
て
あ
る
事
も
あ
り
）「
拾
芥
抄
」、

「
物
忌
」
の
條
に
、『
迦
毘
羅
國

か

び

ら

こ

く

に
桃
林
あ
り
、
其
の
下
に
一
人
の
鬼
王
あ
り
、「
物
忌
」
と
號
す
。
其
の
鬼

王
の
邊
に
、
他
の
鬼
神
、
寄
ら
ず
。
鬼
王
、
誓
願
し
て
、「
六
趣
有
情

う
じ
や
う

を
利
益
す
云
々
、
我
名
を
書
き
て
持

た
む
人
に
は
、
願
の
ご
と
く
、
守
護
す
べ
し
」
と
、「
儀
軌

ぎ

き

」
に
出
た
り
』
と
有
る
。
こ
の
「
物
忌
」
二
字

を
細
紙

ほ
そ
が
み

に
書
き
て
著つ

く
る
也
。
「
河
海
抄
」
に
、
『
昔
は
忍
草

し
の
ぶ
ぐ
さ

に
「
物
忌
」
を
書
き
て
、
御
簾

み

す

に
も
冠
に
も

さ
し
け
る
也
。「
事
無
草

こ
と
な
し
ぐ
さ

」
と
云
ふ
に
就
い
て
也
。
又
、
柳
の
枝
、
三
寸
許
り
、
簡ふ

だ

に
作
り
て
、「
物
忌
」
と

書
き
て
御
冠
の
纓え

い

に
著
け
ら
れ
、
又
、
白
紙
に
書
き
て
付
け
ら
る
ゝ
こ
と
有
り
。
是
は
、
禁
中
の
事
也
』
と

い
へ
り
。 

 
 

 

＊ 

・「
拾
芥
抄
」（
し
ゅ
う
か
い
し
ょ
う
）
鎌
倉
中
期
に
原
型
が
成
立
し
、
南
北
朝
期
に
改
訂
編
纂
さ
れ
た
類
書

（
百
科
事
典
）。 

・「
迦
毘
羅
國
」
現
在
の
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
国
境
付
近
に
存
在
し
た
国
で
、
釈
迦
の
出
身
地
と
し
て
知
ら

れ
る
。 

・「
六
趣
有
情
」
六
道
を
輪
廻
せ
ね
ば
な
ら
な
い
有
情
の
衆
生
。 

・「
儀
軌
」
バ
ラ
モ
ン
教
・
仏
教
な
ど
に
於
い
て
、
神
々
や
仏
・
菩
薩
を
対
象
に
行
う
儀
式
や
祭
祀
の
法
式

を
規
定
し
た
書
。 

・「
河
海
抄
」
室
町
初
期
に
四
辻
善
成
が
著
し
た
「
源
氏
物
語
」
の
注
釈
書
。 

・「
纓
」
冠
の
付
属
具
で
、
背
後
の
中
央
に
垂
ら
す
部
分
。
古
く
は
、

髻
も
と
ど
り 

を
入
れ
て
巾
子

こ

じ

（
「
こ
ん
じ
」

の
撥
音
無
表
記
。
冠
の
頂
上
後
部
に
高
く
突
き
出
て
い
る
部
分
。
髻
を
入
れ
、
そ
の
根
元
に

笄
こ
う
が
い

を
挿
し
て

冠
が
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
。
元
来
は
、
こ
れ
を
つ
け
て
か
ら
、
幞
頭

ぼ
く
と
う

（
上
部
前
頭
を
覆
う
部
分) 

を

被
っ
た
が
、
平
安
中
期
以
後
は
冠
の
一
部
と
し
て
一
体
型
の
作
り
付
け
と
な
っ
た
）
の
根
を
引
き
締
め
た
紐

の
余
り
を
後
ろ
に
垂
ら
し
た
。
後
に
は
、
幅
広
く
長
い
形
に
作
っ
て
巾
子
の
背
面
の
纓え

壺つ
ぼ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

頭
部
全
体
を
平
面
的
に
覆
う
部
分
の
後
頭
部
の
中
央
に
あ
る
纓
を
差
し
込
む
た
め
の
溝
状
の
部
分
。］
に
差

し
込
ん
で
付
け
た
。
時
代
に
よ
り
、
形
状
が
異
な
る
。
な
お
、
平
凡
社
「
選
集
」
は
こ
れ
に
「
よ
う
」
と
振

っ
て
い
る
が
、「
瓔
」
と
誤
っ
た
も
の
か
、
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。 

「
類
聚
雜
要
抄
三…
…

」
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
寝
殿
造
の
室
礼
と
調
度
を
記
し
た
古
文
献

「
類
聚
雑
要
抄

る
い
じ
ゅ
う
ざ
つ
よ
う
し
ょ
う

」
は
摂
関
家
家
司
で
あ
っ
た
藤
原
親
隆
が
久
安
二
（
一
一
四
六
）
年
頃
に
作
成
し
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
も
の
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
本
画
像
の
こ
ち
ら
で
当
該
部

（「
五
節
の
童
女
頭
物
忌
付
事
、
二
所
に
有
之
、
左
は
耳
の
上
程
、
右
は
頰
後
に
寄
て
付
之
云
々
、
物
忌
の

薄
樣
は
弘
三
分
に
切
之
（
紅
一
重
、
短
手
を
ば
後
に
結
之
）、
云
々
」）
が
読
め
る
。「
一 

同
頭
物
忌
付
事
」

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/143
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の
条
の
抄
出
で
あ
る
。 

「
滿
佐
須
計
裝
束
抄
」（
ま
さ
す
け
し
ょ
う
ぞ
く
し
ょ
う
：
現
代
仮
名
遣
）
は
平
安
後
期
の
貴
族
で
有
職
家

で
あ
っ
た

源
み
な
も
と
の

雅ま
さ

亮す
け

（
生
没
年
不
詳
：
醍
醐
源
氏
。
従
五
位
下
伊
賀
守
。
平
清
盛
の
長
男
重
盛
と
次
男
基

盛
と
は
親
戚
筋
）
作
の
仮
名
文
の
平
安
装
束
の
有
職
故
実
書
。
甲
斐
守
・
源
雅
職
の
子
。
本
文
内
注
で
原
本

写
本
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
。 

「
笑
覽
卷
八
に
、
嚔
」（
は
な
ひ
）「
る
時
結
ぶ
糸
（
產
所
記
に
長
一
尺
三
寸
許
と
云
り
と
）
を
長
命
縷
」（
ち

や
う
め
い
る
）「
の
類
な
ら
ん
と
云
」「
方
術
」
の
パ
ー
ト
の
冒
頭
。
同
前
の
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
こ
。
「

嚔
は
な
ひ
る

の

頌
じ
ゆ
も
ん

」
の
中
の
一
節
。
か
な
り
長
い
が
、
重
要
な
の
で
、
同
前
の
仕
儀
で

引
く
。
但
し
、
漢
文
部
は
底
本
通
り
、
白
文
で
示
し
、
後
に
岩
波
版
の
訓
点
を
参
考
に
訓
読
し
た
も
の
を
添

え
た
。
な
お
、
万
葉
仮
名
訓
読
部
は
切
れ
目
が
判
ら
な
く
な
る
の
で
、
ル
ビ
化
し
て
い
な
い
。 

 
 

 

＊ 

「
萬
葉
集
」
十
一
、「
眉
根
（
マ
ユ
ネ
）
搔
鼻
火
（
カ
キ
ハ
ナ
ビ
）
紐
解
待
八
方
（
ヒ
モ
ト
キ
マ
テ
リ
ヤ
モ
）

何
時
毛
（
イ
ツ
カ
モ
）
將
見
蹟
（
ミ
ン
ト
）
戀
來
吾
乎
（
コ
ヒ
コ
シ
ワ
レ
ヲ
）」。
集
中
、
は
な
ひ
る
こ
と
を

よ
め
る
歌
、
こ
の
外
に
も
あ
り
。「
詩
」、「
邶
風

は
い
ふ
う

」
に
、「
寤
言
不
寐
、
願
言
則
嚔
」（
寤さ

め

て
言
ふ
に
寐ね

れ
ず
、

願
ひ
て
言
ふ
に
、
則
ち
、
嚔
る
）
と
い
へ
る
と
同
じ
く
て
、
人
に
お
も
は
る
れ
ば
、
は
な
ひ
る
、
と
な
り
。

後
に
は
、
其
意
、
う
つ
り
て
、
我
事
を
後
言

し
り
う
ご
つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
陰
口
を
言
う
。］
も
の
あ
れ
ば
、
嚔
る
と

て
、
わ
ろ
き
事
と
す
。
又
、
天
竺
に
は
、
も
と
よ
り
よ
か
ら
ぬ
事
と
す
る
に
や
、「
四
分
律
」
に
、「
世
尊
嚔
。

諸
比
丘
呪
願
言
長
壽
」（
世
尊
、
嚔て

い

す
。
諸
比
丘
、
呪
願
し
て
「
長
壽
」
と
言
ふ
）
と
あ
り
。「
古
今
集
」
雜
、

「
出
て
行
む
人
を
と
ゞ
め
む
よ
し
な
き
に
と
な
り
の
か
た
に
は
な
も
ひ
ぬ
か
な
」。「
袖
中
抄
」
に
、「
は
な

ひ
る
事
、
い
か
に
も
よ
か
ら
ぬ
こ
と
也
。
年
の
始

は
じ
め

に
鼻
ひ
り
つ
れ
ば
、
祝
ひ
ご
と
を
い
ひ
て
、
祝
ふ
也
。

さ
れ
ば
、
人
の
所
へ
ゆ
か
ん
ず
る
初
め
に
、
隣
の
人
、
嚔
ら
む
を
聞
き
て
も
、
く
せ
ぐ
ぐ
せ
し
か
ら
ん
人
は
、

立
ち
ど
ま
る
べ
き
也
」
と
有
り
。「
枕
草
子
」、「
に
く
き
心
の
、
は
な
ひ
て
誦
文
す
る
人
云
々
」。
又
、
宮
に

初
め
て
參
り
た
る
頃
と
い
ふ
條
、「
物
な
ど
仰
ら
れ
て
、
我
を
ば
思
ふ
や
と
問
は
せ
給
ふ
御
い
ら
へ
に
、
い

か
に
か
は
、
と
、
け
い
す
る
に
あ
は
せ
て
、
臺
盤
所

だ
い
ば
ん
ど
こ
ろ

の
か
た
に
、
は
な
を
、
た
か
く
、
ひ
た
れ
ば
、『
あ
な
、

心
う
。
そ
ら
ご
と
す
る
な
り
け
り
』
云
々
（
こ
は
、
淸
少
が
我
を
お
も
ふ
と
い
ひ
し
は

僞
い
つ
は
り

な
ら
ん
、
隣
に
、

は
な
を
ひ
つ
れ
ば
、
と
の
御
戲

お
た
は
む
れ

な
り
）
。
わ
が
願
ふ
こ
と
・
お
も
ふ
こ
と
あ
る
時
、
人
の
は
な
ひ
る
だ
に
、

そ
の
こ
と
、
か
な
は
ず
、
と
す
る
習
ひ
、
と
、
み
ゆ
。「
徒
然
草
」
、
く
さ
め
く
の
段
、「
文
段
抄
」
に
云
、

「
乳
母
が
た
の
な
ら
は
し
に
、
其
兒

そ
の
ち
ご

の
嚔
る
時
、
か
た
は
ら
の
人
、『
は
な
を
合
す
』
と
て
、
又
、『
く
さ
め
』

と
い
ふ
也
。
も
し
、
は
な
を
合
せ
ざ
れ
ば
、
其
嚔
し
た
る
兒
に
害
あ
り
、
と
い
ひ
習
は
せ
り
。
其
故
に
、
今

も
、
守
り
刀
な
ど
に
、「
鼻
の
糸
」
と
て
、
靑
き
糸
を
つ
け
て
、
兒
の
嚔
る
時
、
か
の
は
な
を
合
す
代
り
に
、

其
糸
を
む
す
ぶ
な
り
」
と
あ
り
。
伊
勢
守
貞さ

だ

陸み
ち

が
「
產
所
記
」、『
御
は
な
の
む
す
び
糸
、
長
さ
一
尺
三
寸
許

り
、
か
ず
を
と
る
も
の
也
」
と
、
云
へ
り
。
糸
は
「
長
命
縷
」
の
類
ひ
な
る
べ
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
岩
波

版
に
は
熊
楠
が
引
く
こ
の
大
事
な
『
糸
は
「
長
命
縷
」
の
類
ひ
な
る
べ
し
』
の
部
分
が
な
い
。］。
今
、
小
兒
の

衣
の
背
に
、「
守ま

も

り
縫ぬ

ひ

」
と
て
付
く
る
、
是
に
や
。「
拾
芥
抄
」、『
嚔
時
頌
、
休
息
萬
命
急
々
如
律
令
』（
嚔

る
時
の
頌
、「
休
息
萬
命
急
々
如
律
令
（
き
ふ
そ
く
ば
ん
め
い
き
ふ
き
ふ
に
よ
り
つ
れ
い
」）
と
有
り
。
こ
の

頌
文
は
、
佛
家

ぶ

つ

け

に
「
呪
願
言
長
壽
」
と
、
い
へ
る
よ
り
出い

で

し
な
る
べ
し
。「
袖
中
抄
」
に
「
四
分
律
」
の
文

を
引
き
て
、「
今
俗
、
正
月
元
日
、
若
早
旦
嚔
、
卽
稱
曰
千
秋
萬
歲
急
々
如
律
令
是
緣
也
。
何
只
在
元
日
哉
、

尋
常
禱
之
」（
今
、
俗
、
正
月
元
日
若
し
く
は
早
旦
、
嚔
れ
ば
、
卽
ち
、
稱
し
て
、「
千
秋
萬
歲
急
々
如
律
令
」

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/145
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と
曰
ふ
。
是
れ
、
緣

ゆ
か
り

な
り
。
何
ぞ
、
只
だ
、
元
日
の
み
に
在
ら
ん
や
、
尋
常
、
之
れ
を
禱い

の

る
）
と
い
へ
り
。

「
帝
京
景
物
略
」
、『
正
月
元
旦
五
鼓
時
、
不
臥
而
嚔
。
々
則
急
起
、
或
不
及
衣
曰
、
臥
嚔
者
病
也
。
不
臥
而

語
言
、
或
戶
外
呼
、
則
不
應
曰
、
呼
者
鬼
也
云
々
』（
正
月
元
旦
の
五
鼓
時
、
臥
し
て
は

嚔
は
な
ひ
り

せ
ざ
る
に
、

嚔
す
る
と
き
は
、
則
ち
、
急
ぎ
、
起
き
て
、
或
い
は
、

衣
こ
ろ
も
き

る
に
及
ば
す
し
て
曰
は
く
、「
臥
し
て
嚔
る
者
、

病
ひ
な
り
。
臥
し
て
語
り
言ご

と

せ
ず
」
と
。
或
い
は
戶
外
に
呼
ぶ
あ
ら
ば
、
則
ち
、
應
ぜ
ず
し
て
曰
は
く
、「
呼

ぶ
者
、
鬼
な
り
。」
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
は
こ
の
辺
り
、
岩
波
の
訓
点
（
送
り
仮
名
）
に
大
い
に
不
審
を

持
っ
て
い
る
そ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
る
よ
う
に
到
底
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
か
な
り
自
由
に

訓
じ
た
（
後
も
同
じ
）。
な
お
、
以
下
、
岩
波
で
は
別
な
引
用
が
か
な
り
入
る
。
岩
波
を
少
し
だ
け
使
用
し
て

ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
。］）。
今
兒
女
な
ど
、
く
さ
め
を
す
れ
ば
、「
德
萬
歲

と
く
ま
ん
ざ
い

」
と
い
ひ
、
下
賤
は
「
く
そ
を
く
ら

へ
」
と
い
へ
り
。「
休
息
萬
命
」
の
ひ
ゞ
き
に
似
た
る
も
、
お
か
し
。「
寬
永
發
句
帳
」、『
く
つ
さ
め
や
德
萬

歲
の
は
な
の
春
』（
志
滿
）。「
鷹
筑
波
集
」、『
人
々
や
我
身
の
上
を
そ
し
る
ら
ん
ひ
た
も
の
は
な
を
ひ
る
刀

鍛
冶
」「
嬾
眞
子
錄

ら
ん
し
ん
し
ろ
く

」
に
、『
俗
說
以
人
嚔
噴
、
爲
人
說
。
此
蓋
古
語
也
。
終
風
之
詩
曰
云
々
。
漢
藝
文
志
、

雜
占
十
八
家
三
百
一
十
卷
内
、
嚔
耳
鳴
雜
占
十
六
卷
。
然
則
嚔
耳
鳴
皆
有
吉
凶
。
今
則
此
術
亡
矣
』（
俗
說

に
「
以
つ
て
、
人
、
嚔
り
噴ふ

け

れ
ば
、
人
、
說

は
な
し

を
爲な

す
」
と
。
此
れ
、
蓋
し
、
古
語
な
り
。
終
風
の
詩
に
曰

は
く
、
云
々
。
漢
の
「
藝
文
志
」
に
、「
雜
占
十
八
家
」
三
百
一
十
卷
の
内
、
嚔
・
耳
鳴
の
雜
占
は
十
六
卷

あ
り
。
然
れ
ば
、
則
ち
、
嚔
・
耳
鳴
、
皆
、
吉
凶
有
り
。
今
、
則
ち
、
此
の
術
、
亡
ぶ
）。」。 

 
 

 

＊ 

以
上
の
私
の
引
用
に
語
注
を
附
し
始
め
る
と
、
ま
た
ま
た
エ
ン
ド
レ
ス
に
な
る
の
で
附
さ
な
い
。
悪
し
か
ら

ず
。
熊
楠
の
引
用
し
て
い
る
部
分
の
以
下
の
二
つ
だ
け
に
注
す
る
。 

・「
產
所
記
」
は
室
町
中
期
か
ら
戦
国
に
か
け
て
の
有
職
家
に
し
て
山
城
守
護
で
政
所
執
事
を
務
め
た
伊
勢

貞
陸
（
さ
だ
み
ち 

寛
正
四
（
一
四
六
三
）
年
～
永
正
一
八
（
一
五
二
一
）
年
）
が
書
い
た
「
産
所
之
記
」。

産
所
で
用
い
ら
れ
る
用
具
に
つ
い
て
の
解
説
書
。「
国
文
学
資
料
館
」
の
写
本
の
最
後
（
三
行
目
）
に
引
用

さ
れ
た
原
文
が
見
え
る
。 

・「
長
命
縷
」
古
代
中
国
以
来
、
端
午
に
飾
る
五
色
の
糸
飾
り
で
、
長
寿
を
祈
る
祭
具
で
あ
る
。
本
邦
の
祝

儀
の
薬
玉

く
す
だ
ま 

は
、
そ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

『
酉
陽
雜
俎
卷
一
、「
北
朝
婦
人
五
月
云
々
又
長
命
縷
、
宛
轉
繩
、
皆
結
爲
人
像
帶
之
」』
巻
一
「
禮
異
」
の

一
条
に
、 

 
 

 

＊ 

北
朝
婦
人
、
常
以
冬
至
日
進
履
襪
及
靴
。
正
月
進
箕
帚
長
生
花
、
立
春
進
春
書
、
以
靑
繪
爲
※
、
刻
龍
像
銜

之
、
或
爲
蝦
蟆
。
五
月
進
五
時
圖
、
五
時
花
、
施
帳
之
上
。
是
日
又
進
長
命
縷
、
宛
轉
繩
、
皆
結
爲
人
像
帶

之
。
夏
至
日
進
扇
及
粉
脂
囊
、
皆
有
辭
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
※
」
＝
「
革
」
＋
「
識
」
の
（
つ
く
り
）
の
み
。］ 

 
 

 

＊ 

 

北
朝
の
婦
人
、
常
に
冬
至
の
日
を
以
つ
て
、
履
襪

り

べ

つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
在
の
靴
下
相
当
の
も
の
。
］
及

び
鞾く

わ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
靴
。］
を
進
ず
。
正
月
は
箕
帚

き

さ

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
塵
取
り
と
帚

ほ
う
き

。
］
と
長
生
花

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
花
持
ち
の
よ
い
生
花
の
ア
レ
ン
ジ
物
の
謂
い
と
思
わ
れ
る
。］
を
進
ず
。
立
春
は
春
書

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
春
を
言
祝
い
だ
色
紙
で
あ
ろ
う
。］
を
進
じ
、
以
つ
て
靑
繪

せ
い
さ
う

で
※
を
爲つ

く

り
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
こ
の
一
句
は
意
味
不
明
。］、
龍
の
像
を
刻
み
て
、
之
れ
を
銜く

は

は
す
。
或
い
は
蝦
蟆

が

ま

に
爲
る
。
五
月
は
、

http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=KSRM-383601&IMG_SIZE=1000%2C800&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E7%94%A3%E6%89%80%E4%B9%8B%E8%A8%98%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=7


「
五
時
圖
」・「
五
時
花
」
を
進
じ
、
帳
の
上
に
施
す
。
是
の
日
、
又
、
長
命
縷
・
宛
轉
繩

え
ん
て
ん
じ
や
う

を
進
ず
。
皆
、
人

の
像

か
た
ち

に
爲
り
て
結
び
、
之
れ
を
帶
ぶ
。
夏
至
の
日
は
、
扇
及
び
粉
脂
の
囊な

う

を
進
ず
。
皆
、
辭

こ
と
ば

有
り
。 

 
 

 

＊ 

段
成
式
の
書
い
た
「
酉
陽
雑
俎
」
は
晩
唐
の
作
品
で
あ
る
が
（
八
六
〇
年
）
、
こ
れ
は
ず
っ
と
前
代
の
隋
の

前
の
南
北
朝
期
の
記
録
を
引
っ
張
り
出
し
て
言
っ
て
い
る
特
異
点
の
記
載
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
則
ち
、
少
な
く
と
も
、
こ
こ
の
書
か
れ
た
習
俗
は
、
同
書
の
完
成
の
遙
か
二
百
八
十
年
も
前
の
、
中

国
北
部
の
習
俗
の
古
記
録
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
熊
楠
が
「
大
に
」
日
本
の
「
守
縫
」（
ま
も
り
り
ぬ

ひ
）「
と
」
中
国
の
そ
れ
は
「
異
な
る
」
と
言
う
時
、
そ
の
記
載
の
時
間
差
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
は
、
私

に
は
思
わ
れ
な
い
し
、
況
や
、
読
者
も
無
批
判
に
「
中
国
と
日
本
は
全
然
、
違
う
ね
」
と
思
う
の
は
、
こ
れ
ま

た
、
早
計
で
あ
る
と
私
は
思
う
か
ら
で
あ
る
。 

「
近
世
風
俗
志
」（
２
）
で
既
出
既
注
。 

「
兒
服
に
一
つ
身
四
つ
身
と
云
有
」
幼
児
用
の
「
一
つ
身
」
と
は
乳
児
か
ら
二
歳
位
ま
で
の
幼
児
用
の
着
物

で
、
並
幅
の
布
を
使
い
、
背
縫
い
を
ぜ
ず
に
仕
上
げ
る
。
特
に
乳
児
の
間
は
肩
揚
げ
や
腰
揚
げ
を
せ
ず
に
衿

に
付
け
紐
を
し
て
、
帯
の
代
わ
り
に
す
る
。
手
を
動
か
し
始
め
た
ら
肩
揚
げ
を
施
し
、
歩
き
始
め
れ
ば
ｍ
腰

揚
げ
を
す
る
。「
四
つ
身
」
は
四
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
で
汎
用
さ
れ
た
子
供
用
の
着
物
で
、
並
幅
の
反
物
の
、

身
長
の
四
倍
の
長
さ
の
布
を
裁
断
し
て
作
る
。
子
供
の
成
長
に
合
わ
せ
、
肩
揚
げ
・
腰
揚
げ
に
よ
り
、
丈
や

幅
を
調
整
す
る
。
七
歳
程
度
ま
で
の
子
供
で
あ
れ
ば
、
一
反
の
布
か
ら
長
着
と
羽
織
の
対
を
作
る
こ
と
可
能

で
あ
る
。
な
お
、
他
に
「
三
つ
身
」
と
呼
ぶ
両
者
の
中
間
型
の
も
の
（
二
歳
か
ら
四
歳
の
子
供
用
着
物
）
が

あ
り
、
こ
れ
は
並
幅
の
反
物
の
半
反
を
使
っ
て
仕
立
て
る
。
乳
児
用
の
「
一
つ
身
」
に
比
し
て
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
も
の
の
、
身
幅
が
、
多
少
、
狭
い
の
で
、
着
ら
れ
る
期
間
は
短
く
な
る
。
こ
の
「
三

つ
身
」
は
三
歳
児
の
祝
い
着
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
以
上
は
サ
イ
ト
「
着
物
買
取
ガ
イ
ド
」
の

こ
ち
ら
の
解
説
を
参
照
し
た
）。 

「E
. P

eaco
ck

, in
 N

o
tes an

d
 Q

u
eries, M

arch
 1

4
, 1

9
0
8

」「In
tern

et arch
iv

e

」
の
原
本
の
こ
こ
の
左
ペ
ー
ジ

右
下
か
ら
右
ペ
ー
ジ
左
上
に
あ
る 

E
D

W
A

R
D

 P
E

A
C

O
C

K
 

氏
の
投
稿
「T

H
E

 E
V

IL
 E

Y
E

 IN
 IT

A
L

Y
」

に
書
か
れ
て
あ
る
。 

「
支
那
に
赤
口
日
凶
神
百
事
不
宜
用
（
倭
漢
三
才
圖
會
五
）」
巻
第
五
「
曆
占
類
」
の
「
赤
口
日
（
し
や
つ

く
に
ち
）」。
所
持
す
る
原
本
か
ら
電
子
化
す
る
。
図
は
阿
呆
臭
い
の
で
（
私
は
一
切
の
占
い
に
関
心
が
な
い

た
め
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
原
本
の
当
該
部
の
画
像
を
リ
ン
ク
さ
せ
る

に
留
め
る
。 

 
 

 

＊ 

按
赤
口
日
凶
神
百
事
不
宜
用
而
三
才
圖
會
亦
不
出
圖
今
以
圖
備
便
覽
順
廻
六
宮
照
月
正
與
七
相
合
【
余
月

亦
如
圖
】
三
月
上
起
朔
日
逆
廻
六
宮
照
日
則
知 

 
 

 

＊ 

按
ず
る
に
、
赤
口
日
は
、
凶
神
に
し
て
、
百
事
。
用
ふ
る
に
宜
し
か
ら
ず
。「
三
才
圖
會
」
に
も
亦
、
圖
を

出
だ
さ
ず
、
今
、
圖
を
以
つ
て
便
覽
に
備
ふ
。
順
に
六
宮

り
く
き
う

を
廻

く
わ
い

し
て
、
月
を
照

し
や
う

す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
各

月
に
照
応
さ
せ
る
の
意
。］。
正

し
や
う

と
七
と
は
相
ひ
合が

つ

す
【
余
月
、
亦
、
圖
の
ご
と
し
。】
。
三
月
の
上
に
、
朔
日

つ
い
た
ち

を
起
し
、
逆
に
六
宮
を
廻
る
。
日
と
照
ら
せ
ば
、
則
ち
、
知
る
。 
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-a96894.html
https://kimono-kaitori-navi.com/situmon/kodomo-sitate.html
https://kimono-kaitori-navi.com/situmon/kodomo-sitate.html
https://archive.org/details/s10notesqueries09londuoft/page/216/mode/2up
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko31/bunko31_e0860/bunko31_e0860_0006/bunko31_e0860_0006_p0024.jpg


「
庚
申
」
庚
申
信
仰
に
基
づ
く
庚
申
堂
や
庚
申
塔
。 

「
淡
島
」
淡
島

あ
わ
し
ま
の

神か
み

。
和
歌
山
県
和
歌
山
市
加
太
の
淡
嶋
神
社
を
総
本
社
と
す
る
全
国
の
淡
島
神
社
や
淡
路

神
社
の
祭
神
。
神
仏
習
合
期
の
名
残
か
ら
同
神
を
祀
る
淡
島
堂
を
持
つ
寺
も
各
地
に
あ
る
。
参
照
し
た
ウ
ィ

キ
の
「
淡
島
神
」
に
よ
れ
ば
、『
婦
人
病
治
癒
を
始
め
と
し
て
安
産
・
子
授
け
、
裁
縫
の
上
達
、
人
形
供
養

な
ど
、
女
性
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
霊
験
の
あ
る
神
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
淡
島
願
人
（
あ
わ
し
ま

が
ん
に
ん
）
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
淡
島
神
の
人
形
を
祀
っ
た
厨
子
を
背
負
い
、
淡
島
明
神
の
神
徳
を
説
い
て

廻
っ
た
』
こ
と
か
ら
、『
信
仰
が
全
国
に
広
が
っ
た
』。
し
か
し
、
明
治
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
、
多
く
の
神

社
で
は
祭
神
を
少
彦
名
神
な
ど
に
勝
手
に
置
き
変
え
ら
れ
て
あ
る
。
こ
う
い
う
子
供
で
さ
え
鼻
白
む
馬
鹿

げ
た
こ
と
を
す
る
か
ら
、
近
代
神
道
は
ダ
メ
だ
。 

「
浮
世
袋
」
近
世
初
期
に
流
行
し
た
も
の
（
袋
）
で
、
絹
を
三
角
に
縫
っ
て
中
に
綿
を
入
れ
、
上
の
角
（
か

ど
）
に
糸
を
附
け
た
も
の
。
遊
女
屋
の
暖
簾
に
飾
と
し
て
附
け
た
り
、
匂
い
袋
に
し
た
り
、
針
仕
事
の
縁
起

物
な
ど
に
し
た
が
、
早
く
に
廃
れ
て
し
ま
い
、
後
に
は
単
な
る
子
供
の
玩
具
と
な
っ
た
。
正
月
の
屠
蘇
袋
は

こ
れ
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。 

『
印
度
の
王
公
、「
ア
ラ
ツ
チ
」（
不
幸
の
義
）
』
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。 

「
用
捨
箱
中
卷
（
十
三
）
に
、「
友
人
曰
、
眞
云
の
檀
門
の
金
剛
橛
（
四
方
の
柱
也
）
に
掛
る
金
剛
寶
幢
と

云
物
有
、
錦
を
以
て
火
形
を
象
り
、
三
角
に
縫
ひ
、
裏
に
香
を
入
る
ゝ
、
又
入
れ
ざ
る
も
有
、
浮
世
袋
其
形

に
似
た
る
故
、
寶
幢
に
な
ぞ
ら
え
て
神
佛
に
捧
る
な
る
べ
し
と
云
々
」
上
に
云
え
る
」「
用
捨
箱
」
は
（
２
）

で
既
出
既
注
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
の
原
本
の
「
地
」（
中
巻
・

P
D

F

）
の
「
七
色
賣
（
な
な
い
ろ
う
り
）」（
こ
の
前
の
部
分
も
庚
申
信
仰
と
の
関
係
が
あ
っ
て
非
常
に
興
味

深
い
）
の
最
後
の
「

18

」
コ
マ
目
八
行
目
以
下
に
出
現
す
る
。
ま
た
、
同
コ
マ
の
二
～
四
行
目
の
部
分
に

は
、
中
目
黒
（
私
は
大
学
時
代
そ
こ
に
三
年
下
宿
し
た
）
の
庚
申
塔
の
青
面

せ
い
め
ん

金
剛

こ
ん
ご
う

（
原
本
に
は
「
靑
靣
金
剛
」

で
「
か
う
し
ん
」
と
ル
ビ
し
て
あ
る
）
の
石
像
が
狭
苦
し
い
雨
覆
い
に
入
れ
ら
れ
て
あ
る
も
の
に
、「
浮
世

う

き

よ

袋
ふ
く
ろ

に
く
ゝ
り
、
猿
を
釣つ

り

た
る
が
納
め
あ
り
し
を
十
年
ば
か
り
前
に
実
た
り
」
と
あ
っ
て
、
案
外
、
こ
の
記
載
が
熊

楠
の
前
述
の
謂
い
の
本
来
の
震
源
地
で
は
な
い
か
と
読
め
る
（
熊
楠
の
本
篇
執
筆
時
に
は
庚
申
信
仰
も
淡
島

信
仰
も
神
社
合
祀
に
向
け
て
急
速
に
廃
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
或
い
は
、
そ
れ
に
大
反
対
者
と
し
て
立
ち

向
か
っ
た
彼
に
し
て
、
こ
れ
は
言
っ
て
お
く
べ
き
信
仰
の
形
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
）。 

『
下
卷
（
四
）
に
、
「
昔
は
遊
女
に
戯
る
ゝ
を
浮
世
狂
ひ
と
云
し
也
、
傾
城
の
宅
前
に
は
云
々
布
簾
を
掛
、

そ
れ
に
遊
女
の
名
を
書
て
、
下
に
三
角
な
る
袋
を
自
分
の
細
工
に
し
て
付
し
也
、
是
を
浮
世
袋
と
云
習
し
た

る
也
と
載
せ
ら
れ
た
り
、
是
れ
匂
ひ
袋
な
る
べ
し
云
々
、
昔
は
云
々
遊
女
は
云
々
伽
羅
を
衣
に
留
ざ
る
は
な

き
樣
な
れ
ば
、
斯
る
餘
情
も
成
た
る
に
や
有
ん
、
其
れ
が
云
々
後
に
は
香
類
を
入
れ
ず
、
布
簾
の
縫
留
と
成

し
な
る
べ
し
」
同
前
の
下
巻
で
「

8

」
コ
マ
目
に
、「
四 

蚊
帳
に
香
袋
を
掛
」
の
条
の
「

9

」
コ
マ
目

に
、 

 
 

 

＊ 

「
赤
鳥
の
巻
」
に
大
嶋
求
馬
の
説
な
り
と
て
、「
昔
は
、
遊
女
に
た
は
る
ゝ
を
『
浮
世
狂
ひ
』
と
云
ひ
し
な

り
。
傾
城
の
宅
前

た
く
ぜ
ん

に
は
柳
を
二
本
植う

ゑ

て
横
手

よ

こ

て

を
ゆ
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
籬
を
拵
え
る
こ
と
か
。
］、
布
簾

の
う
れ
ん

を

か
け
、
そ
れ
に
遊
女
の
名
を
書か

き

て
、
下
に
三
角
な
る
袋
を
、
自
分
の
細
工
に
し
て
付
し
な
り
。
是こ

れ

を
『
浮
世

袋
』
と
い
ひ
な
ら
は
し
た
る
な
り
」
と
い
ふ
事
を
載の

せ

ら
れ
た
り
。
是こ

れ

、「
匂
袋
」
な
る
べ
し
。
風
に
あ
ふ
つ

て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
煽
つ
て
」。
煽あ

お

ら
れ
て
。］
自
然

お
の
づ
か
ら

、
香

に
ほ
ひ

を
散ち

ら

さ
ん
料れ

う

な
れ
ば
、
蚊
帳

か
ち
や
う

へ
掛か

く

る
も
同
事

お
な
じ
こ
と

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B7%A1%E5%B3%B6%E7%A5%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B7%A1%E5%B3%B6%E7%A5%9E
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-a96894.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-a96894.html
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko31/bunko31_e0433/bunko31_e0433_0002/bunko31_e0433_0002.pdf
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko31/bunko31_e0433/bunko31_e0433_0003/bunko31_e0433_0003.pdf


の
や
う
に
お
も
え
る
。
昔
は
太
夫
と
と
な
へ
し
遊
女
は
更
な
り
、
格
子
な
ど
い
ひ
て
、
そ
れ
に
次つ

ぐ

者
も
伽
羅

き

や

ら

を
衣き

ぬ

に
留と

め

ざ
る
は
な
き
さ
ま
な
れ
ば
、
か
ゝ
る
餘
情

よ

ぜ

い

も
な
し
た
る
に
や
あ
ら
ん
。
其
れ
が
彼か

の

誰た
が

袖そ
で

の
如
く
、

後
に
は
香
類

か
う
る
ゐ

を
入
れ
ず
、
布
簾

の
う
れ
ん

の
縫
留

ぬ
ひ
と
め

と
な
り
し
な
る
べ
し
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。 

「
推
古
帝
の
時
、
支
那
に
摸
し
て
始
て
行
え
る
藥
獵
に
伴
ゑ
り
て
ふ
、
續
命
縷
卽
ち
藥
玉
（
久
米
氏
日
本
古

代
史
八
一
五
頁
）」
元
佐
賀
藩
士
で
近
代
日
本
の
歴
史
学
に
お
け
る
先
駆
者
で
あ
る
久
米
邦
武
（
天
保
一
〇

（
一
八
三
九
）
年
～
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
：
明
治
政
府
に
出
仕
し
て
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
特

命
全
権
大
使
岩
倉
使
節
団
の
一
員
と
し
て
欧
米
を
視
察
、
一
年
九
ヶ
月
後
に
帰
国
し
て
太
政
官
吏
員
と
な

り
、
独
力
で
視
察
報
告
書
を
執
筆
。
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
、
四
十
歳
の
時
、
全
百
巻
か
ら
成
る
「
特

命
全
権
大
使 

米
欧
回
覧
実
記
」
を
編
集
、
太
政
官
の
修
史
館
に
所
属
し
て
「
大
日
本
編
年
史
」
な
ど
の
国

史
の
編
纂
に
尽
力
し
た
。
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
、
帝
国
大
学
教
授
兼
臨
時
編
年
史
編
纂
委
員
に
就
任

し
た
が
、
明
治
二
十
五
年
に
雑
誌
『
史
海
』
に
転
載
し
た
論
文
「
神
道
ハ
祭
天
ノ
古
俗
」
の
内
容
が
問
題
と

な
り
、
両
職
を
辞
任
し
た
。
三
年
後
、
大
隈
重
信
の
招
き
で
、
東
京
専
門
学
校
（
現
在
の
早
稲
田
大
学
）
で

教
壇
に
立
ち
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
の
退
職
ま
で
、
歴
史
学
者
と
し
て
日
本
古
代
史
や
古
文
書
学
を

講
じ
た
）
が
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
早
稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
刊
行
し
た
「
日
本
古
代
史
」。
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
当
該
部
が
読
め
る
。
視
認
し
て
以
下
に
示
し
た
。 

 
 

 

＊ 

 

物
部
氏
大
連
敗
滅
し
、
蘇
我
大
臣
一
派
の
改
府
と
な
り
、
法
興
寺
を
建
立
し
た
る
を
第
一
着
と
し
て
、
多

年
潜
養
し
た
る
禮
制
を
興
隆
し
、
二
十
餘
年
を
經
て
隋
使
韓
使
の
接
待
に
て
略
成
功
し
け
れ
ば
、
十
九
年
五

月
五
日
に
兎
田
野
の
藥
獵
を
擧
行
し
た
り
。
其
時
諸
臣
の
服
色
は
冠
色
に
隨
ひ
冠
に
髻
華
を
着
け
、
德
は
金
、

仁
は
豹
尾
、
禮
以
下
は
鳥
尾
を
用
ゐ
、
雞
鳴
に
藤
原
上
池
に
集
ま
り
、
黎
明
を
以
て
兎
田
【
郡
の
足
立
村
】

に
往
く
。
栗
田
細
目
前
部
領
た
り
、
額
田
部
比
羅
夫
後
部
領
た
り
。
重
五
の
藥
獵

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

は
荆
楚
歲
時
記
に
、
五
月

五
日
、
雞
未
ㇾ
鳴
時
、
釆
艾
似
二

人
形
一

者
、
攬
而
取
ㇾ
之
、
用
ㇾ
炙
有
ㇾ
驗
、
是
日
競
採
二

雜
藥
一

と
あ
れ

ば
、
支
那
中
部
に
居
住
す
る
南
人
種
の
風
俗
に
し
て
、
日
本
に
も
早
く
行
は
れ
た
る
べ
し
、
後
世
菖
蒲
船

シ
ヨ
ウ
ブ
フ
ネ

を

献
ず
る
例
は
是
に
起
る
。
又
、
藥
玉

ク
ス
ダ
マ

は
延
喜
式
に
出
づ
、
藤
原
明
衡
往
來
に
、
今
朝
自
二

或
所
一

、
給
二

藥
玉
一
流

○

○

○

○

一

、
作
以
二

百
草
之
花
一

、
貫
以
二

五
色
之
縷
一

、
模
二

草
蟲
形
一

、
棲
二

其
花
房
一

、
芳
艶
之
美
、
有
ㇾ
興
有
ㇾ

感
、
古
人
云
、
此
日
懸
二

續
命
縷
一

、
則
益
二

人
命
一

、
と
あ
る
、
續
命
縷
は
卽
ち
藥
玉
に
て
、
是
も
藥
獵
よ

り
起
り
た
る
物
な
り
。
集
解
に
太
平
御
覽
田
夏
正
曰
、
五
月
、
此
月
畜
ㇾ
藥
、
蠲
二

除
毒
氣
一

と
あ
れ
ど
、
夏

小
正
に
は
畜
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
フ
ジ
バ
カ
マ
の
こ
と
か
。］
と
あ
り
、
傳
に
爲
二

沐
浴
一

と
あ
る
。
蘭
湯

は
北
部
の
俗
に
て
畜
藥
は
南
部
の
俗
な
り
、
大
平
御
覽
に
畜
藥
の
文
あ
る
と
は
疑
は
し
。
是
ま
で
貴
族
尙
武

の
習
氣
は
、
山
野
の
獸
獵
を
最
快
樂
の
事
と
な
し
、
男
女
相
會
し
て
肉
を
割
て
宴
飮
し
た
る
風
俗
は
浸
潤
の

久
し
き
、
止
む
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
。
佛
敎
は
殺
生
を
戒
し
め
、
慈
悲
を
宗
と
す
、
欽
明
帝
の
時
に
醫

藥
曆
筮
を
佛
敎
の
前
驅
と
な
し
て
智
識
を
聞
き
、
三
寳
の
崇
敬
始
ま
り
、
天
王
寺
は
敬
田
の
外
に
施
藥
療
病

悲
田
の
四
院
に
て
成
る
等
、
傳
道
の
初
め
僧
徒
の
民
衆
に
心
を
竭
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
く
す
」。］
信

切
な
り
と
謂
べ
し
。
是
に
於
て
藥
獵
を
始
め
て
山
野
に
會
集
し
、
藥
草
を
採
て
鳥
獸
獵
に
代
た
る
は
、
亦
野

民
麁
暴
の
風
を
去
り
て
禮
文
溫
和
の
品
行
を
誘
く
の
意
な
り
、
毎
年
々
五
月
五
日
に
藥
獵
を
行
ふ
こ
と
是

よ
り
例
と
な
れ
り
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/772278/418
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/772278/418
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「L
lo

y
d
, `P

easan
t L

ife in
 S

w
ed

en
,` 1

8
7
0
, p

. 2
6
7

」
作
者
は
イ
ギ
リ
ス
（
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
生
ま
れ
で
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
二
十
年
以
上
住
ん
だ
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
ル
ウ
ェ
リ
ン
・
ロ
イ
ド
（L

lew
ely

n
 L

lo
y

d 

一
七

九
二
年
～
一
八
七
六
年
）。
主
に
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
地
方
の
民
俗
習
慣
・
農
民
生
活
及
び
そ
の
自
然
（
特
に

鳥
類
学
と
狼
）
に
つ
い
て
の
叙
述
が
多
い
。 

「
奴
の
小
萬
が
、
顏
に
墨
ぬ
り
、
痣
作
り
て
、
貌
を
見
盡
さ
れ
ぬ
樣
計
ひ
し
」
浪
華

な

に

わ

の
女
侠
客
「
奴

や
っ
こ

の
小
万

こ

ま

ん

」

（
生
没
年
不
詳
（
亨
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
没
と
も
））。
大
阪
長
堀
の
豪
商
三
好
家
の
娘
「
お
雪
」
で
、
婿

取
り
娘
で
あ
っ
た
が
、
望
み
あ
っ
て
二
十
歳
の
時
、
長
局

な
が
つ
ぼ
ね

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
宮
中
や
江
戸
城
大
奥
な
ど

で
、
長
い
一
棟
の
中
を
幾
つ
も
の
局
（
女
房
の
部
屋
）
に
仕
切
っ
た
住
ま
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
住
む
女
房
を

も
指
す
。］
に
奉
公
す
る
女
祐
筆
と
な
っ
た
が
、
父
の
死
去
に
あ
っ
て
、
禁
中
を
去
っ
て
、
遺
産
を
相
続
し
、

「
お
亀
」
と
「
お
岩
」
と
い
う
召
使
を
抱
え
て
、「
女

お
ん
な

伊
達

だ

て

」
と
な
り
、
そ
の
侠
気
を
以
っ
て
知
ら
れ
た
。

後
に
尼
と
な
っ
て
「
正
慶
」
と
号
し
、「
関
白
秀
次
二
百
年
忌
大
追
善
」
を
天
王
寺
で
営
み
、
折
か
ら
の
俄

雨
に
は
雨
傘
五
千
本
を
集
め
て
、
参
詣
人
を
濡
ら
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
居
を
「
月
江
庵
」
と
称
し
、

生
前
は
そ
こ
の
門
頭
に
棺
桶
を
掛
け
、
人
を
集
め
て
は
宴
を
催
し
、
ま
た
、
遺
産
金
を
「
京
都
大
仏
」
に
喜

捨
し
て
、
徳
川
家
を
憚
る
こ
と
な
く
、「
豊
太
閤
の
冥
福
を
修
す
る
」
と
触
れ
る
な
ど
、
そ
の
奇
行
で
世
間

を
大
い
に
驚
か
せ
た
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
奴
の
小
万
」
に
拠
っ
た
）。］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
冒
頭
の
ペ
ー
ジ
数
は
出
口
米
吉
の
論
文
（
前
の
リ
ン
ク
は
私
の
電
子
化
）
の
以
下
の

当
該
譚
の
初
出
ペ
ー
ジ
（P

D
F

の
「7

」
コ
マ
目
上
段
）
を
指
す
。
そ
こ
で
出
口
は
「
鬼
車
鳥
」
の
こ
と
を
、

民
間
の
国
学
者
で
狂
歌
師
・
随
筆
作
者
で
あ
っ
た
梅
園
静
廬

う
め
ぞ
の
せ
い
ろ

（
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
～
嘉
永
元 

(

一
八
四

八) 

年
：
和
漢
の
書
を
読
破
し
て
そ
の
博
識
を
謳
わ
れ
た
）
の
「
梅
園
日
記
」
か
ら
引
い
て
い
る
。「
日
本
古

典
籍
ビ
ュ
ー
ア
」
の
こ
ち
ら
の
「
七
草
」
に
「
鬼
車
鳥
」
が
語
ら
れ
て
あ
る
。
以
下
に
電
子
化
し
て
お
く
。
句

読
点
や
記
号
を
打
ち
、
漢
文
部
は
訓
読
し
、
推
定
で
一
部
の
読
み
や
送
り
仮
名
を
添
え
た
。 
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七
草 

十
五 

「
世
說
故
事
苑
」
に
七
草
を
搥う

つ
事
、「
事
文
類
聚
」
に
歲
時
記
を
引
き
て
曰
は
く
、『
正
月
七
日
、
鬼
車
鳥

き
し
や
て
う

の

度わ
た

る
こ
と
多
し
、
家
〻
、
門
を
搥
ち
、
戸
を
打
ち
、
燈
燭
を
滅け

し
、
之
れ
を
禳は

ら

ふ
。
和
俗
、
七
種
の
菜
を
打
つ

唱
と
な
へ

に
、「
唐
土

も
ろ
こ
し

の
鳥
、
日
本
の
鳥
、
渡
ら
ぬ
さ
き
に
」
と
云
へ
る
は
、
此
の
鬼
車
鳥
を
忌
む
意
な
り
。
板
を
打

ち
鳴な

ら

す
は
、
鬼
車
鳥
、
止と

ま
ら
ざ
る
や
う
に
禳
ふ
な
り
』
と
い
へ
り
。
按
ず
る
に
、
此
の
說
、
是ぜ

な
り
。「
桐

火
桶
」【
定
家
卿
の
作
と
稱
す
】
に
、『
正
月
七
日
、
七
草
を
た
ゝ
く
に
、
七
づ
ゝ
、
七
度
、
四
十
九
、
た
ゝ
く

也
。
七
草
は
七
星
な
り
。
四
十
九
た
ゝ
く
は
、
七
曜
、・
九
曜
・
廿
八
宿
・
五
星
合
せ
て
、
四
十
九
の
星
を
ま

つ
る
也
。
唐
土
の
鳥
と
日
本
の
鳥
と
、
わ
た
ら
ぬ
さ
き
に
、
七
草
な
づ
な
、
手
に
つ
み
い
れ
て
、
亢
觜
斗
張

こ
う
し
と
ち
や
う

』

と
あ
り
。「
亢
觜
斗
張
」
は
、
廿
八
宿
の
中
の
星
の
名
な
り
。【
ま
た
、「
旅
宿
問
答
」
に
、『
七
日
の
七
草
は
、

天
に
在
る
七
星
、
地
に
在
る
七
草
』
と
あ
り
。】
星
の
名
を
書
き
て
、
鬼
車
鳥
の
類
の
夭
鳥

え
う
て
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

妖
鳥
。］
を
逐お

ふ

事
は
、「
周
禮
」
の
「
秋
官
」
に
、『
硩
蔟

て
き
ぞ
く

氏
、
夭
鳥
の
巢
を
覆
ひ
掌も

ち
て
、
方か

た

を
以
つ
て
【
注

に
「
方
は
版
な
り
」
と
。】
十
日
の
號
・
十
有
二
辰
の
號
・
十
有
二
月
の
號
、
十
有
二
歲
之
號
・
二
十
有
八
星

の
號
を
書
き
、【
注
に
「
角
よ
り
軫
に
至
る
」
と
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
星
座
の
位
置
情
報
を
指
す
。］】
其
の
巢

の
上
に
縣か

か

れ
ば
、
則
ち
、
之
れ
、
去
れ
り
』
と
云
へ
り
。
夭
鳥
は
鬼
車
の
類
ひ
な
り
。
元
の
陳
友
仁
が
序
あ
る

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%B4%E3%81%AE%E5%B0%8F%E4%B8%87
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_135/_pdf/-char/ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020319&pos=116&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020319&pos=116&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020319&pos=116&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020319&pos=116&lang=ja


無
名
氏
の
「
周
禮
集
說
」
に
、『
劉
氏
曰
は
く
、「
夭
鳥
は
陰
陽
の
邪
氣
の
生
ず
る
所
、
故
に
、
妖
怪
、
人
間
を

し
て
不
祥

ふ
し
や
う

せ
ん
と
欲
し
、
夜
、
則
ち
、
飛
騰

ひ

ふ

つ

し
、
至
る
所
、
害
を
爲
す
。
鬼
車
の
類
の
ご
と
き
、
皆
、
是
れ
な

り
」』【「
書
錄
解
題
」
に
、『「
周
禮
中
義
」
八
卷
、
祠
部
員
外
郞
長
樂
劉
彝
執
中
撰
』
と
あ
り
。
劉
氏
は
、
こ

れ
に
や
。】
と
見
え
た
り
。
三
善
爲
康
の
「
掌
中
歷
」
に
、
永
久
三
年
【「
三
年
」
の
二
字
、「
拾
芥
抄
」
に
據

り
て
補
ふ
。】
七
月
の
比
、
都
鄙
に
鵼ぬ

え

あ
り
し
に
、
十
日
・
十
二
辰
・
十
二
月
・
十
二
歲
・
廿
八
星
の
號
を
、

方い
た

に
書
き
て
、
懸
け
た
る
事
、
見
え
た
れ
ば
、
こ
ゝ
に
も
「
周
禮
」
の
說
、
行
れ
た
る
を
知
る
べ
し
。
後
世
の

書
に
も
、「
淸
異
錄
」
に
、『
梟
は
見
聞
く
者
、
必
ず
殃
禍

わ
ざ
は
ひ

に
罹か

ゝ

る
。
急
に
梟
に
向
ひ
、
連

つ
ゞ
け

（
）
て

唾
つ
ば
き
す

る
、

十
三
口
。
然
る
後
、
靜
坐
し
、
北
斗
を
存そ

ん

す
る
こ
と
、
一
時
許
り
、
禳
ふ
べ
し
。
ま
た
、「
埤
雅
」
の
「
釋
鳥
」

に
、『
傳
へ
曰
ふ
、「
梟
、
星
の
名
を
避
く
」』
と
。
こ
れ
亦
、
星
の
惡
鳥
を
禳
ふ
事
を
知
る
べ
し
。
彼
の
鳥
、

夜
中
、
飛
行
す
と
い
へ
る
故
に
、
六
日
の
夜
よ
り
、
七
日
の
朝
ま
で
、
七
草
を
打
つ
な
り
。「
七
草
雙
紙
」
に
、

『
七
草
を
柳
の
木
の
盤
に
載
せ
て
、
玉
椿
の
枝
に
て
、
六
日
の
酉
の
時
に
芹
を
う
ち
、
戌
の
時
に
薺
（
な
づ

な
）、
亥
の
時
に
ご
げ
う
、
子
の
時
に
た
び
ら
こ
、
丑
の
時
に
佛
の
座
、
寅
の
時
に
鈴
菜
、
卯
の
時
に
す
ヾ
し

ろ
を
う
ち
て
、
辰
の
時
に
七
草
を
合
せ
て
、
東
の
方
よ
り
、
岩
井
の
水
を
む
す
び
あ
げ
て
、「
若
水
」
と
名
づ

け
、
此
水
に
て
、
は
ゝ
が
鳥
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
く
が
鳥
」
か
も
知
れ
ぬ
。
孰
れ
に
せ
よ
不
詳
だ
が
、
流

れ
か
ら
は
、
鬼
車
鳥
を
指
し
て
い
る
。
鬼
車
鳥
は
姑
獲
鳥

う

ぶ

め

の
別
名
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
さ
す
れ
ば
「
う
ぶ

め
」
は
「
産
女
」
と
書
き
、
こ
れ
は
「
母
が
鳥
」
と
親
和
性
が
あ
る
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
。］
の
わ
た
ら
ぬ

さ
き
に
、
服
す
る
な
ら
ば
、
一
時
に
十
年
づ
ヽ
の
齡

よ
は
ひ

を
へ
か
へ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
經
返
り
」
で
、
時
間

が
戻
る
・
若
返
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。］、
七
時
に
は
七
十
年
の
と
し
を
忽

に
は
か

に
若
く
な
り
て
』
云
々
、
此
の
「
は
ゝ

が
鳥
」
の
事
は
、
い
ふ
に
も
た
ら
ぬ
作
り
ご
と
な
れ
ど
、
今
も
、
六
日
の
酉
の
時
よ
り
た
ゝ
く
也
。【
亦
、
根

芹
の
謠う

た

に
も
云
へ
り
】「
桐
火
桶
」
に
、『
七
度
た
ヽ
く
』
と
あ
る
、
證
と
す
べ
し
。 

 
 

 

＊
］ 

 

（
一
四
一
頁
）（
鬼
車
、
小
兒
を
害
す
る
事
）
酉
陽
雜
爼
十
六
に
云
、
鬼
車
鳥
、
相
傳
此
鳥
昔
有
十
首
、
能

收
人
魂
、
一
首
爲
犬
所
噬
、
秦
中
天
陰
有
時
聲
、
聲
如
力
車
鳴
、
或
言
是
水
鷄
過
也
、
水
鷄
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
す
い
け
い
」。
何
故
、「
く
ひ
な
」
と
読
ま
な
い
か
は
、
後
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］
は 

V
an

ellu
s cristatu

s 
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ö
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d
o
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Ⅹ
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h
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g
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8
7
7
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）
其
鳴
聲
怪
き
よ
り

斯
る
訛
語
を
生
ぜ
し
こ
と
、
吾
邦
の
鵺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ぬ
え
」。］。
の
如
き
に
や
、
錫
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
セ
イ
ロ
ン
」。］
に
も
似
た
る
話
有
る
は 

K
n
o
x
,`A

n
 H

isto
rical R

elatio
n
 o

f th
e Islan

d
 o

f C
ey

lo
n
,` 

1
6
8
1
, p

. 7
8
 

に
、
島
の
高
地
部
に
魔
鳴
く
事
有
り
、
低
地
に
は
無
し
、
其
聲
、
犬
の
鋭
く
吠
る
が
如
く
、
忽

ち
一
方
に
あ
る
と
思
へ
ば
、
忽
ち
他
方
に
聞
ゆ
る
こ
と
常
の
鳥
類
に
異
な
る
、
故
に
魔
の
所
行
た
る
を
知
る
、

此
聲
聞
ゆ
る
す
ぐ
又
後
に
、
王
人
を
刑
死
す
る
を
奇
と
す
、
犬
之
を
聽
ば
戰
慄
す
、
シ
ン
ガ
リ
ー
人
之
を
聞

く
每
に
、
惡
言
を
放
て
罵
れ
ば
、
暫
く
止
め
遠
く
去
る
も
の
ゝ
如
し
と
云
り
、
一
三
三
〇
年
頃
の
書 

F
r.Jo

rd
an

u
s,`M

irab
ilia d

escrip
ta,` tran

s.Y
u
le, 1

8
6
3
, p

. 3
7
 

に
も
、
錫
蘭
に
て
夜
屢
ば
魔
人
と
語
る
と
云

り
、
ユ
ー
ル
之
を
其
地
に
只
今
所
謂
魔
鳥
に
充
て
、
褐
色
の
梟
な
り
と
云
れ
ど
も
、
ミ
ト
フ
ヲ
ー
ド
は
、
魔

鳥
は
夜
鷹
の
一
種
、
其
聲
童
子
が
經
せ
ら
れ
て
息
絕
ゆ
る
ま
で
苦
吟
す
る
如
く
、
悽
愴
極
り
て
聞
く
に
堪
ず

と
い
ひ
、
テ
ン
ネ
ン
ト
は
、
村
近
く
之
を
聞
ば
不
祥
の
兆
と
て
、
民
之
を
惱
む
と
云
り
、（T

en
n
en

t, ̀
S

k
etch

es 

o
f N

atu
ral H

isto
ry

 o
f C

ey
lo

n
,` 1

8
6
1
, p

p
.2

4
6
-8

）、
而
し
て
古
え
錫
蘭
を
虐
治
せ
し
兄
王
キ
ス
ツ
ア
カ
ン
、



鬼
車
と
同
く
十
頭
あ
り
し
と
云
は
奇
遇
頗
る
妙
也
（Jam

es L
o
w

,in
 th

e Jo
u
y
n

al o
f th

e ln
d
ian

 A
rch

ip
elag

o
 

an
d
 E

astern
 A

sia, v
o
l.iv. p

. 2
0
3
, S

in
g
ap

o
re, 1

8
5
0

）、
ミ
ン
チ
ラ
人
が
信
ず
る
ハ
ン
ツ
、
サ
ブ
ロ
（
獵
師

鬼
）
は
、
湖
及
川
の
淵
に
棲
み
、
體
黑
く
、
黑
口
と
名
た
る
三
犬
を
隨
ふ
、
此
犬
人
家
に
近
け
ば
、
住
人
は

木
片
を
打
ち
大
噪
ぎ
し
て
こ
れ
を
驅
り
、
小
兒
を
緊
く
抱
い
て
其
去
る
を
俟
つ
、
マ
レ
ー
人
が
傳
ふ
る
ソ
コ

ム
鬼
、
行
く
と
き
は
「
ベ
リ
ベ
リ
」
鳥
先
づ
飛
ぶ
、
此
鳥
、
家
に
近
く
と
き
、
家
内
聲
限
り
に
喧
呼
し
て
之

を
厭
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
じ
な
ひ
す
」。］（Ib

id
.,v

o
l.

ⅴ, p
. 3

0
8

）、
是
れ
鬼
車
と
事
は
酷
だ
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
は
な
は
だ
」。］
相
肖
た
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
に
た
り
」。］、
姑
獲
が
事
は
、
倭
漢
三
才
圖
會

に
本
草
綱
目
を
引
て
、
一
名
夜
行
遊
女
、
又
天
帝
少
女
鬼
神
類
也
云
々
荆
州
多
有
之
、
衣
毛
爲
鳥
、
脫
毛
爲

女
人
、
是
產
婦
死
後
化
作
、
故
胸
前
有
兩
乳
、
喜
取
人
子
、
養
爲
己
子
、
凡
有
小
兒
家
、
不
可
夜
露
衣
物
、

此
鳥
夜
啼
、
以
血
點
之
爲
誌
、
兒
輙
病
云
々
謂
之
無
辜
癇
也
、
蓋
此
鳥
純
雌
無
雄
、
七
八
月
夜
飛
害
人
、
而

し
て
著
者
寺
島
氏
之
を
西
國
海
濱
に
多
し
て
ふ
「
ウ
ブ
メ
ド
リ
」
に
宛
て
、
九
州
人
謂
云
、
小
雨
闇
夜
、
不

時
有
出
、
其
所
居
必
有
燐
火
、
遙
視
之
狀
如
鷗
而
大
、
鳴
聲
亦
似
鷗
、
能
變
爲
婦
、
携
子
、
遇
人
則
請
負
子

於
人
、
怕
之
迯
則
有
憎
寒
、
壯
熱
甚
至
死
者
、
强
剛
者
諾
負
之
、
則
無
害
、
將
近
人
家
、
乃
背
輕
而
無
物
、

未
聞
畿
内
近
國
狐
狸
之
外
如
此
者
と
述
ぶ
、
吾
國
に
は
例
無
き
事
な
れ
ど
、
實
際
梟
族
が
嬰
兒
を
殺
す
こ
と

世
に
あ
る
と
見
ゑ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］ 

H
asselq

u
ist, o

p
. cit., p

. 1
9
6

 

に
據
ば
シ
リ
ア
の
鵂
鶹
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
き
う
り
う
」。
底
本
で
は
「
鶹
」
の
部
分
は
活
字
が
無
く
、「
▲
」
と
い
う
ひ
ど
い
処
理
と
な

っ
て
い
る
（
右
ペ
ー
ジ
五
行
目
）。
初
出
・
選
集
に
従
っ
た
が
、「
鶹
」
の
（
へ
ん
）
は
「
留
」
が
正
し
い
。］ 

S
trix

 o
tu

s 

貪
戾
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
ん
れ
い
」。
欲
深

よ
く
ぶ
か

か
に
し
て
人
の
道
に
背
く
こ
と
。］
に
し
て
、
夜

窻
を
閉
る
を
遺
れ
た
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
わ
す
れ
た
る
」。］
に
乘
じ
、
室
に
入
て
孩
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
を
さ
な
ご
」。］
を
殺
す
、
婦
女
之
を
怖
る
ゝ
こ
と
甚
し
、
梟
の
巢
に
時
と
し
て
羽
毛
を
混
ぜ
る
異
樣

の
塊
物
あ
る
を 

G
. W

h
ite, `T

h
e N

atu
ral H

isto
ry

 an
d
 A

n
tiq

u
ities o

f S
elb

o
rn

e` 

に
記
せ
る
を
見
れ
ば
、

其
成
分
等
は
別
に
硏
究
す
る
事
と
し
て
、
兎
に
角
倭
漢
共
、
梟
が
土
を
化
し
て
其
子
と
成
す
（
陸
佃
爾
雅
新

義
一
七
、
古
歌
に
も
「
梟
の
暖
め
土
に
毛
が
は
え
て
、
昔
の
情
今
の
寇
也
」）
と
云
る
に
、
核
子
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
た
ね
」。］
な
き
に
非
ず
、
鳥
の
形
色
を
以
て
容
易
に
雌
雄
を
別
つ
可
ら
ざ
る
や
多
し
、
故
に
一

種
の
夜
鳥
、
胸
前
の
斑
紋
兩
乳
に
似
て
、
多
少
女
人
の
相
有
る
を
純
雌
無
雄
と
す
る
も
尤
も
に
て
（
歐
人
「
ヂ

ユ
ゴ
ン
」
を
遠
望
し
て
海
女
と
な
し 

T
en

n
en

t, p
. 6
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兎
の
陰
部
異
常
な
る
よ
り
悉
く
兩
性
を
兼
ぬ
と
し 

C
. 

d
e P
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w
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R
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h
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u
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7
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異
物
志
、
靈
猫
一
體
、

自
爲
陰
陽
と
謂
ふ
抔
見
合
す
べ
し
）、
之
に
件
の
鵂
鶹
嬰
兒
を
食
ふ
事
、
土
梟
抱
塊
爲
兒
の
語
抔
を
和
し
て
、

姑
獲
養
人
子
の
迷
信
を
生
ぜ
る
や
ら
ん
、
邦
土
に
よ
り
、
鳥
が
毛
羽
を
人
家
中
庭
に
落
し
、
兒
の
衣
中
に
置

く
位
の
事
は
屢
な
る
べ
く
、
家
外
に
露
せ
る
衣
布
、
忽
ち
黴
菌
等
を
生
じ
て
、
血
點
に
酷
似
せ
る
斑
を
生
ず

る
は
予
も
親
く
見
た
り
、
夜
啼
點
血
爲
誌
の
語
も
、
爪
哇
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ジ
ヤ
ワ
」。］
に
、
男
女
の

魑
魅
、
檳
榔
噬
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
み
し
」
。］
赤
唾
を
人
の
衣
に
塗
り
汚
す
（R

atzel, `H
isto

ry
 o

f 

M
an

k
in

d
,` tran

s. B
u
tler, 1

8
9
6
, v

o
l. i, p

. 4
7
4

）
と
い
ふ
も
之
に
基
く
な
ら
ん
、
兎
に
角
、
支
那
の
鳥
類
の

精
査
遂
ら
れ
ん
日
、
必
ず
此
誕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
は
な
し
」
。
］
の
由
來
を
明
知
す
べ
し
と
信
ぜ
ら
る
、

ダ
イ
ヤ
ツ
ク
人
、
カ
ミ
ヤ
ツ
ク
魔
、
鳥
の
如
く
飛
で
孕
婦
を
害
し
子
生
ま
る
ゝ
を
妨
げ
、
ク
ロ
ア
ー
魔
は
、

胸
の
正
中
に
一
乳
房
の
み
有
り
、
兒
產
ま
る
ゝ
や
否
、
來
て
其
頸
を
摑
み
、
之
を
不
具
に
す
と
信
ぜ
る
も
似

た
事
な
り
（T

. F
. B

eek
er, 
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h
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）、
而
し
て
、
鬼
物
が
人
の
子
を
隱
し
養
ひ
、
或
は
之
を
不
具
に

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/45
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/45
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/45
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/45


し
、
或
は
醜
く
し
、
或
は
痴
に
す
る
は
此
他
例
多
し
、
蘇
格
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」。］

等
の
フ
ユ
ヤ
リ
ー
ス
希
臘
の
ネ
レ
イ
ヅ
（H

azlitt, v
o
l. 

ⅰ, p
.1

0
2

 

； 
B

en
t, p

. 1
4

）、
本
邦
の
天
狗
（
老
媼

茶
話
十
七
章
、
著
聞
集
ア
コ
法
師
の
事
）
等
也
、
惟
ふ
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
も
ふ
に
」。］
婦
女
が
產

褥
に
苦
む
は
、
所
謂
宍
食
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
し
く
ふ
た
」。］
報
い
で
、
誰
を
怨
み
ん
樣
な
し
と
は

申
せ
、
人
間
繁
殖
て
ふ
大
義
務
の
爲
に
粉
骨
す
る
も
の
な
れ
ば
、
た
と
ひ
事
遂
ず
と
も
、
其
社
會
の
爲
に
盡

す
の
功
は
、
た
し
か
に
燦
爛
た
る
勳
章
を
値
す
、
以
是
、
苗
氏
コ
ラ
ヷ
ン
バ
ス
ク
の
諸
民
、
產
每
に
夫
「
ク

ー
ヷ
ー
ド
」
し
て
、
妻
と
苦
樂
を
俱
に
す
る
の
意
を
示
し
、
北
ボ
ル
ネ
ヲ
に
は
、
產
死
の
女
、
極
樂
え
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
直
ぐ
通
り
と
す
（R

atzel, ii, p
.4

7
9

）、
但
し
男
の
身
は
苦
ま
ず
し
て
女
の
み
生
死

の
境
に
出
入
す
と
は
、
至
て
割
の
惡
い
儀
な
れ
ば
、
之
が
爲
に
命
を
殞
せ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
と
せ

る
」。］
者
姑
獲
と
な
り
、
「
ウ
ブ
メ
ド
リ
」
と
な
り
、
啾
々
と
し
て
夜
哭
し
、
他
の
安
く
子
を
擧
た
る
婦
人

を
羨
ん
で
、
其
母
子
に
禍
せ
ん
と
欲
す
と
は
、
理
の
詰
ん
だ
所
も
有
る
也
、
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
に
て
產
死
の
女
、

チ
ユ
レ
ル
魔
と
な
り
、
顏
は
女
な
が
ら
甚
怖
し
く
、
乳
長
く
し
て
肩
上
に
か
ゝ
げ
、
反
踵
黑
衣
、
長
く
て
黑

き
兩
牙
あ
り
、
廢
壘
墓
塚
に
住
み
、
小
兒
を
食
ふ
（P

an
jab

 N
o
tes an

d
 Q

u
eries, v

o
l. i, n

o
te 3

3
4

）
と
傳
え

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］、
安
南
に
て
、
吾
兒
を
續
け
亡
ひ
、
第
六
兒
產
ん
と
て
死
せ
る
女
、
白
衣
に
し

て
樹
上
に
死
兒
を
抱
き
、
他
の
產
室
に
入
て
流
產
せ
し
む
（L

an
d
es, 

"N
o

tes 
su

r 
less 

M
œ

u
rs 

et 

S
u
p
erstitio

n
s P

o
p
u
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n
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）
と
信

ず
、
吾
國
又
古
く
よ
り
產
女
靈
の
迷
信
あ
り
し
は
、
今
昔
物
語
卷
十
三
、
平
季
武
之
に
値
ふ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
あ
ふ
」。］
話
あ
り
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
六
十
七
、
鐮
倉
產
女
寶
塔
の
談
あ
り
、
耳
袋
中
編
に
、
產
後

死
せ
る
女
、
人
に
預
た
る
嬰
兒
を
抱
き
に
來
り
し
事
を
載
す
、
肥
後
の
人
に
聞
け
ば
、
其
地
に
「
安
か
ら
う
」

と
い
ふ
怪
あ
り
、
產
婦
の
靈
に
し
て
、
雨
夜
に
安
か
ろ
う
と
呼
ぶ
と
こ
は
難
產
を
心
配
せ
し
執
念
の
殘
り
し

と
云
ふ
意
か
、
蒼
鷺
な
ど
夜
燐
光
を
放
つ
を
、
上
に
引
け
る
倭
漢
三
才
圖
會
の
文
と
く
ら
ぶ
る
に
、
何
に
か
、

九
州
に
は
夜
燐
光
有
て
鳴
聲
宜
し
か
ら
ぬ
鳥
あ
る
を
、
產
死
の
女
靈
に
附
會
し
て
「
う
ぶ
め
」
鳥
の
話
を
生

ぜ
る
に
や
有
ん
、
小
兒
の
衣
類
、
何
な
り
と
も
戶
外
に
遺
る
ゝ
と
き
は
、
夜
其
兒
安
眠
せ
ず
、
又
そ
れ
に
鳥

糞
掛
る
と
き
は
、
出
世
を
妨
ぐ
と
は
、
此
邊
に
も
い
ふ
こ
と
に
し
て 

B
en

t, o
p

.cit, p
. 1

8
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に
も
希
臘
の
シ

キ
ノ
ス
島
に
て
、
夜
戶
外
に
乾
せ
し
衣
は
、
香
爐
に
て
薰
べ
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ふ
す
べ
し
」
。］
後
な

ら
で
は
、
決
し
て
產
婦
と
嬰
兒
に
着
せ
ず
、
此
島
濕
氣
甚
け
れ
ば
、
全
く
無
稽
の
冗
談
に
非
じ
、
と
云
り
、 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
こ
こ
で
珍
し
く
改
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
初
出
で
も
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、

次
の
頭
の
字
下
げ
は
ご
覧
の
通
り
な
い
し
、
話
と
し
て
、
こ
こ
で
敢
え
て
改
行
す
べ
き
理
由
も
、
私
は
見
出

せ
な
い
。
敢
え
て
言
う
な
ら
、
話
が
夜
泣
き
の

咒
ま
じ
な
い

に
少
し
ず
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
ト
と
し
て
は
独

立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
電
子
化
は
一
緒
に
す
る
。
］ 

此
邊
に
て
小
兒
夜
驚
き
啼
く
を
防
が
ん
と
て
、
今
も
玄
米
を
撒
く
人
あ
り
、
豆
粒
樣
と
て
、
甲
冑
着
た
る
小

き
者
來
り
襲
ふ
が
米
を
畏
れ
て
去
る
と
也
、
昔
よ
り
の
風
と
見
え
て
、
今
昔
物
語
二
十
七
卷
三
十
章
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
卷
十
四
十
七
章
」
で
あ
る
が
、
全
く
の
誤
認
で
あ
る
の
で
、「
選
集
」
で
訂
し
た
。］

に
、「
今
は
昔
、
あ
る
人
方
違
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
に
、
下
京
邊
に
幼
兒
を
具
し
て
行
け
り
、
其

家
に
靈
有
し
を
彼
人
は
知
ざ
り
け
り
、
幼
兒
の
枕
の
上
に
火
を
近
く
と
ぼ
し
て
、
側
に
二
三
人
計
り
寢
た
り
、

乳
母
は
目
を
さ
ま
し
て
、
兒
に
乳
を
含
め
て
居
た
り
け
る
に
、
夜
半
計
り
に
塗
籠
の
戶
を
細
目
に
開
て
、
長

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
け
」。］
五
寸
許
の
男
の
裝
束
し
た
る
が
、
馬
に
乘
て
十
人
計
り
、
枕
の
邊
を
渡
り

け
れ
ば
、
乳
母
怖
し
と
思
乍
ら
、
打
撒
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
ち
ま
き
」。］
の
米
を
摑
ん
で
擲
懸
［
や
ぶ

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/46
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


ち
ゃ
ん
注
：「
な
げ
か
け
」
］
け
る
に
、
此
渡
る
者
共
颯
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
と
」
。］
散
て
失
け
り
、

打
撒
の
米
每
に
血
付
け
り
、
幼
き
兒
ど
も
の
邊
り
に
は
、
必
打
ま
き
を
置
事
也
と
な
ん
、
語
り
傳
た
る
と
也
」

と
見
ゆ
、
御
伽
草
子
の
「
一
寸
法
師
」
に
、
一
寸
法
師
「
或
時
み
つ
物
の
う
ち
ま
き
と
り
、
茶
袋
に
入
れ
、

姬
君
の
臥
し
て
お
は
し
ま
し
け
る
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
「
お
は
じ
ま
し
け
る
」。
初
出
で
訂
し
た
。］、

謀
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
か
り
ご
と
」。］
を
運
ら
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
め
ぐ
ら
し
」。］
、
姬
君
の
御
口

に
ぬ
る
」
こ
と
あ
り
、
み
つ
物
の
打
ち
ま
き
と
は
、
姬
君
の
父
の
領
分
よ
り
收
む
る
貢
米
の
落
散
た
る
を
い

ひ
し
に
て
、
今
俗
に
い
ふ
「
つ
ゝ
を
」
米
を
指
す
か
、
然
ば
、
米
を
打
ち
ま
き
と
云
に
、「
つ
ゝ
を
」
米
と

鬼
に
擲
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
な
げ
う
ち
」。］
撒
く
二
原
意
有
り
と
思
は
る
、
豆
穀
を
擲
て
鬼
魅
を
奔
ら

す
事 

F
razaer,`G

o
ld

en
 B

o
u
g
h

` 

其
他
に
、
例
多
く
擧
げ
、
理
由
を
も
辨
じ
た
れ
ば
こ
ゝ
に
繰
り
返
さ
ず
、 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
酉
陽
雜
爼
十
六
に
云
、
鬼
車
鳥
、
相
傳
此
鳥
昔
有
十
首
、
能
收
人
魂
、
一
首
爲
犬
所

噬
、
秦
中
天
陰
有
時
聲
、
聲
如
力
車
鳴
、
或
言
是
水
鷄
過
也
」
原
文
は
も
っ
と
続
く
。 

 
 

 

＊ 

鬼
車
鳥
、
相
傳
此
鳥
昔
有
十
首
、
能
收
人
魂
、
一
首
爲
犬
所
噬
。
秦
中
天
陰
、
有
時
有
聲
、
聲
如
力
車
鳴
、

或
言
是
水
雞
過
也
。 

「
白
澤
圖
」
謂
之
蒼
鸆
、
帝
嚳
書
、
謂
之
逆
鶬
、
夫
子
、
子
夏
所
見
。
寶
歷
中
、
國
子
四
門
助
敎
史
逈
語
成

式
、
嘗
見
裴
瑜
所
注
「
爾
雅
」
言
、
鶬
糜
鴰
是
九
頭
鳥
也
。 

 
 

 

＊ 

 

鬼
車
鳥
、
相
ひ
傳
ふ
、「
此
の
鳥
、
昔
、
十
首
有
り
、
能
く
人
の

魂
た
ま
し
ひ

を
收
す
。
一
首
、
犬
に
噬か

ま
れ
た

り
。
秦
中
、
天
、
陰く

も

れ
ば
、
時
、
有
り
て
、
聲
、
有
り
、
聲
、
力
車
の
鳴
る
が
ご
と
し
」
と
。
或
い
は
是
れ
、

「
水
雞

す
い
け
い

の
過
ぐ
る
を
言
ふ
な
り
」
と
。 

 

「
白
澤
圖
」
は
、
之
れ
を
「
蒼
鸆

さ

う

ぐ

」
と
謂
ふ
。
帝
嚳
の
書
は
、
之
れ
を
「
逆
鶬

げ
き
さ
う

」
と
謂
ふ
。
夫
子

ふ

う

し

［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
孔
子
。］、
子
夏
と
見
ら
る
。
寶
歷
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
八
二
五
年
～
八
二
六
年
。
中
唐
末
期
。］

中
、
國
子
四
門
助
敎
史
た
る
逈け

い

、
成
式
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
筆
者
段
成
式
。］
に
語
る
に
、『
嘗
つ
て
見
し
裴
瑜

は

い

ゆ

の
注
せ
る
「
爾
雅
」
に
言
ふ
に
、「
鶬
は
糜
鴰

び

か

つ

、
是
れ
、
九
頭
の
鳥
な
り
」
と
』
と
。 

 
 

 

＊ 

こ
こ
に
出
る
「
白
澤
圖
」
の
「
白
澤
」
は
聖
獣
の
名
。
人
語
を
操
り
、
森
羅
万
象
に
精
通
す
る
。
麒
麟
・
鳳

凰
同
様
、
有
徳
の
君
子
あ
る
時
の
み
姿
を
現
す
と
い
う
。
一
般
に
は
、
牛
若
し
く
は
獅
子
の
よ
う
な
獣
体
で
、

人
面
に
し
て
顎
髭
を
蓄
え
、
顔
に
三
個
、
胴
体
に
六
個
の
眼
、
頭
部
に
二
本
、
胴
体
に
四
本
の
角
を
持
つ
と

す
る
。
三
皇
五
帝
の
一
人
、
医
薬
の
祖
と
さ
れ
る
黄
帝
が
東
方
巡
行
し
た
折
り
、
白
澤
に
遭
遇
、
白
澤
は
黄

帝
に
「
精
気
が
凝
っ
て
物
体
化
し
、
遊
離
し
た
魂
が
変
成
し
た
も
の
は
こ
の
世
に
一
万
千
五
百
二
十
種
あ
る
」

と
教
え
、
そ
の
妖
異
鬼
神
に
つ
い
て
詳
述
、
黄
帝
が
こ
れ
と
白
澤
の
姿
を
部
下
に
書
き
取
ら
せ
た
も
の
を

「
白
澤
圖
」
と
い
う
（
偽
書
以
外
の
何
物
で
も
な
い
）。
因
み
に
、
本
邦
で
は
江
戸
時
代
、
こ
の
白
澤
の
図

像
な
る
も
の
は
、
旅
行
者
の
護
符
や
コ
ロ
リ
（
コ
レ
ラ
）
等
の
疫
病
退
散
の
呪
い
と
し
て
、
甚
だ
流
行
し
た
。

さ
て
。
私
は
実
は
こ
の
十
の
頭
（
但
し
、
一
つ
は
犬
に
食
わ
れ
て
欠
損
し
て
い
る
か
）
を
持
つ
と
い
う
如
何

に
も
中
国
大
陸
然
と
し
た
過
剰
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
妖
鳥
に
、
あ
る
種
の
呆
れ
を
感
じ
（
多
け
り
ゃ
怖
い
的
な

物
量
至
上
主
義
は
ア
メ
リ
カ
軍
と
同
じ
で
心
底
、
馬
鹿
に
し
た
く
な
る
の
で
あ
る
）、
あ
ま
り
注
す
る
気
が

起
こ
ら
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
今
ま
で
の
や
っ
ぱ
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
注
と
比
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し
て
、
こ
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
の
で
、
や
は
り
、
注
せ
ず
ん
ば
な
ら
ず
な
の
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
熊
楠
に
物
申
し
た
い
の
は
、
こ
の
「
酉
陽
雜
爼
」
に
出
る
「
水
雞
」
は
鳥
の
ク
イ
ナ
（
鳥
綱
ツ
ル
目

ク
イ
ナ
科
ク
イ
ナ
属
ク
イ
ナ 

R
a
llu

s a
q
u

a
ticu

s

或
い
は
そ
れ
に
似
た
同
じ
水
辺
に
い
る
水
鳥
。
次
注
参
照
）

な
ん
ぞ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
水
」
の
中
に
い
る
「
雞
」（
に
わ
と
り
）
の
よ
う
な
味
の
す
る
蛙
の

こ
と
で
あ
る
。
則
ち
、
こ
の
部
分
は
、
俗
伝
の
中
に
は
「
鬼
車
鳥
な
ん
て
い
や
し
な
い
よ
！ 

蛙
が
鳴
い
て
通

り
過
ぎ
た
の
を
化
鳥
の
声
と
思
っ
た
だ
け
さ
！
」
と
い
う
否
定
論
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
（
と
私
は
読
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）。 

 

「
鬼
車
鳥
」
及
び
そ
れ
と
同
類
と
思
わ
れ
る
鳥
の
他
の
漢
籍
記
載
は
、
概
ね
、
以
上
と
変
わ
ら
な
い
。
所

持
す
る
東
洋
文
庫
訳
注
（
今
村
与
志
雄
訳
。
一
九
八
一
年
刊
。
上
の
訓
読
は
今
村
氏
の
現
代
語
訳
を
参
考
に

し
て
独
自
に
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
）
の
注
に
よ
れ
ば
、
他
の
特
異
点
は
出
口
米
吉
の
か
の
論
文
に
も
「
梅
園

日
記
」
の
孫
引
き
の
形
で
引
か
れ
て
あ
る
「
北
戸
録
」（「
酉
陽
雑
爼
」
の
作
者
段
成
式
の
甥
段
公
路
の
作
）
の

「
孔
雀
媒
」
記
載
で
（
原
文
全
文
を
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
か
ら
丸
ご
と
引
い
て
お
く
。
但
し
、
同
書

の
影
印
画
像
で
視
認
し
て
電
子
化
さ
れ
た
そ
れ
を
敢
え
て
字
を
正
し
て
お
い
た
。
下
線
は
私
が
附
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

 

孔
雀
媒 

雷
羅
數
州
收
孔
雀
雛
養
之
使
極
馴
擾
致
於
山
野
間
以
物
絆
足
傍
施
網
羅
伺
野
孔
雀
至
卽
倒
網
掩
之
舉
無
遺
者

或
生
折
翠
羽
以
珠
刀
毛
編
爲
簾
子
拂
子
之
屬
粲
然
可
觀
眞
神
禽
也
【
又
後
魏
書
龜
兹
國
孔
雀
羣
飛
山
谷
間
人

取
養
而
食
之
字
乳
如
鷄
鶩
其
王
家
恒
千
餘
隻
】
一
說
孔
雀
不
【
必
疋
】
偶
但
音
影
相
接
便
有
孕
如
白
鶂
雄
雌
相

視
則
孕
或
曰
雄
鳴
上
風
雌
鳴
下
風
亦
孕
見
博
物
志
【
又
淮
南
八
公
相
鵠
經
曰
復
百
六
十
年
變
止
雌
雄
相
視
目

睛
不
轉
而
孕
千
六
百
年
形
定
也
又
稽
聖
賦
豪
豕
自
爲
雌
雄
缺
鼻
曾
無
牝
牡
卽
雌
兔
䑛
雄
而
孕
是
矣
】
又
周
書

曰
成
王
時
方
人
獻
孔
鳥
方
亦
戎
別
名
山
海
經
南
方
孔
鳥
郭
璞
注
孔
雀
也
宋
紀
曰
孝
武
大
明
五
年
有
郡
獻
白
孔

雀
爲
瑞
者
噫
象
以
齒
而
焚
麝
因
香
而
死
今
孔
雀
亦
以
羽
毛
爲
累
得
不
悲
夫
愚
按
說
文
曰
率
鳥
者
繫
生
鳥
以
來

之
名
曰
㘥
字
林
音
由
今
獵
師
有
㘥
也
淮
南
萬
畢
術
曰
鴟
鵂
致
鳥
注
云
取
鴟
鵂
折
其
大
羽
絆
其
兩
足
以
爲
媒
張

羅
其
旁
衆
鳥
聚
矣
博
物
志
又
云
鵂
鶹
休
【
留
鳥
】
一
名
鴟
鵂
晝
日
無
所
見
夜
則
目
至
明
人
截
手
爪
棄
露
地
此

鳥
夜
至
人
家
拾
取
視
之
則
知
有
吉
凶
凶
者
輒
更
鳴
其
家
有
殃
也
莊
子
云
鴟
鵂
夜
撮
蚤
察
毫
末
晝
出
冥
目
而
不

見
丘
山
言
性
殊
也
陳
藏
器
引
五
行
書
除
手
爪
埋
之
戸
內
恐
爲
此
鳥
所
得
其
鵂
鶹
卽
姑
獲
鬼
車
鴞
鵩
類
也
姑
獲

玄
中
記
云
夜
飛
晝
藏
一
名
天
帝
少
女
一
名
夜
行
遊
女
一
名
隱
飛
好
取
人
小
兒
食
之
今
時
小
兒
之
衣
不
欲
夜
露

者
爲
此
物
愛
以
血
點
其
衣
爲
誌
卽
取
小
兒
也
又
云
衣
毛
爲
鳥
脫
毛
為
爲
女
人
昔
豫
章
男
子
見
田
中
有
六
七
女

人
不
知
是
鳥
扶
匐
往
先
得
其
所
解
毛
卽
藏
之
卽
往
就
諸
鳥
各
走
取
毛
衣
飛
去
一
鳥
獨
不
去
男
子
取
爲
婦
生
三

女
其
母
後
使
女
問
父
知
衣
在
積
稻
下
得
之
衣
而
飛
去
後
以
衣
迎
三
女
兒
得
衣
亦
飛
去
鬼
車
一
名
鬼
鳥
今
猶
九

首
能
入
人
屋
收
魂
氣
爲
犬
所
噬
一
首
常
下
血
滴
人
家
則
凶
荊
楚
歲
時
記
夜
聞
之
捩
狗
耳
言
其
畏
狗
也
白
澤
圖

云
昔
孔
子
子
夏
所
見
故
歌
之
其
圖
九
首
今
呼
爲
九
頭
鳥
也
毛
詩
義
䟽
曰
鴞
大
如
鳩
惡
聲
鳥
入
人
家
凶
其
肉
甚

美
可
爲
炙
漢
供
御
物
各
隨
其
時
唯
鴞
冬
夏
施
之
以
美
也
禮
内
則
曰
鴞
胖
莊
子
云
見
彈
求
鴞
炙
陳
藏
器
又
云
古

人
重
其
炙
尙
肥
美
也
又
按
說
文
曰
梟
不
孝
鳥
至
日
捕
梟
磔
之
如
淳
曰
漢
使
東
郡
送
梟
五
月
五
日
作
梟
羮
賜
百

官
以
其
惡
鳥
故
食
之
愚
謂
古
人
尙
鴞
炙
是
意
欲
滅
其
族
非
爲
其
美
也
又
淮
南
萬
畢
術
甑
瓦
止
梟
鳴
取
破
甑
向

梟
抵
之
輙
自
止
也 

 
 

 

＊ 

で
、「
毛
詩
義
疏
」（
恐
ら
く
「
隨
志
」
の
引
用
）
に
は
、
鬼
車
鳥
と
同
類
と
考
え
ら
れ
る
鴞

き
ょ
う

は
鳩
ぐ
ら
い
の

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=543534
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=82678&page=20
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=82678&page=20
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=82678&page=20
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=82678&page=20


大
き
さ
で
、『
悪
い
声
を
出
す
。
人
家
に
入
る
と
、
凶
で
あ
る
』
と
し
な
が
ら
も
、『
そ
の
肉
は
、
た
い
へ
ん
美

味
で
、
焼
肉
に
し
て
よ
い
』
と
俄
然
、
実
在
す
る
鳥
の
様
相
を
示
し
、
漢
代
に
既
に
冬
も
夏
も
鴞
の
肉
を
供
物

と
し
て
用
意
し
た
が
、
そ
れ
は
一
年
を
通
し
て
、『
美
味
だ
か
ら
で
あ
る
』
と
あ
り
、
唐
代
の
本
草
学
者
で
明

の
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」
に
も
よ
く
引
か
れ
て
あ
る
、
陳
蔵
器
は
古
人
が
こ
の
鳥
の
炙
り
肉
を
好
ん
だ
の

は
、
脂
が
乗
っ
て
『
美
味
で
あ
る
こ
と
を
尊
ん
だ
の
で
あ
る
』
と
あ
り
、
そ
れ
は
以
上
の
原
文
か
ら
も
判
る
。 

 

さ
て
も
！ 

こ
こ
で
は
、
も
う
禍
々
し
い
首
だ
ら
け
の
怪
鳥
な
ん
ぞ
で
は
な
い
、
鳴
き
声
が
厭
な
感
じ
だ

け
れ
ど
、
実
在
す
る
鳥
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
そ
れ
は
「
彼
ら
に
外
な
ら
な
い
」
で
な
い
か
！ 

一
応
、
ウ
ィ

キ
の
「
鬼
車
」
を
引
い
て
み
よ
う
か
。『
中
国
に
伝
わ
る
怪
鳥
』
で
、『
東
晋
の
小
説
集
『
捜
神
記
』
に
は
「
羽

衣
女
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
江
西
省
の
あ
る
男
が
、
数
人
の
女
を
見
つ
け
た
』
。

一
『
人
の
女
の
脱
ぎ
捨
て
た
毛
の
衣
が
あ
っ
た
の
で
、
男
が
そ
れ
を
隠
し
て
女
た
ち
に
近
寄
る
と
、
女
た
ち

は
鳥
と
な
っ
て
飛
び
去
っ
た
が
、
毛
衣
を
隠
さ
れ
た
』
一
『
人
だ
け
は
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
男
は
彼
女
を

妻
と
し
、
後
に
子
供
を
も
う
け
た
。
後
に
女
が
隠
さ
れ
て
い
た
毛
衣
を
見
つ
け
、
鳥
と
な
っ
て
飛
び
去
り
、

さ
ら
に
後
に
別
の
衣
を
持
っ
て
子
供
た
ち
を
迎
え
に
来
て
、
皆
で
鳥
と
な
っ
て
飛
び
去
っ
た
』。『
西
晋
代
の

書
『
玄
中
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
羽
衣
女
が
後
に
「
鬼
車
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
』
（
い
や

い
や
！ 

何
で
私
の
好
き
な
「
捜
神
記
」
の
羽
衣
伝
説
マ
ン
マ
の
し
み
じ
み
し
た
話
が
、
何
で
！ 

九
頭
の
醜

い
凶
鳥
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

と
聴
き
た
い
の
だ
よ
！
）。『『
太
平
御
覧
』
に
は
、
斉
の
国
（
現
・
山
東

省
）
に
頭
を
』
九
『
つ
持
つ
赤
い
鳥
が
お
り
、
カ
モ
に
似
て
』、
九
『
つ
の
頭
が
皆
』
、『
鳴
く
と
あ
る
』。『
唐

代
の
『
嶺
表
録
異
』
に
よ
れ
ば
、
鬼
車
は
』
九
『
つ
の
頭
を
持
つ
鳥
で
、
嶺
外
（
中
国
南
部
か
ら
北
ベ
ト
ナ

ム
北
部
か
け
て
）
に
多
く
い
る
も
の
で
、
人
家
に
入
り
込
ん
で
人
間
の
魂
を
奪
う
。
あ
る
と
き
』、『
頭
の
う

ち
の
一
つ
を
犬
に
噛
ま
れ
た
た
め
、
常
に
そ
の
首
か
ら
血
を
滴
ら
せ
て
お
り
、
そ
の
血
を
浴
び
た
家
は
不
幸

に
苛
ま
れ
る
と
い
う
』。『『
正
字
通
』
で
は
「
鶬
虞
（
そ
う
ぐ
）」
の
名
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
九
頭
鳥
（
き

ゅ
う
と
う
ち
ょ
う
）
」
と
も
い
い
、
ミ
ミ
ズ
ク
の
一
種
で
あ
る
鵂
鶹
（
き
ゅ
う
り
ゅ
う
）
に
似
た
も
の
で
、

大
型
の
も
の
で
は
』
一
『
丈
あ
ま
り
（
約
』
三
『
メ
ー
ト
ル
）
の
翼
を
持
ち
、
昼
に
は
も
の
が
見
え
な
い
が
、

夜
に
は
見
え
、
火
の
光
を
見
る
と
目
が
く
ら
ん
で
墜
落
し
て
し
ま
う
と
い
う
』（
い
や
い
や
！ 

そ
れ
っ
て
！ 

フ
ク
ロ
ウ
・
ミ
ミ
ズ
ク
類
、
そ
の
マ
ン
マ
で
し
ょ
う
が
！
？
！
）『
南
宋
代
の
書
『
斉
東
野
語
』
で
は
、
鬼
車

は
』
十
『
個
の
頭
の
う
ち
の
一
つ
を
犬
に
噛
み
切
ら
れ
、
人
家
に
血
を
滴
ら
せ
て
害
を
な
す
と
い
う
。
そ
の

た
め
に
鬼
車
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
者
は
、
家
の
灯
り
を
消
し
、
犬
を
け
し
か
け
て
吠
え
さ
せ
る
こ
と
で
追
い

払
っ
た
と
い
う
』。『
ま
た
、
鬼
車
と
は
ま
っ
た
く
別
の
伝
説
と
し
て
、
人
の
子
供
を
奪
っ
て
養
子
に
す
る
と

い
わ
れ
る
神
女
「
女
岐
（
じ
ょ
き
）」
が
あ
る
。『
楚
辞
』
に
は
「
女
岐
は
夫
も
い
な
い
の
に
な
ぜ
』
九
『
人

も
の
子
供
が
い
る
の
か
」
と
あ
り
、
こ
の
言
い
伝
え
が
前
述
の
『
捜
神
記
』
で
の
鬼
車
と
子
供
に
ま
つ
わ
る

話
と
習
合
し
、
さ
ら
に
「
九
子
」
が
「
九
首
」
と
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
鬼
車
が
』
九
『
つ
の
頭

を
持
つ
鳥
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
』。『
前
述
の
『
玄
中
記
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
鬼
車
、

羽
衣
女
、
女
岐
の
伝
承
を
統
合
し
た
形
で
「
姑
獲
鳥
（
こ
か
く
ち
ょ
う
）」
と
い
う
鬼
神
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
た
め
』、『
書
籍
に
よ
っ
て
は
鬼
車
が
姑
獲
鳥
の
別
名
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
』。『
頭
の
』
一
『
つ

は
犬
に
噛
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
周
王
朝
の
宰
相
・
周
公
旦
の
庭
師
に
撃
ち
落
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
』

と
あ
る
。 

 

私
の
憤
懣
は
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
私
が
不
満
た
ら
た
ら
な
の
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
こ
う
し
た

中
国
で
形
成
さ
れ
た
畸
形
醜
悪
の
「
鬼
車
鳥
」
が
何
で
我
ら
の
「
七
草
粥
」
の
穏
や
か
な
習
俗
に
強
引
に
結
合

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AC%BC%E8%BB%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AC%BC%E8%BB%8A


し
て
し
ま
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
凶
鳥
の
声
も
姿
も
古
文
で
は
語
ら
れ
て
い
な
い

不
審
（
鬼
車
鳥
が
本
邦
の
妖
怪
伝
承
の
潮
流
の
中
で
全
く
進
化
し
て
い
な
い
点
）
に
あ
る
わ
け
だ
。
私
は
そ
の

原
因
こ
そ
が
、「
多
頭
」
性
に
あ
る
と
睨
ん
で
い
る
。
日
本
人
に
は
、
こ
の
手
の
「
コ
レ
デ
モ
カ
・
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
」
系
妖
怪
は
人
気
が
出
な
い
の
で
あ
る
。
正
直
、
鳥
の
本
体
に
十
も
九
つ
も
頭
が
あ
っ
て
は
、
怖
い
ど
こ

ろ
か
、
滑
稽
な
だ
け
だ
か
ら
だ
。
し
か
も
、
犬
に
弱
い
と
き
た
も
ん
だ
っ
て
え
の
！ 

 

小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
は
、「
鬼
車
」
を
立
項
す
る
も
、『
頭
が
九
つ
あ
り
、
幼
児
を
さ
ら
う
と

さ
れ
る
想
像
上
の
妖
鳥
。「
易
経―

睽
卦
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
け
い
け
」。］」
の
「
載
二

鬼
一
車
一

」
の
句
に

よ
る
名
と
い
う
。
鬼
車
鳥
。』
と
あ
る
だ
け
だ
。
こ
の
解
説
、
何
も
我
々
に
有
益
な
情
報
を
与
え
て
呉
れ
て

は
い
な
い
。「
何
で
そ
う
な
る
の
？
！
？
」
と
い
う
痛
切
な
期
待
を
完
全
に
裏
切
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
賢
明
な
諸
君
は
、
も
う
、
お
判
り
だ
ろ
う
、「
鬼
車
鳥
」
の
正
体
、
そ
の
実
在
が
。 

 

私
の
乏
し
い
知
識
か
ら
考
え
る
「
鬼
車
鳥
」
論
を
示
す
。 

 

「
鬼
」
は
元
来
、
中
国
語
で
は
既
に
示
し
た
通
り
、
幎
冒
（
べ
き
ぼ
う
）
を
被
せ
た
「
死
者
」
の
姿
を
表
わ

す
。
死
者
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
本
来
は
人
の
遺
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
れ
ば
、
そ
れ
は
冥
界
の
存
在

を
シ
ン
ボ
ル
ラ
イ
ズ
す
る
。「
車
」
は
「
廻
（
め
ぐ
）
る
」
物
で
あ
る
。
人
の
死
者
の
顔
の
よ
う
に
見
え
る
も

の
で
、
人
の
頭
部
と
は
異
な
り
、
ぐ
る
り
と
車
の
よ
う
に
背
後
の
方
ま
で
廻
る
の
で
あ
る
。
冥
界
は
夜
の
闇
に

通
ず
る
。
夜
の
闇
の
中
に
跳
梁
し
、
不
気
味
な
人
の
顔
の
よ
う
な
も
の
で
、
ぐ
る
り
と
回
る
顔
の
よ
う
な
「
鳥
」

で
あ
る
。
そ
奴
は
家
の
中
に
も
侵
入
す
る
。
家
の
中
は
屋
根
裏
を
含
む
。
そ
う
だ―

―

こ
れ
は
フ
ク
ロ
ウ
や
ミ

ミ
ズ
ク
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。
十
の
首
と
は
、
古
代
人
に
は
足
を
動
か
さ
な
い
で
首
だ
け
を
動
か
す
と
は
思

う
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、
十
方
に
顔
が
あ
る
と
し
た
の
だ
。
し
か
し
実
際
に
は
彼
ら
は
真
後
ろ
は
流
石
に

向
け
な
い
。
そ
ん
な
背
後
か
ら
の
彼
ら
を
見
た
者
が
、
そ
こ
に
全
数
か
ら
マ
イ
ナ
ス
一
が
生
じ
た
。
そ
れ
が
し

ょ
ぼ
く
も
犬
に
食
わ
れ
た
と
す
る
一
つ
の
首
だ
。
ま
た
、
或
い
は
、
そ
の
妖
鳥
の
魔
力
を
事
前
に
封
ず
る
手
だ

て
と
し
て
、
弱
点
と
し
て
の
マ
イ
ナ
ス
一
を
加
え
、
而
し
て
絶
対
最
大
の
陽
数
で
あ
る
「
九
」
を
「
鬼
車
鳥
」

そ
の
も
の
の
な
か
に
負
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
組
み
込
ん
だ
の
だ
と
も
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
彼
ら
の
博

物
誌
は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

鴟
鵂
（
み
み
づ
く
） 

（
フ
ク
ロ
ウ
科
の
「
み
み
づ

く
」
類
）」
及
び
、
続
く
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

鴞
（
ふ
く
ろ
ふ
） 

（
フ
ク
ロ
ウ
類
）」

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

最
後
に
、
鬼
車
鳥
を
吸
収
合
併
し
て
、
本
邦
で
は
消
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た
、
張
本
人
と
思
わ
れ
る
強
力
な

日
本
の
妖
鳥
の
そ
れ
を
示
し
て
、
終
わ
り
と
す
る
。
本
文
前
の
冒
頭
注
で
も
触
れ
た
、
そ
う
、「
和
漢
三
才
圖

會
卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

姑
獲
鳥
（
う
ぶ
め
） 

（
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
？
／
私
の
独
断
モ
デ
ル
種
比
定
）」

で
あ
る
。
私
の
言
い
た
い
こ
と
は
そ
ち
ら
で
言
い
尽
く
し
て
い
る
。
ま
さ
か
「
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
」
が
モ
デ

ル
鳥
と
い
う
の
も
、
誰
も
考
え
ち
ゃ
あ
、
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
ど
う
ぞ
！ 

そ
ち
ら
を
お
読
み
あ
れ
か

し
！
！
！ 

「
水
鷄
は 
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」
熊
楠
が
参
考
に
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
で
外
交
官
で
あ
っ
た
パ
ウ
ル
・
ゲ
オ
ル
ク
・
フ

ォ
ン
・
メ
レ
ン
ド
ル
フ
（P

au
l G

eo
rg
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o
n
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ö
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rff 

一
八
四
七
年
～
一
九
〇
一
年
：
十
九
世
紀
後
半

に
朝
鮮
の
国
王
高
宗
の
顧
問
を
務
め
、
ま
た
、
中
国
学
へ
の
貢
献
で
も
知
ら
れ
、
満
州
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記

を
考
案
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
朝
鮮
政
府
で
の
任
を
去
っ
た
後
、
嘗
て
の
上
海
で
就
い
て
い
た
中
国
海

https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/「和漢三才圖會卷第四十四　山禽類　鴟鵂（みみづく）　（フクロウ科の「みみづく」類）」
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/「和漢三才圖會卷第四十四　山禽類　鴟鵂（みみづく）　（フクロウ科の「みみづく」類）」
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/「和漢三才圖會卷第四十四　山禽類　鴟鵂（みみづく）　（フクロウ科の「みみづく」類）」
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/「和漢三才圖會卷第四十四　山禽類　鴟鵂（みみづく）　（フクロウ科の「みみづく」類）」
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-e950.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-e950.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html


関
（
税
関
）
の
仕
事
に
復
し
、
南
の
条
約
港
寧
波
の
関
税
局
長
官
と
な
り
、
そ
こ
で
没
し
た
）
が
書
い
た
、

河
北
省
の
脊
椎
動
物
に
つ
い
て
の
論
文
で
あ
る
。「V

an
ellu

s cristatu
s

」
は
チ
ド
リ
目
チ
ド
リ
亜
目
チ
ド
リ

科
タ
ゲ
リ
属
タ
ゲ
リ 

V
a
n
ellu

s va
n
ellu

s 

の
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
る
。
全
長
約
三
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
長
い

冠
羽
を
も
っ
た
大
型
の
チ
ド
リ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
南
部
に
か
け
て
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の

中
緯
度
地
方
で
繁
殖
し
、
冬
は
少
し
南
へ
移
動
す
る
。
日
本
に
は
主
に
冬
鳥
と
し
て
渡
来
す
る
が
、
石
川
・

新
潟
・
福
井
・
茨
城
な
ど
で
は
少
数
が
繁
殖
し
て
い
る
。
頭
上
・
後
頸
・
背
・
翼
は
黒
く
、
光
沢
が
あ
る
。

上
尾
筒
は
橙
栗
色
で
、
尾
は
基
部
が
白
く
、
先
が
黒
い
。
翼
の
下
面
は
風
切
が
黒
く
、
雨
覆
は
白
色
で
対
照

が
著
し
い
。
鳴
き
声
は
猫
の
よ
う
に
怪
し
い
。
サ
イ
ト
「
サ
ン
ト
リ
ー
の
愛
鳥
活
動
」
の
「
タ
ゲ
リ
」
で
聴

く
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
に
は
、『
翼
は
金
属
光
沢
の
あ
る
緑
黒
色
。
頭
に
は
後
方
へ
伸
び
る
か
ざ
り
羽
が

あ
り
』、『「
ミ
ュ
ー
ウ
ッ
」
あ
る
い
は
「
ミ
ャ
ー
ッ
」
と
聞
こ
え
る
猫
の
鳴
き
声
に
似
た
声
を
出
』
す
と
し
、

『
冬
鳥
と
し
て
北
方
か
ら
渡
っ
て
来
て
、
積
雪
の
な
い
地
方
で
冬
枯
れ
の
田
ん
ぼ
の
刈
り
あ
と
や
』、『
湖
沼

畔
に
群
れ
を
』
作
り
、『
飛
ぶ
と
き
は
丸
み
の
あ
る
翼
を
フ
ワ
フ
ワ
と
は
ば
た
か
せ
、
白
と
黒
の
模
様
を
あ

ざ
や
か
に
浮
き
立
た
せ
』
る
と
あ
る
。
私
は
熊
楠
の
よ
う
に
「
鬼
車
鳥
」
の
正
体
が
タ
ゲ
リ
だ
と
は
思
わ
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
鳴
き
声
、
空
中
を
ふ
わ
ふ
わ
と
人
魂
の
よ
う
に
飛
ぶ
白
黒
の
そ
れ
は
、
不
吉
な
霊
魂
の
象

徴
、
冥
界
の
禍
々
し
い
鳥
と
名
指
さ
れ
て
も
、
必
ず
し
も
違
和
感
は
抱
か
な
い
と
は
言
っ
て
お
こ
う
。
因
み

に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
本
種
群
を
不
吉
な
鳴
き
声
の
鳥
と
し
て
「w

a
n

d
erin

g
 jew

」（
彷
徨
え
る
ユ
ダ
ヤ
人
）
と

い
う
差
別
的
呼
称
が
残
っ
て
い
る
。 

「
鵺
」
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

鵼
（
ぬ
え
） 

（
怪
獣
／
鳴
き
声
の
モ
デ
ル
は
ト

ラ
ツ
グ
ミ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
熊
楠
は
、
文
脈
上
は
妖
獣
と
し
て
の
そ
れ
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
。 

「K
n
o
x
,`A

n
 H

isto
rical R

elatio
n
 o

f th
e Islan

d
 o

f C
ey

lo
n
,` 1

6
8
1
, p

. 7
8

」
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
属

し
た
イ
ギ
リ
ス
海
軍
大
尉
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ッ
ク
ス
（R

o
b
ert K

n
o
x
 

一
六
四
一
年
～
一
七
二
〇
年
）
が
現
地

に
赴
い
た
際
の
記
録
に
基
づ
く
も
の
。
原
本
を
綺
麗
に
電
子
化
し
た
も
の
が
「g

u
ten

b
erg

」
に
あ
る
の
を
発

見
、
少
し
手
間
取
っ
た
が
、
そ
の
「T

h
e D

ev
il`s V

o
ice o

ften
 h

eard
.

」
と
頭
書
す
る
条
に
、 

 
 

 

＊ 

 
 
 
T

h
is fo

r certain
 I can

 affirm
, T

h
at o

ften
tim

es th
e D

ev
il d

o
th

 cry
 w

ith
 an

 au
d

ib
le V

o
ice in

 th
e N

ig
h
t; 

`tis v
ery

 sh
rill alm

o
st lik

e th
e b

ark
in

g
 o

f a D
o
g
. T

h
is I h

av
e o

ften
 h

eard
 m

y
 self; b

u
t n

ev
er h

eard
 th

at 

h
e d

id
 an

y
 b

o
d
y
 an

y
 h

arm
. O

n
ly

 th
is o

b
serv

atio
n
 th

e In
h
ab

itan
ts o

f th
e L

an
d

 h
av

e m
ad

e o
f th

is V
o
ice, 

an
d
 I h

av
e m

ad
e it also

, th
at eith

er ju
st b

efo
re o

r v
ery

 su
d
d
en

ly
 after th

is V
o
ice, th

e K
in

g
 alw

ay
s cu

ts 

o
ff P

eo
p
le. T

o
 b

eliev
e th

at th
is is th

e V
o
ice o

f th
e D

ev
il th

ese reaso
n

s u
rg

e, b
ecau

se th
ere is n

o
 C

reatu
re 

k
n
o
w

n
 to

 th
e In

h
ab

itan
ts, th

at cry
 lik

e it, an
d
 b

ecau
se it w

ill o
n
 a su

d
d
en

 d
ep

art fro
m

 o
n

e p
lace, an

d
 

m
ak

e a n
o
ise in

 an
o
th

er, q
u
ick

er th
an

 an
y
 fo

w
l co

u
ld

 fly
: an

d
 b

ecau
se th

e v
ery

 D
o
g

s w
ill trem

b
le an

d
 

sh
ak

e w
h
en

 th
ey

 h
ear it; an

d
 `tis so

 acco
u
n
ted

 b
y
 all th

e P
eo

p
le. 

 
 
 
T

h
is V

o
ice is h

eard
 o

n
ly

 in
 C

an
d
e U

d
a, an

d
 n

ev
er in

 th
e L

o
w

 L
an

d
s. W

h
en

 th
e
 V

o
ice is n

ear to
 a 

C
h
in

g
u
lay

e`s h
o
u
se, h

e w
ill cu

rse th
e D

ev
il, callin

g
 h

im
 G

erem
o

i g
o
u
lam

m
ah

, B
eef-eatin

g
 S

lav
e b

e 

g
o
n
e, b

e d
am

n
ed

, cu
t h

is N
o
se o

ff, b
eat h

im
 a p

ieces. A
n
d
 su

ch
 lik

e w
o
rd

s o
f R

ailery, an
d
 th

is th
ey

 

w
ill sp

eak
 alo

u
d
 w

ith
 n

o
ise, an

d
 p

assio
n
, an

d
 th

reatn
in

g
. T

h
is L

an
g

u
ag

e I h
av

e h
eard

 th
em

 b
esto

w
 

u
p
o
n
 th

e V
o
ice; an

d
 th

e V
o
ice u

p
o
n
 th

is alw
ay

s ceaseth
 fo

r a w
h
ile, an

d
 seem

s to
 d

ep
art, b

ein
g

 h
eard

 

https://www.suntory.co.jp/eco/birds/encyclopedia/detail/1343.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-6a6d.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-6a6d.html
https://www.gutenberg.org/files/14346/14346-h/14346-h.htm#d0e6445


at a g
reater d

istan
ce. 

 
 

 
＊ 

と
あ
る
の
が
、
当
該
部
で
あ
る
。 

「F
r.Jo

rd
an

u
s,`M

irab
ilia d

escrip
ta,` tran

s.Y
u
le, 1

8
6
3
, p

. 3
7

」
著
者
は
イ
ン
ド
に
於
け
る
最
初
の
司
教
カ

タ
ラ
ー
ニ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ヌ
ス
（C

atalan
i Jo

rd
an

u
s 

一
二
八
〇
年
頃
～
一
三
三
〇
年
頃
）
。
当
該
書
の

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
こ
の
右
ペ
ー
ジ
に
、 

 
 

 

＊ 

3
5
. W

h
at sh

all I say
 th

en
? 

 
E

v
en

 th
e D

ev
il to

o
 th

ere sp
eak

eth
 to

 m
en

, m
an

y
 a tim

e an
d
 o

ft, in
 th

e 

n
ig

h
t seaso

n
, as I h

av
e h

eard
. 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。 

「
ユ
ー
ル
」
前
書
の
英
訳
者
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
人
に
し
て
東
洋
学
者
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ユ
ー
ル

（H
en

ry
 Y

u
le 

一
八
二
〇
年
～
一
八
八
九
年
）
。
以
下
の
そ
れ
は
、
上
記
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
彼
の
注
の
後
半

に
現
わ
れ
る
。 

 
 

 

＊ 

T
h
e n

o
tio

n
 o

f catch
in

g
 S

h
aitan

 w
ith

o
u
t an

y
 ex

p
en

se to
 G

o
v
ern

m
en

t w
as a su

b
lim

e p
iece o

f A
n
g

lo
-

In
d
ian

 tact, b
u
t th

e o
ffer w

as n
o
t accep

ted
. O

u
r au

th
o
r h

ad
, h

o
w

ev
er, in

 v
iew

 p
ro

b
ab

ly
 th

e stran
g
e cry

 

o
f th

e D
ev

il-b
ird

, as it is called
 in

 C
ey

lo
n
. 

 
"T

h
e S

in
g
h
alese reg

ard
 it literally

 w
ith

 h
o
rro

r, an
d
 its 

scream
 b

y
 n

ig
h
t in

 th
e v

icin
ity

 o
f a v

illag
e is b

ew
ailed

 as th
e h

arb
in

g
er o

f im
p
en

d
in

g
 calam

ity." 
 
" Its 

o
rd

in
ary

 n
o
te is a m

ag
n
ificen

t clear sh
o
u
t, lik

e th
at o

f a h
u
m

an
 b

ein
g
, an

d
 w

h
ich

 can
 b

e h
eard

 at a 

g
reat d

istan
ce, an

d
 h

as a fin
e effect in

 th
e silen

ce o
f th

e clo
sin

g
 n

ig
h
t. 

 
It h

as an
o

th
er cry

 lik
e th

at o
f 

a h
en

 ju
st cau

g
h
t ; b

u
t th

e so
u
n
d
s w

h
ich

 h
av

e earn
ed

 fo
r it its b

ad
 n

am
e, an

d
 w

h
ich

 I h
av

e h
eard

 b
u

t 

o
n
ce to

 p
erfectio

n
, are in

d
escrib

ab
le, th

e m
o
st ap

p
allin

g
 th

at can
 b

e im
ag

in
ed

, an
d
 scarcely

 to
 b

e h
eard

 

w
ith

o
u
t sh

u
d
d
erin

g
; I can

 o
n
ly

 co
m

p
are it to

 a b
o
y
 in

 to
rtu

re, w
h
o
se scream

s are sto
p
p
ed

 b
y
 b

ein
g
 

stran
g
led

." 
 
M

r. M
itfo

rd
, fro

m
 w

h
o
m

 S
ir E

. T
en

n
en

t q
u
o
tes th

e last p
assag

e, co
n
sid

ers it to
 b

e a 

P
o
d
a
rg

u
s o

r n
ig

h
t-h

aw
k
, rath

er th
an

 th
e b

ro
w

n
 o

w
l as o

th
ers h

av
e su

p
p
o

sed
. (Ten

n
en

fs N
a
t. H

ist. o
f 

C
eylo

n
, 2

4
6
-8

.) 

 
 

 

＊ 

「
ミ
ト
フ
ヲ
ー
ド
」
イ
ギ
リ
ス
の
貴
族
で
外
交
官
の
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
・
バ
ー
ト
ラ
ム
・
フ
リ
ー
マ
ン
＝
ミ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
（A

lg
ern

o
n
 B

ertram
 F

reem
an

-M
itfo

rd 

一
八
三
七
年
～
一
九
一
六
年
）
か
。
幕
末
か
ら

明
治
初
期
に
か
け
て
外
交
官
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

「
童
子
が
經
せ
ら
れ
て
」
「
選
集
」
で
も
『
経け

い

せ
ら
れ
て
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
記
原
文
の
「I ca

n
 o

n
ly

 

co
m

p
a
re it to

 a
 b

o
y
 in

 to
rtu

re

」
の
部
分
で
、「to

rtu
re

」
は
「
折
檻
・
拷
問
」
で
あ
る
か
ら
、「
經
」
で
は

お
か
し
い
。
こ
れ
は
思
う
に
、
熊
楠
の
誤
記
か
誤
植
（
但
し
、
初
出
も
「
經
」
で
は
あ
る
）
で
あ
っ
て
「

縊
く
び
く
く
り

せ
ら
れ
て
」
で
「
首
を
絞
め
ら
れ
る
こ
と
」
の
意
で
は
あ
る
ま
い
か
？ 

「
縛
」
で
も
何
で
も
い
い
が
、「
息

絕
ゆ
る
ま
で
苦
吟
す
る
如
く
、
悽
愴
極
り
て
聞
く
に
堪
ず
」
な
の
だ
か
ら
、
私
は
そ
れ
で
採
り
た
い
わ
け
で
あ

る
。 

「
テ
ン
ネ
ン
ト
」「T

en
n
en

t, `S
k
etch

es o
f N

atu
ral H

isto
ry

 o
f C

ey
lo

n
,` 1

8
6
1

, p
p
.2

4
6
-8

」
イ
ギ
リ
ス
の
植

https://archive.org/details/mirabiliadescrip00jord/page/36/mode/2up
https://archive.org/details/mirabiliadescrip00jord/page/36/mode/2up
https://archive.org/details/mirabiliadescrip00jord/page/36/mode/2up
https://archive.org/details/mirabiliadescrip00jord/page/36/mode/2up
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


民
地
管
理
者
で
政
治
家
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
テ
ナ
ン
ト
（Jam

es E
m

erso
n

 T
en

n
en

t 

一
八
〇
四
年
～
一
八
六
九
年
）
の
セ
イ
ロ
ン
の
自
然
史
誌
。「In

tern
et arch

ive

」
の
こ
ち
ら
で
、
原
本
の

当
該
部
が
視
認
出
来
る
。
「T

H
E

 "D
E

V
IL

 B
IR

D
"

」
の
挿
絵
も
あ
る
。
そ
の
フ
ク
ロ
ウ
の
絵
の
前
後
に
、 

 
 

 

＊ 

T
h
e S

in
g
h
alese reg

ard
 it literally

 w
ith

 h
o
rro

r, an
d
 its scream

 b
y

 n
ig

h
t in

 th
e v

icin
ity

 o
f a v

illag
e is 

b
ew

ailed
 as th

e h
arb

in
g
er o

f im
p
en

d
in

g
 calam

ity. 

 
 

 

＊ 

「
古
え
錫
蘭
を
虐
治
せ
し
兄
王
キ
ス
ツ
ア
カ
ン
、
鬼
車
と
同
く
十
頭
あ
り
し
と
云
は
奇
遇
頗
る
妙
也
（Jam

es 

L
o
w

,in
 th

e Jo
u
y
n
al o

f th
e ln

d
ian

 A
rch

ip
elag

o
 an

d
 E

astern
 A

sia, v
o
l.iv. p

. 2
0
3
, S

in
g
ap

o
re, 1

8
5

0

）」
作

者
は
正
し
く
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
・
ロ
ー
ガ
ン
（Jam

es R
ich

ard
so

n
 L

o
g
an 

一
八
一
九
年

～
一
八
六
九
年
）
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
で
民
俗
学
者
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
半
島
の
民
俗
を
調
べ
、

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
と
い
う
語
を
広
め
た
人
物
で
も
あ
る
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
原
本
の
こ
こ
（
右
ペ
ー

ジ
の
改
行
さ
れ
た
段
落
の
冒
頭
部
）
に
、 

 
 

 

＊ 

T
h
e freed

 so
u
l o

f N
o
n
th

eo
k
 fell d

o
w

n
 to

 th
e earth

, an
d
 w

as b
o
rn

 ag
ain

 u
n
d
er th

e fo
rm

 o
f a R

ak
h
sh

a. 

In
 p

ro
cess o

f tim
e h

e w
as h

o
rn

 ag
ain

 as K
istsak

an
 o

r R
av

an
, th

e ten
 h

an
d
ed

 ty
ran

t o
f C

ey
lo

n
 sty

led
 

L
an

k
a. 
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と
確
か
に
あ
る
。 

「
ミ
ン
チ
ラ
人
が
信
ず
る
ハ
ン
ツ
、
サ
ブ
ロ
（
獵
師
鬼
）
は
、
湖
及
川
の
淵
に
棲
み
、
體
黑
く
、
黑
口
と
名

た
る
三
犬
を
隨
ふ
、
此
犬
人
家
に
近
け
ば
、
住
人
は
木
片
を
打
ち
大
噪
ぎ
し
て
こ
れ
を
驅
り
、
小
兒
を
緊
く

抱
い
て
其
去
る
を
俟
つ
、
マ
レ
ー
人
が
傳
ふ
る
ソ
コ
ム
鬼
、
行
く
と
き
は
「
ベ
リ
ベ
リ
」
鳥
先
づ
飛
ぶ
、
此

鳥
、
家
に
近
く
と
き
、
家
内
聲
限
り
に
喧
呼
し
て
之
を
厭
す
（Ib

id
.,v

o
l.V

, p
. 3

0
8

）」
「In

tern
et arch

iv
e

」

の
当
該
巻
を
調
べ
た
が
、
見
つ
か
ら
な
い
。
他
の
巻
も
縦
覧
し
て
み
た
の
だ
が
、
お
手
上
げ
。
ち
ょ
っ
と
癪

に
触
っ
て
い
る
。 

「
姑
獲
が
事
は
、
倭
漢
三
才
圖
會
に
本
草
綱
目
を
引
て
、
一
名
夜
行
遊
女
、
又
天
帝
少
女
鬼
神
類
也
云
々
荆

州
多
有
之
、
衣
毛
爲
鳥
、
脫
毛
爲
女
人
、
是
產
婦
死
後
化
作
、
故
胸
前
有
兩
乳
、
喜
取
人
子
、
養
爲
己
子
、

凡
有
小
兒
家
、
不
可
夜
露
衣
物
、
此
鳥
夜
啼
、
以
血
點
之
爲
誌
、
兒
輙
病
云
々
謂
之
無
辜
癇
也
、
蓋
此
鳥
純

雌
無
雄
、
七
八
月
夜
飛
害
人
、
而
し
て
著
者
寺
島
氏
之
を
西
國
海
濱
に
多
し
て
ふ
「
ウ
ブ
メ
ド
リ
」
に
宛
て
、

九
州
人
謂
云
、
小
雨
闇
夜
、
不
時
有
出
、
其
所
居
必
有
燐
火
、
遙
視
之
狀
如
鷗
而
大
、
鳴
聲
亦
似
鷗
、
能
變

爲
婦
、
携
子
、
遇
人
則
請
負
子
於
人
、
怕
之
迯
則
有
憎
寒
、
壯
熱
甚
至
死
者
、
强
剛
者
諾
負
之
、
則
無
害
、

將
近
人
家
、
乃
背
輕
而
無
物
、
未
聞
畿
内
近
國
狐
狸
之
外
如
此
者
と
述
ぶ
」
ま
あ
、
結
局
、
こ
う
な
る
と
は

思
っ
て
い
た
。
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

姑
獲
鳥
（
う
ぶ
め
） 

（
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ

ド
リ
？
／
私
の
独
断
モ
デ
ル
種
比
定
）」
か
ら
私
の
訓
読
を
全
部
引
い
て
お
く
。 
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う
ぶ
め
ど
り 

夜
行
遊
女 

 
 

 
 

 
 

天
帝
少
女 

 
 

 
 

 
 

乳
母
鳥 

譩
譆

い

き 

https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/246/mode/2up
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/246/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.283376/page/n217/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.283380/page/n325/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.283380/page/n325/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.283380/page/n325/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.283380/page/n325/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html


姑
獲
鳥 

 
 

無
辜

む

こ

鳥て
う 

 
 

 
 

 
 

隱い
ん

飛ひ 

 
 

 
 

 
 

鬼き

鳥て
う 

 
 

 
 

 
 

鉤こ
う

星せ
い 

タ
ウ
フ
ウ
ニ
ヤ
◦
ウ 

 

 

「
本
綱
」、
鬼
神
の
類
な
り
。
能
く
人
の
魂
魄
を
收を

さ

む
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
捕
る
。］。
荊
州
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
湖
北
省
。］
に
多
く
、
之
れ
、
有
り
。
毛
を
衣き

て
飛
鳥
と
爲
り
、
毛
を
脫ぬ

げ
ば
、
女
人
と
爲
る
。
是
れ
、

産
婦
、
死
し
て
後の

ち

、
化
し
て
作な

る
。
故
に
胸
の
前
に
兩
乳
、
有
り
。
喜こ

の

ん
で
人
の
子
を
取
り
、
養
ひ
て
己わ

が

子
と
爲
す
。
凡
そ
、
小
兒
有
る
家
に
は
、
夜よ

る

、
兒
の
衣
物

き

も

の

を
露あ

ら

は
に
す
る
べ
か
ら
ず
。
此
の
鳥
、
夜
、
飛
び
、

血
を
以
つ
て
、
之
れ
に
㸃
じ
、
誌

し
る
し

と
爲
す
。
兒
、
輙

す
な
は

ち
、
驚
癇
及
び
疳
病
を
病
む
。
之
れ
を
「
無む

辜こ

疳か
ん

」

と
謂
ふ
な
り
。
蓋
し
、
此
の
鳥
、
純

も
つ
ぱ

ら
、
雌
な
り
。
雄
、
無
し
。
七
、
八
月
の
夜
、
飛
び
て
、
人
を
害
す
。 

△
按
ず
る
に
、
姑
獲
鳥
は
【
俗
に
云
ふ
、
「
産
婦
鳥

う

ぶ

め

」
。
】
、
相
ひ
傳
へ
て
曰
は
く
、「
産
後
、
死
せ
ば
、
婦
、

化
す
る
所
な
り
」
と
。
蓋
し
、
此
れ
、
附
會
の
說
な
り
。
中
華
に
て
は
荊
州
、
本
朝
に
て
は
西
海
の
海
濵
に

多
く
、
之
れ
、
有
り
と
い
ふ
と
き
は
、
則
ち
、
別
に
、
此
れ
、
一
種
の
鳥
た
り
。
最
も
陰
毒
の
因
り
て
生
ず

る
所
の
者
な
ら
ん
。
九
州
の
人
、
謂
ひ
て
云
は
く
、「
小
雨

こ
さ
め
ふ

り
、
闇く

ら

き
夜
、
不
時
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不

意
に
。］
出
づ
る
こ
と
、
有
り
。
其
の
居を

る
所
、
必
ず
、
燐
火
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
鬼
火
。
青
白
い
妖
し
い

火
。
］
あ
り
。
遙
か
に
之
れ
を
視
る
に
、
狀

か
た
ち

、
鷗

か
も
め

の
ご
と
く
に
し
て
、
大
き
く
、
鳴
く
聲
も
亦
、
鷗
に
似

る
。
能
く
變
じ
て
婦
と
爲
り
、
子
を
攜

た
づ
さ

へ
て
、
人
に
遇
ふ
と
き
は
、
則
ち
、
人
に
子
を
負を

は

せ
ん
こ
と
を
請

ふ
。
之
れ
を
怕お

そ

れ
て
迯に

ぐ
れ
ば
、
則
ち
、
憎に

く

み
、
寒
・
壯
熱
、
甚
だ
し
く
し
て
死
に
至
る
者
、
有
り
。
强
剛

の
者
、
諾だ

く

し
て
、
之
れ
を
負
ふ
と
き
は
、
則
ち
、
害
、
無
し
。
將
に
人
家
に
近
づ
く
に
、
乃

す
な
は

ち
、
背
、
輕

く
し
て
、
物
、
無
し
。
未
だ
畿
内
・
近
國
に
は
、
狐
狸
の
外
、
此
く
の
ご
と
き
者
を
聞
か
ず
。 

 
 

 

＊ 

「
吾
國
に
は
例
無
き
事
な
れ
ど
、
實
際
梟
族
が
嬰
兒
を
殺
す
こ
と
世
に
あ
る
と
見
ゑ
」
当
然
で
す
。
フ
ク
ロ

ウ
は
猛
禽
類
で
す
か
ら
。 

「H
asselq

u
ist, o

p
. cit., p

. 1
9
6

」
（
２
）
に
既
出
既
注
。 

「
鵂
鶹
」（
き
ゅ
う
り
ゅ
う
）」「
ふ
く
ろ
う
（
梟
）」
の
古
名
と
し
て
本
邦
で
も
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
、
古
語

で
は
「
い
ひ
ど
よ
（
い
い
ど
よ
）」
と
も
訓
じ
た
。
な
お
、
現
代
中
国
で
は
、
フ
ク
ロ
ウ
目
フ
ク
ロ
ウ
科
フ

ク
ロ
ウ
目
ス
ズ
メ
フ
ク
ロ
ウ
属
ヒ
メ
フ
ク
ロ
ウ 

G
la

u
cid

iu
m

 b
ro

d
iei 

の
異
名
に
こ
の
漢
字
を
当
て
て
い

る
。
さ
れ
ば
、
分
布
域
そ
の
他
は
中
文
の
同
種
の
ウ
ィ
キ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
邦
に
は
棲
息
し
な
い
。 

「S
trix

 o
tu

s

」
フ
ク
ロ
ウ
科
ト
ラ
フ
ズ
ク
属
ト
ラ
フ
ズ
ク 

A
sio

 o
tu

s 

の
シ
ノ
ニ
ム
。
本
邦
に
も
基
亜
種
ト

ラ
フ
ズ
ク 

A
sio

 o
tu

s o
tu

s 

が
棲
息
す
る
。
名
前
で
判
る
通
り
、
耳
角
を
持
つ
。 

「
梟
の
巢
に
時
と
し
て
羽
毛
を
混
ぜ
る
異
樣
の
塊
物
あ
る
」
鳥
類
学
用
語
の
「
ペ
レ
ッ
ト
・
ペ
リ
ッ
ト
」

（p
ellet

）
の
こ
と
。
猛
禽
類
や
一
部
の
鳥
類
な
ど
が
、
消
化
出
来
な
い
骨
・
羽
・
毛
な
ど
を
纏
め
て
吐
き
出

し
た
塊
り
。
ウ
ィ
キ
の
「
ペ
リ
ッ
ト
」
が
よ
い
。 

「G
. W

h
ite, `T

h
e N

atu
ral H

isto
ry

 an
d
 A

n
tiq

u
ities o

f S
elb

o
rn

e`

」
イ
ギ
リ
ス
の
牧
師
で
博
物
学
者
の
ギ

ル
バ
ー
ト
・
ホ
ワ
イ
ト
（G

ilb
ert W

h
ite 

一
七
二
〇
年
～
一
七
九
三
年
）
が
書
い
た
、
私
の
愛
読
書
の
一

つ
で
あ
る
「
セ
ル
ボ
ー
ン
の
博
物
誌
」。
彼
は
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
の
小
村
セ
ル
ボ
ー
ン
に
生
ま
れ
、
そ
こ
で
副

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-a96894.html
https://zh.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%98%E9%B5%82%E9%B6%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9A%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%88


牧
師
を
務
め
る
傍
ら
、
少
年
時
代
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
博
物
学
の
研
究
に
殆
ど
の
時
間
を
費
や
し
、
そ

の
成
果
を
約
二
十
年
間
に
亙
っ
て
、
博
物
学
者
ト
マ
ス
・
ペ
ナ
ン
ト
（T

h
o
m

as P
en

n
an

t 

一
七
二
六
年
～ 

一
七
九
八
年
）
と
動
物
学
者
デ
イ
ン
ズ
・
バ
リ
ン
ト
ン
（D

ain
es B

arrin
g
to

n 

一
七
二
七
年
～
一
八
〇
〇

年
）
に
送
り
続
け
た
。
彼
ら
と
の
親
交
は
、
ホ
ワ
イ
ト
の
弟
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
（B

en
jam

in

）
が
博
物
学
書
の

出
版
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
両
者
に
送
ら
れ
た
書
簡
を
纏
め
、
一
七
八
九
年

に
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
手
で
出
版
さ
れ
た
。
ウ
ィ
キ
の
「
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ワ
イ
ト
」
に
よ
れ
ば
、『
流
麗
な

文
体
と
鋭
い
観
察
眼
と
を
兼
ね
備
え
た
『
セ
ル
ボ
ー
ン
の
博
物
誌
』
は
、
博
物
誌
の
古
典
と
し
て
今
日
ま
で

受
け
継
が
れ
て
お
り
、「
た
と
え
英
国
が
滅
び
て
も
本
書
は
永
遠
に
残
る
だ
ろ
う
」
と
称
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
』。『
そ
の
特
徴
は
、
当
時
の
標
本
主
義
の
博
物
学
と
は
対
称
的
に
、
鳥
や
植
物
、
昆
虫
な
ど
の
生
態

や
自
然
景
観
の
観
察
を
、
当
地
の
歴
史
や
山
彦
、
日
時
計
、
田
舎
の
迷
信
と
い
っ
た
風
土
と
と
も
に
記
録
し

た
点
に
あ
る
』。
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
『
牧
師
ら
が
』
、『
そ
の
居
住
地
域
の
博
物
誌
を
ま
と

め
る
習
慣
が
流
行
し
た
が
』、
そ
の
中
で
も
『
ホ
ワ
イ
ト
の
著
作
だ
け
が
古
典
と
な
っ
た
所
以
で
も
あ
る
』

と
あ
る
。 

「
陸
佃
爾
雅
新
義
一
七
」
陸り

く

佃で
ん

（
一
〇
四
二
年
～
一
一
〇
二
年
）
は
北
宋
の
博
物
学
者
で
、
王
安
石
の
弟
子
。

主
に
動
植
物
に
つ
い
て
解
説
し
た
博
物
辞
書
「
埤ひ

雅が

」
で
知
ら
れ
る
。
当
該
書
の
指
示
す
る
そ
れ
は
、
以
下

（「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
原
本
画
像
か
ら
起
こ
し
た
。
そ
こ
に
電
子
化
さ
れ
て
い
る
文
字
列
（
機

械
判
読
で
話
に
な
ら
な
い
ひ
ど
い
も
の
で
あ
る
）
は
致
命
的
に
誤
っ
て
い
る
）。 

 
 

 

＊ 

怪
鴟
梟
鴟 

長
而
食
母
悖
類
反
倫
可
謂
怪
塞
曩
梟
首
木
上
一
名
土
梟
土
梟
抱
塊
爲
兒
其
遭
食
有
以
也
所
謂
酉
莒
人
滅
鄙

鄶
如
此
一
名
土
梟
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

「
梟
の
暖
め
土
に
毛
が
は
え
て
、
昔
の
情
今
の
寇
也
」
天
明
期
を
代
表
す
る
文
人
で
狂
歌
師
と
し
て
知
ら
れ

る
大
田
南
畝
（
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
～
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
）
が
著
し
た
も
の
を
、
後
に
文
宝
堂

散
木
が
補
し
た
、
南
畝
没
後
の
文
政
八
年
に
刊
行
し
た
随
筆
「
仮
名

か

な

世
説

せ

せ

つ

」
の
「
上
」
に
（
吉
川
弘
文
館
「
日

本
随
筆
大
成 

第
二
期 

第
二
巻
」
を
所
持
す
る
が
、
こ
こ
で
は
「
古
典
籍
ビ
ュ
ー
ア
」
の
こ
ち
ら
で
視
認

し
て
起
こ
し
、
句
読
点
や
記
号
を
施
し
、
段
落
を
成
形
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

 

支
唐
禅
師
は
、
源
子
和
が
父
の
方
外
の
友
な
り
。
諸
國
行
脚
の
時
、
出
羽
國
よ
り
同
宗
の
寺
あ
る
か
た
へ

ゆ
き
て
、
其
寺
に
し
ば
し
滯
留
あ
り
し
に
、
庭
前
に
椎
の
木
の
大
な
る
が
朽
て
、
半
よ
り
、
を
れ
殘
り
た
り
。

一
日
、
住
持
、
此
木
を
、
人
し
て
、
掘
と
ら
せ
け
る
に
、
朽
た
る
う
つ
ろ
の
中
よ
り
、
雌
雄
の
梟
、
二
羽
、

出
て
、
飛
さ
り
ぬ
。
其
跡
を
ひ
ら
き
み
る
に
、
ふ
く
ろ
ふ
の
形
を
、
土
を
も
て
作
り
た
る
が
、
三
つ
、
有
。 

 

其
中
に
、
ひ
と
つ
は
、
は
や
く
も
、
毛
、
少
し
生
て
、

啄
ク
チ
バ
シ

、
足ア

シ

と
も
に
、
そ
な
は
り
、
す
こ
し
、
生
氣

も
、
あ
る
や
う
な
り
。
三
つ
と
も
に
、
大
さ
は
、
親
鳥
程
な
り
。 

 

住
持
、
こ
と
に
怪
し
み
け
る
に
、
禅
師
の
い
は
く
、 

「
こ
れ
は
、
聞
及
び
た
る
事
な
り
し
が
、
ま
の
あ
た
り
見
る
は
、
い
と
、
め
づ
ら
し
。
古
歌
に
、 

 

ふ
く
ろ
ふ
の 

あ
た
ゝ
め
つ
ち
に 

毛
が
は
へ
て 

 

 
 

 
 

昔
の
な
さ
け 

い
ま
の
あ
だ
な
り 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AE%E3%83%AB%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%88
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=87673&page=38#%E6%A2%9F
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020276&pos=29&lang=ja


と
、
此
事
を
、
い
ひ
け
る
も
の
な
る
べ
し
。
梟
は
、
み
な
、
土
を
つ
く
ね
て
、
子
と
す
る
も
の
な
り
。」 

と
。 

 

住
持
も
、
禅
師
の
博
物
を
、
感
ぜ
り
。 

 
 

 

＊ 

私
は
こ
の
古
歌
の
出
典
を
知
ら
ぬ
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
す
る
以
前
に
、
以
上
は
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
私

の
芥
川
龍
之
介
の
手
帳
の
電
子
化
注
の
「
芥
川
龍
之
介 

手
帳
３―

７
」
で
以
上
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
原
拠
を
御
存
じ
の
方
は
是
非
、
お
教
え
願
い
た
い
。 

『
歐
人
「
ヂ
ユ
ゴ
ン
」
を
遠
望
し
て
海
女
と
な
し 

T
en

n
en

t, p
. 6

8

』
既
注
の
「In

tern
et arch

ive

」
の
こ
ち

ら
で
、
原
本
の
当
該
部
が
視
認
出
来
る
。
ジ
ュ
ゴ
ン
（
哺
乳
綱
海
牛
（
ジ
ュ
ゴ
ン
）
目
ジ
ュ
ゴ
ン
科
ジ
ュ
ゴ

ン
属
ジ
ュ
ゴ
ン 

D
u
g
o
n
g
 d

u
g
o
n

 

）
の
挿
絵
も
添
え
て
あ
る
。 

「
兎
の
陰
部
異
常
な
る
よ
り
悉
く
兩
性
を
兼
ぬ
と
し 

C
. d

e P
au

w
, `R

ech
erch

es P
h

ilo
so

p
h
iq

u
es su

r les 

A
m

ericain
es,` C

lev
es, 1

7
7
2
, p

. 9
2

」
ウ
サ
ギ
の
   
   
の
生
殖
器
が
幼
年
の
場
合
に
判
別
が
至
難
で
あ
る
こ

と
は
、
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
（
ウ
サ
ギ
を
飼
っ
た
こ
と
が
な
い
私
で
も
聴
き
及
ん
で
い
る
か
ら
）。「
ア
ニ

コ
ム
損
害
保
険
株
式
会
社
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
み
ん
な
の
ど
う
ぶ
つ
病
気
大
百
科
」
の
「
う
さ
ぎ
さ
ん
の

繁
殖
生
理
学
」
に
よ
れ
ば
、『
慣
れ
た
人
で
あ
れ
ば
生
後
』
二
『
ヶ
月
頃
で
生
殖
器
の
形
か
ら
』、『
う
さ
ぎ

さ
ん
の
性
別
の
判
断
も
可
能
で
す
が
、
一
般
的
に
は
と
て
も
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
』
。『
男
の
子
の
場

合
は
、
女
の
子
に
比
べ
る
と
』、『
肛
門
と
陰
部
の
距
離
が
離
れ
て
い
て
、
陰
部
の
形
が
丸
く
見
え
ま
す
。
一

方
、
女
の
子
は
肛
門
と
陰
部
の
距
離
が
男
の
子
に
比
べ
る
と
近
く
、
陰
部
が
丸
で
は
な
く
、
や
や
細
長
く
見

え
ま
す
』。『
生
後
』
三
『
ヶ
月
を
過
ぎ
る
と
、
男
の
子
は
包
皮
を
お
腹
側
に
や
さ
し
く
押
す
こ
と
で
ペ
ニ
ス

を
確
認
で
き
ま
す
が
、
や
は
り
慣
れ
て
い
な
い
と
難
し
い
の
で
、
動
物
病
院
な
ど
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
と

良
い
で
し
ょ
う
』。『
な
お
』、
六
『
ヶ
月
を
過
ぎ
る
と
』、『
睾
丸
が
降
り
て
く
る
の
で
、
は
っ
き
り
と
区
別

が
つ
き
ま
す
』
と
あ
る
。
コ
ー
ネ
リ
ア
ス
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
デ
・
パ
ウ
（C

o
rn

eliu
s F

ran
ciscu

s d
e P

au
w

 
 

一
七
三
九
年
～
一
七
九
九
年
）
は
オ
ラ
ン
ダ
の
哲
学
者
・
地
理
学
者
で
外
交
官
。
書
名
は
「
ア
メ
リ
カ
人
に

関
す
る
哲
学
的
研
究
」
か
。 

「
異
物
志
、
靈
猫
一
體
、
自
爲
陰
陽
と
謂
ふ
」「
異
物
志
」
は
後
漢
の
広
東
出
身
の
政
治
家
楊
孚
（
よ
う
ふ 

生
没
年
未
詳
）
の
書
い
た
地
誌
。
但
し
、
こ
れ
は
明
の
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」
の
孫
引
き
。
そ
の
巻
五
十

一
上
の
「
獸
之
二
」
に
あ
る
「
靈
貓
」
の
「
集
解
」
に
、 

 
 

 

＊ 

藏
器
曰
、
靈
貓
生
南
海
山
谷
。
狀
如
貍
自
爲
牝
牡
、
其
隂
如
麝
。
功
亦
相
似
。
按
「
異
物
志
」
云
、「
靈
貓

一
體
自
爲
隂
陽
、
刳
其
水
道
連
囊
以
酒
洒
隂
乾
、
其
氣
如
麝
。
若
雜
入
麝
香
中
罕
能
分
别
用
之
亦
如
麝
焉
」。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。「
靈
貓
」
は
食
肉
目
ネ
コ
型
亜
目
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ
科 

V
iv

errid
ae 

の
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ
類
。
詳
し
く

は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

靈
貓
（
じ
や
か
う
ね
こ
） 

（
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ
）」
を
見

ら
れ
た
い
。
但
し
、
熊
楠
は
ア
ン
ド
ロ
ギ
ュ
ヌ
ス
（
雌
雄
同
体
）
に
惹
か
れ
て
、
こ
こ
に
出
し
た
も
の
と
思

わ
れ
、
あ
ん
ま
り
関
係
な
い
気
が
す
る
。 

「
家
外
に
露
せ
る
衣
布
、
忽
ち
黴
菌
等
を
生
じ
て
、
血
點
に
酷
似
せ
る
斑
を
生
ず
る
は
予
も
親
く
見
た
り
」

粘
菌
の
王
者
南
方
熊
楠
な
ら
で
は
の
実
体
験
！ 

い
い
ね
！
！
！ 

「
夜
啼
點
血
爲
誌
」「
本
草
綱
目
」
の
巻
四
十
九
の
「
禽
四
」「
姑
獲
鳥
」
の
項
の
「
集
解
」
に
あ
る
、 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/07/post-85b3.html
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/68/mode/2up
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/68/mode/2up
https://www.anicom-sompo.co.jp/doubutsu_pedia/node/1409
https://www.anicom-sompo.co.jp/doubutsu_pedia/node/1409
https://www.anicom-sompo.co.jp/doubutsu_pedia/node/1409
https://www.anicom-sompo.co.jp/doubutsu_pedia/node/1409
https://www.anicom-sompo.co.jp/doubutsu_pedia/node/1409
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-e46f.html


 
 

 

＊ 

凡
有
小
兒
家
不
可
夜
露
衣
物
。
此
鳥
夜
飛
以
血
㸃
之
爲
誌
、
兒
、
輒
病
驚
癎
及
疳
疾
謂
之
無
辜
疳
也
。 

（
凡
そ
、
小
兒
有
る
家
、
夜
、
衣
物

き

も

の

を
露さ

ら

す
べ
か
ら
ず
。
此
の
鳥
、
夜
、

飛
と
び
き
た

つ
て
、
血
を
以
つ
て
、
之
に

㸃
じ
て
、
誌

し
る
し

と
爲な

す
。
兒
、
輒

す
な
は

ち
、
驚
癎
及
び
疳
疾
を
病
む
。
之
れ
を
「
無
辜
の
疳
」
と
謂
ふ
な
り
。） 

 
 

 

＊ 

の
一
節
で
あ
る
か
ら
、「
啼
」
で
は
な
く
、「
飛
」
が
正
し
い
。「
選
集
」
で
は
訂
し
て
あ
る
。「
無
辜
の
疳
」

と
は
言
い
得
て
妙
だ
。
小
児
自
身
の
内
因
性
・
心
因
性
の
疾
患
で
は
な
く
、
子
に
責
任
の
な
い
、
干
し
っ
ぱ

な
し
に
し
た
親
に
重
大
な
責
任
が
あ
る
外
因
性
の
「
疳
の
虫
」
だ
と
い
う
優
れ
た
鑑
識
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ

て
も
、
こ
の
際
だ
か
ら
、
こ
の
「
姑
獲
鳥
」
の
項
の
次
の
次
（
間
に
「
治
鳥
」（
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第

四
十
四 

山
禽
類 

治
鳥
（
ぢ
ち
や
う
） 
（
実
は
妖
鳥
「
冶
鳥
（
や
ち
ょ
う
）」
だ
！
）」
を
是
非
、
参
照
さ

れ
た
い
）
と
そ
の
附
録
の
「
獨
足
鳥
」
と
い
う
妖
鳥
が
入
る
）
に
出
る
、
今
ま
で
抜
粋
だ
っ
た
「
本
草
綱
目
」

の
「
鬼
車
鳥
」
も
全
文
を
ち
ゃ
ん
と
示
し
て
お
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
原
文
（
句
読
点
・
記
号
は
私
が
附
し
た
）・

訓
読
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
風
月
莊
左
衞
門
板
行
版
の
画

像
を
視
認
し
、
参
考
に
し
た
（
訓
読
で
は
従
っ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
。
ま
た
、
読
み
は
独
自
に
推
定
で
歴
史

的
仮
名
遣
で
附
し
た
）。
太
字
は
底
本
で
は
囲
み
罫
。 

＊ 

鬼
車
鳥
【「
拾
遺
」。】 

釋
名 

鬼
鳥
【
拾
遺
「
拾
遺
」。】
九
頭
鳥
【
同
上
。】
蒼
鸆
【「
白
澤
圖
」。】
竒
鶬
【
時
珍
曰
、
鬼
車
妖
鳥
也
。

取
周
易
載
鬼
一
車
之
義
。
似
鶬
而
異
。
故
曰
竒
鶬
。】 

集
解
【
蔵
器
曰
、
鬼
車
晦
暝
則
飛
鳴
。
能
入
人
家
收
人
魂
氣
。
相
傳
、
此
鳥
昔
有
十
首
、
犬
囓
其
一
猶
餘
九

首
。
其
一
常
滴
血
。
血
着
人
家
則
凶
。
荆
楚
人
夜
聞
其
飛
嗚
但
滅
燈
打
門
捩
狗
耳
以
厭
之
。
言
其
畏
狗
也
。

「
白
澤
圖
」、
蒼
鸆
有
九
首
。
及
孔
子
與
子
夏
見
竒
鶬
。
九
首
皆
此
物
也
。
「
荆
楚
歲
時
記
」、
以
爲
姑
獲
者

非
矣
。
二
鳥
相
似
故
同
名
鬼
鳥
。
時
珍
曰
。
鬼
車
狀
如
鵂
鶹
而
大
者
翼
廣
丈
許
。
晝
盲
夜
瞭
。
見
火
光
輒
墮
。

按
劉
恂
「
嶺
表
錄
」
云
、
鬼
車
出
秦
中
而
嶺
外
尤
多
。
春
夏
之
交
稍
遇
陰
晦
、
則
飛
鳴
而
過
。
聲
如
刀
車
鳴
。

愛
入
人
家
鑠
人
魂
氣
。
血
滴
之
家
必
有
凶
咎
。「
便
民
圖
」
云
、
冬
月
鬼
車
夜
飛
鳴
。
聲
自
北
而
南
。
謂
之

出
巢
。
主
雨
。
自
南
而
北
、
謂
之
歸
巢
。
主
晴
。
周
密
「
齊
東
野
語
」
云
、
宋
李
壽
翁
守
長
沙
。
曾
捕
得
此

鳥
。
狀
類
野
鳬
赤
色
、
身
圓
如
箕
。
十
頸
環
簇
有
九
頭
、
其
一
獨
無
而
滴
鮮
血
。
每
頸
兩
翼
、
飛
則
霍
霍
並

進
。
又
周
漢
公
主
病
。
此
鳥
飛
至
砧
石
卽
薨
。
嗚
呼
、
怪
氣
所
鍾
、
妖
異
如
此
。
不
可
不
知
。 

 
 

 

＊ 

鬼
車
鳥
【「
拾
遺
」。】 

釋
名 

「
鬼
鳥
」【
拾
遺
「
拾
遺
」。】・「
九
頭
鳥
」【
同
上
。】・「
蒼
鸆
」【「
白
澤
圖
」。】・「
竒
鶬
」【
時
珍
曰

は
く
、
鬼
車
は
妖
鳥
な
り
。「
周
易
」
に
鬼
一
車
の
義
を
載
す
と
い
ふ
。
鶬
に
似
て
異
な
り
。
故
に
「
竒
鶬
」

と
も
曰
ふ
。】 

集
解
【
蔵
器
曰
は
く
、
鬼
車
、
晦
暝
な
る
と
き
は
、
則
ち
、
飛
び
鳴
く
。
能
く
人
家
に
入
り
て
人
の
魂
氣
を

收
（
を
さ
）
む
。
相
ひ
傳
ふ
、
此
の
鳥
、
昔
、
十
首
、
有
り
、
犬
、
の
其
一
を
囓
み
て
、
猶
、
九
首
を
餘
す
。

其
の
一
、
常
に
血
を
滴
ら
す
。
血
、
人
家
も
着
く
と
き
は
、
則
ち
、
凶
な
り
。
荆
楚
の
人
、
夜
、
其
の
飛
び

嗚
く
を
聞
け
ば
、
但
だ
ち
に
、
燈
を
滅け

し
、
門
を
打
ち
、
狗い

ぬ

の
耳
を
捩ね

ぢ

り
て
、
以
つ
て
之
れ
を
厭

ま
じ
な

ふ
。
言い

は

く
、
其
れ
、
狗
を
畏
る
る
な
り
と
。「
白
澤
圖
」
に
、
蒼
鸆
、
九
首
有
り
と
。
及
び
、
孔
子
、
子
夏
と
竒
鶬

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-5fdd.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-5fdd.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-5fdd.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-5fdd.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2556469/105
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2556469/105


の
九
首
あ
る
を
見
る
と
。
皆
、
此
の
物
な
り
。「
荆
楚
歲
時
記
」
に
、
以
て
姑
獲
と
爲
す
は
、
非
な
り
。
二

鳥
、
相
ひ
似
た
り
。
故
に
同
じ
く
鬼
鳥
と
名
づ
く
。
時
珍
曰
、
鬼
車
、
狀

か
た
ち

、
鵂
鶹
の
ご
と
く
し
て
、
大
な

る
者
の
翼
の
廣
さ
、
丈
許
り
。
晝
、
盲

め
し
ひ

し
、
夜
、
瞭
な
り
。
火
光
を
見
て
、
輒

す
な
は

ち
、
墮
つ
。
按
ず
る
に
、

劉
恂
が
「
嶺
表
錄
」
に
云
は
く
、
鬼
車
、
秦
中
に
出
づ
、
嶺
外
に
尤
も
多
し
。
春
夏
の
交
に
し
て
稍

や
う
や

く
陰
晦

い
ん
か
い

に
遇
ふ
と
き
は
、
則
ち
、
飛
び
鳴
き
し
て
過よ

ぐ
。
聲
、
刀
車
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
時
珍
の
「
力
車
」
の
誤
記

か
誤
写
で
は
あ
る
ま
い
か
？
］
の
鳴
る
が
ご
と
し
。
人
家
に
入
る
こ
と
を
愛こ

の

み
て
、
人
の
魂
氣
を
鑠と

か

す
。
血

の
滴
れ
る
家
、
必
ず
、
凶

き
ょ
う

咎き
う

有
り
。「
便
民
圖
」
に
云
は
く
、
冬
月
、
鬼
車
、
夜
、
飛
び
鳴
く
。
聲
、
北
よ

り
し
て
、
南
す
。
之
れ
を
「
出
巢
」
と
謂
ひ
、
雨
を

主
つ
か
さ
ど

る
。
南
よ
り
し
て
北
す
。
こ
れ
を
「
歸
巢
」
と
謂

ひ
、
晴
を
主
る
。
周
密
が
「
齊
東
野
語
」
に
云
は
く
、
宋
の
李
壽
翁
、
長
沙
に
守
と
な
る
。
曾
て
此
の
鳥
を

捕
へ
得
。
狀
、
野
鳬

の

げ

り

に
類る

ゐ

し
て
赤
色
、
身
、
圓

ま
ど
か

に
し
て
、
箕み

の
ご
と
し
。
十
頸
、
環
簇

く
わ
ん
ぞ
く

し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
輪
の
よ
う
に
連
な
っ
て
群
が
り
。］、
九
頭
有
り
、
其
の
一
、
獨
り
無
く
し
て
鮮
血
を
滴
ら
す
。
頸
每ご

と

に
兩
翼
あ
り
、
飛
ぶ
と
き
は
、
則
ち
、
霍
霍

か
く
か
く

と
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
砥
石
で
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
と
音
を
立

て
て
研
ぐ
よ
う
な
音
を
立
て
て
、
或
い
は
鋭
角
に
な
っ
て
、
の
意
か
。
］
並
び
進
む
。
又
、
周
漢
の
公
主
、

病
ひ
す
。
此
の
鳥
、
飛
び
て
砧

き
ぬ
た

石い
し

に
至
り
て
、
卽
ち
、
薨
ず
。
嗚
呼
、
怪
氣
の
鍾

あ
つ
ま

れ
る
所
や
、
妖
異
、
此

く
の
ご
と
し
。
知
る
べ
か
ら
ず
。 
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「
檳
榔
」
単
子
葉
植
物
綱
ヤ
シ
目
ヤ
シ
科
ビ
ン
ロ
ウ
属
ビ
ン
ロ
ウ A

reca
 ca

tech
u

 

の
実
。
長
楕
円
形
を
成

し
、
長
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
熟
す
と
オ
レ
ン
ジ
色
・
深
紅
色
と
な
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
ビ
ン
ロ
ウ
」

に
よ
れ
ば
、『
檳
榔
子
を
噛
む
こ
と
は
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
檳
榔
子
を
細
く
切
っ
た
も

の
、
あ
る
い
は
す
り
潰
し
た
も
の
を
、
キ
ン
マ
』（
双
子
葉
植
物
綱
ク
レ
ン
亜
綱
コ
シ
ョ
ウ
目
コ
シ
ョ
ウ
科

コ
シ
ョ
ウ
属
キ
ン
マ P

ip
er b

etle 

）『
の
葉
に
く
る
み
、
少
量
の
石
灰
と
一
緒
に
噛
む
。
場
合
に
よ
っ
て
は

タ
バ
コ
を
混
ぜ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
ば
ら
く
噛
ん
で
い
る
と
、
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
含
む
種
子
の
成
分
と
石
灰
、

唾
液
の
混
ざ
っ
た
鮮
や
か
な
赤
や
黄
色
い
汁
が
口
中
に
溜
ま
る
。
こ
の
赤
い
唾
液
は
飲
み
込
む
と
胃
を
痛

め
る
原
因
に
な
る
の
で
吐
き
出
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ビ
ン
ロ
ウ
の
習
慣
が
あ
る
地
域
で
は
、
道
路
上
に

赤
い
吐
き
出
し
た
跡
が
み
ら
れ
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
軽
い
興
奮
・
酩
酊
感
が
得
ら
れ
る
が
、
煙
草
と
同
じ

よ
う
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
感
覚
は
鈍
る
。
そ
し
て
最
後
に
ガ
ム
の
よ
う
に
噛
み
残
っ
た
繊
維
質
は
吐
き
出

す
』。『
檳
榔
子
に
は
ア
レ
コ
リ
ン
（areco

lin
e

）
と
い
う
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
お
り
、
タ
バ
コ
の
ニ

コ
チ
ン
と
同
様
の
作
用
（
興
奮
、
刺
激
、
食
欲
の
抑
制
な
ど
）
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る
。
石
灰
は
こ
の
ア

ル
カ
ロ
イ
ド
を
よ
く
抽
出
す
る
た
め
に
加
え
る
』。『
檳
榔
子
に
は
依
存
性
が
あ
り
、
ま
た
国
際
が
ん
研
究
機

関
（IA

R
C

）
は
ヒ
ト
に
対
し
て
発
癌
性
（
主
に
喉
頭
ガ
ン
の
危
険
性
）
を
示
す
こ
と
を
認
め
て
い
る
』。
地

面
や
『
床
に
檳
榔
子
を
噛
ん
だ
唾
液
を
吐
き
捨
て
る
と
、
血
液
が
付
着
し
た
よ
う
な
赤
い
跡
が
で
き
、
見
る

も
の
を
不
快
に
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
か
低
俗
な
人
々
の
嗜
好
品
と
し
て
、
近
年
で
は
愛
好
者
が
減
少
し
て
い

る
傾
向
に
あ
』
り
、『
台
湾
で
は
現
在
、
道
路
に
檳
榔
子
を
噛
ん
だ
唾
液
を
吐
き
捨
て
る
と
罰
金
刑
が
課
せ

ら
れ
る
た
め
』、
公
道
は
概
ね
清
潔
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。 

「R
atzel, `H

isto
ry

 o
f M

an
k
in

d
,` tran

s. B
u
tler, 1

8
9
6
, v

o
l. i, p

. 4
7

4

」
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
・
生
物
学
者

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
（F

ried
rich

 R
atzel 

一
八
四
四
年
～
一
九
〇
四
年
：
社
会
的
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ

ム
の
影
響
の
強
い
思
想
を
特
徴
と
し
、
政
治
地
理
学
の
祖
と
さ
れ
る
）
の
英
訳
本
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の

英
訳
原
本
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
に
あ
る
、 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%82%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%82%A6
https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n546/mode/2up
https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n546/mode/2up
https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n546/mode/2up
https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n546/mode/2up
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T

h
e co

u
n
tless p

o
rten

ts o
f d

eath
 p

o
in
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 a life p

assed
 in

 a state o
f fear ; to

 th
ese b

elo
n
g

, am
o
n
g
 th

e 

D
y
ak

s, th
e sig

h
t o

r th
e cry

 o
f an

 o
w

l, sn
ak

es co
m

in
g
 in

to
 th

e h
o
u
se, th

e fallin
g

 o
f a tree in

 fro
n

t o
f an

y
 

o
n
e, a sin

g
in

g
 in

 th
e left ear, b

u
t m

o
st esp

ecially
 an

 ab
ru

p
t ch

an
g

e o
f m

o
o
d
. 

 

 
 
 
In

v
isib

le sp
irits fill u

p
 th

e g
ap

s w
h
ich

 in
terv

en
e in

 th
e su

b
stan

ces o
f v

isib
le th

in
g
s. 

 
T

o
 th

em
 

b
elo

n
g
s in

 Jav
an

ese su
p
erstitio

n
 th

e g
reat race o

f th
e Ju

rig
s ; w

h
en

 th
e o

th
er sp

irits h
av

e left a sp
o

t 

u
n
o
ccu

p
ied

 y
o
u
 m

ay
 b

e certain
 o

f fin
d
in

g
 Ju

rig
s. 

 
T

h
ey

 b
eco

m
e v

isib
le o

n
ly

 o
ccasio

n
ally

 as tig
ers 

o
r fiery

 serp
en

ts, actu
ally

 th
ey

 are ev
il sp

irits. 
 
A

 m
ild

er fo
rm

 is fo
u

n
d
 in

 th
e G

a
n
d

eru
va

 an
d
 V

eves, 

w
h
o
 are eq

u
ally

 in
d
ig

en
o
u
s to

 Jav
a; m

isch
iev

o
u
s co

b
o
ld

s, m
ale an

d
 fem

ale, w
h
o
 to

rm
en

t m
en

 in
v
isib

ly, 

m
o
st co

m
m

o
n
ly

 b
y
 th

ro
w

in
g
 sto

n
es, b

u
t also

 b
y
 b

esp
atterin

g
 th

eir clo
th

es w
ith

 saliv
a d

y
ed

 red
 b

y
 

b
etel-ch

ew
in

g
. 

 
R

esem
b
lin

g
 b

o
th

 th
ese th

e B
eg

u
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n
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icu
o
u
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n
g
 th

e B
attak

s, all th
e m

o
re 
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eir sp
irit w

o
rld
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ise co

m
p
letely

 em
b
o
d
ied
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T

h
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reath
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r b
o
d
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n
g
 th
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e o
n
ly
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eg

u
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e d
read
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 N

a
la

la
in
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e sp

irit o
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strife an
d
 m

u
rd

er, w
h
o
 m

ay
 b

e seen
 creep

in
g
 ab

o
u
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 th
e ev

en
in

g
 w

ith
 fiery

 ey
es, lo

n
g
 red

 to
n
g
u
e, 

an
d
 claw

s o
n
 h

is h
an

d
s. 

 
A

p
p
aren
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b
lin

g
 h

im
 is S

w
a
n
g
ie th

e m
o

st d
read

ed
 o
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e B

u
ru

n
g
s o

f 

H
alm

ah
era, th

e ev
il o

n
e w

h
o
 creep

s o
n
 th

e earth
. 

 
T

h
e B

eg
u
s ev

en
 try

 to
 tak

e p
o
ssessio

n
 o

f co
rp

ses, 

an
d
 th

e in
cessan

t w
o
rd

 -stro
k
es o

f th
e U

lu
b
ela

n
g
 o

r ch
am

p
io

n
s w

h
o
 su

rro
u
n
d
 th

e co
ffin

 in
 a fu

n
eral 

p
ro

cessio
n
, are d

irected
 ag

ain
st th

em
. 

 
 

 

＊ 

が
当
該
部
で
あ
る
。「b

etel-ch
ew

in
g

」
が
「
キ
ン
マ
を
噛
む
こ
と
で
」
の
意
で
あ
る
。 

「
ダ
イ
ヤ
ツ
ク
人
、
カ
ミ
ヤ
ツ
ク
魔
、
鳥
の
如
く
飛
で
孕
婦
を
害
し
子
生
ま
る
ゝ
を
妨
げ
、
ク
ロ
ア
ー
魔
は
、

胸
の
正
中
に
一
乳
房
の
み
有
り
、
兒
產
ま
る
ゝ
や
否
、
來
て
其
頸
を
摑
み
、
之
を
不
具
に
す
と
信
ぜ
る
も
似

た
事
な
り
（T

. F
. B

eek
er, 

“T
h
e M

y
th

o
lo

g
y
 o

f th
e D

y
ak

s,

” T
h

e Jo
u
rn

al o
f th

e ln
d
ian

 A
rch

ip
elag

o
 an

d
 

E
astern

 A
sia, v

o
l. iii, p

p
. 1

0
6
, 1

1
3
, 1

8
4
9

）」「In
tern

et arch
iv

e

」
で
原
本
を
見
る
こ
と
が
出
来
、「1

0
6

」

は
こ
こ
で
、
丁
度
、右
手
中
央
の
段
落
か
ら
下
部
ま
で
が
そ
れ
で
、「
ダ
イ
ヤ
ツ
ク
人
」
の
綴
り
は「th

e D
y
ak

s
」

で
「
ダ
ヤ
ク
族
（D

ay
ak

／D
y
ak

）
は
ボ
ル
ネ
オ
島
に
居
住
す
る
プ
ロ
ト
・
マ
レ
ー
系
先
住
民
の
内
で
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
も
マ
レ
ー
人
で
も
な
い
人
々
の
総
称
で
あ
る
。
以
下
、「
カ
ミ
ヤ
ツ
ク
魔
」
は
「
第
二
の
悪
者
」

と
称
し
て
「K

am
ak

」
と
あ
り
、「
ク
ロ
ア
ー
魔
」
の
方
は
こ
ち
ら
の
「1

1
3

」
の
頭
に
出
、「k

lo
ā

」
で
あ
る
。 

「
フ
ユ
ヤ
リ
ー
ス
」fairies

。
妖
精
（
英
語
：fairy

／faery

）
の
複
数
形
。
語
源
は
ラ
テ
ン
語
「fata

」（
運

命
）
に
由
来
す
る
。 

「
ネ
レ
イ
ヅ
」
ネ
レ
イ
ス
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
海
に
棲
む
女
神
ら
或
い
は
ニ
ュ
ム
ペ
ー
（
ニ
ン
フ
）
ら
の
総

称
。 

「H
azlitt, v

o
l. 

ⅰ, p
.1

0
2
 

」
既
出
既
注
の
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・
書
誌
学
者
・
作
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ル

ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W

illiam
 C

arew
 H

azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九
一
三
年
）
著
の
「
信
仰
と
民
俗
学
」
。 

「B
en

t, p
. 1

4

」
既
出
既
注
の
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
・
考
古
学
者
・
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
セ
オ
ド
ア
・
ベ
ン

ト
（Jam

es T
h
eo

d
o
re B

en
t 

一
八
五
二
年
～
一
八
九
七
年
）
の
「
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
又
は
島
内
の
ギ
リ
シ

ャ
人
た
ち
の
生
活
」（T

h
e C

ycla
d
es; o

r, L
ife a

m
o
n
g
 th

e In
su

la
r G

reeks

）。「In
tern

et arch
iv

e

」
で
調
べ

る
と
、
当
該
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
頭
。
初
行
に
出
る
「N

ereid
s

」
が
ネ
レ
イ
ス
の
英
訳
。 

https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.107696/page/n123/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.107696/page/n123/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.107696/page/n131/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/n37/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/n37/mode/2up


「
老
媼
茶
話
十
七
章
」
作
者
は
松
風
庵
寒
流
或
い
は
三
坂

み

さ

か

春
編

は
る
よ
し

（
元
禄
一
七
・
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
？

～
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
）
が
記
録
し
た
会
津
地
方
を
中
心
と
す
る
奇
譚
（
実
録
物
も
含
む
）
を
蒐
集
し

た
と
さ
れ
る
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
の
序
（
そ
こ
で
の
署
名
が
「
松
風
庵
寒
流
」）
を
持
つ
「
老
媼
茶
話

（
ら
う
あ
う
さ
わ
（
ろ
う
お
う
さ
わ
））
」。
三
坂
春
編
は
三
坂
大
彌
太

だ

い

や

た

と
も
称
し
た
会
津
藩
士
に
比
定
さ
れ

て
い
る
。
私
は
完
全
電
子
化
注
を
カ
テ
ゴ
リ
「
怪
奇
談
集
」
で
終
え
て
い
る
。「
老
媼
茶
話
巻
之
三 

天
狗
」

を
、
ど
う
ぞ
。 

「
著
聞
集
ア
コ
法
師
の
事
」「
古
今
著
聞
集
」
の
巻
第
十
七
の
「
變
化
第
二
十
七
」
の
「
御
湯
殿
の
女
官
高

倉
が
子
あ
こ
法
師
失
踪
の
事
」。 

 
 

 

＊ 

 

こ
れ
も
建
保
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
二
一
三
年
～
一
二
一
九
年
。］
の
比
、
御
湯
殿

み

ゆ

ど

の

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

清
涼
殿
の
西
北
に
あ
っ
た
帝
の
湯
浴
み
所
。］
の
女
官

に
よ
く
わ
ん

高
倉
が
子
に
、
七
歳
に
な
る
「
あ
こ
法
師
」
と
い
ふ

小
童

こ
わ
ら
は

あ
り
け
り
。
家
は
樋
口
高
倉
に
て
あ
り
け
れ
ば
、
ち
か
ぢ
か
に
小
童
部

こ

わ

ら
は

べ

あ
そ
び
と
も
な
ひ
て
、
小
六
条

へ
行
に
け
り
。
か
い
く
ら
み
時ど

き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
夕
暮
れ
時
。］
に
、
小
六
条
に
て
、 

「
相
撲

す

ま

ひ

と
ら
ん
。」 

と
て
、
ね
り
あ
ひ
た
る
と
こ
ろ
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ゆ
っ
く
り
と
寄
り
合
っ
た
と
こ
ろ
が
。
］、
う
し
ろ
の

築
地

つ

い

ぢ

の
う
へ
よ
り
、
な
に
と
は
見
え
わ
か
ず
、
垂た

れ

布ぬ
の

の
や
う
な
る
も
の
の
、
う
ち
お
ほ
ふ
、
と
見
え
け
る
程

に
、
こ
の
「
あ
こ
法
師
」
、
う
せ
に
け
り
。
お
そ
ろ
し
き
こ
と
、
か
ぎ
り
な
し
。
か
た
へ
の
童
部
、
み
な
、

に
げ
ぬ
。
恐
れ
を
な
し
て
、
人
に
も
、
か
く
と
も
、
い
は
ず
。 

 

母
、
さ
は
ぎ
か
な
し
み
て
、
い
た
ら
ぬ
所
も
な
く
求
む
れ
ど
も
、
見
え
ず
。 

 

三
日
と
い
ふ
夜
の
夜
半
ば
か
り
に
、
女
官
が
門
を
、
こ
と
ご
と
く
、
た
ゝ
く
も
の
、
あ
り
。
恐
れ
あ
や
し

み
て
、
左
右

さ

う

な
く
あ
け
ず
し
て
、
内
よ
り
、 

「
た
そ
。」 

と
問
ふ
に
、 

「
う
し
な
へ
る
子
、
と
ら
せ
ん
。
あ
け
よ
。」 

と
、
い
ふ
。 

 

猶
ほ
、
お
そ
ろ
し
く
て
、
あ
け
ず
。 

 

さ
る
ほ
ど
に
、
家
の
軒の

き

に
、
あ
ま
た
、
聲
し
て
、 

「
は
あ
。」 

と
、
わ
ら
ひ
て
、
廊ら

う

の
方か

た

に
、
物
を
な
げ
た
り
け
り
。 

 

お
そ
ろ
し
な
が
ら
、
火
を
と
も
し
て
み
れ
ば
、
げ
に
、
う
し
な
へ
る
子
な
り
け
り
。 

 

な
へ
な
へ
と
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ぐ
っ
た
り
と
し
て
し
ま
っ
て
。］、
い
け
る
物
に
も
あ
ら
ず
、
物
も

い
は
ず
、
た
だ
、
目
ば
か
り
。
し
ば
た
ゝ
き
け
り
。 

 

驗
者

げ

ん

ざ

・
よ
り
ま
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
憑
坐
」。
靈
を
移
し
と
る
た
め
の
少
女
。］
な
ど
、
す
ゑ
て
、
い

の
る
に
、
物
、
多
く
、
つ
き
た
り
。
み
れ
ば
、
馬
の
く
そ
な
り
け
り
。
三
た
ら
ひ
ば
か
り
ぞ
、
あ
り
け
る
。 

 

さ
れ
ど
も
、
な
ほ
、
物
い
ふ
こ
と
も
せ
ず
。 

 

「
よ
み
が
へ
り
」
の
ご
と
く
に
て
、
十
四
、
五
ば
か
り
ま
で
は
、
生
き
て
あ
り
し
。 

 

「
そ
の
後の

ち

、
い
か
が
な
り
侍
り
け
ん
。」 

と
、
そ
の
時
、
見
た
り
け
る
人
の
、
か
た
り
侍
し
な
り
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/10/post-b21a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/10/post-b21a.html


 
 

 

＊ 

「
苗
氏
コ
ラ
ヷ
ン
バ
ス
ク
の
諸
民
、
產
每
に
夫
「
ク
ー
ヷ
ー
ド
」
し
て
、
妻
と
苦
樂
を
俱
に
す
る
の
意
を
示

し
」「
苗
氏
」
は
ミ
ャ
オ
族
。
中
国
国
内
に
多
く
居
住
す
る
民
族
集
団
で
、
同
系
統
の
言
語
を
話
す
人
々
は

タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
山
岳
地
帯
に
住
む
。
自
称
は
モ
ン
族
。「
ク
ー
ヷ
ー
ド
」

ウ
ィ
キ
の
「
男
の
つ
わ
り
」
に
よ
れ
ば
、『
未
開
社
会
で
は
、
妻
が
妊
娠
す
る
と
男
性
が
産
褥
（
出
産
用
の

寝
床
）
に
つ
く
真
似
を
す
る
風
習
を
と
も
な
う
地
域
が
あ
り
、co

u
v

ad
e

』
（
ク
ー
バ
ー
ド
。
英
語
。
）
『（
擬

娩
、
擬
産
）
と
呼
称
さ
れ
る
』
と
し
、『
妻
が
妊
娠
す
る
と
』、『
夫
の
身
体
の
調
子
が
悪
く
な
る
こ
と
を
い

う
。
福
島
県
で
は
「
ト
モ
ク
セ
」、
岩
手
県
沿
岸
地
方
で
は
「
男
の
ク
セ
ヤ
ミ
」
と
い
い
、
ひ
ど
い
人
は
妊

婦
と
同
じ
く
汗
を
か
い
て
衰
弱
し
、
嘔
吐
を
も
よ
お
し
た
り
も
す
る
が
』
、『
妻
の
出
産
が
終
わ
る
と
治
る
。

「
病
ん
で
助
け
ら
れ
る
の
は
ク
セ
ヤ
ミ
ば
か
り
」
と
い
う
民
俗
語
彙
も
あ
る
。
岩
手
県
岩
手
郡
で
は
「
ク
セ

ヤ
マ
イ
」、
長
野
県
下
伊
那
地
方
で
は
「
ア
ク
ソ
ノ
ト
モ
ヤ
ミ
（
悪
疽
の
共
病
み
）」、
奈
良
県
高
市
郡
地
方

で
は
「
ア
イ
ボ
ノ
ツ
ワ
リ
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
』
と
あ
っ
た
。
私
は
二
十
代
の
頃
に
読
ん
だ
、
人
類
学

の
本
で
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
辺
り
で
あ
っ
た
か
、
夫
が
実
際
の
妻
の
産
屋
と
は
別
に
同
じ
形
の
贋
の
産
屋
を
作

り
、
そ
こ
で
夫
が
出
産
の
苦
痛
の
叫
び
を
挙
げ
て
、
魔
物
を
惑
わ
す
と
い
う
同
様
の
風
習
が
あ
る
こ
と
を
読

ん
だ
（
写
し
書
き
し
た
の
だ
が
、
そ
の
メ
モ
帳
自
体
が
残
念
な
こ
と
に
書
庫
の
底
に
沈
ん
で
出
て
こ
な
い
）
。

こ
れ
は
、
前
に
も
書
い
た
通
り
、
民
俗
社
会
で
は
、
一
つ
の
人
体
に
二
つ
の
魂
が
宿
っ
て
い
る
妊
婦
の
状
態

は
、
魔
物
が
侵
入
し
や
す
い
危
険
な
状
態
と
認
識
さ
れ
る
か
ら
で
、
非
常
に
腑
に
落
ち
る
の
だ
が
、
本
邦
に

も
心
因
性
の
病
的
な
状
態
と
し
て
夫
に
起
こ
る
と
い
う
の
は
初
め
て
読
ん
だ
。
興
味
深
い
。 

「
北
ボ
ル
ネ
ヲ
に
は
、
產
死
の
女
、
極
樂
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
直
ぐ
通
り
と
す
（R

atzel,

ⅱ,p
.4

7
9

）」

既
出
既
注
の
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
・
生
物
学
者
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
（F
ried

rich
 R

atzel 

一
八
四

四
年
～
一
九
〇
四
年
：
社
会
的
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
の
強
い
思
想
を
特
徴
と
し
、
政
治
地
理
学
の
祖
と

さ
れ
る
）
の
英
訳
本
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
英
訳
原
本
の
こ
ち
ら
の
右
ペ
ー
ジ
中
央
や
や
下
に
あ
る
一
節
。 

 
 

 

＊ 
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e d
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太
字
部
分
が
当
該
す
る
。 

「
反
踵
」「
は
ん
し
よ
う
（
は
ん
し
ょ
う
）」。
初
生
児
に
見
ら
れ
る
概
ね
先
天
性
の
奇
形
に
外
反
踵
足
（
が

い
は
ん
し
ょ
う
そ
く
）
が
あ
る
。
足
が
外
側
に
捩
じ
れ
る
よ
う
に
変
形
し
て
い
る
。 

「
廢
壘
墓
塚
」「
は
い
る
い
ぼ
ち
よ
う
（
は
い
る
い
ぼ
ち
ょ
う
）」。
崩
れ
た
古
い
砦
や
墓
や
塚
。 

https://archive.org/details/historymankindv00ratzgoog/page/n550/mode/2up


「
安
南
」
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
。 

「L
an

d
es, 

“N
o
tes 

su
r 

less 
M

œ
u
rs 

et 
S

u
p
erstitio

n
s 

P
o
p
u
laires 

d
es A

n
n
am

ites,

” 
C

o
ch

in
ch

in
e 

F
ran

caise, v
o
l.

ⅰ, p
. 4

4
8
, S

aig
o
n
, 1

8
8
0

」
フ
ラ
ン
ス
人
で
ベ
ト
ナ
ム
の
管
理
官
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
ニ
・
ラ

ン
デ
ス
（A

n
to

n
y
 L

an
d
es 

一
八
五
〇
年
～
一
八
九
三
年
）
が
一
八
八
二
年
に
刊
行
し
た
「
ア
ン
ナ
ン
に
於

け
る
民
俗
と
一
般
的
迷
信
に
つ
い
て
の
記
録
」。
南
方
熊
楠
は
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」
の
「
海
豚
（
イ

ル
カ
）」
の
条
で
引
用
し
て
い
る
。 

「
今
昔
物
語
卷
十
三
、
平
季
武
之
に
値
ふ
話
あ
り
」
既
に
『
柳
田
國
男
「
一
目
小
僧
そ
の
他
」 

附
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注 

橋
姫
（
３
） 

産
女
（
う
ぶ
め
）』
の
私
の
注
で
電
子
化
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
卷
六
十
七
、
鐮
倉
產
女
寶
塔
の
談
あ
り
」「
相
模
」
の
部
の
「
大
巧
寺
（
だ
い
ぎ
や
う
じ
）」

の
一
節
。
所
持
す
る
原
本
か
ら
訓
読
し
て
電
子
化
す
る
。〔 

〕
は
私
が
附
し
た
読
み
。 

 
 

 

＊ 

大
巧

ぎ
や
う

寺 

妙
隆
寺
近
處
に
在
り
。【
法
華
。】 
寺
領
七
貫
二
百
文
。 

當
寺
、
初
め
は
眞
言
宗
に
て
、
大
行
寺
と
號
す
。
而
る
に
、
日
蓮
、
妙
本
寺
に
在
り
し
時
、
法
華
と
成
る
。

日
澄
上
人
を
以
つ
て
、
開
山
と
爲
す
。
卽
ち
、
妙
本
寺
の
院
家
な
り
。 

産
女

う

ぶ

め

の
寳
塔 

堂
内
に
在
り
。
一
間
四
面
、
二
重
の
塔
。 

相
ひ
傳
ふ
、
當
寺
第
五
世
日
棟
上
人
、
毎
夜
、
妙
本
寺
の
祖
師
堂
に
詣
で
て
、
或
夜
、
夷
堂
橋
の
傍
ら
よ
り
、

産
女
の
幽
靈

ゆ
う
れ
い

出
で
て
、
日
棟
の
廻
向
を
乞
ふ
。
日
棟
、
之
れ
の
爲
め
に
廻
向
す
。
産
女
、
䞋

金

〔
し
ん
き
ん
〕

一
包
を
投

じ
、
之
れ
を
謝
す
。
日
棟
、
用
ひ
て
、
造
立
す
る
所
の
塔
な
り
。 

曼
荼
羅 

三
幅
。
共
に
日
蓮
の
筆
【
祈
禱
の
曼
荼
羅
・
瓔

珞

〔
や
う
ら
く
〕

の
曼
荼
羅
・

星

降

〔
ほ
し
く
だ
り
〕

の
曼
荼
羅
。
皆
、
珍
寳

と
爲
す
。】 

 
 

 

＊ 

「
䞋
金
」
は
施
し
の
た
め
の
金
。
こ
こ
で
は
、
自
身
の
廻
向
を
し
て
呉
れ
た
こ
と
へ
の
謝
礼
の
布
施
。
こ
の

一
連
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
大
功
寺
公
式
サ
イ
ト
の
「
沿
革
」
に
詳
細
な
現
代
語
の
「
産
女
霊
神
縁
起
」（P

D
F

別
フ
ァ
イ
ル
）
が
あ
る
。
一
読
を
お
薦
め
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
載
は
、
ど
う
に
も
、
し
ょ
ぼ
過
ぎ
る
。

鎌
倉
史
を
手
掛
け
て
い
る
私
と
し
て
は
大
い
に
不
満
が
あ
る
。
私
の
水
戸
光
圀
の
「
新
編
鎌
倉
志
卷
之
七
」

か
ら
、
私
の
注
も
併
せ
て
丸
ご
と
引
き
添
え
て
お
く
（
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
い
仕
儀
な
の
で
一
部
で
表
記
を

変
え
た
）。 

 
 

 

＊ 

〇
大
巧
寺 

大
巧
寺

ダ
イ
ギ
ヤ
ウ
ジ

は
、
小
町
の
西
頰

ニ
シ
ガ
ハ

に
あ
り
。
相
ひ
傳
ふ
、
昔
は
長
慶
山
正
覺
院
大
行
寺
と
郷
し
、
眞
言

宗
に
て
、
梶
原
屋
敷

カ
ジ
ハ
ラ
ヤ
シ
キ

の
内
に
あ
り
。
後ノ

チ

に
大
巧
寺
と
改
め
、
此
の
地
に
移
す
と
な
り
。
梶
原
屋
敷
の
條
下
に

詳
か
な
り
。
昔
し
日
蓮
、
妙
本
寺
在
世
の
時
、
此
の
寺
法
華
宗
と
な
り
、
九
老
僧
日
澄
上
人
を
開
山
と
し
、

妙
本
寺
の
院
家
に
な
れ
り
。
今
二
十
四
世
な
り
。
寺
領
七
貫
二
百
文
あ
り
。
棟
札
に
、
延
德
二
年
二
月
廿
一

日
と
あ
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
梶
原
屋
敷
の
内
に
あ
り
」
と
あ
る
の
は
「
後
に
」「
此
の
地
に
移
す
」
で
分
か
る
よ
う

に
、
こ
の
寺
は
元
は
十
二
所
の
梶
原
屋
敷
内
に
あ
っ
た
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
源
頼
朝
が
こ
の
十
二
所
の
大
行

寺
で
軍
評
定
を
し
て
合
戦
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
勝
利
を
得
た
こ
と
か
ら
寺
号
を
大
巧
寺
と
改
め
、
そ
の
後
に

こ
の
地
に
移
転
し
た
と
あ
る
。］ 

產
女

ウ

ブ

メ

の
寶
塔

ホ
ウ
タ
フ 

堂
の
内
に
、
一
間
四
面
の
二
重
の
塔
あ
り
。
是
を
「
産
女
の
寶
塔
」
と
云
ふ
事
は
、
相
ひ
傳

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-823b16.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-823b16.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/05/post-0249.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/05/post-0249.html
http://onmesama.ec-net.jp/history.html
http://onmesama.ec-net.jp/engi.pdf
http://onmesama.ec-net.jp/engi.pdf
http://onmesama.ec-net.jp/engi.pdf
http://yab.o.oo7.jp/kamakurasi7.html
http://yab.o.oo7.jp/kamakurasi7.html


ふ
、
當
寺
第
五
世
日
棟
と
云
僧
、
道
念
至
誠
に
し
て
、
每
夜
妙
本
寺
の
祖
師
堂
に
詣
す
。
或
夜
、
夷
堂
橋

エ
ビ
ス
ダ
ウ
バ
シ

の
脇
よ
り
、
產
女
の
幽
魂
出
て
、
日
棟
に
逢
ひ
、
廻
向
に
預
つ
て
苦
患
を
免

マ
ヌ
カ

れ
度タ

き
由
を
云
ふ
。
日
棟
こ

れ
が
爲
に
廻
向
す
。
產
女
、
䞋
金
一
包

ヒ
ト
ツ
ヽ
ミ

を
捧
げ
て
謝
す
。
日
棟
、
こ
れ
を
受
て
、
其
の
爲
に
造
立
す
と
云

ふ
。
寺
の
前
に
產
女
幽
魂
の
出
た
る
池
、
橋
柱

ハ
シ
バ
シ
ラ

の
跡
と
云
て
、
今
、
尚
、
存
す
。
夷
堂
橋
の
少
し
北
な
り
。 

寺
寶 

曼
荼
羅 

三
幅 

共
に
日
蓮
の
筆
。
一
幅
は
、「
祈
禱
の
曼
荼
羅
」
と
云
ふ
。「
病
則
消
滅 

不
老
不
死
」
の

八
字
を
書
加
ふ
。
日
蓮
、
房
州
小
湊

コ
ミ
ナ
ト

へ
還カ

ヘ

り
、
七
十
餘
歳
の
老
母
に
逢
ふ
。
老
母
、
頓
死
す
。
日
蓮
、
悲
哀

に
た
へ
ず
し
て
祈
誓
す
。「
弘
法

グ

ハ

フ

の
功
、
む
な
し
か
ら
ず
ば
、
再
び
母
の
命

イ
ノ
チ

を
活イ

カ

し
給
へ
」
と
念
じ
了ヲ

ハ

つ
て

此
を
書
す
。
た
ち
ま
ち
に
氣
を
吐
い
て
、
よ
み
が
へ
る
。
命
延
ぶ
る
こ
と
、
四
年
也
、
と
云
傳
ふ
。
經
文
は

散
書

チ
ラ
シ
ガ
キ

也
。
妙
本
寺
に
も
、
是
、
あ
り
。
一
幅
は
、「
瓔
珞
の
曼
荼
羅
」
と
云
ふ
。
上
に
瓔
珞
あ
り
。
一
幅
は

「
星
下

ホ
シ
ク
ダ

り
の
曼
荼
羅
」
と
云
ふ
。
日
證
、
此
を
庭
前
の
靑
木
に
掛
て
日
天
子
を
禮
す
。
時
に
、
星
下
る
。
故

に
名
く
。
其
の
靑
木
、
今
、
猶
を
存
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
妙
本
寺
に
も
是
あ
り
」
私
の
電
子
テ
ク
ス
ト
「
鎌
倉
攬
勝
考
卷
之
六
」
の
「
妙
本
寺
」

の
「
曼
陀
羅
」
の
項
に
、
日
蓮
の
「
臨
滅
度
時
の
御
本
尊
」
と
呼
称
さ
れ
る
十
界
曼
荼
羅
の
画
像
を
示
し
て

あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。「
瓔
珞
」
は
珠
玉
を
連
ね
た
首
飾
り
や
腕
輪
を
言
う
。
本
来
は
イ
ン
ド
の
装
身
具

で
あ
っ
た
が
、
仏
教
で
仏
像
を
荘
厳
し
ょ
う
ご
ん
す
る
た
め
の
飾
り
具
と
な
り
、
ま
た
寺
院
内
の
蓮
台
な
ど

の
宝
華

ほ

う

け

状
の
荘
厳
全
般
を
も
指
し
、
こ
こ
で
は
天
蓋
か
ら
ぶ
ら
下
げ
る
タ
イ
プ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
か
。

な
お
、
上
記
の
大
巧
寺
公
式
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
現
在
こ
の
二
幅
は
本
山
の
妙
本
寺
霊
宝
殿
に
寄
託
さ
れ
て

お
り
、
う
ち
一
幅
が
日
蓮
聖
人
に
よ
る
御
真
筆
と
さ
れ
、
大
巧
寺
が
真
言
宗
か
ら
日
蓮
宗
に
改
宗
し
た
際
の

も
の
と
思
わ
れ
る
、
と
あ
る
。
そ
こ
に
は
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
あ
る
ら
し
い
。「
星

下
り
」
流
れ
星
の
出
現
は
日
蓮
の
奇
瑞
と
し
て
も
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
。］ 

無
邊
行
菩
薩
の
名
號 

壹
幅 

日
蓮
の
筆
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
無
邊
行
菩
薩
」
日
蓮
宗
や
法
華
宗
で
言
う
「
法
華
経
」
に
登
場
す
る
四
菩
薩
（
四
士

と
も
）
の
一
人
。
上

行

じ
ょ
う
ぎ
ょ
う

・
無
辺
行
・
浄
行
・
安

立

行

あ
ん
り
ゅ
う
ぎ
ょ
う

。
彼
ら
は
特
殊
な
菩
薩
で
、
菩
薩
行
の
修
行
者
で

は
な
く
、
既
に
悟
達
し
た
如
来
が
末
法
救
済
の
た
め
に
再
び
再
臨
し
た
大
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る
。］ 

日
蓮
の
消
息 

壹
幅 

曼
荼
羅 

壹
幅 

日
朗
の
筆
。 

舍
利
塔 

壹
基 

五
重
の
玉
塔
な
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
高
さ
約
三
十
セ
ン
チ
程
の
、
産
女
霊
神
神
骨
を
収
め
た
と
さ
れ
る
水
晶
の
五
輪

塔
。
非
公
開
で
あ
る
が
、
上
記
大
巧
寺
公
式
サ
イ
ト
に
画
像
が
あ
る
。］ 

 
 

已
上 

濵
名

ハ

マ

ナ

が
石
塔 

北
條
氏
政

ホ
ウ
デ
ウ
ウ
ヂ
マ
サ

の
家
臣
、
濵
名

ハ

マ

ナ

豐
後
の
守
時
成

ト
キ
ナ
リ

、
法
名
妙
法
、
子
息
蓮
眞
、
母
儀
妙
節
、
三
人
の

石
塔
な
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
北
條
氏
政
」（
天
文
七
（
一
五
三
八
）
年
～
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
）
は
戦
国
期

の
相
模
国
の
大
名
で
後
北
条
氏
の
第
四
代
当
主
。
武
田
信
玄
の
娘
婿
で
、
武
田
義
信
・
武
田
勝
頼
は
義
兄
弟
。

父
氏
康
の
後
を
継
ぎ
北
条
氏
の
関
東
で
の
勢
力
拡
大
に
務
め
た
が
、
豊
臣
秀
吉
と
の
外
交
策
に
失
敗
、
小
田

原
の
役
を
招
い
て
最
後
に
は
降
伏
、
切
腹
し
た
。「
濵
名
豐
後
の
守
時
成
」
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
大

巧
寺
の
譜
代
旦
那
で
あ
っ
た
こ
と
、
現
在
の
横
須
賀
市
に
あ
っ
た
相
模
国
三
浦
郡
森
崎
郷
に
関
わ
っ
て
、
天



正
三
（
年
二
月
十
七
日
附
の
浜
名
時
成
証
文
写
が
現
存
し
、｢

今
度
三
浦
森
崎
郷
永
代
致
買
得
候｣

と
あ
り

（「
神
奈
川
県
史
」
に
よ
る
）、
更
に
時
成
は
こ
の
森
崎
郷
を
買
い
取
っ
た
後
、
鎌
倉
大
巧
寺
に
永
代
寄
進
し

て
い
る
と
い
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
彼
と
そ
の
家
族
の
墓
が
こ
こ
に
あ
る
の
も
頷
け
る
。］ 

番
神
堂

バ
ン
ジ
ン
ダ
ウ 

濵
名

ハ

マ

ナ

時
成
建
立
す
と
云
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
番
神
堂
」
と
は
三
十
番
神
を
祀
っ
た
堂
の
こ
と
。
三
十
番
神
は
神
仏
習
合
の
本
地
垂

迹
説
に
よ
る
信
仰
で
、
毎
日
交
替
で
一
ヶ
月
（
陰
暦
で
は
一
ヶ
月
は
二
十
九
か
三
十
日
）
の
間
、
国
家
や
民

を
守
護
し
続
け
る
と
さ
れ
た
三
十
柱
の
神
仏
を
指
す
。
鎌
倉
期
に
流
行
し
、
特
に
日
蓮
宗
で
重
要
視
さ
れ

た
。］ 

 
 

 

＊ 

因
み
に
、
こ
の
寺
（「
お
ん
め
さ
ま
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
）
は
、
私
の
父
が
幼
少
の
頃
、
初
め
て
鎌
倉
に

来
た
折
り
、
こ
の
本
堂
に
間
借
り
さ
せ
て
貰
っ
た
と
い
う
貧
し
い
時
代
の
藪
野
家
に
は
甚
だ
因
縁
の
深
い

寺
な
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
敢
え
て
詳
し
く
添
え
た
。 

「
耳
袋
中
編
に
、
產
後
死
せ
る
女
、
人
に
預
た
る
嬰
兒
を
抱
き
に
來
り
し
事
を
載
す
」
紛
ら
わ
し
い
書
き
方

し
て
お
く
れ
な
、
熊
楠
セ
ン
セ
！ 

こ
れ
は
巻
之
二
の
「
幽
靈
な
し
と
も
難
極
（
き
は
め
が
た
き
）
事
」
で

ん
が
な
！ 

「
耳
囊
」
は
江
戸
の
南
町
奉
行
（
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
））
年
と
し
て
名
奉
行
の
名
の
高
い

旗
本
根
岸
鎭
衞
（
し
づ
（
ず
）
も
り 

元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
～
文
化
一
二
（
一
八
一
五
）
年
）
が
書
い

た
十
巻
全
一
千
話
か
ら
な
る
随
筆
で
、
私
は
六
年
弱
か
け
て
二
〇
一
五
年
に
全
話
の
電
子
化
訳
注
を
終
わ

っ
て
い
る
。 

『
肥
後
の
人
に
聞
け
ば
、
其
地
に
「
安
か
ら
う
」
と
い
ふ
怪
あ
り
、
產
婦
の
靈
に
し
て
、
雨
夜
に
安
か
ろ
う

と
呼
ぶ
と
こ
は
難
產
を
心
配
せ
し
執
念
の
殘
り
し
と
云
ふ
意
か
』
不
思
議
な
こ
と
に
、
ど
こ
に
も
見
つ
か
ら

な
い
。
何
ら
か
の
方
法
で
記
録
を
残
し
て
お
か
な
い
と
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
ご
存
知
の
方
は
、
是
非
、

御
情
報
を
戴
き
た
い
。
こ
こ
に
追
記
し
た
く
思
う
。 

「
蒼
鷺
な
ど
夜
燐
光
を
放
つ
」「
古
今
百
物
語
評
判
卷
之
三 

第
七 

叡
山
中
堂
油
盜
人
と
云
ば
け
物
附
靑

鷺
の
事
」
の
私
の
注
で
考
証
し
、
幾
つ
か
の
怪
談
も
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
読
ま
れ
た
い
。

な
お
、
古
く
よ
り
怪
を
成
す
と
誤
認
（
真
正
の
鷺
の
妖
怪
譚
・
怪
奇
譚
は
江
戸
以
前
の
も
の
で
も―

―

哲
人

の
如
く
黙
想
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
佇
ん
で
い
る
彼
ら
に
し
て
予
想
外
か
も
知
れ
な
い
が―

―

実
は
極
め

て
少
な
い
の
で
あ
る
）
さ
れ
た
も
の
は
、「
蒼
鷺
」
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
現
在
の
ペ
リ
カ
ン
目
サ
ギ
科
サ

ギ
亜
科
ア
オ
サ
ギ
属
亜
ア
オ
サ
ギ
亜
種
ア
オ
サ
ギ 

A
rd

ea
 cin

erea
 jo

u
yi 

で
は
な
く
て
、
サ
ギ
亜
科
ゴ
イ
サ

ギ
属
ゴ
イ
サ
ギ 

N
yctico

ra
x n

yctico
ra

x 

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。 

「B
en

t, o
p
.cit, p

. 1
8
1
 

に
も
希
臘
の
シ
キ
ノ
ス
島
に
て
、
夜
戶
外
に
乾
せ
し
衣
は
、
香
爐
に
て
薰
べ
し
後

な
ら
で
は
、
決
し
て
產
婦
と
嬰
兒
に
着
せ
ず
、
此
島
濕
氣
甚
け
れ
ば
、
全
く
無
稽
の
冗
談
に
非
じ
、
と
云
り
」

既
出
の
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
・
考
古
学
者
・
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
セ
オ
ド
ア
・
ベ
ン
ト
（Jam

es T
h
eo

d
o
re 

B
en

t 

一
八
五
二
年
～
一
八
九
七
年
）
の
「
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
又
は
島
内
の
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
の
生
活
」（T

h
e 

C
ycla

d
es; o

r, L
ife a

m
o
n
g
 th

e In
su

la
r G

reeks

）。「In
tern

et arch
iv

e

」
で
調
べ
る
と
、
原
本
の
当
該
ペ
ー
ジ

は
こ
こ
。 

 
 

 

＊ 
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『
今
昔
物
語
二
十
七
卷
三
十
章
に
、
「
今
は
昔
、
あ
る
人
方
違
え
に
、
下
京
邊
に
幼
兒
を
具
し
て
行
け
り
、

…
…

』「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
第
二
十
七
の
「
幼
兒
爲
護
枕
上
蒔
米
付
血
語
第
三
十
」（
幼

を
さ
な

き
兒ち

ご

、
護
ら
ん

が
爲
め
に
、
枕
上

ま
く
ら
が
み

に
蒔
く
米
に
、
血
、
付
く
語こ

と

第
三
十
）。
「
□
」
は
欠
字
。 

 
 

 

＊ 

 

今
は
昔
、
或
る
人
、
方
違

か
た
た
が

へ
に
下
邊

し
も
わ
た
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
下
京
附
近
。］
な
り
け
る
所
へ
行
き
た
り
け
る

に
、
幼
き
兒
を
具
し
た
り
け
る
に
、
其
の
家
に
、
本も

と

よ
り
靈
有
り
け
る
を
知
ら
で
、
皆
、
寢ね

に
け
り
。 

 

其
の
兒
の
枕
上
に
、
火
を
近
く
燃と

も

し
て
、
傍
ら
に
、
人
、
二
、
三
人
許
り
寢
た
り
け
る
に
、
乳
母

め

の

と

、
目
を

悟さ
ま

し
て
、
兒
に
乳ち

を
含
め
て
、
寢
た
る
樣や

う

に
て
見
け
れ
ば
、
夜
半
許
り
に
、
塗ぬ

り

籠ご
め

の
戶
を
細
目
に
開
け
て
、

其
よ
り
長た

け

五
、
六
寸
許
り
な
る
、
五
位

ご

ゐ

共ど
も

の
、
日ひ

の
裝
束
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
束
帯
姿
。］
し
た
る
が
、
馬

に
乘
り
て
、
十
人
許
り
次つ

づ

き
て
、
枕
上
よ
り
渡
り
け
る
を
、
此
の
乳
母
、 

『
怖
ろ
し
。』 

と
思
ひ
乍
ら
、「
打
ち
蒔
き
の
米よ

ね

」
を
、
多
ら
か
に
搔か

き
爴つ

か

み
て
、
打
ち
投
げ
た
り
け
れ
ば
、
此
の
渡
る
者

共
、 

「
散さ

」 

と
、
散
り
て
、
□
□
失
に
け
り
。 

 

其
の
後の

ち

、
彌

い
よ
い

よ
怖
し
く
思
け
る
程
に
、
夜よ

暛あ

け
に
け
れ
ば
、
其
の
枕
上
を
見
け
れ
ば
、
其
の
投
げ
た
る

「
打
ち
蒔
き
の
米
」
每ご

と

に
、
血
な
む
、
付
き
た
り
け
る
。 

『
日
來
、
其
の
家
に
有
ら
む
』［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
予
定
で
は
、
そ
の
家
で
の
「
方
違
え
」
は
数
日
に
及
ぶ

は
ず
だ
っ
た
の
で
あ
る
。］ 

と
思
ひ
け
れ
ど
も
、
此
の
事
を
恐
れ
て
、
返
り
に
け
り
。 

 

然し
か

れ
ば
、 

「
幼
き
兒
共

ち
ご
ど
も

の
邊

ほ
と
り

に
は
、
必
ず
、『
打
ち
蒔
き
』
を
爲
す
べ
き
事
也
。」 

と
ぞ
、
此
れ
を
聞
く
人
、
皆
、
云
ひ
け
る
。
亦
、 

「
乳
母
の
心
の
賢
く
て
、
『
打
ち
蒔
き
』
を
ば
し
た
る
也
。」 

と
ぞ
、
人
、
乳
母
を
讚
め
け
る
。 

 

此
れ
を
思
ふ
に
、
知
ら
ざ
ら
む
所
に
は
、
廣

量

く
わ
う
り
や
う

し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
う
っ
か
り
と
し
て
。］、
行
き

宿
り
す
べ
か
ら
ず
。
世
に
は
此か

か

る
所
も
有
る
也
、
と
な
む
語
り
傳
へ
た
る
と
や
。 

 
 

 

＊ 

実
際
、
京
の
市
街
は
お
ろ
か
、
内
裏
の
中
で
さ
え
も
、
古
く
か
ら
ゴ
ー
ス
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
が
意
想
外
に
甚
だ

多
く
あ
っ
た
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
、
こ
の
枕
元
を
過
ぎ
て
行
く
「
小
人
の
五
位

の
行
列
」
と
な
る
と
、
即
座
に
私
の
偏
愛
す
る
「

病
や
ま
ひ
の

草
紙

さ

う

し

」（
絵
巻
。
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
頃
に
描
か
れ

た
詞
書
附
き
の
疾
患
や
治
療
法
を
描
い
た
も
の
で
、
作
者
未
詳
）
の
、
一
般
に
「
小
法
師
の
幻
覚
を
生
ず
る

男
」
と
通
称
さ
れ
る
一
枚
を
真
っ
先
に
思
い
出
し
て
し
ま
う
（
ネ
ッ
ト
に
は
い
い
画
像
が
な
い
ね
。ya

m
a
sa

n

氏
の
「
桃
山
日
記
」
の
「
病
草
子
を
読
む 

そ
の
２
」
の
こ
ち
ら
の
ブ
ロ
グ
主
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
入
り
の
画
像

を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
）。
さ
す
れ
ば
、
怪
し
く
て
「
危
険
が
危
な
い
」
の
は
マ
イ
ク
ロ
五
位
ゴ
ブ
リ
ン
な
ん

http://koromonotate.blogspot.com/2011/10/blog-post_30.html
http://koromonotate.blogspot.com/2011/10/blog-post_30.html


ぞ
で
は
な
く
し
て
、
こ
の
乳
母
自
身
で
あ
る
。
視
覚
的
幻
覚
を
見
る
の
は
、
か
な
り
進
行
し
た
統
合
失
調
症
の

可
能
性
が
高
い
。
こ
の
童
子
も
彼
女
の
た
め
に
ど
う
な
っ
た
も
の
か…

…

判
ら
ぬ
ぞ…

…
 

『
御
伽
草
子
の
「
一
寸
法
師
」
に
、
一
寸
法
師
「
或
時
み
つ
物
の
う
ち
ま
き
と
り
、…

…

』
一
寸
法
師
の
本

格
展
開
の
プ
レ
部
分
。
岩
波
古
典
文
学
大
系
版
を
参
考
に
し
て
示
す
。
一
寸
法
師
の
ゴ
ブ
リ
ン
的
な
悪
巧
み

部
分
で
、
元
を
読
ま
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
結
構
、
一
寸
法
師
が
嫌
い
に
な
る
や
も
知
れ
ぬ
（
正
直
、
私

は
こ
れ
で
大
学
時
代
に
「
御
伽
草
子
」
は
嫌
い
に
な
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
演
習
で
一
年
掛
か
り
で
「
物
く

さ
太
郎
」
だ
け
を
延
々
と
講
義
さ
れ
た
の
も
別
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
）。 

 
 

 

＊ 

 

か
く
て
年
月
送
る
程
に
、
一
寸
法
師
、
十
六
に
な
り
、
せ
い
は
も
と
の
ま
ゝ
な
り
。
さ
る
程
に
、
宰
相
殿

に
、
十
三
に
な
ら
せ
給
ふ
姬
君
お
は
し
ま
す
。
御
か
た
ち
す
ぐ
れ
候
へ
ば
、
一
寸
法
師
、
姬
君
を
見
奉
り
し

よ
り
思
ひ
と
な
り
、 

『
い
か
に
も
し
て
、
案
を
め
ぐ
ら
し
、
わ
が
女
房
に
せ
ば
や
。』 

と
思
ひ
、
あ
る
時
、
み
つ
も
の
ゝ
う
ち
ま
き
取
り
、
茶
袋
に
入
れ
、
姬
君
の
臥
し
て
お
は
し
け
る
に
、
は
か

り
こ
と
を
め
ぐ
ら
し
、
姬
君
の
御
口

お

く

ち

に
ぬ
り
、
さ
て
、
茶
袋
ば
か
り
持
ち
て
、
泣
き
ゐ
た
り
。 

 

宰
相
殿
、
御
覽
じ
て
、
御
尋
ね
あ
り
け
れ
ば
、 

「
姬
君
の
、
わ
ら
は
が
、
こ
の
ほ
ど
、
取
り
集
め
て
置
き

候
さ
ふ
ら
ふ

う
ち
ま
き
を
、
取
ら
せ
給
ひ
、
御
參
り
候
。」 

と
申
せ
ば
、
宰
相
殿
、
大
き
に
怒
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
案
の
ご
と
く
、
姬
君
の
御
口
に
、
つ
き
て
あ
り
。 

「
ま
こ
と
は
。
い
つ
は
り
な
ら
ず
。
か
か
る
者
を
都
に
置
き
て
何な

に

か
せ
ん
。
い
か
に
も
、
失

う
し
な

ふ
べ
し
。」 

と
て
、
一
寸
法
師
に
仰
せ
つ
け
ら
る
る
。
一
寸
法
師
、
申
し
け
る
は
、 

「
童
が
物
を
取
ら
せ
給
ひ
て
候
ほ
ど
に
、
と
に
か
く
に
も
は
か
ら
ひ
候
へ
と
あ
り
け
る
。」 

と
て
、
心
の
う
ち
に
う
れ
し
く
思
ふ
こ
と
限
り
な
し
。
姬
君
は
、
た
だ
、
夢
の
心
地
し
て
、
あ
き
れ
は
て
て

ぞ
お
は
し
け
る
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
み
つ
物
の
う
ち
ま
き
」
の
「
み
つ
物
」
は
よ
く
判
ら
な
い
。
岩
波
で
は
『
み
つ
き
も
の
（
貢
物
）
の

誤
り
か
』
と
頭
注
（
市
古
貞
次
校
注
）
す
る
。
さ
す
れ
ば
、
次
の
注
と
連
結
す
る
。 

『「
つ
ゝ
を
」
米
』
現
代
仮
名
遣
「
つ
つ
お
ご
め
」。「
筒
落
米
」。
年
貢
米
は
「
サ
シ
米
」（
刺
米
・
差
米
・

指
米
）
と
呼
ば
れ
た
品
質
検
査
を
行
っ
た
。
竹
筒
の
先
を
斜
め
に
切
っ
た
「
サ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
用

い
、
こ
れ
を
米
俵
へ
突
き
挿
し
、
そ
の
竹
筒
へ
零
れ
入
っ
た
米
を
調
べ
た
。
そ
の
検
査
の
後
の
、
竹
筒
の
米

や
、
そ
の
作
業
の
途
中
で
俵
か
ら
零
れ
落
ち
た
米
を
「
つ
つ
を
米
」
と
呼
ん
だ
。
熊
楠
は
そ
の
現
実
風
俗
と

し
て
の
落
ち
零
れ
散
る
米
に
、
鬼
を
打
ち
払
う
た
め
に
撒
き
散
ら
す
米
と
い
う
呪
的
機
能
が
「
今
昔
物
語
集
」

の
話
に
も
、「
一
寸
法
師
」
の
そ
れ
に
も
（
後
者
は
そ
の
意
味
が
二
重
に
顕
在
化
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ー
ク

エ
ン
ス
の
直
後
に
奇
体
な
島
へ
姫
と
二
人
し
て
向
か
い
、
鬼
退
治
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
）
掛
け
て
あ
る
の

を
、
甚
だ
興
味
深
い
、
非
常
な
古
え
よ
り
魔
除
け
と
し
て
米
を
散
布
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
米
の
霊
力
「
稲
霊

い
な
だ
ま

」
の
そ
れ
を
用
い
た
咒

ま
じ
な

い
は
、
既
に
「
源
氏
物
語
」
に
も
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。 

「F
razaer,`G

o
ld

en
 B

o
u
g
h
`

」
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
人
類
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
（Jam

es 

G
eo

rg
e F

razer 

一
八
五
四
年
～
一
九
四
一
年
）
が
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
三
六
年
の
四
十
年
以
上
、
ま
さ

に
半
生
を
費
や
し
た
全
十
三
巻
か
ら
成
る
大
著
で
、
原
始
宗
教
や
儀
礼
・
神
話
・
習
慣
な
ど
を
比
較
研
究
し



た
「
金
枝
篇
」（T

h
e G

o
ld

en
 B

o
u
g
h

）。
私
の
愛
読
書
の
一
つ
で
あ
る
。］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
冒
頭
の
そ
れ
は
、
出
口
米
吉
の
初
出
の
一
四
三
ペ
ー
ジ
（
最
終
コ
マ
）
か
ら
、
一
四
四

ペ
ー
ジ
（
2
コ
マ
目
）
に
か
け
て
の
部
分
を
指
す
（P

D
F

は
分
離
し
て
い
る
）。
私
の
電
子
化
は
こ
ち
ら
。］ 

 

（
一
四
三
頁
兒
啼
を
止
る
に
偉
人
の
姓
名
を
呼
ぶ
事
）
歐
州
各
部
、
古
來
タ
ー
ク
ヰ
ン
、
ブ
ラ
ツ
ク
ダ
グ
ラ

ス
、
ハ
ン
ニ
ア
デ
ス
、
マ
ー
ル
ポ
ロ
、
那
翁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」。］、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
、
英

皇
リ
チ
ヤ
ー
ド
一
世
、
ナ
ル
セ
ス
、
ラ
ミ
ア
、
リ
リ
ツ
ス
、
ジ
ヨ
ン
、
ニ
ツ
コ
ル
ソ
ン
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

底
本
は
、「
ジ
ヨ
ン
」
の
後
の
読
点
に
下
線
を
含
ま
な
い
が
、
初
出
で
訂
し
た
。］、
タ
ル
ボ
ツ
ト
卿
抔
の
名

を
以
て
兒
啼
を
止
め
、
ケ
ン
タ
ツ
キ
ー
州
の
一
部
に
ク
レ
ー
ヷ
ー
ハ
ウ
ス
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
ヷ
」

を
「
ゾ
」
と
す
る
が
、
初
出
で
訂
し
た
。］、
墨
西
哥
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
メ
キ
シ
コ
」、］
で
ド
レ
ー
ク
と

呼
で
、
躁
兒
を
靜
む
る
（N

. an
d
 Q

., 1
0
th

 ser., x
, p

. 5
0
9
, 1

9
0
8
; x

i, p
. 5

3
, 1

9
0

9
; R

u
n
d
all,`M

em
o

rials o
f 

th
e E

m
p
ire o

f Jap
an

,` 1
8
5
0
, p

. 5
4

）
風
今
に
殘
れ
り
、
近
時
の
小
說
に
グ
ラ
ツ
ド
ス
ト
ー
ン
と
呼
で
兒
を

お
ど
す
こ
と
す
ら
有
り
、
吾
輩
幼
時
、
殿
樣
、
親
爺
抔
來
れ
り
と
聞
い
て
、
騷
動
を
止
め
し
こ
と
每
度
な
り

き 
R

u
n
d
all, l. c. 

に
、
慶
長
十
八
年
六
月
、
英
艦
長
サ
リ
ス
、
平
戶
侯
に
饗
せ
ら
る
ゝ
記
あ
り
（
此
時
、
英

艦
長
の
私
室
に
、
羅
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
羅
馬
（
ロ
ー
マ
）。］
の
婬
神
ヰ
ヌ
ス
美
童
ク
ピ
ツ
ト
と
戲
る
ゝ
圖

を
揭
た
る
を
、
日
本
上
流
婦
人
、
葡
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
。］
に
天
主
敎
化
さ
れ
居
た
る

も
の
、
歸
命
頂
禮
し
て
、
マ
リ
ア
と
基
督
母
子
也
と
せ
る
珍
談
有
、
百
家
說
林
第
一
板
所
收
、
司
馬
江
漢
の

春
波
樓
筆
記
八
十
八
頁
に
も
摘
出
せ
ら
る
）
中
に
、
平
戶
人
、
英
吉
利
黑
船
と
て
歌
唄
ひ
、
劒
舞
し
て
、
英

人
西
班
牙
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ス
ペ
イ
ン
」。］
船
を
掠
む
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
す
む
る
」。
奪
わ
ん

と
す
る
。］
の
狀
を
な
し
、
小
兒
輩
を
威
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
ど
す
」。］
と
有
、
後
年
難
波
に
黑
船
忠

右
衞
門
有
し
も
、
人
に
怖
ら
る
ゝ
こ
と
黑
船
の
如
く
な
り
し
故
な
ら
ん
、
多
少
の
誇
張
は
有
る
べ
き
も
、
近

年
石
川
縣
の
遠
藤
秀
景
氏
、
名
兒
啼
を
止
む
る
に
足
れ
り
と
云
事
新
紙
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
新
聞
記
事
。
］

に
て
見
た
り
、
蒙
昧
の
蕃
民
、
敵
襲
來
す
る
を
憚
り
默
靜
を
重
ん
ず
る
は
、
サ
ビ
ム
バ
人
の
祖
先
、
鷄
鳴
の

爲
に
在
處
を
知
ら
れ
て
、
度
々
海
賊
に
犯
さ
れ
し
故
、
全
く
林
中
の
浪
民
と
な
り
、
鷄
を
忌
む
こ
と
甚
し
く

（L
o
g
an

, 

“T
h
e O

ram
g
 B

in
u
a o

f Jo
h
o
re,

” T
h
e Jo

u
rn

al o
f th

e In
d
ian

 A
rch

ip
elag

o
 an

d
 E

astern
 A

sia, 

v
o
l. i, N

o
v., p

.2
9
6
, 1

8
4
7

）、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ツ
ピ
族
の
一
酋
長
、
朝
早
く
村
中
の
廬
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い

へ
」。
家
。］
を
廻
り
あ
る
き
、
鋭
き
魚
齒
も
て
、
小
兒
の
脛
を
ヒ
ツ
カ
ク
、
是
れ
小
兒
從
順
な
ら
ぬ
時
、
父

母
、
酋
長
搔
き
に
來
る
と
言
て
之
を
脅
さ
ん
が
爲
な
り
（H

an
s S

tad
e, `C

ap
tiv

ity
 in

 B
razil in

 A
. D

. 1
5
4
7
-

1
5
5
5
,` 1

8
7
4
, p

. 1
4
4

）、
近
世
伊
太
利
の
山
賊
ビ
ツ
ツ
ア
ロ
が
、
官
軍
を
寒
洞
中
に
避
け
し
時
、
兒
啼
て
止

ざ
る
を
怒
り
、
其
脚
を
操
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
と
つ
て
」。］
腦
を
岩
壁
に
打
付
け
、
碎
て
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
く
だ
き
て
」。
］
之
を
殺
し
け
れ
は
、
其
妻
之
を
恨
で
、
翌
夜
夫
の
睡
に
乘
じ
て
、
之
を
銃
殺
し
、

其
首
を
獻
し
て
重
賞
を
得
、
更
に
他
人
に
嫁
し
て
良
婦
慈
母
た
り
し
と
云
ふ
（D

. H
ilto

n
, `B

rig
an

d
ag

e in
 

S
. Italy,` 1

8
6
4
, v

o
l. i, p

p
. 1

7
1

-2

）、
古
ス
パ
ル
タ
、
又
殊
に
我
邦
な
ど
尙
武
の
俗
、
男
は
泣
ぬ
も
の
と
幼
少

よ
り
敎
え
し
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］、
主
と
し
て
女
々
し
き
振
舞
無
な
か
ら
し
め
ん
と
の
心
が
け
乍

ら
、
兼
て
輕
躁
事
を
敗
ら
ざ
る
可
き
訓
練
に
て
、
戰
鬪
多
き
世
に
は
、
兒
啼
を
戒
め
て
敵
寇
に
見
顯
さ
れ
ぬ

事
、
一
人
に
も
一
社
會
に
も
、
大
緊
要
の
件
な
る
べ
し
、
趙
の
始
祖
と
源
義
滿
、
幼
少
乍
ら
啼
ず
し
て
身
を

全
せ
し
由
、
風
俗
通
と
碧
山
日
錄
に
出
づ
、
今
、
三
國
志
舊
注
、
倭
漢
三
才
圖
會
、
世
事
百
談
な
ど
を
案
ず

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_135/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_143/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_143/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-51a760.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


る
に
、
張
遼
合
淝
の
戰
に
吳
人
を
震
懾
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ん
し
や
う
」
。
震
え
お
の
の
く
こ
と
。］
せ

し
め
し
故
、
其
名
を
呼
ん
で
兒
啼
を
止
し
迄
に
て
、
上
述
の
諸
例
と
比
較
し
て
、
理
は
能
く
通
ぜ
り
、
別
に

出
口
氏
の
言
の
如
き
、
兒
の
爲
に
魔
を
威
し
去
る
の
意
と
見
え
ず
、
加
之
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
か
の
み

な
ら
ず
」。］
支
那
に
麻
胡
希
臘
に
ラ
ミ
ア
（B

en
t, p

. 9
8

）
抔
、
鬼
來
る
と
言
て
兒
を
脅
し
靜
む
る
こ
と
少

な
か
ら
ず
、
之
を
も
魔
を
去
ら
ん
が
た
め
に
、
更
に
小
兒
が
好
ま
ざ
る
他
の
魔
の
名
を
呼
で
、
之
を
招
く
と

云
は
ば
、
其
辨
は
迂
に
し
て
、
そ
の
說
は
鑿
せ
り
と
や
い
は
ま
し
、
事
物
紀
原
に
は
、
會
稽
有
鬼
、
號
麻
胡
、

好
食
小
兒
腦
、
遂
以
在
小
兒
啼
、
則
謂
麻
胡
來
恐
之
、
乃
啼
聲
絕
と
有
て
、
鬼
な
れ
ど
も
、
空
華
日
工
集
一

に
は
廣
記
を
引
て
、
石
勒
の
將
、
太
原
の
胡
人
麻
姓
の
も
の
大
惡
人
な
り
し
故
、
母
其
名
を
號
し
て
啼
兒
を

お
ど
す
と
せ
り
、
吾
邦
に
元
興
寺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
が
こ
じ
」。］
と
唱
て
小
兒
を
お
ど
す
も
此
類
に
て
、

若
し
元
興
寺
の
鬼
を
呼
來
て
、
他
の
兒
に
害
あ
る
鬼
を
嚇
す
と
言
ば
、
直
ち
に
其
元
興
寺
の
鬼
を
平
げ
た
る

道
場
法
師
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
だ
う
ぢ
や
う
ほ
ふ
し
」。］
の
名
を
呼
で
、
强
弱
の
諸
鬼
を
合
せ
て
之
を
驅

る
の
手
段
を
、
何
故
其
時
代
の
父
母
が
氣
付
か
ざ
り
し
に
や
（
群
書
類
從
卷
六
十
九
道
場
法
師
傳
參
看
）
、

因
に
云
ふ
、
嬰
兒
を
あ
や
し
て
「
レ
ロ
レ
ロ
」
と
云
ふ
は
、
今
も
紀
州
一
汎
に
行
は
る
、
こ
れ
は
英
語
に
所

謂 
T

o
n
g
u
e-T

w
ister

（
舌
捩
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
た
も
じ
り
」。］）
の
最
も
簡
單
な
る
者
で
、
小
兒
に

早
く
言
語
を
發
せ
し
め
ん
と
の
一
助
な
り
、
吾
邦
の
小
兒
、
親
を
困
ら
す
ほ
ど
成
長
せ
ん
に
、「
レ
ロ
レ
ロ
」

位
で
啼
止
む
べ
き
か
は
「
レ
ロ
レ
ロ
」
と
遼
來
と
稍
や
音
近
き
故
、
博
識
を
衒
わ
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
て

ら
は
ん
」。］
と
て
、
前
者
後
者
に
出
づ
と
說
き
出
せ
る
な
る
べ
し
、
實
際
「
レ
ロ
レ
ロ
」
と
呼
で
小
兒
を
怖

し
賺
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
ど
し
す
か
す
」。］
こ
と
有
し
に
非
じ
、 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
タ
ー
ク
ヰ
ン
」
セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
・
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
（
英
語
：S

ex
tu

s T
arq

u
in

iu
s 

？

～
紀
元
前
五
〇
九
年
）。
王
政
ロ
ー
マ
最
後
の
王
ル
キ
ウ
ス
・
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
・
ス
ペ
ル
ブ
ス
（
タ
ル
ク

ィ
ニ
ウ
ス
傲
慢
王
）
の
三
番
目
の
末
子
。
ロ
ー
マ
神
話
に
よ
れ
ば
、
彼
が
人
妻
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
を
陵
辱
し
た

こ
と
が
、
結
果
と
し
て
王
政
の
崩
壊
と
共
和
政
の
設
立
を
招
い
た
と
さ
れ
る
。
同
じ
姓
で
あ
り
、
先
王
セ
ル

ウ
ィ
リ
ウ
ス
を
殺
害
、
ラ
テ
ィ
ウ
ム
地
方
に
覇
権
を
伸
ば
し
た
と
い
う
凶
悪
な
父
も
そ
れ
ら
し
く
見
え
る

が
、
後
に
示
す
原
拠
記
事
か
ら
、
伝
説
的
人
物
（
実
在
は
疑
わ
れ
て
い
る
）
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
に
纏
わ
る
一
五

九
四
年
に
書
か
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
物
語
詩
「
ル
ー
ク
リ
ー
ス
凌
辱
」（T

h
e R

a
p
e o

f L
u
crece

）
に
基

づ
く
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
子
の
方
で
あ
る
。 

「
ブ
ラ
ツ
ク
ダ
グ
ラ
ス
」B

lack
 D

o
u
g
las

。
十
二
世
紀
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
最
も
強
力
な
一
族
の
一
つ
で

あ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
家
。
特
に
そ
の
創
始
者
に
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
王
ロ
バ
ー
ト
Ⅰ
世
の

筆
頭
副
官
の
一
人
で
あ
っ
た
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ダ
グ
ラ
ス
卿
（Jam

es D
o
u
g
las 

一
二
八
六
年
～
一
三
三
〇

年
）
の
異
名
。
聖
地
へ
の
埋
葬
を
望
ん
だ
主
人
の
最
後
の
望
み
を
果
た
す
た
め
に
、
そ
の
心
臓
を
携
え
て
、

ム
ー
ア
人
相
手
の
十
字
軍
遠
征
に
従
軍
し
た
と
い
う
逸
話
が
知
ら
れ
て
お
り
、
部
下
の
兵
た
ち
は
、
そ
う
し

た
彼
を
恐
れ
、「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
」
と
呼
ん
だ
。 

「
ハ
ン
ニ
ア
デ
ス
」
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
ン
ニ
ア
デ
ス
（M

atth
ias H

u
n
n
iad

es 

一
六
二
一

年
～
一
二
五
〇
年
） 

「
マ
ー
ル
ポ
ロ
」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
貴
族
の
公
爵
位
マ
ー
ル
バ
ラ
公
爵
（D

u
k
e o

f M
arlb

o
ro

u
g
h

）
か
。
こ
の

爵
位
は
一
七
〇
二
年
に
「
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
」
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
司
令
官
を
務
め
た
初
代
マ
ー
ル
バ
ラ

伯
爵
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
（Jo

h
n
 C

h
u
rch

ill 

一
六
五
〇
年
～
一
七
二
二
年
）
に
授
与
さ
れ
た
こ
と
に
始



ま
る
。
後
の
イ
ギ
リ
ス
首
相
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
や
イ
ギ
リ
ス
皇
太
子
妃
ダ
イ
ア
ナ
・
ス
ペ
ン
サ

ー
の
先
祖
で
も
あ
る
。 

「
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
」
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
爵
（
英: D

u
k
e o

f W
ellin

g
to

n

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
公
爵
位
で
「
ナ

ポ
レ
オ
ン
戦
争
」
の
英
雄
初
代
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
侯
爵
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
（A

rth
u

r W
ellesley

 

一

七
六
九
年
～
一
八
五
二
年
）
が
一
八
一
四
年
に
叙
さ
れ
た
の
に
始
ま
る
。
連
合
王
国
貴
族
の
中
で
は
筆
頭
爵

位
。 

「
英
皇
リ
チ
ヤ
ー
ド
一
世
」
第
二
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
リ
チ
ャ
ー
ド
Ⅰ
世
（R

ich
ard

 I 

一
一
五
七
年
～
一

一
九
九
年
）
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
生
涯
の
大
部
分
を
戦
闘
の
中
で
過
ご
し
、
そ
の
勇
猛
さ
か
ら
獅
子

心
王
』（R

ich
ard

 th
e L

io
n
h
eart

／
フ
ラ
ン
ス
語
：C

œ
u
r d

e L
io

n

）
と
称
さ
れ
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
い

て
騎
士
の
模
範
と
称
え
ら
れ
た
が
、
十
年
の
在
位
中
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
た
の
は
、
僅
か
六
ヶ
月
で
、

『
そ
の
統
治
期
間
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
争
と
冒
険
に
明
け
暮
れ
た
』
と
あ
る
。 

「
ナ
ル
セ
ス
」
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
政
治
家
で
宦
官
の
ナ
ル
セ
ス
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：N

arses 
 

四
七
八

年
～
五
七
三
年
）
か
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
Ⅰ
世
に
仕
え
、
東
ゴ
ー
ト
王
国
を
征
服
し
た
人
物
。 

「
ラ
ミ
ア
」L

am
ia

。
古
代
ギ
リ
シ
ア
伝
説
の
女
の
妖
怪
。
子
供
を
攫
う
と
さ
れ
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

子
供
を
嚇
す
際
、
こ
の
名
を
出
す
。
元
は
ゼ
ウ
ス
に
愛
さ
れ
た
美
女
で
あ
っ
た
が
、
嫉
妬
し
た
ヘ
ラ
に
子
を

殺
さ
れ
て
よ
り
、
妖
女
に
変
じ
た
と
さ
れ
、
若
者
を
誘
惑
し
、
血
肉
を
飲
食
し
た
と
も
言
わ
れ
る
（
中
経
出

版
「
世
界
宗
教
用
語
事
典
」
に
拠
る
）。 

「
リ
リ
ツ
ス
」Lilith

。
ユ
ダ
ヤ
の
伝
承
で
、
男
児
を
害
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
女
性
の
悪
霊
。「
リ
リ
ト
」

と
も
表
記
さ
れ
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
リ
リ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
通
俗
語
源
説
で
は
「
夜
」
を
意
味
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ

語
「
ラ
イ
ラ
ー
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
が
、
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
「
リ
リ
ー
ト
ゥ
」（
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
「
リ

ル
」
、
「
大
気
」「
風
」
の
意
）
と
も
言
わ
れ
る
。
旧
約
聖
書
で
は
「
イ
ザ
ヤ
書
」
に
言
及
が
あ
る
の
み
で
、

そ
こ
で
は
は
夜
の
妖
怪
或
い
は
動
物
の
一
種
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
女
性
の
悪
霊
リ

リ
ー
ト
ゥ
が
そ
の
祖
型
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
ば
し
ば
最
初
の
女
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
伝
説
は

中
世
に
誕
生
し
た
。
ア
ダ
ム
の
最
初
の
妻
と
さ
れ
、
ア
ダ
ム
と
リ
リ
ス
の
交
わ
り
か
ら
悪
霊
た
ち
が
生
ま
れ

た
と
言
わ
れ
』、『
そ
の
リ
リ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
リ
リ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
』
。『
ア
ダ
ム
と
別

れ
て
か
ら
も
リ
リ
ス
は
無
数
の
悪
霊
た
ち
（
シ
ェ
デ
ィ
ム
）
を
生
み
出
し
た
と
さ
れ
』、
十
三
『
世
紀
の
カ

バ
ラ
文
献
で
は
悪
霊
の
君
主
で
あ
る
サ
マ
エ
ル
の
伴
侶
と
さ
れ
た
』。
『
サ
タ
ン
の
妻
に
な
っ
た
と
い
う
俗

説
も
あ
る
』
と
あ
る
。
私
は
「
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」
に
登
場
す
る
呼
称
と
し
て
、
気
に
な
っ
て
調

べ
た
こ
と
が
あ
る
。 

「
ジ
ヨ
ン
、
ニ
ツ
コ
ル
ソ
ン
」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
で
東
イ
ン
ド
会
社
所
属
の
軍
人
ジ
ョ
ン
・
ニ
コ
ル
ソ
ン

Jo
h
n
 N

ich
o
lso

n 

一
八
二
二
年
～
一
八
五
七
年
）
か
。
一
八
五
七
年
の
イ
ン
ド
反
乱
を
冷
酷
に
鎮
圧
す
る

中
で
亡
く
な
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
讃
美
を
受
け
た
一
方
、
イ
ン
ド
で
は
悪
名
を
馳
せ
た
。 

「
タ
ル
ボ
ツ
ト
卿
」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貴
族
・
軍
人
で
初
代
シ
ュ
ル
ー
ズ
ベ
リ
ー
伯
爵
ジ
ョ
ン
・
タ
ル
ボ
ッ

ト
（Jo

h
n
 T

alb
o
t, 1

st E
arl o

f S
h
rew

sb
u
ry

 

？
～
一
四
五
三
年
）
で
あ
ろ
う
。「
百
年
戦
争
」
中
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
軍
の
主
要
な
指
揮
官
の
一
人
で
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
に
於
け
る
唯
一
の
フ
ラ
ン
ス
軍
総
司
令
官
で

あ
っ
た
。 

「
ク
レ
ー
ヷ
ー
ハ
ウ
ス
」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貴
族
・
軍
人
で
初
代
ダ
ン
デ
ィ
ー
子
爵
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ハ
ム
・

オ
ブ
・
ク
レ
ー
ヴ
ァ
ー
ハ
ウ
ス
（Jo

h
n
 G

rah
am

 o
f C

lav
erh

o
u
se, 1

st V
isco

u
n
t D

u
n
d

ee 

一
六
四
八
年
～

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%891%E4%B8%96_(%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89%E7%8E%8B)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%82%B9


一
六
八
九
年
）
は
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
に
仕
え
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
に
与
し
、
名
誉
革
命
政
権
に
反
乱
を
起
こ
し
、

「
流
血
の
ク
レ
ー
ヴ
ァ
ー
ズ
（B

lu
id

y
 C

lav
ers

）」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

「
ド
レ
ー
ク
」
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
レ
ー
ク
（F

ran
cis D

rak
e 

一
五
四
三
年
頃
～
一
五
九
六
年
）
で
あ
ろ
う
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ゲ
ー
ル
系
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
航
海
者
に
し
て
海
賊
・
海
軍
提
督
で
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
と
し
て
初
め
て
世
界
一
周
を
達
成
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、

『
ド
レ
ー
ク
は
そ
の
功
績
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
は
英
雄
と
み
な
さ
れ
る
一
方
、
海
賊
行
為
で
苦
し
め

ら
れ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
人
か
ら
は
、
悪
魔
の
化
身
で
あ
る
ド
ラ
ゴ
ン
を
指
す
「
ド
ラ
コ
」
の
呼
び
名
で
知
ら

れ
た
（
ラ
テ
ン
語
名
フ
ラ
ン
キ
ス
ク
ス
・
ド
ラ
コ
（F

ran
ciscu

s D
raco

）
か
ら
）』
と
あ
る
。 

「N
. an

d
 Q

., 1
0
th

 ser., x
, p

. 5
0
9
,1

9
0
8
; x

i, p
. 5

3
, 1

9
0
9

」
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
が
見
ら
れ
、
前
者

は
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
の
、 
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と
い
う
投
稿
で
、
後
者
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こ
ち
ら
の
右
下
か
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次
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に
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の
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o
rd

s : ` O
u
r y

o
u
n
g
er b

o
y
s h

av
e a crew

 o
f th

ree little W
elsh

 b
o
y
s 

w
h
o
 liv

e n
ear th

e lak
e, to

 jo
in

 th
em

 in
 th

eir b
o
at-sailin

g
 ab

o
u
t th

e p
o

o
l an

d
 in

 cam
p

in
g

 cm
 th

e islan
d
, 

&
c. T

h
ey

 ask
ed

 m
e o

n
ce w

h
o
 M

o
rg

an
 w

as, w
h
o
m

 th
e little b

o
y
s w

ere alw
ay

s say
in

g
 th

ey
 w

ere to
 b

e 

carefu
l ag

ain
st. A

n
 o

ld
 m

an
 liv

in
g
 at T

al L
ly

n
, " L

ak
es E

n
d
," a farm

 clo
se b

y, say
s th

at as a b
o

y
 h

e w
as 

alw
ay

s to
ld

 th
at " n

au
g
h
ty

 b
o
y
s w

o
u
ld

 b
e carried

 o
ff b

y
 M

o
rg

an
 in

to
 th

e lak
e." O

th
ers tell m

e th
at 

M
o
rg

an
 is alw

ay
s h

eld
 to

 b
e read

y
 to

 tak
e o

ff tro
u
b
leso

m
e ch

ild
ren

, an
d
 so

m
eh

o
w

 M
o
rg

an
 is th

o
u
g
h
t 

o
f as a b

ad
 o

n
e.`" 

 

 
 
 
T

h
ere is m

o
re, b

u
t an

y
 o

n
e in

terested
 h

ad
 b

etter see th
e b

o
o
k
. 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%AF
https://archive.org/details/s10notesqueries10londuoft/page/508/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries12londuoft/page/52/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries12londuoft/page/52/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries12londuoft/page/52/mode/2up


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
S

. L
. P

E
T

T
Y

. 
 

 
 
 
U

lv
ersto

n
. 

 

  
 
 
T

h
e n

am
e o

f G
rim

sh
aw

 w
as a b

u
g
b
ear to

 ch
ild

ren
 in

 th
e latter p

art o
f th

e eig
h

teen
th

 cen
tu

ry. H
e 

w
as In

cu
m

b
en

t o
f H

aw
o
rth

, n
ear B

rad
fo

rd
, th

e h
o
m

e o
f th

e B
ro

n
tës. 

 

 
 
 
M

acau
lay

 in
 h

is essay
 o

n
 W

arren
 H

astin
g
s tells u

s : 
 

 
 
 
" E

v
en

 n
o
w

, after th
e L

ap
se o

f m
o
re th

an
 5

0
 y

ears, th
e n

ativ
es still talk

 o
f h

im
 as th

e g
reatest o

f 

th
e E

n
g
lish

 ; an
d
 n

u
rses sin

g
 ch

ild
ren

 to
 sleep

 w
ith

 a jin
g
lin

g
 b

allad
 ab

o
u
t th

e fleet h
o
rses an

d
 rich

ly
 

cap
ariso

n
ed

 elep
h
an

ts o
f S

ah
ib

 W
arren

 H
astein

." 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JO
H

N
 P

IC
K

F
O

R
D

, M
.A

. 
 

 
 
 
N

ew
b
o
n
rn

e R
ecto

ry, W
o
o
d
b
rid

g
e. 

 
 

 

＊ 

と
い
う
記
事
が
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
熊
楠
は
引
い
て
は
い
な
い
。 

「R
u
n
d
all,`M

em
o
rials o

f th
e E

m
p
ire o

f Jap
an

,` 1
8
5
0
, p

. 5
4

」
作
者
は
ト
マ
ス
・
ラ
ン
ド
ー
ル
（T

h
o
m

as 

R
u
n
d
all

）
な
る
人
物
で
あ
る
が
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
江
戸
初
期
に
徳
川
家
康
に
外
交
顧
問
と
し
て
仕

え
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
航
海
士
三
浦
按
針
の
日
本
名
で
知
ら
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
（W

illiam
 

A
d
am

s 

一
五
六
四
年
～
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
）
か
ら
得
た
部
分
が
多
い
よ
う
だ
。
当
該
書
は
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
で
原
本
が
読
め
る
が
、
こ
こ
の
左
ペ
ー
ジ
の
頭
か
ら
四
行
目
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
子
供
を
嚇
す
た

め
に
「L

o
rd

 T
alb

o
t

」
の
名
を
出
す
習
慣
が
書
か
れ
て
あ
る
。 

「
近
時
の
小
說
」
事
例
不
詳
。 

「
グ
ラ
ツ
ド
ス
ト
ー
ン
」G

lad
sto

n
e

。
近
頃
の
小
説
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
思
う
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家

で
貿
易
商
に
し
て
黒
人
奴
隷
農
場
主
で
あ
っ
た
初
代
准
男
爵
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
（Jo

h
n
 G

lad
sto

n
e, 

1
st B

aro
n
et 

一
七
六
四
年
～
一
八
五
一
年
）
か
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
一
七
九
二
年
『
以
降
、
イ
ギ

リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
と
二
十
数
年
に
渡
る
戦
争
に
突
入
し
た
が
（
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
争
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
）、

こ
れ
に
よ
っ
て
貿
易
は
賭
博
的
事
業
と
な
り
、
貿
易
商
は
極
端
に
成
功
す
る
者
と
極
端
に
失
敗
す
る
者
の

二
極
分
化
し
』、『
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
ス
は
成
功
者
の
側
に
入
っ
た
』。『
彼
は
』
当
初
、『
東
イ
ン
ド
で
の
貿

易
を
主
と
し
て
い
た
が
、
後
に
は
西
イ
ン
ド
貿
易
に
も
手
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
西
イ
ン
ド
、
英
領
ギ
ア
ナ
、

英
領
ジ
ャ
マ
イ
カ
な
ど
に
お
い
て
広
大
な
サ
ツ
マ
イ
モ
耕
地
、
コ
ー
ヒ
ー
耕
地
を
所
有
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
本

国
に
お
い
て
は
奴
隷
貿
易
は
』
一
八
〇
七
年
に
『
禁
止
さ
れ
た
が
、
大
英
帝
国
植
民
地
に
お
い
て
は
』、『
奴

隷
貿
易
は
未
だ
合
法
で
あ
り
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
』『
も
大
量
の
黒
人
奴
隷
を
自
身
の
農
地
で
酷
使
し
た
』。

一
八
二
三
年
に
は
、『
ギ
ア
ナ
で
イ
ギ
リ
ス
農
場
主
の
支
配
に
抵
抗
す
る
黒
人
奴
隷
の
一
揆
が
発
生
し
た
が
、

そ
の
一
揆
の
中
心
地
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
ス
所
有
の
農
場
だ
っ
た
』
と
あ
る
。 

「
慶
長
十
八
年
」
一
六
一
三
年
。
先
の
書
の
こ
ち
ら
に
一
六
一
三
年
六
月
十
一
日
（
慶
長
十
八
年
五
月
四
日
）

に
平
戸
に
到
着
し
た
旨
の
記
載
が
あ
り
、
以
下
の
「
平
戶
人
、
英
吉
利
黑
船
と
て
歌
唄
ひ
、
劒
舞
し
て
、
英

人
西
班
牙
船
を
掠
む
る
の
狀
を
な
し
、
小
兒
輩
を
威
す
」
と
い
う
の
は
先
の
「R

u
n
d
all,`M

em
o
rials o

f th
e 

E
m

p
ire o

f Jap
an

,` 1
8
5
0
, p

. 5
4

」
で
示
し
た
原
本
の
左
ペ
ー
ジ
と
そ
の
前
の
部
分
に
相
当
す
る
。 

「
英
艦
長
サ
リ
ス
」
イ
ギ
リ
ス
船
と
し
て
初
め
て
日
本
に
来
航
し
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
船

「
ク
ロ
ー
ブ
号
」（C

lo
v
e

）
の
指
揮
官
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
（Jo

h
n
 S

aris 

一
五
七
九
年
或
い
は
一
五
八
〇

https://archive.org/details/memorialsofempir00rundrich/page/54/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%89%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%B3_(%E5%88%9D%E4%BB%A3%E5%87%86%E7%94%B7%E7%88%B5)
https://archive.org/details/memorialsofempir00rundrich/page/46/mode/2up
https://archive.org/details/memorialsofempir00rundrich/page/54/mode/2up
https://archive.org/details/memorialsofempir00rundrich/page/54/mode/2up
https://archive.org/details/memorialsofempir00rundrich/page/54/mode/2up


年
～
一
六
四
三
年
）。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
ア
ダ
ム
ス
（
三
浦
按
針
）
が
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
送
っ
た

書
簡
に
よ
っ
て
日
本
事
情
を
知
り
、
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
Ⅰ
世
の
許
可
を
得
て
、
彼
を
仲
介
人
と
し
て
日
本
と

の
通
商
関
係
を
結
ぶ
計
画
を
立
て
、
艦
隊
司
令
官
で
あ
っ
た
彼
を
日
本
に
派
遣
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

「
婬
神
ヰ
ヌ
ス
」
ロ
ー
マ
神
話
の
愛
と
美
の
女
神
ウ
ェ
ヌ
ス
（
古
典
ラ
テ
ン
語
：V

en
u

s

）
。
言
わ
ず
も
が
な
、

本
邦
で
は
現
在
は
英
語
読
み
の
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
が
一
般
。 

「
美
童
ク
ピ
ツ
ト
」C

u
p
id

。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
。 

「
百
家
說
林
」
明
治
後
期
に
作
ら
れ
た
江
戸
時
代
の
学
者
・
文
人
ら
の
随
筆
・
雑
考
等
、
八
十
六
部
を
集
録

し
た
叢
書
。
今
泉
定
介
・
畠
山
健
の
校
訂
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
か
ら
三
年
掛
か
り
で
十
巻
本
と
し

て
刊
行
し
、
同
三
十
八
か
ら
翌
年
に
は
既
刊
を
正
編
二
巻
と
し
、
続
編
三
巻
と
索
引
一
巻
を
刊
行
し
て
い
る
。 

「
司
馬
江
漢
の
春
波
樓
筆
記
」
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
で
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
司
馬
江
漢
（
延
享
四
（
一
七

四
七
）
年
～
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
）
が
著
し
た
随
筆
集
。
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
成
立
。
一
巻
。
著

者
の
目
に
映
じ
た
江
戸
末
期
の
社
会
風
俗
に
つ
い
て
の
所
感
や
、
人
間
観
・
死
生
観
・
学
問
観
を
記
し
た
も

の
で
、
当
時
の
世
相
を
窺
う
上
で
も
貴
重
な
資
料
。
約
二
百
項
目
の
全
体
に
、
著
者
の
鋭
い
世
相
批
判
が
あ

ふ
れ
、
近
代
に
通
じ
る
観
点
が
見
ら
れ
る
の
が
興
味
深
い
（
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）
。

ま
ず
、
幸
い
に
し
て
、
小
泉
八
雲
が
こ
の
話
を
記
し
て
い
る
の
で
、
私
は
そ
れ
と
は
別
に
既
に
知
っ
て
い
た
。

「
神
國
日
本 

戸
川
明
三
譯 

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
（
６
０
） 

ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
敎
徒
の
禍
（
Ⅴ
）」
に
、「
キ
ア

プ
テ
イ
ン
・
サ
リ
ス
は
一
六
一
三
年
に
日
本
か
ら
手
紙
を
送
つ
て
、
極
め
て
暗
示
的
な
感
傷
的
な
一
事
件
を

記
し
て
ゐ
る
。
彼
は
言
つ
て
居
る
。『
私
は
や
や
上
注
の
多
く
の
婦
人
に
、
私
の
船
室
に
入
つ
て
も
よ
い
と
い

ふ
許
を
與
へ
た
。
こ
の
室
に
は
ヴ
イ
ナ
ス
が
、
そ
の
子
息
の
キ
ユ
ウ
ピ
ツ
ド
を
つ
れ
て
ゐ
る
繪
が
、
大
き
な
額

緣
に
嵌
め
ら
れ
て
、
幾
分
だ
ら
し
な
い
飾
り
方
で
懸
か
つ
て
ゐ
た
。
彼
等
は
之
を
マ
リ
ヤ
と
そ
の
子
で
あ
る

と
思
つ
て
、
ひ
れ
伏
し
、
非
常
な
信
仰
を
表
は
し
て
、
そ
れ
を
禮
拜
し
た
。
そ
し
て
私
に
向
つ
て
囁
く
や
う
に

（
信
徒
で
な
か
つ
た
仲
間
の
誰
れ
彼
れ
に
聞
こ
え
な
い
や
う
に
）
自
分
達
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
云
つ

た
、
之
に
よ
つ
て
吾
々
は
彼
等
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ジ
エ
ジ
ユ
イ
ト
派
に
よ
つ
て
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
』
と
」
と
あ
る
。
八
雲
の
そ
れ
は
、
元
書
簡
の
英
訳
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
さ

て
、「
春
波
樓
筆
記
」
か
ら
引
く
。
所
持
す
る
吉
川
弘
文
館
随
筆
大
成
版
を
参
考
に
、
漢
字
を
恣
意
的
に
正

字
化
し
て
示
す
。
一
部
に
無
関
係
な
記
載
が
あ
る
の
で
、
前
を
略
し
て
あ
る
。
探
す
方
は
、
「
随
筆
大
成
」

第
一
期
第
二
巻
の
五
十
八
ペ
ー
ジ
の
「
○
予
が
近
隣
に
八
十
余
の
老
人
あ
り
」
で
始
ま
る
条
々
の
中
間
に
あ

る
。 

 
 

 

＊ 

又
日
く
、
壱
岐
守
松
浦
侯
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
松
浦

ま

つ

ら

静
山
。
私
は
彼
の
「
甲
子
夜
話
」
の
電
子
化
注
を
手
掛

け
て
い
る
。］
予
に
向
つ
て
日
く
、
朽
木
隱
岐
守
に
蘭
書
あ
り
。
ウ
エ
イ
レ
ル
ド
ベ
シ
ケ
レ
イ
ヒ
ン
グ
と
云

ふ
、
此
の
書
を
求
め
ん
事
を
欲
す
、
余
爾
を
以
て
す
。
余
江
漢
諾
し
て
應
命
、
則
朽
木
侯
に
謁
し
て
此
の
事

を
話
す
、
竟
に
其
の
書
を
松
浦
侯
に
贈
る
。
其
の
中
イ
ギ
リ
ス
船
平
戶
島
に
入
津
し
た
る
事
を
誌
す
。
其
の

頃
松
浦
法
眼
と
云
ふ
人
隱
居
し
て
政
治
を
取
る
。
或
時
婦
女
を
從
へ
、
イ
ギ
リ
ス
の
船
に
乘
る
。
船
の
内
數

品
の
額
あ
り
。
其
の
中
に
春
畫
あ
り
け
る
を
、
婦
人
是
を
熟
視
せ
ず
し
て
拜
す
。
イ
ギ
リ
ス
人
お
も
へ
ら
く
、

嚮
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
き
」。］
の
頃
吾
國
の
佛
法
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
を
か
く
言

っ
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。］、
此
の
日
本
に
來
る
事
あ
り
、
其
な
ら
ん
事
を
思
ひ
て
春
畫
を
拜
す
る
か

と
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-360f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23783608/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23783608/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23783608/index.html


 
 

 

＊ 

「
黑
船
忠
右
衞
門
」
こ
れ
自
体
は
歌
舞
伎
男
伊
達
狂
言
の
主
人
公
の
名
で
、
モ
デ
ル
は
宝
永
・
享
保
年
間
（
一

七
〇
四
年
～
一
七
三
六
年
）
頃
に
実
在
し
た
大
坂
堂
島
の
男
伊
達
で
あ
っ
た
根
津
四
郎
右
衛
門
こ
と
、
沖
仲

仕
住
吉
屋
四
郎
右
衛
門
と
さ
れ
る
。
上
町
の
町
奴
（
片
町
の
馬
士
頭
と
も
）
茶
筌
庄
兵
衛
と
の
新
町
橋
で
の

達
引
を
、
当
時
、
侠
客
役
で
古
今
独
歩
の
初
代
姉
川
新
四
郎
が
自
ら
脚
色
し
、
新
町
橋
の
船
宿
の
黒
船
の
行

灯
か
ら
黒
船
忠
右
衛
門
の
名
で
演
じ
、
大
当
た
り
を
と
っ
た
。
以
後
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
に
「
黒
船
忠
右
衛

門
」
物
と
総
称
さ
れ
る
一
連
の
作
品
が
書
か
れ
、
明
治
期
ま
で
上
演
さ
れ
た
。
新
四
郎
が
、
こ
の
役
で
か
ぶ

っ
た
投
頭
巾
は
黒
船
頭
巾
、
一
名
、
姉
川
頭
巾
と
呼
ば
れ
、
一
世
を
風
靡
し
、
新
四
郎
は
後
年
、
頭
巾
を
中

山
新
九
郎
に
譲
っ
た
が
、
没
後
、
三
途
の
川
を
頭
巾
姿
で
渡
河
中
、
鬼
に
出
会
っ
た
と
い
う
伝
説
が
生
ま
れ

た
と
い
う
（「
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
」
に
拠
る
）。 

「
遠
藤
秀
景
」（
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
～
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
）
は
政
治
家
・
漁
業
家
・
自
由

民
権
運
動
家
。
石
川
県
立
中
学
卒
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
加
賀
藩
士
で
素
封
家
の
父
、
遠
藤
柳
の
長

男
と
し
て
加
賀
国
河
北
郡
浅
野
村
（
石
川
県
河
北
郡
中
口
村
、
小
坂
村
を
経
て
現
金
沢
市
小
橋
町
お
よ
び
昌

永
町
）
に
生
ま
れ
る
』。『
幼
く
し
て
関
兵
次
郎
、
矢
野
三
内
、
太
田
清
蔵
、
秦
秀
植
、
南
部
虎
之
助
な
ど
に
』

つ
い
て
、『
剣
術
や
槍
術
を
学
ん
だ
』。『
つ
い
で
』、『
島
田
定
静
の
門
に
入
り
』
、『
文
学
を
修
め
、
同
門
の

塾
長
と
な
っ
た
』。
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
、『
西
南
戦
争
が
勃
発
す
る
と
』、『
島
田
一
郎
ら
が
西
郷
隆

盛
を
援
け
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
反
対
し
た
』。『
翌
年
、
西
郷
に
与
し
た
と
し
て
一
時
投
獄
さ
れ

る
が
赦
さ
れ
』、
明
治
十
三
年
、『
内
務
省
よ
り
就
官
す
る
よ
う
声
が
掛
か
る
』
も
、『
こ
れ
を
辞
し
、
同
年
』、

『
父
の
訃
報
と
共
に
郷
里
に
戻
り
、
金
沢
区
選
出
の
石
川
県
会
議
員
と
な
っ
た
』。『
こ
の
頃
、
盈
進
社
を
設

立
』、『
以
降
』、『
国
会
開
設
請
願
運
動
に
関
与
』
し
た
。『
つ
い
で
』
、『
旧
藩
主
前
田
家
に
士
族
授
産
金
を

要
請
し
』、『
北
海
道
に
渡
り
、
岩
内
に
前
田
村
を
拓
』
い
て
、『
漁
業
事
業
に
着
手
』
し
、『
千
島
海
域
な
ど

で
操
業
し
た
』。
後
、『
再
び
石
川
県
会
議
員
と
な
り
、
同
議
長
を
歴
任
し
た
』。
明
治
二
十
三
年
）
七
月
に

行
わ
れ
た
第
一
回
『
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
石
川
県
第
』
一
『
区
か
ら
出
馬
し
』、『
当
選
』、『
衆
議
院
議

員
を
』
一
『
期
務
め
』
て
い
る
、
と
あ
る
。 

「L
o
g
an

, 

“T
h
e O

ram
g
 B

in
u
a o

f Jo
h
o
re,

” T
h
e Jo

u
rn

al o
f th

e In
d
ian

 A
rch

ip
elag

o
 an

d
 E

astern
 A

sia, 

v
o
l. i, N

o
v., p

.2
9
6
, 1

8
4
7

」
既
注
で
あ
る
が
、
再
掲
す
る
と
、
作
者
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
・
ロ

ー
ガ
ン
（Jam

es R
ich

ard
so

n
 L

o
g
an 

一
八
一
九
年
～
一
八
六
九
年
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
で
民
俗
学

者
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
半
島
の
民
俗
を
調
べ
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
と
い
う
語
を
広
め
た
人
物
で
も

あ
る
。
指
示
す
る
と
思
わ
れ
る
当
該
原
本
（
但
し
、
発
行
年
が
違
う
）
部
分
を
見
い
出
せ
な
い
。
さ
れ
ば
、

「
サ
ビ
ム
バ
人
」
も
お
手
上
げ
。 

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
ツ
ピ
族
」
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
「tu

p
i

」。
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
用
い
ら
れ
る
七
十
ほ
ど
の
言
語
か

ら
な
る
語
族
ト
ゥ
ピ
語
族
。
狭
義
に
は
そ
の
中
の
ト
ゥ
ピ
語
を
用
い
る
一
族
。
分
布
域
は
ウ
ィ
キ
の
「
ト
ゥ

ピ
語
族
」
を
見
ら
れ
た
い
。
因
み
に
、「
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
」（cash

ew
 n

u
t

）
の
木
（
ム
ク
ロ
ジ
目
ウ
ル
シ

科
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ト
ノ
キ
属
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ト
ノ
キ 

A
n
a
ca

rd
iu

m
 o

ccid
en

ta
le 

）
は
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
並
び

に
西
イ
ン
ド
諸
島
が
原
産
地
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
」
の
名
の
由
来
は
、
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル

の
ツ
ピ
族
の
言
葉
で
そ
れ
を
指
す
「
ア
カ
ジ
ュ
」
が
十
六
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
伝
わ
り
、「
カ
ジ
ュ
ー
」

と
訛
っ
た
の
が
元
で
、
広
く
伝
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。 

「H
an

s S
tad

e

」
綴
り
が
違
う
。H

an
s S

tad
en

（
一
五
二
五
年
～
一
五
七
六
年
）
が
正
し
い
。
ド
イ
ツ
の
航

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%A0%E8%97%A4%E7%A7%80%E6%99%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%82%A5%E3%83%94%E8%AA%9E%E6%97%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%82%A5%E3%83%94%E8%AA%9E%E6%97%8F


海
士
で
探
検
家
。
ブ
ラ
ジ
ル
を
踏
査
し
た
が
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
ト
ゥ
ピ
族
の
あ
る
集
団
が
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム

を
す
る
と
書
い
て
、
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
人
肉
食
を
嘘
と
す
る
学
者
も
い
た
が
、
現
在
は
民

俗
的
事
実
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

「
ビ
ツ
ツ
ア
ロ
」B

izzarro

。「
ビ
ッ
ツ
ァ
ロ
」
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
奇
抜
な
・
風
変
わ
り
な
」
と
い
う
意
で

あ
る
か
ら
、
綽
名
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
示
す
原
本
を
見
る
と
、
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
一
〇
年
頃
に
荒
ら
し

ま
わ
っ
た
山
賊
の
よ
う
で
あ
る
。 

「D
. H

ilto
n
, ̀

B
rig

an
d
ag

e in
 S

. Italy,` 1
8
6
4
, v

o
l. i, p

p
. 1

7
1
-2

」
正
式
書
名
は
「B

rig
a
n
d
a
g
e in

 S
o
u

th
 Ita

ly

」

（
南
イ
タ
リ
ア
の
山
賊
）
で
、
作
者
は
学
者
・
新
聞
記
者
・
大
学
学
長
に
し
て
リ
ン
カ
ー
ン
政
権
下
で
大
使

を
務
め
た
ウ
ィ
ラ
ー
・
デ
ヴ
イ
ッ
ド
・
ヒ
ル
ト
ン
（W

h
eeler D

av
id

 H
ilto

n
 

一
八
二
九
年
～
一
九
〇
二
年
）。

本
書
は
イ
タ
リ
ア
史
に
関
す
る
彼
の
著
作
で
も
最
も
知
ら
れ
た
著
作
で
あ
る
。
当
該
部
は
「In

tern
et arch

iv
e

」

の
原
本
の
こ
こ
。
そ
れ
を
見
る
と
、
恨
ん
だ
母
親
（
ビ
ッ
ツ
ァ
ロ
の
部
下
の
妻
と
子
で
あ
る
よ
う
だ
）
は
眠

っ
て
い
る
ビ
ッ
ツ
ァ
ロ
の
頭
を
銃
で
撃
ち
、
首
を
切
断
し
て
、
盗
賊
団
を
掃
討
し
て
い
た
司
令
官
の
も
と
に

持
っ
て
行
き
、
報
酬
を
得
、
三
十
五
年
後
ま
で
ミ
レ
ッ
ト
（M

ileto

）
と
い
う
町
に
幸
福
に
暮
ら
し
た
、
と

記
さ
れ
て
あ
る
。
但
し
、
ビ
ッ
ツ
ァ
ロ
の
こ
と
は
前
の
「1

6
8

」
か
ら
、
ず
っ
と
書
か
れ
て
あ
る
。 

「
趙
の
始
祖
」
戦
国
七
雄
の
一
つ
で
あ
る
趙
（
紀
元
前
四
〇
三
年
～
紀
元
前
二
二
八
年
）
の
始
祖
は
趙
無
恤

（
ぶ
じ
ゅ
つ
／
む
じ
ゅ
つ 

？
～
紀
元
前
四
二
五
年
）。 

「
源
義
滿
」
室
町
幕
府
第
三
代
将
軍
足
利
義
満
（
正
平
一
三
／
延
文
三
（
一
三
五
八
）
年
～
応
永
一
五
（
一

四
〇
八
）
年
／
在
職
：
正
平
二
三
（
一
三
六
八
）
年
～
応
永
元
（
一
三
九
四
）
年
十
二
月
）
の
こ
と
。 

「
風
俗
通
」
後
漢
末
の
応
劭
の
撰
し
た
「
風
俗
通
義
」
の
略
称
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
・
習
俗
・
伝
説
・
民
間

信
仰
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
。
但
し
、
散
佚
し
て
お
り
、
現
行
の
纏
ま
っ
て
い
る
断
片
に
は
そ
れ
ら
し

い
記
載
が
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
、
熊
楠
が
見
た
の
は
、
何
か
に
引
用
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
碧
山
日
錄
」
南
方
熊
楠
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
追
加
発
表
「
補
遺
」
分
）」
に
既
出
既
注
。 

「
世
事
百
談
」
随
筆
家
で
雑
学
者
の
山
崎
美
成
（
よ
し
し
げ 

寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
～
安
政
三
（
一
八

五
六
）
年
）
の
書
い
た
考
証
随
筆
。
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
成
立
で
同
十
四
年
の
板
行
。
当
該
部
は
巻
之

二
の
以
下
。
「
日
本
古
典
籍
ビ
ュ
ー
ア
」
で
原
本
当
該
部
を
視
認
し
て
示
す
。
句
読
点
と
記
号
を
添
え
た
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

○
児じ

啼て
い

を
止や

む

る
諺 

手
々
甲

ぜ

ゝ

が
か

ふ 

「
籠
耳

か
ご
み
ゝ

」
と
い
ふ
册
子
に
、
小
児

せ

う

に

の
啼な

き

を
止
る
と
き
、「
む
く
り
こ
く
り
の
鬼
が
來
る
」
と
い
ふ
こ
と
、
後

宇
多
院
の
弘
安
四
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
二
八
一
年
。］、
北
條
時
宗
が
執
權
の
と
き
、
唐
土

も
ろ
こ
し

元
の
世
祖
、

た
び
た
び
日
本
を
せ
め
け
る
こ
と
あ
り
。
元
の
國
を
蒙
古
國

も

う

こ
こ

く

と
も
、
い
ふ
な
り
。
世
祖
よ
り
こ
の
か
た
大
元

た
い
げ
ん

と
号
せ
り
。
さ
る
に
よ
つ
て
、「
む
く
り
こ
く
り
」
と
い
ふ
は
、「
蒙も

う

古こ

國こ
く

裏り

」
と
い
ふ
こ
と
の
、
い
ひ
あ
や

ま
り
な
り
。
「
鬼
が
く
る
」
と
は
、
こ
の
夷
賊
を
い
ふ
な
り
。
又
、
い
と
け
な
き
子
を
威

お
ど
し

謙
す
か
す

と
き
に
、
顏

を
し
か
め
て
、「
元
興
寺

が

ご

じ

」
と
、
い
ふ
こ
と
あ
り
。
む
か
し
、
大
和
國
元

ぐ
わ
ん

興
寺

こ

う

じ

と
い
ふ
寺
に
、
鬼
す
み
て
、

人
を
な
や
ま
す
、
と
て
、
世
間
、
さ
は
が
し
き
こ
と
、
あ
り
。
「
本
朝
文
粹

ほ
ん
て
う
も
ん
ず
ゐ

」
に
見
え
た
り
。
こ
れ
よ
り
し

て
、「
元
興
寺
」
と
て
、
顏
を
し
か
め
て
お
ど
せ
ば
、
小
児
、
な
き
や
む
、
と
、
い
へ
り
。
又
、
小
児
を
す

か
し
ゆ
ぶ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
搖
ぶ
る
」。
揺
り
動
か
す
。］
と
き
、「
虎
狼
來

こ

ろ

ろ

ん

々
々
々
」
と
、
い
ふ
こ
と

も
あ
り
。
も
ろ
こ
し
に
て
は
、「
張
遼
來

ち
や
う
れ
う
ら
い

」
と
い
へ
ば
、
小
児
、
な
き
や
む
、
と
あ
り
。
張
遼
と
い
ふ
も
の
、

た
け
き

兵
つ
は
も
の

に
て
あ
り
し
、
と
な
り
。
又
、
日
本
に
て
、
手
を
く
み
、
顏
に
あ
て
、「
手
々
甲

ぜ

ゝ

が
が

ふ

」
と
、
い
ふ

https://archive.org/details/brigandageinsou00wheegoog/page/n190/mode/2up
https://archive.org/details/brigandageinsou00wheegoog/page/n190/mode/2up
https://archive.org/details/brigandageinsou00wheegoog/page/n188/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cb9433.html
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200019817&pos=68&lang=ja


て
、
小
児
を
お
ど
す
こ
と
も
あ
り
、
と
い
ふ
こ
と
、
見
え
た
り
。「
む
く
り
こ
く
り
」
の
こ
と
は
、「
櫻
陰
腐
談

あ
ふ
い
ん
ふ
だ
ん

」

に
見
ゆ
。「
元
興
寺

が

ご

じ

」
の
こ
と
は
、「
南
畝
莠
言

な
ん
ぽ
い
う
げ
ん

」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
行
で
は
「
な
ん
ぽ
し
ゅ
う
げ
ん
」
と

読
ん
で
い
る
が
、
正
し
く
は
「
な
ん
ぽ
ゆ
う
げ
ん
」
が
正
し
い
の
で
、
歴
史
的
仮
名
遣
は
こ
れ
で
よ
い
。］
に

あ
り
と
お
ぼ
え
た
り
。「
手
々
甲
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
今
、
土
佐
國
に
て
、
児
女
な
ど
の
常
の
遊
戲
に
す
る

こ
と
と
て
、
そ
の
國
人

く
に
び
と

祖そ

父ぶ

江え

氏う
ぢ

の
、
過す

ぎ

し
こ
ろ
、
訪

と
ぶ
ら

ひ
來き

た

ら
れ
し
を
り
の
物
が
た
り
に
、『
そ
の
戲
れ
は
、

左
右
の
手
を
組
合

く
み
あ
は

せ
て
、
手
の
甲か

ふ

を
、
た
が
ひ
に
、
う
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
と
な
へ
て
、
そ
の
詞

こ
と
ば

の
終
る

と
こ
ろ
に
、
あ
た
れ
る
も
の
を
、「
鬼
」
と
、
さ
だ
む
る
』
よ
し
。
そ
の
唱
へ
詞
、 

 
 

む
か
い
の
河
原
で
土
噐

か
は
ら
け

や
け
ば
、 

 
 

五
皿

い
つ
さ
ら

六む

皿
七な

ゝ

皿
八や

皿
、 

 
 

八
皿
め
に
お
く
れ
て
、
づ
で
ん
ど
つ
さ
り
、 

 
 

そ
れ
こ
そ
鬼
よ
、
こ
れ
こ
そ
鬼
よ
、 

 
 

蓑
き
て
、
笠
き
て
、
く
る
も
の
が
鬼
よ
。 

 
 

 

＊ 

「
張
遼
」（
一
六
五
年
或
い
は
一
六
九
年
～
二
二
二
年
）
は
後
漢
末
か
ら
三
国
時
代
の
武
将
。
後
漢
末
の
動

乱
期
に
丁
原
・
董
卓
・
呂
布
に
仕
え
た
後
、
曹
操
の
配
下
と
な
り
、
軍
指
揮
官
と
し
て
活
躍
し
た
。 

「
合
淝
の
戰
」「
合
肥
の
戰
ひ
」
で
よ
い
。
地
名
の
読
み
は
「
ご
う
ひ
」
或
い
は
「
が
つ
ぴ
（
が
っ
ぴ
）」
。

曹
操
領
の
南
方
の
要
衝
の
合
肥
を
巡
っ
て
、
魏
と
呉
の
間
で
行
わ
れ
た
戦
い
で
、
後
に
三
国
時
代
を
通
じ
て
、

こ
の
方
面
で
は
攻
防
が
続
け
ら
れ
た
が
（
二
〇
八
年
か
ら
二
五
三
年
ま
で
実
に
四
十
五
年
も
間
歇
的
に
続

い
た
）、
つ
い
に
こ
の
戦
線
の
決
着
が
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
孫
権
が
劉
備
に
荊
州
の
一
部
を
返
還
す
る

代
わ
り
に
曹
操
を
攻
め
る
と
い
う
依
頼
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
二
一
五
年
に
起
こ
っ
た
戦
い
が
最
も
知

ら
れ
、
十
万
人
の
孫
権
軍
が
僅
か
七
千
の
曹
操
軍
に
大
敗
を
喫
し
た
。
そ
の
時
、
活
躍
し
た
の
が
、
こ
の
張

遼
で
あ
る
。
詳
し
く
は
ウ
ィ
キ
の
「
張
遼
」
の
「
合
肥
戦
線
」
が
よ
い
。 

「
麻
胡
」
後
注
「
事
物
紀
原
」
参
照
。 

「
ラ
ミ
ア
」（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：L

am
iā

）
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
古
代
リ
ビ
ュ
ア
の
女
性
で
、
ゼ

ウ
ス
と
通
じ
た
た
め
、
ヘ
ー
ラ
ー
に
よ
っ
て
子
供
を
失
い
、
そ
の
苦
悩
の
あ
ま
り
、
他
人
の
子
を
殺
す
女
怪

と
化
し
た
。
眼
球
を
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
れ
は
ヘ
ー
ラ
ー
に
眠
り
を
奪
わ
れ
た
彼
女
に
ゼ
ウ
ス

が
憐
れ
ん
で
与
え
た
能
力
と
も
さ
れ
る
。「
ラ
ミ
ア
」
は
、
こ
こ
に
出
る
通
り
、
古
く
か
ら
、
子
供
が
恐
怖

す
る
名
と
し
て
、
躾
け
の
場
で
用
い
ら
れ
た
（
ウ
ィ
キ
の
「
ラ
ミ
ア
ー
」
に
拠
る
）。 

「B
en

t, p
. 9

8

」
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
・
考
古
学
者
・
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
セ
オ
ド
ア
・
ベ
ン
ト
（Jam

es 

T
h
eo

d
o
re B

en
t 

一
八
五
二
年
～
一
八
九
七
年
）
の
「
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
又
は
島
内
の
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
の

生
活
」（T

h
e C

ycla
d
es; o

r, L
ife a

m
o
n
g
 th

e In
su

la
r G

reeks

）。「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー

ジ
か
ら
。
ラ
ミ
ア
は
「L

am
iæ

」「L
am

ia

」
と
出
、
水
の
女
怪
サ
イ
レ
ン
（S

iren
s

）
の
仲
間
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
あ
る
。 

「
事
物
紀
原
」
宋
の
高
丞
の
撰
に
な
る
類
書
（
百
科
事
典
）
。
原
本
は
二
十
巻
二
百
十
七
事
項
で
あ
る
が
、

現
存
本
は
十
巻
千
七
百
六
十
五
事
項
。
成
立
年
は
未
詳
。
事
物
を
天
文
・
地
理
・
生
物
・
風
俗
な
ど
五
十
五

部
門
に
分
類
し
、
名
称
や
縁
起
の
由
来
を
古
書
に
求
め
て
記
し
た
も
の
。
巻
十
「
麻
胡
」
に
、 

 
 

 

＊ 

朝
野
僉
載
曰
後
趙
石
勒
將
麻
胡
性
虎
險
鴆
毒
有
兒
啼
每
輒
恐
之
麻
胡
來
啼
聲
絕
本
草
拾
遺
曰
煬
帝
將
幸
江

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%B5%E9%81%BC#%E5%90%88%E8%82%A5%E6%88%A6%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%82%A2%E3%83%BC


都
命
麻
胡
濬
汴
河
以
木
鵝
試
波
深
淺
止
皆
死
每
兒
啼
言
麻
胡
來
卽
止
人
畏
若
是
演
義
曰
今
俗
以
麻
胡
恐
小

兒
俗
傳
麻
胡
祜
爲
隋
煬
帝
將
軍
開
汴
河
甚
毒
虐
人
多
懼
之
胡
祜
聲
相
近
以
此
呼
之
耳
誤
矣
會
稽
錄
云
會
稽

有
鬼
號
麻
胡
好
食
小
兒
腦
遂
以
恐
小
兒
若
麻
祜
可
以
恐
成
人
豈
獨
小
兒
也 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。
熊
楠
は
最
後
と
前
の
方
を
合
成
し
て
作
文
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
熊
楠
の
そ
れ
は
、
勝
手
な
合

成
な
れ
ば
、
そ
れ
を
気
持
ち
よ
く
手
前
勝
手
に
訓
読
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

會
稽
に
鬼
有
り
、
「
麻
胡
」
と
號
し
、
好
ん
で
、
小
兒
の
腦
を
食
ふ
。
遂
に
以
つ
て
小
兒
の
啼
く
在
れ
ば
、

則
ち
、「
麻ま

胡こ

、
來
た
れ
り
」
と
謂
ひ
て
之
を
恐

こ
は
が

ら
す
に
、
乃

す
な
は

ち
、
啼
き
聲
、
絕
ゆ
。 

 
 

 

＊ 

後
注
で
示
す
が
、
こ
れ
は
胡
人
で
あ
っ
た
残
酷
な
武
将
麻ま

秋
し
ゅ
う

の
こ
と
で
あ
る
。 

「
麻
胡
來
」
は
現
代
中
国
語
で
音
写
す
る
と
、「
マ
ァ
ー
・
フ
ゥ
ー
・
ラ
ァ
ィ
」
で
あ
る
。 

「
空
華
日
工
集
」（
く
う
げ
に
っ
く
し
ゅ
う
：
現
代
仮
名
遣
）
本
邦
の
南
北
朝
時
代
の
禅
僧
で
詩
人
と
し
て

も
知
ら
れ
た
義
堂
周
信

ぎ
ど
う
し
ゅ
う
し
ん

の
日
記
。
正
し
く
は
「
空
華
日
用
工
夫
略
集
」
或
い
は
「
空
華
老
師
日
用
工
夫
集
」

と
呼
ぶ
全
十
巻
。
正
中
二
（
一
三
二
五
）
年
の
誕
生
か
ら
元
中
五
／
嘉
慶
二 

（
一
三
八
八
）
年
の
晩
年
に

い
た
る
ま
で
を
、
日
記
形
式
で
要
点
を
抄
出
し
た
も
の
。
そ
の
生
涯
を
知
る
に
便
利
な
ば
か
り
で
な
く
、
当

時
の
禅
宗
の
様
相
及
び
将
軍
足
利
義
満
の
行
状
や
、
室
町
幕
府
の
政
治
を
知
る
上
で
有
益
に
し
て
貴
重
な

史
料
で
あ
る
。
同
書
巻
一
の
応
安
二
（
北
朝
の
元
号
で
、
南
朝
は
正
平
二
十
四
年
で
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
九

年
）
年
追
抄
（
月
不
詳
）
に
、 

 
 

 

＊ 

才
侍
者
問
麻
龝
、
引
廣
記
答
之
、
後
趙
石
勒
將
麻
龝
者
、
太
原
胡
人
也
、
植
性
虓
險
鴆
毒
、
有
兒
啼
、
母
輙

恐
之
曰
麻
胡
來
、
啼
聲
絕
、
至
今
以
爲
故
事
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。「
廣
記
」
は
「
太
平
廣
記
」。
北
宋
時
代
に
成
立
し
た
類
書
の
一
つ
で
、
太
宗
の
勅
命
を
奉
じ
て
李
昉

り

ぼ

う

ら
十
二
名
が
、
九
七
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
編
纂
し
た
も
の
。
全
五
百
巻
・
目
録
十
巻
。
そ
の
二
百
六
十

七
巻
「
酷
暴
一
」
の
冒
頭
に
出
る
「
麻
秋
」。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
を
視
認

し
た
。
句
読
点
を
打
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 

麻
秋 

後
趙
石
勒
將
麻
秋
者
、
太
原
胡
人
也
。
植
性
虓
險
鴆
毒
。
有
兒
啼
、
母
輒
恐
之
麻
胡
來
、
啼
聲
絕
。
至
今
以

爲
故
事
。
出
「
朝
野
僉
載
」。 

 
 

 

＊ 

麻
秋
（
？
～
三
五
〇
年
）
は
五
胡
十
六
国
時
代
の
後
趙
の
武
将
で
太
原
出
身
の
胡
人
。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
経
歴

が
詳
し
い
が
、
そ
の
後
に
、『
麻
秋
は
凶
悪
で
残
酷
な
性
格
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
毒
酒
を
以
て
人
を
害
し
て

い
た
。
築
城
の
為
に
百
姓
に
労
役
を
さ
せ
て
い
た
時
は
、
昼
夜
関
係
な
く
休
み
無
し
で
働
か
せ
続
け
、
た
だ

鶏
が
鳴
い
た
時
（
夜
明
け
時
）
に
の
み
わ
ず
か
な
休
息
を
取
ら
せ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
為
、
周
囲
か
ら
も

大
い
に
恐
れ
ら
れ
、
泣
く
子
に
対
し
て
母
が
「
麻
胡
が
来
る
」
と
言
う
と
、
子
は
泣
き
止
む
程
で
あ
っ
た
と

い
う
』
ま
た
、「
列
仙
全
伝
」
に
『
よ
る
と
、
彼
の
娘
は
麻
姑
と
い
う
名
で
あ
り
、
仙
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BA%BB%E7%A7%8B


て
い
る
。
父
が
百
姓
に
過
酷
な
労
役
を
課
す
事
に
心
を
痛
め
、
複
数
の
鶏
を
代
わ
る
代
わ
る
鳴
か
せ
る
事
で

休
息
の
時
間
を
伸
ば
し
て
い
た
。
後
に
こ
の
事
が
麻
秋
に
発
覚
し
、
麻
秋
よ
り
暴
行
を
受
け
そ
う
に
な
っ
た

の
で
、
逃
走
を
図
っ
て
そ
の
ま
ま
入
仙
し
た
と
い
う
』
と
あ
る
。
さ
て
も
、
熊
楠
は
「
石
勒
の
將
、
太
原
の

胡
人
麻
姓
の
も
の
」
と
、
こ
の
「
秋
」
を
「
姓
」
と
誤
判
読
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。 

「
元
興
寺
」
こ
れ
で
「
が
ご
じ
」
の
他
「
が
ご
ぜ
」
「
ぐ
わ
ご
ぜ
」
「
が
ん
ご
う
」「
が
ん
ご
」
と
も
読
み
、

「
元
興
寺

が

ん

ご
う

じ

の
鬼お

に

」
の
意
。
飛
鳥
時
代
に
奈
良
の
元
興
寺
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
に
現
れ
た
と
さ

れ
る
妖
怪
。
ウ
ィ
キ
の
「
元
興
寺
（
妖
怪
）」
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
「
日
本
霊
異
記
」（
私
の
愛
読
書
の

一
つ
）
の
「
雷
の

憙
む
か
し
び

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
好
意
。］
を
得
て
生
ま
し
め
し
子
の
强
き
力
在
る
緣え

に

」（
以
下
に

シ
ノ
プ
シ
ス
が
語
ら
れ
る
）
や
、「
本
朝
文
粋

ほ
ん
ち
ょ
う
も
ん
ず
い

」
な
ど
の
文
献
に
話
が
み
ら
れ
、『
鳥
山
石
燕
の
「
画
図
百
鬼

夜
行
」
な
ど
の
古
典
の
妖
怪
画
で
は
、
僧
の
姿
を
し
た
鬼
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
』
。『
敏
達
天
皇
の
頃
』
、

『
尾
張
国
阿
育
知
郡
片
輪
里
（
現
・
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
古
渡
町
付
近
）
の
あ
る
農
夫
が
落
雷
に
遭
う
。

落
雷
と
共
に
落
ち
て
き
た
雷
神
は
た
ち
ま
ち
子
供
の
姿
に
変
化
し
た
。
農
夫
が
杖
で
殺
そ
う
と
す
る
と
雷

神
は
命
乞
い
を
し
、
助
け
て
く
れ
れ
ば
恩
返
し
と
し
て
、
雷
神
の
よ
う
に
力
強
い
子
供
を
授
け
る
と
言
っ
た
。

農
夫
は
雷
神
の
求
め
に
応
じ
て
楠
の
船
を
作
る
と
、
雷
神
は
農
夫
の
見
守
る
中
そ
れ
に
乗
っ
て
空
中
を
昇

り
、
雲
や
雷
と
と
も
に
空
へ
帰
っ
て
行
っ
た
』。『
や
が
て
農
夫
の
妻
が
、
雷
神
の
申
し
子
と
で
も
言
う
べ
き

子
供
を
産
ん
だ
。
そ
れ
は
頭
に
は
蛇
が
巻
き
つ
き
、
頭
と
尾
を
後
頭
部
に
垂
ら
し
て
い
る
と
い
う
異
様
な
姿

だ
っ
た
。
雷
神
の
言
う
通
り
』、『
生
ま
れ
つ
い
て
怪
力
を
持
ち
』、『
歳
の
頃
に
は
力
自
慢
で
有
名
な
皇
族
の

王
（
お
お
き
み
）
の
』
一
『
人
と
力
比
べ
で
勝
つ
ほ
ど
だ
っ
た
』
。『
後
に
こ
の
子
供
は
元
興
寺
の
童
子
と
な

っ
た
。
折
り
し
も
元
興
寺
の
鐘
楼
の
童
子
た
ち
が
毎
晩
の
よ
う
に
変
死
す
る
事
件
が
続
き
、
鬼
に
殺
さ
れ
た

も
の
と
噂
が
立
っ
て
い
た
。
童
子
は
自
分
が
鬼
を
捕
ま
え
て
見
せ
る
と
言
い
、
鬼
退
治
を
か
っ
て
出
た
。
あ

ら
か
じ
め
鐘
堂
の
四
隅
に
灯
を
置
い
て
蓋
を
し
て
お
き
、
自
分
が
鬼
を
捕
ま
え
た
ら
四
人
の
童
子
た
ち
に

蓋
を
開
け
さ
せ
て
鬼
の
姿
を
実
見
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
夜
に
鐘
楼
で
待
ち
構
え
、
未
明
の

頃
に
鬼
が
現
れ
る
や
、
そ
の
髪
の
毛
を
捕
え
て
引
き
ず
り
回
し
た
。
四
人
の
童
子
た
ち
は
仰
天
し
て
蓋
を
開

け
ず
に
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
夜
が
明
け
た
頃
に
は
鬼
は
す
っ
か
り
頭
髪
を
引
き
剥
が
さ
れ
て
逃
げ
去
っ
た
。

血
痕
を
辿
っ
て
行
く
と
、
か
つ
て
元
興
寺
で
働
い
て
い
た
無
頼
な
下
男
の
墓
ま
で
続
い
て
い
た
。
こ
の
下
男

の
死
霊
が
霊
鬼
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
霊
鬼
の
頭
髪
は
元
興
寺
の
宝
物
と
な
っ
た
。
こ
の
童

子
は
後
に
も
怪
力
で
活
躍
を
し
た
末
に
得
度
出
家
し
、
道
場
法
師
』（
ど
う
じ
ょ
う
ほ
う
し
）『
と
な
っ
た
と

い
う
』。『
山
折
哲
雄
は
、
日
本
古
来
の
神
（
カ
ミ
）
の
観
念
の
本
質
を
論
じ
る
文
脈
の
中
で
、
こ
の
説
話
の

背
景
と
な
る
世
界
観
に
注
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
半
の
落
雷
が
「
小
子
」
に
変
身
し
て
直
ち
に
昇
天

し
て
し
ま
う
点
、
後
半
の
「
霊
鬼
」
が
夜
の
み
登
場
し
』、『
灯
に
寄
せ
な
け
れ
ば
』、『
そ
の
実
体
を
確
か
め

ら
れ
な
い
点
を
挙
げ
、
と
も
に
神
霊
の
正
体
と
い
う
も
の
が
本
来
そ
な
え
て
い
る
秘
匿
性
（
隠
れ
身
）
を
よ

く
示
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
』。『
江
戸
時
代
の
古
書
に
よ
れ
ば
、
お
化
け
を
意
味
す
る
児
童
語
の

ガ
ゴ
ゼ
や
ガ
ゴ
ジ
は
』、『
こ
の
元
興
寺
が
由
来
と
さ
れ
、
実
際
に
ガ
ゴ
ゼ
、
ガ
ゴ
ジ
、
ガ
ン
ゴ
ジ
な
ど
、
妖

怪
の
総
称
を
意
味
す
る
児
童
語
が
日
本
各
地
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
』、『
民
俗
学
者
・
柳
田
國
男
は
こ

の
説
を
否
定
し
、
化
け
物
が
「
咬
も
う
ぞ
」
と
言
い
な
が
ら
』、『
現
れ
る
こ
と
が
起
因
す
る
と
の
説
を
唱
え

て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
若
し
元
興
寺
の
鬼
を
呼
來
て
、
他
の
兒
に
害
あ
る
鬼
を
嚇
す
と
言
ば
、
直
ち
に
其
元
興
寺
の
鬼
を
平
げ
た

る
道
場
法
師
の
名
を
呼
で
、
强
弱
の
諸
鬼
を
合
せ
て
之
を
驅
る
の
手
段
を
、
何
故
其
時
代
の
父
母
が
氣
付
か

https://www.google.com/maps/place/%E5%85%83%E8%88%88%E5%AF%BA/@34.6774315,135.8228515,14.25z/data=!4m8!1m2!2m1!1z5YWD6IiI5a-6!3m4!1s0x0:0x28d8fbe8300829dd!8m2!3d34.6778032!4d135.8312012
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E8%88%88%E5%AF%BA_(%E5%A6%96%E6%80%AA)


ざ
り
し
に
や
」
少
し
意
味
が
と
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、―

―

も
し
も
「
元
興
寺

が

ご

じ

の
鬼
」
を
呼
ん
で
き
て
、

他
の
児
童
に
も
害
の
あ
る
鬼
を
以
っ
て
諌
め
嚇お

ど

す
と
言
う
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
、
手
っ
取
り
早
く
、「
直

ち
に
」、「
元
興
寺
の
鬼
」
を
平
ら
げ
た
、
か
の
怪
力
無
双
の
ゴ
ー
ス
ト
・
バ
ス
タ
ー
「
道
場

ど
う
じ
ょ
う

法
師
」
の
名

を
呼
ん
で
、
あ
り
と
あ
る
「
强
弱
の
諸
鬼
を
」
も
「
合
せ
て
」
こ
れ
ら
を
総
て
駆
逐
す
る
と
い
う
最
も
有
効

な
児
童
の
保
護
「
手
段
を
、
何
故
」、
そ
の
「
時
代
の
父
母
が
氣
付
か
」
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？ 

と
、
私

（
熊
楠
）
は
思
う
の
で
あ
る―

―

と
い
う
の
で
あ
る
。 

「
群
書
類
從
卷
六
十
九
道
場
法
師
傳
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の
こ
こ
。
次
の

頁
で
終
了
し
て
い
る
短
い
も
の
で
あ
る
。
日
本
漢
文
で
あ
る
が
、
字
も
明
瞭
で
、
頗
る
読
み
易
い
。 

『
嬰
兒
を
あ
や
し
て
「
レ
ロ
レ
ロ
」
と
云
ふ
』
あ
な
た
も
や
る
で
し
ょ
う
？ 

幼
児
を
あ
や
す
に
際
し
て
、

舌
で
上
顎
を
弾
い
て
出
す
音
や
、
そ
の
さ
ま
を
表
わ
す
語
。「
れ
ろ
れ
ろ
ば
あ
」
な
ど
と
も
言
う
。 

「T
o
n
g
u
e-T

w
ister

（
舌
捩
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
た
も
じ
り
」。］
）」
若
干
、
違
和
感
を
持
つ
人
が
い
る

や
も
知
れ
ぬ
。「T

o
n
g
u
e T

w
ister

」
と
い
う
の
は
「
早
口
言
葉
」
の
こ
と
で
（「T

w
ister

」
は
、
日
本
の
ツ
イ

ス
ト
・
ド
ー
ナ
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
に
「
捩
じ
れ
る
」
と
い
う
意
が
あ
る
）、「
舌
捩

し
た
も
じ

り
」
と
い
う
の
も
、

言
葉
遊
び
の
一
つ
で
、
発
音
し
に
く
い
言
葉
を
続
け
て
普
通
に
或
い
は
早
く
言
わ
せ
る
、
や
は
り
早
口
言
葉

の
こ
と
を
指
す
。「
れ
ろ
れ
ろ
」
は
し
か
し
、
確
か
に
早
く
言
葉
を
喋
ら
せ
よ
う
と
す
る
、
最
も
始
原
的
な

も
の
で
あ
り
、
早
口
言
葉
と
の
親
和
性
は
あ
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
私
は
、
子
ど
も
が―

―

最
初
に
覚
え

る
身
体
表
現
と
し
て
の
言
語
的
行
為
は―

―

「
さ
よ
な
ら
」
を
意
味
す
る
手
を
開
い
て
振
る
と
こ
ろ
の
「
ば
い

ば
い
」
で
あ
る―

―

と
考
え
て
い
る
。
そ
う
だ…

…

人
間
は
誰
も
が…

…

「
愛
し
て
る
」
で
も
「
好
き
よ
」
で

も
な
く
、
宿
命
的
に
「
さ
よ
な
ら
」
を
最
初
の
教
え
込
ま
れ
る
の
で
あ
る…

…
…
…

 

『「
レ
ロ
レ
ロ
」
と
遼
來
と
稍
や
音
近
き
』
張
「
遼
」
が
「
來
」
る
で
、「
遼
來
」（
リ
ョ
ウ
ラ
イ
）
、
歴
史
的

仮
名
遣
だ
と
「
レ
ウ
ラ
イ
」、
現
代
中
国
語
音
写
だ
と
「
リ
ィ
ア
ォ
・
ラ
ァ
ィ
」
で
あ
る
。
あ
ん
ま
り
似
て

な
い
と
思
い
ま
す
が
ね
、
熊
楠
先
生…

…

。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
冒
頭
の
「
一
四
四
頁
狼
を
魔
除
と
す
る
事
」
は
出
口
米
吉
の
「
小
兒
と
魔
除
」
の
初
出

論
考
の
末
尾
部
分
（P

D
F

の
2
コ
マ
目
）。
私
の
電
子
化
か
ら
引
く
と
、『
狼
は
和
名
オ
ホ
カ
ミ
（
大
嚙
）
と

稱
し
て
、
一
般
に
恐
怖
す
る
所
な
り
と
雖
も
、
未
だ
魔
除
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
こ
と
を
聞
か
す
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
聞
か
ず
」
の
初
出
の
誤
植
。］。
恐
ら
く
は
虎
を
呼
ぶ
の
本
意
忘
却
せ
ら
れ
、
俗
に
小
兒
を
威
嚇

す
る
が
如
く
解
す
る
に
至
り
て
、
更
に
狼
を
も
添
ふ
る
に
至
り
し
な
ら
ん
と
思
は
る
。
張
遼
來
も
鬼
魔
を
逐

ふ
が
爲
に
唱
せ
し
者
に
し
て
、
鐘
馗
石
敢
當
加
藤
淸
正
等
の
武
勇
絕
倫
の
豪
傑
の
名
を
借
り
て
惡
鬼
を
驅

逐
す
る
と
趣
旨
を
同
く
す
る
な
り
。』
の
部
分
。
思
わ
ず
、
そ
こ
で
私
が
割
注
を
入
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、

し
か
し
、
埼
玉
県
秩
父
市
三
峰
に
あ
る
三
峯
神
社
の
狼
を
描
い
た
護
符
を
知
ら
な
い
出
口
氏
の
不
勉
強
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
南
方
熊
楠
の
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
５
：
狼
）」
を
見
ら
れ
た
い
。
］ 

 

（
一
四
四
頁
狼
を
魔
除
と
す
る
事
）
此
邊
に
、
今
も
さ
び
し
き
所
に
て
、
狼
來
た
と
て
小
兒
を
を
ど
す
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
こ
と
多
し
、
歐
州
に
も
有
り
と
覺
ゆ
、
世
事
百
談
に
言
る
、
虎
狼
來
る
と
て
小
兒

を
す
か
す
も
、
上
の
張
遼
麻
胡
と
同
く
、
單
に
啼
ば
狼
來
り
噬
む
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
む
」
。］
と
い
ふ

に
過
ず
、
但
し
出
口
氏
、
狼
は
一
般
に
恐
る
ゝ
所
な
れ
ど
、
未
だ
魔
除
と
し
て
用
ら
れ
た
る
を
聞
ず
と
は
い

か
ゞ
、
狼
に
大
噬
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
ほ
か
み
」。］
の
意
あ
る
と
同
時
に
又
大
神
の
義
を
具
ふ
、
書
紀

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2559097/58
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_143/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/274/24_274_143/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-321fb9.html


卷
十
九
、
秦
大
津
父
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
だ
の
お
つ
ち
」。］
、
山
中
に
狼
の
血
鬪
す
る
を
解
く
と
き
、
下

馬
口
漱
手
、
祈
請
曰
、
汝
是
貴
神
云
々
今
も
此
邊
に
送
り
狼
と
て
、
人
を
害
せ
ず
、
守
衞
せ
し
狼
の
古
語
殘

り
、
大
臺
原
山
に
、
神
使
の
狼
現
存
す
と
云
、
突
厥
高
昌
二
國
の
祖
は
、
人
と
狼
と
、
狼
と
人
と
の
間
種
と

稱
し
（
淵
鑑
類
函
四
二
九
卷
）、
歐
州
に
も
狼
の
子
孫
と
い
へ
る
人
あ
る
事
、
ハ
ー
バ
ー
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
読
点
部
で
下
線
が
切
れ
る
が
、
繋
げ
た
。］
の
社
會
學
原
理
に
見
え
、
北
米

の
印
甸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
イ
ン
デ
ア
ン
」。］
族
、
造
世
主
を
狼
形
と
す
る
も
の
多
し
（R

atzel, o
p
. cit., 

v
o
l. ii, p

. 1
4
8

）、
此
地
（
紀
州
田
邊
）
に
寡
聞
な
る
吾
輩
名
を
聞
き
し
こ
と
な
き
物
語
繪
を
藏
す
る
人
あ
り
、

土
佐
繪
に
て
屛
風
に
貼
せ
る
が
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち
や
う
せ
る
が
」。］
、
前
半
計
り
の
み
存
し
、
山
神
な

る
狼
、
海
中
の
「
オ
コ
ゼ
」
魚
の
美
な
る
に
懸
想
し
、
之
を
娶
る
に
臨
み
、
鮹
の
入
道
大
に
之
を
憤
り
、
烏

賊
な
ど
を
賴
ん
で
軍
を
起
し
、「
オ
コ
ゼ
」
姬
の
駕
を
奪
ん
と
す
る
話
な
り
、
大
和
本
草
に
見
ゆ
る
通
り
、

舟
師
山
神
を
祈
て
風
を
求
む
る
に
、
今
も
「
オ
コ
ゼ
」
を
捧
ぐ
る
こ
と
、
希
臘
海
島
の
山
神
に
捧
る
と
て
、

麪
包
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
パ
ン
」。］
を
海
に
投
じ
、
以
て
漁
を
乞
ふ
に
同
じ
（B

en
t, p

 .6
5

）、
近
頃
迄
熊

野
地
方
に
て
、
狼
を
獸
類
の
長
と
し
、
鼠
に
咬
れ
て
重
患
な
る
時
、
特
に
狼
肉
を
求
て
煮
喫
せ
し
を
參
す
る

に
、
古
え
吾
邦
に
狼
を
山
神
と
す
る
風
有
し
な
ら
ん
、
虎
骨
虎
爪
と
等
く
、
狼
皮
狼
牙
狼
尾
辟
邪
の
功
あ
り

と
い
ふ
支
那
說
、
上
の
邪
視
と
視
害
の
序
に
言
へ
り
、
大
和
吉
野
郡
十
津
川
の
玉
置
山
は
海
拔
三
千
二
百
尺

と
云
、
予
も
昨
秋
末
詣
し
が
、
紀
州
桐
畑
よ
り
上
る
は
、
道
頗
る
險
に
し
て
水
無
く
、
甚
き
難
所
也
、
頂
上

近
く
大
な
る
社
あ
り
、
其
神
狼
を
使
ひ
者
と
し
、
以
前
は
狐
に
附
れ
し
も
の
、
い
か
に
難
症
な
り
と
も
此
神

に
祈
り
蟇
目
を
行
ふ
に
退
治
せ
ず
と
云
事
な
く
、
又
狐
人
を
魅
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ば
か
し
」。
］、
猪
鹿

田
圃
を
損
ず
る
と
き
、
こ
の
社
に
就
て
神
使
を
借
る
に
、
或
は
封
の
儘
或
は
正
體
の
ま
ゝ
渡
し
く
れ
る
、
正

體
の
ま
ゝ
の
場
合
に
は
、
使
の
者
の
歸
路
、
之
に
先
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
き
だ
ち
」
。］
神
使
狼
の
足

跡
を
印
し
續
く
る
を
見
、
其
人
家
に
達
す
る
前
、
家
領
の
諸
獸
悉
く
逃
畢
る
と
い
ふ
、
又
傳
ふ
る
は
、
夜
行

す
る
者
自
宅
出
る
に
臨
み
、「
熊
野
な
る
玉
置
の
山
の
弓
神
樂
」
と
歌
の
上
半
を
唱
ふ
れ
ば
、
途
上
恐
ろ
し

き
物
一
切
近
か
ず
、
扨
志
す
方
え
着
し
た
る
時
「
弦
音
き
け
ば
惡
魔
退
く
」
と
や
ら
か
す
也
と
、
前
述
送
り

狼
の
譚
は
、
之
を
言
へ
る
か
、
社
畔
に
犬
吠
の
杉
あ
り
、
其
皮
を
削
り
來
て
、
田
畑
に
插
み
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
さ
し
は
さ
み
」。］
惡
獸
を
避
け
し
と
云
、
守
禦
の
功
犬
に
等
し
と
い
ふ
意
か
、
事
體
斯
の
如
く
な
れ

ば
、
虎
狼
を
以
て
小
兒
を
す
か
す
は
、
魔
除
と
何
の
關
係
な
き
と
同
時
に
、
吾
邦
從
來
狼
を
魔
除
に
用
る
風

有
し
は
、
疑
を
容
れ
ず
と
斷
云
し
置
く
、 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
世
事
百
談
に
言
る
、
虎
狼
來
る
と
て
小
兒
を
す
か
す
」（
６
）
で
既
出
で
当
該
部
を
電

子
化
し
て
あ
る
。
但
し
、「
世
事
百
談
」
で
は
「
虎
狼
來

こ

ろ

こ

ん

」
と
ル
ビ
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
、
少

な
く
と
も
南
方
熊
楠
も
「
こ
ろ
く
る
」
と
読
ん
で
い
る
と
考
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
平
凡
社
「
選
集
」
で

は
『
虎
狼
来
た
る
』
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
如
何
に
も
発
音
と
し
て
「
こ
ろ
き
た
る
」
は
脅
し
賺
す
語
と

し
て
私
は
間
が
抜
け
て
い
る
し
、
発
音
し
難
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
遂
に
言
っ
て
お
く
と
、
平
凡
社

の
「
南
方
熊
楠
選
集
」
の
書
き
変
え
は
、
か
な
り
編
者
に
よ
る
恣
意
的
な
、
言
わ
せ
て
貰
う
な
ら
、「
読
み
易

け
り
ゃ
、
ど
う
操
作
し
た
っ
て
構
わ
な
い
」
的
な
、
読
み
や
送
り
仮
名
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
確
か
に
総
体
と
し

て
は
原
本
よ
り
も
現
代
人
に
は
読
み
易
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
熊
楠
は
そ
ん
な
読
み
方
は
し
て

い
な
い
と
断
言
出
来
る
部
分
が
、
も
う
今
ま
で
の
電
子
化
で
の
比
較
対
象
に
あ
っ
て
も
、
腐
る
ほ
ど
、
あ
る
の

で
あ
る
。
私
が
今
回
、
熊
楠
の
正
字
正
仮
名
の
底
本
で
電
子
化
し
よ
う
と
考
え
た
意
図
の
中
に
は
、
た
と
え
読

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-de4f98.html


み
難
く
て
も
、
熊
楠
の
肉
声
を
電
子
的
に
再
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。 

「
書
紀
卷
十
九
、
秦
大
津
父
、
山
中
に
狼
の
血
鬪
す
る
を
解
く
と
き
、
下
馬
口
漱
手
、
祈
請
曰
、
汝
是
貴
神

云
々
」「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
５
：
狼
）」
の
私
の
注
で
電
子
化
済
み
。 

「
大
臺
原
山
に
、
神
使
の
狼
現
存
す
と
云
」
奈
良
県
と
三
重
県
の
県
境
に
あ
る
大
台
ヶ
原
山
（
お
お
だ
い
が

は
ら
や
ま
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
は
標
高
千
六
百
九
十
五
・
一
メ
ー
ト
ル
。
大
台

ヶ
原
か
ら
北
の
高
見
山
（
た
か
み
や
ま
）
に
の
び
る
台だ

い

高こ
う

山
脈
は
、
事
実
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
最
後
ま
で

棲
息
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
山
域
で
、
人
跡
稀
な
森
で
あ
っ
た
。 

「
突
厥
高
昌
二
國
の
祖
は
、
人
と
狼
と
、
狼
と
人
と
の
間
種
と
稱
し
（
淵
鑑
類
函
四
二
九
卷
）
」「
淵
鑑
類
函
」

は
清
の
聖
祖
（
康
熙
帝
）
の
勅
撰
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
類
書
（
百
科
事
典
）。
一
七
一
〇
年
成
立
。
四
百
二

十
九
巻
に
、 

 
 

 

＊ 

後
周
書
曰
突
厥
之
先
匈
奴
之
别
種
也
爲
鄰
國
所
破
其
族
有
一
小
兒
棄
草
澤
中
有
牝
狼
以
肉
飼
之
及
長
與
狼

交
合
遂
有
孕
焉
逃
於
高
昌
國
北
山
洞
穴
生
十
男
其
後
各
爲
一
姓
阿
史
那
卽
其
一
也 

＊ と
あ
り
、
そ
の
少
し
後
の
「
嚙
宮
人 

配
二
女
」
の
条
に
も
、 

 
 

 

＊ 

江
都
昜
王
非
卒
子
建
立
宮
人
有
過
縱
狼
嚙
殺
之
觀
以
爲
樂
爲
北
史
單
于
二
女
甚
美
置
高
堂
上
有
老
狼
守
臺

遂
狼
妻
産
子
後
遂
爲
高
昌
國 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
た
。「
突
厥
」
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
活
動
し
た
ト
ル
コ
系
の
遊
牧
民
で
、
五
五
二
年
に
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
東
西
に
ま
た
が
る
突
厥
帝
国
（
第
一
帝
国
）
を
建
設
し
、
西
で
は
サ
サ
ン
朝
、
東
で
は
隋
・
唐
帝
国
と
同

時
期
で
あ
っ
た
が
、
五
八
三
年
に
東
西
に
分
裂
し
、
東
突
厥
は
隋
の
支
配
を
受
け
た
。
一
方
の
高
昌
は
隋
・

唐
と
突
厥
の
間
に
挟
ま
れ
た
オ
ア
シ
ス
都
市
国
家
で
、
中
国
の
南
北
朝
か
ら
唐
に
か
け
て
現
在
の
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
ト
ル
フ
ァ
ン
市
に
存
在
し
た
。 

「
歐
州
に
も
狼
の
子
孫
と
い
へ
る
人
あ
る
事
、
ハ
ー
バ
ー
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
會
學
原
理
に
見
え
」
南
方

熊
楠
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」（9

：
梟
）
で
既
出
既
注
。
但
し
、
調
べ
た
限
り
で
は
、
同
第
三
巻
の
、 
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H
en

ce w
h
en

 w
e read

 

“th
at th

e an
cesto

r o
f th

e M
o
n
g
o
l ro

y
al h

o
u
se w

as a w
o
lf,

” an
d
 th

at th
e fam

ily
 

n
am

e w
as W

o
lf; an

d
 w

h
en

 w
e rem

em
b
er th

e m
u
ltitu

d
in

o
u
s cases o

f an
im

al-n
am

es b
o
rn

e b
y
 N

o
rth

 

A
m
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 In

d
ian

s, w
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 th
e asso

ciated
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tem
-sy

stem
; th

is cau
se o

f id
en

tificatio
n

 o
f an

cesto
rs w

ith
 

an
im

als, an
d
 co

n
seq

u
en

t sacred
n
ess o

f th
e an

im
als, b

eco
m

es su
fficien

tly
 o

b
v
io

u
s. 
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し
か
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
は
前
後
で
熊
楠
が
指
摘
す
る
内
容
に
酷
似
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
及
び
ア

メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
伝
承
で
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
い
。
容
易
に
想
起
さ
れ

る
の
は
、
ロ
ー
マ
の
建
国
神
話
に
登
場
す
る
双
子
は
狼
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
双
子
の
兄
弟
ロ
ム
ル
ス
と

レ
ム
ス
が
浮
か
ぶ
限
り
で
、
後
代
の
所
謂
、「
狼
男
」（
人
狼
）
、「
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
」（
英
語
：w

erew
o
lf

）・

「
ヴ
ァ
ラ
ヴ
ォ
ル
フ
」（
ド
イ
ツ
語
：W

erw
o
lf

）
や
「
ル
ー
・
ガ
ル
ー
」（
フ
ラ
ン
ス
語
：lo

u
p

-g
aro

u

）
は

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-321fb9.html
https://www.google.com/maps/place/%E5%A4%A7%E5%8F%B0%E3%83%B6%E5%8E%9F%E5%B1%B1/@34.265117,136.0431329,11.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60068f307e4c4de7:0x76fa9fd9c7d822bc!8m2!3d34.1852589!4d136.1091955
https://www.google.com/maps/place/%E9%AB%98%E8%A6%8B%E5%B1%B1/@34.265117,136.0431329,11.25z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60068f307e4c4de7:0x76fa9fd9c7d822bc!2z5aSn5Y-w44O25Y6f5bGx!3b1!8m2!3d34.1852589!4d136.1091955!3m4!1s0x6006a48c22fd979d:0x1ece656d1433a9e6!8m2!3d34.4287176!4d136.0883331
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-5ec62b.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-5ec62b.html


多
分
に
悪
魔
的
な
色
づ
け
が
な
さ
れ
、
し
か
も
多
分
に
、
異
常
な
モ
ン
ス
タ
ー
ど
こ
ろ
か
、
古
く
か
ら
多
く

の
学
者
た
ち
か
ら
、
精
神
疾
患
や
妄
言
と
し
て
早
く
に
退
け
ら
れ
て
さ
え
い
る
も
の
で
、
狼
の
血
の
持
つ
強

力
な
超
自
然
の
そ
れ
は
、
欧
州
の
伝
承
で
は
そ
れ
ほ
ど
メ
イ
ン
に
登
場
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

「
北
米
の
印
甸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
イ
ン
デ
ア
ン
」。
］
族
、
造
世
主
を
狼
形
と
す
る
も
の
多
し
（R

atzel, 

o
p
. cit., v

o
l. ii, p

. 1
4
8

）」
既
出
の
イ
ツ
の
地
理
学
者
・
生
物
学
者
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
（F

ried
rich

 

R
atzel 

一
八
四
四
年
～
一
九
〇
四
年
：
社
会
的
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
の
強
い
思
想
を
特
徴
と
し
、
政

治
地
理
学
の
祖
と
さ
れ
る
）
の
「`H

isto
ry

 o
f M

an
k
in

d
,` tran

s. B
u
tler, 1

8
9
6

」
と
あ
っ
た
英
訳
本
の
第
二

巻
で
、「In

tern
et arch

iv
e

」
の
英
訳
原
本
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
の
本
文
の
（
三
行
の
脚
注
を
除
く
）
下
か

ら
11
行
前
に
あ
る
、 
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W
h
ere b

easts ap
p
ear as th

e m
ak

ers o
f m

en
, a creato

r-g
o
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 is h

id
d
en

 in
 th

em
 ; m

an
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g
 h

im
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y
 

p
referen

ce in
 th

e fo
rm

 o
f a w

o
lf o

r a d
o
g
. 
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が
相
当
す
る
。
あ
ぁ
っ
つ
！ 

「
ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ウ
ル
ブ
ズ
」（D

a
n
ces w

ith
 W

o
lves

：
一
九
九
〇
年
・

ア
メ
リ
カ
／
監
督
・
主
演
・
製
作
ケ
ビ
ン
・
コ
ス
ナ
ー 

K
ev

in
 C

o
stn

er

）
は
良
か
っ
た
な
あ
！ 

『
此
地
（
紀
州
田
邊
）
に
寡
聞
な
る
吾
輩
名
を
聞
き
し
こ
と
な
き
物
語
繪
を
藏
す
る
人
あ
り
、
土
佐
繪
に
て

屛
風
に
貼
せ
る
が
、
前
半
計
り
の
み
存
し
、
山
神
な
る
狼
、
海
中
の
「
オ
コ
ゼ
」
魚
の
美
な
る
に
懸
想
し
、

之
を
娶
る
に
臨
み
、
鮹
の
入
道
大
に
之
を
憤
り
、
烏
賊
な
ど
を
賴
ん
で
軍
を
起
し
、「
オ
コ
ゼ
」
姬
の
駕
を

奪
ん
と
す
る
話
な
り
』
所
持
す
る
一
九
九
〇
年
八
坂
書
房
刊
の
「
南
方
熊
楠
ア
ル
バ
ム
」（
中
瀬
嘉
陽
・
長

谷
川
興
蔵
編
）
の
中
に
、
七
枚
あ
る
そ
の
屏
風
の
四
つ
の
箇
所
が
モ
ノ
ク
ロ
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
屏

風
は
田
辺
の
熊
楠
の
友
人
湯
浅
富
三
郎
の
家
に
あ
っ
た
も
の
で
（
屏
風
絵
と
詞
書
が
あ
っ
た
）、
熊
楠
は
そ

れ
を
材
と
し
て
、
こ
の
二
年
後
の
明
治
四
四
（
一
九
一
〇
）
年
二
月
発
行
の
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
二
十

六
巻
二
百
九
十
九
号
に
「
山
神
オ
コ
ゼ
魚
を
好
む
と
い
う
こ
と
」
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
（
リ
ン
ク
先
は
私

の
「
選
集
」
版
で
電
子
化
し
た
古
い
も
の
。
初
出
は
こ
れ
（「J-stag

e

」
のP

D
F

）。
近
い
将
来
、
新
た
に
正

字
正
仮
版
を
こ
こ
で
公
開
す
る
）。
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
土
佐
絵
で
、
彩
色
も
な
か
な
か
に
精

密
で
、『
狼
神
と
オ
コ
ゼ
姫
の
祝
言
の
宴
会
を
中
心
に
』『
山
や
海
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
描
か
れ
て
』
あ
る

も
の
で
、
私
も
甚
だ
そ
そ
ら
れ
る
逸
品
で
あ
る
。
原
屏
風
は
、
現
在
は
東
京
に
移
転
し
た
湯
浅
家
の
所
蔵
に

な
る
も
の
と
あ
る
（
熊
楠
は
知
人
の
画
家
広
畠
幾
太
郎
に
模
写
さ
せ
た
と
も
あ
る
。
そ
ち
ら
で
よ
い
か
ら
、

是
非
見
た
い
、
ま
っ
こ
と
、
面
白
い
絵
な
の
で
あ
る
）。
な
お
、「
オ
コ
ゼ
」
は
条
鰭
綱
新
鰭
亜
綱
棘
鰭
上
目

カ
サ
ゴ
目
カ
サ
ゴ
亜
目
フ
サ
カ
サ
ゴ
科
（
又
は
オ
ニ
オ
コ
ゼ
科
）
オ
ニ
オ
コ
ゼ
亜
科
オ
ニ
オ
コ
ゼ
属
オ
ニ
オ

コ
ゼ 

In
im

icu
s ja

p
o
n
icu

s 

で
、
同
種
は
単
に
「
オ
コ
ゼ
」
と
も
呼
ぶ
。 

『
大
和
本
草
に
見
ゆ
る
通
り
、
舟
師
山
神
を
祈
て
風
を
求
む
る
に
、
今
も
「
オ
コ
ゼ
」
を
捧
ぐ
る
』「
大
和

本
草
卷
之
十
三 

魚
之
下 

を
こ
ぜ 

（
オ
ニ
オ
コ
ゼ
）」
に
（〔 

〕
は
私
が
添
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
）、 

 
 

 

＊ 

を
こ
ぜ 

ふ
ぐ
に
似
て
、
か
ど
、
あ
り
。
背
に
は
、
は
り
、
あ
り
。
赤
色
ま
だ
ら
な
り
。
其
の
長
さ
一
寸
ば

か
り
な
る
を
、
海
人
、
用
ひ
て
、
山
〔
の
〕
神
を
祭
り
、
日

和

〔（
ひ
よ
り
）
〕

と
得
も
の
あ
ら
ん
事
を
祈
る
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。
そ
こ
で
私
が
注
し
た
も
の
を
引
い
て
お
く
。 

https://archive.org/details/TheHistoryOfMankind/page/n163/mode/2up
http://yab.o.oo7.jp/kumaokoze.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/299/26_299_189/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/299/26_299_189/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/299/26_299_189/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/09/post-e601be.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/09/post-e601be.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/09/post-e601be.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/09/post-e601be.html
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「
得
も
の
」
は
獲
物
。
民
俗
学
的
記
載
を
入
れ
て
く
れ
た
益
軒
に
拍
手
を
し
た
い
が
、
た
だ
、「
海
人
」
と

い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
。
こ
れ
は
「
山
人
」、
山
林
を
仕
事
場
と
す
る
猟
師
や
伐
採
に
従
事
す
る
者
た

ち
が
こ
の
儀
式
を
す
る
の
で
あ
る
。
山
の
神
は
女
神
と
さ
れ
る
が
、
容
貌
が
醜
い
と
さ
れ
、
し
か
も
山
の
幸

を
持
ち
去
る
者
に
は
厳
し
い
。
そ
こ
で
、
醜
悪
な
オ
コ
ゼ
の
顔
を
見
る
と
、
安
心
し
て
静
ま
り
、
仕
事
を
許

し
て
守
っ
て
呉
れ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、
山
入
り
の
際
に
、
実
際
の
オ

コ
ゼ
の
類
を
仕
入
れ
て
奉
納
し
、
山
の
神
に
許
諾
と
安
全
を
祈
願
し
て
い
る
。 
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「
希
臘
海
島
の
山
神
に
捧
る
と
て
、
麪
包
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
パ
ン
」。］
を
海
に
投
じ
、
以
て
漁
を
乞
ふ

に
同
じ
（B

en
t, p

 .6
5

）」
既
出
の
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
・
考
古
学
者
・
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
セ
オ
ド
ア
・
ベ

ン
ト
（Jam

es T
h
eo

d
o
re B

en
t 

一
八
五
二
年
～
一
八
九
七
年
）
の
「
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
又
は
島
内
の
ギ
リ

シ
ャ
人
た
ち
の
生
活
」（T

h
e C

ycla
d
es; o

r, L
ife a

m
o
n
g
 th

e In
su

la
r G

reeks

）。「In
tern

et arch
iv

e

」
で
調

べ
る
と
、
当
該
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
で
、
右
ペ
ー
ジ
中
央
の
以
下
の
段
落
の
最
後
に
現
わ
れ
る
。 
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「
虎
骨
虎
爪
と
等
く
、
狼
皮
狼
牙
狼
尾
辟
邪
の
功
あ
り
と
い
ふ
支
那
說
」（
３
）
の
本
文
と
私
の
注
を
参
照
。 

「
大
和
吉
野
郡
十
津
川
の
玉
置
山
は
海
拔
三
千
二
百
尺
と
云
」
奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
に
あ
る
大
峰
山

系
の
最
南
端
の
玉
置
山
（
た
ま
き
や
ま
）。
標
高
千
七
十
六
・
四
メ
ー
ト
ル
（「
三
千
二
百
尺
」
は
九
百
六
十

九
・
七
メ
ー
ト
ル
で
違
い
が
甚
だ
し
い
。
当
時
の
測
量
技
術
が
低
か
っ
た
か
）。 

「
紀
州
桐
畑
」
和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮
町
切
畑
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
玉
置
山
の
南
西
山
麓
に
当
た
る
。 

「
大
な
る
社
」
玉
置
神
社
。
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
の
神
社
画
像
で
リ
ン
ク
さ
せ
た
。
公
式
サ
イ
ト
を
調
べ
た
が
、

狼
信
仰
は
払
拭
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
べ
て
み
る
と
、
玉
置
山
の
北
山
麓
の
奈
良
県
吉
野

郡
十
津
川
村
高
滝
に
あ
る
高
滝
神
社
が
狼
信
仰
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
サ
イ
ト
「
十
津
川
探
検
～

瀧
洞
夜
話
」
の
こ
ち
ら
に
「
十
津
川
村
字
高
瀧
神
社
使
狼
の
こ
と
」
と
し
て
、『
高
瀧
神
社
は
昔
よ
り
狼
を

使
狼
と
な
す
傳
へ
あ
り
。
明
治
に
至
る
ま
で
、
所
々
の
部
落
民
、
猪
の
害
に
困
憊
す
れ
ば
、
こ
の
宮
に
至
り
、

神
主
に
祈
ら
せ
、
幣
を
入
れ
た
箱
を
白
布
に
包
み
〔
何
人
か
人
員
を
要
す
、
途
中
大
小
便
を
忌
む
〕
負
は
せ

て
も
ら
ひ
、
帰
村
し
て
之
を
祭
る
。
忽
ち
に
し
て
、
次
の
朝
あ
た
り
、
所
々
に
猪
の
屍
あ
り
た
る
よ
し
。
中

作
市
老
に
聞
く
』
と
あ
っ
た
。
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
絶
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
今
、
せ
め
て
も
、
彼
ら
を
神
の

一
員
と
し
て
後
代
に
伝
え
残
す
べ
き
義
務
が
我
々
に
は
、
あ
る
。 

「
以
前
は
狐
に
附
れ
し
も
の
、
い
か
に
難
症
な
り
と
も
此
神
に
祈
り
蟇
目
を
行
ふ
に
退
治
せ
ず
と
云
事
な

く
」
玉
置
神
社
公
式
サ
イ
ト
内
の
解
説
に
、
境
内
内
の
摂
社
三
柱
神
社
に
つ
い
て
、『
玉
置
神
社
境
内
に
古

く
よ
り
鎮
座
さ
れ
て
お
り
ま
す
三
柱
神
社
に
つ
い
て
は
謎
が
多
く
、
説
明
が
難
し
い
』
と
し
つ
つ
、『
三
柱

神
社
は
別
名
「
稲
荷
社
（
い
な
り
し
ゃ
）」
と
も
呼
ば
れ
』
る
も
の
の
、『
稲
荷
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
前
か
ら

https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/n87/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-c4993d.html
https://www.google.com/maps/place/%E7%8E%89%E7%BD%AE%E5%B1%B1/@33.9596237,135.5667617,10z/data=!4m5!3m4!1s0x60065f4c0baf035b:0x8af7c273b1482ae8!8m2!3d33.9264788!4d135.8317441
https://www.google.com/maps/place/%E7%8E%89%E7%BD%AE%E5%B1%B1/@33.9596237,135.5667617,10z/data=!4m5!3m4!1s0x60065f4c0baf035b:0x8af7c273b1482ae8!8m2!3d33.9264788!4d135.8317441
https://www.google.com/maps/place/%E7%8E%89%E7%BD%AE%E5%B1%B1/@33.9596237,135.5667617,10z/data=!4m5!3m4!1s0x60065f4c0baf035b:0x8af7c273b1482ae8!8m2!3d33.9264788!4d135.8317441
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92647-1752+%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E7%94%B0%E8%BE%BA%E5%B8%82%E6%9C%AC%E5%AE%AE%E7%94%BA%E5%88%87%E7%95%91/@33.8959827,135.7871315,13z/data=!4m5!3m4!1s0x6006578ae38b428d:0x241d3134f56aadbc!8m2!3d33.8714601!4d135.763946
https://www.google.com/maps/place/%E7%8E%89%E7%BD%AE%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.9248073,135.829974,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipNd6xunkl_KoAH8sx4sIYCT_K2SwRfzNEvtF-_H!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipNd6xunkl_KoAH8sx4sIYCT_K2SwRfzNEvtF-_H%3Dw114-h86-k-no!7i4618!8i3464!4m13!1m7!3m6!1s0x6006578ae38b428d:0x241d3134f56aadbc!2z44CSNjQ3LTE3NTIg5ZKM5q2M5bGx55yM55Sw6L665biC5pys5a6u55S65YiH55WR!3b1!8m2!3d33.8714601!4d135.763946!3m4!1s0x60065ee7b2d47373:0xedee08507be708ad!8m2!3d33.9248092!4d135.8299828
https://www.google.com/maps/place/%E9%AB%98%E6%BB%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.9478007,135.795153,13z/data=!4m8!1m2!2m1!1z6auY5rud56We56S-44CA5Y2B5rSl5bed!3m4!1s0x0:0x13217270bbb275ff!8m2!3d33.9635885!4d135.8200693
https://www.totsukawa-nara.ed.jp/bridge/guide/doro/dr_120.htm
https://www.totsukawa-nara.ed.jp/bridge/guide/doro/dr_120.htm
https://www.totsukawa-nara.ed.jp/bridge/guide/doro/dr_120.htm
https://www.totsukawa-nara.ed.jp/bridge/guide/doro/dr_120.htm
https://www.totsukawa-nara.ed.jp/bridge/guide/doro/dr_120.htm
https://www.totsukawa-nara.ed.jp/bridge/guide/doro/dr_120.htm
http://www.tamakijinja.or.jp/pre_sh/index.html


地
主
神
（
じ
ぬ
し
の
か
み
）
と
し
て
お
祀
り
を
さ
れ
て
お
り
、
厄
除
け
や
心
願
成
就
さ
ら
に
精
神
の
病
（
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
）
ま
た
海
上
安
全
に
も
特
別
の
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
』
る
と
あ
る
。
私
は
、
こ
こ
に
狼

の
臭
い
を
嗅
ぎ
取
っ
た
。 

「
熊
野
な
る
玉
置
の
山
の
弓
神
樂
」「
弦
音
き
け
ば
惡
魔
退
く
」
玉
置
神
社
例
大
祭
は
、
毎
年
十
月
二
十
四

日
に
行
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
男
性
の
神
子
が
巫
女
の
衣
装
を
身
に
つ
け
て
、
白
い
弓
矢
を
手
に
し
、
舞
楽

を
奏
す
る
「
弓ゆ

み

神
楽

か

ぐ

ら

」
が
奉
納
さ
れ
、
そ
の
折
り
の
歌
詞
が
、 

 

熊
野
な
る
玉
置
の
宮
の
弓
神
樂 

 
 

 
 

弦
音

つ
る
お
と

す
れ
ば
惡
魔
退

し
り
ぞ

く 

で
あ
る
。
強
力
な
悪
魔
封
じ
の
特
異
的
な
神
社
と
し
て
中
古
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
。
悪
鬼
に
対
抗
す
る
に
は
、

私
は
是
非
と
も
狼
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。 

「
犬
吠
の
杉
」
玉
置
神
社
の
参
道
の
近
く
に
「
犬
吠
檜

い
ぬ
ぼ
え
ひ
の
き

」
と
い
う
枯
れ
た
株
が
現
存
す
る
。
大
昔
に
熊
野
浦

を
襲
っ
た
襲
っ
た
巨
大
津
波
を
告
げ
て
亡
く
な
っ
た
「
白
い
犬
」
の
伝
承
が
、
か
わ
じ
ー
氏
の
ブ
ロ
グ
の
こ

ち
ら
に
記
さ
れ
て
あ
り
、o

in
u
w

o
lf

氏
の
ブ
ロ
グ
「
狼
や
犬
の
、
お
姿
を
見
た
り
聞
い
た
り
探
し
た
り
の
訪

問
記―

主
に
お
い
ぬ
様
信
仰―

」
に
も
同
じ
伝
承
が
記
さ
れ
て
あ
る
（
孰
れ
も
株
の
写
真
が
あ
る
）
が
、
後

者
は
そ
れ
を
「
白
い
狼
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
で
あ
ろ
う
（
ス
ギ
（
裸
子
植
物
門
マ
ツ
綱
マ
ツ
目
ヒ

ノ
キ
科
ス
ギ
亜
科
ス
ギ
属
ス
ギ 

C
ryp

to
m

eria
 ja

p
o
n
ica

 

）
と
ヒ
ノ
キ
（
ヒ
ノ
キ
科
ヒ
ノ
キ
属
ヒ
ノ
キ 

C
h
a
m

a
ecyp

a
ris o

b
tu

sa
 

）
は
同
じ
ヒ
ノ
キ
科 

C
u
p
ressaceae 

で
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
や
す
い
）
。］ 

 

序
に
一
言
す
る
は
、
今
日
は
知
ず
、
二
十
年
ば
か
り
前
迄
、
紀
伊
藤
白
王
子
社
畔
に
、
楠
神
と
號
し
い
と
古

き
楠
の
木
に
、
注
連
結
び
た
る
が
立
り
き
、
當
國
、
殊
に
海
草
郡
、
就
中
予
が
氏
と
す
る
南
方
苗
字
の
民
な

ど
、
子
產
ま
る
ゝ
每
に
之
に
詣
で
祈
り
、
祠
官
よ
り
名
の
一
字
を
受
く
、
楠
、
藤
、
熊
な
ど
是
也
、
此
名
を

受
し
者
、
病
あ
る
都
度
、
件
の
楠
神
に
平
癒
を
禱
る
、
知
名
の
士
、
中
井
芳
楠
、
森
下
岩
楠
抔
皆
此
風
俗
に

因
て
名
ら
れ
た
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
、
今
も
海
草
郡
に
楠
を
以
て
名
と
せ
る
者
多
く
、
熊
楠
な
ど
は
幾
百
人

あ
る
か
知
れ
ぬ
程
也
、
予
思
ふ
に
、
こ
は
本
邦
上
世
「
ト
テ
ミ
ズ
ム
」
行
は
れ
し
遺
址
の
殘
存
せ
る
に
非
る

か
、
三
島
の
神
池
に
鰻
を
捕
る
を
禁
じ
、
祇
園
の
氏
子
胡
瓜
を
食
は
ず
、
金
毘
羅
に
詣
る
者
蟹
を
食
は
ず
、

富
士
に
登
る
人
鰶
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
の
し
ろ
」。］
を
食
は
ざ
る
等
の
特
別
食
忌
と
併
せ
攷
ふ
る
を
要

す
、
上
文
玉
置
山
の
狼
も
亦
、
其
地
に
多
き
玉
置
一
族
の
「
ト
テ
ム
」
た
り
し
に
非
る
か 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
藤
白
王
子
社
」
厳
密
に
は
現
存
し
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。「
若
山
県
神
社
庁
」
公

式
サ
イ
ト
内
の
「
藤
白
神
社
」
を
見
ら
れ
た
い
。
い
ろ
い
ろ
と
書
い
て
あ
る
が
、『
藤
白
王
子
社
跡
』
と
あ

る
。
現
在
は
海
南
市
藤
白
に
あ
る
藤
白
神
社
内
に
跡
が
あ
る
。
結
局
、
消
失
し
た
の
は
、
恐
ら
く
、
忌
ま
わ

し
き
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
（
も
と
も
と
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
熊
楠
が
戦
っ
た
神
社
合
祀
の
結
果
で
は
な
い
）

の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
解
説
に
、
『
境
内
の
千
年
楠
を
子
守
楠
神
社
（
熊
野
杼
樟
日
命
）
と
し
て
祀
り
、

古
来
畿
内
各
地
か
ら
子
が
生
ま
れ
た
時
、
祈
願
し
て
、
楠
・
藤
・
熊
の
名
を
受
け
る
と
長
命
し
て
出
世
す
る

と
い
わ
れ
た
』。『
紀
州
が
生
ん
だ
巨
人
、
南
方
熊
楠
も
そ
の
一
人
で
あ
る
』
と
あ
り
、
指
定
文
化
財
の
項
に

『
藤
白
神
社
ク
ス
ノ
キ
群
（
市
指
定
）
』
と
あ
る
。
し
ば
し
ば
お
世
話
に
な
るM

o
to

h
ik

o
 T

an
id

a

氏
の
サ
イ

ト
「
巨
樹
と
花
の
ペ
ー
ジ
」
の
こ
ち
ら
を
見
る
に
、
五
本
の
大
楠
が
現
認
出
来
る
。
熊
楠
が
見
上
げ
た
そ
れ

は
今
も
健
在
だ
。
楠
は
被
子
植
物
門
双
子
葉
植
物
綱
モ
ク
レ
ン
亜
綱
ク
ス
ノ
キ
科
ニ
ッ
ケ
イ
属
ク
ス
ノ
キ 

https://ameblo.jp/uhk81507/entry-11009461855.html
https://ameblo.jp/uhk81507/entry-11009461855.html
http://oinuwolf.blog.fc2.com/blog-entry-651.html
http://oinuwolf.blog.fc2.com/blog-entry-651.html
http://oinuwolf.blog.fc2.com/blog-entry-651.html
http://www.wakayama-jinjacho.or.jp/jdb/sys/user/GetWjtTbl.php?JinjyaNo=2001
http://www.wakayama-jinjacho.or.jp/jdb/sys/user/GetWjtTbl.php?JinjyaNo=2001
http://www.wakayama-jinjacho.or.jp/jdb/sys/user/GetWjtTbl.php?JinjyaNo=2001
http://www.wakayama-jinjacho.or.jp/jdb/sys/user/GetWjtTbl.php?JinjyaNo=2001
https://www.google.com/maps/place/%E8%97%A4%E7%99%BD%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.0254493,135.0356815,10.5z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60074ebe7c5b148f:0x990aafd179db2af4!2z44CSNjQyLTAwMzQg5ZKM5q2M5bGx55yM5rW35Y2X5biC6Jek55m9!3b1!8m2!3d34.1417567!4d135.2079614!3m4!1s0x60074ebc22d82441:0x7a0fc350c6e3a269!8m2!3d34.144323!4d135.2094001
http://www.tree-flower.jp/30/hujishiro_jinja/kusunokigun.htm
http://www.tree-flower.jp/30/hujishiro_jinja/kusunokigun.htm
http://www.tree-flower.jp/30/hujishiro_jinja/kusunokigun.htm
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で
あ
る
。 

「
號
し
」「
な
づ
け
し
」。 

「
中
井
芳
楠
」（
な
か
い
ほ
う
な
ん 

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
～
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
）
は
銀
行

家
・
教
育
者
。
元
和
歌
山
藩
士
。
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
、
慶
應
義
塾
卒
業
。
和
歌
山
藩
校
に
て
教
鞭
を

取
り
。
第
四
十
三
国
立
銀
行
支
配
人
と
な
る
。
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
、
横
浜
正
金
銀
行
に
入
行
、
ロ

ン
ド
ン
に
派
遣
さ
れ
、
支
店
長
と
な
る
。
南
方
熊
楠
と
親
し
く
し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
送
っ
た
文
章
を

文
庫
に
寄
贈
し
て
い
る
。 

「
森
下
岩
楠
」（
い
わ
く
す 

嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
～
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
）
は
官
僚
・
教
育
者
・

実
業
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
紀
伊
生
ま
れ
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
、
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、「
三
菱

商
業
学
校
」
を
創
立
。
大
蔵
省
書
記
官
と
な
る
が
、
明
治
十
四
年
の
政
変
で
辞
職
し
、
時
事
新
報
に
入
社
。

北
海
道
庁
の
後
援
で
「
帝
国
水
産
」「
帝
国
生
命
保
険
」
等
に
勤
務
。
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
探
偵

社
「
東
京
興
信
所
」
の
所
長
に
就
任
し
て
い
る
。 

「
海
草
郡
」
現
在
は
こ
こ
で
あ
る
が
、
旧
郡
域
は
、
そ
の
周
辺
の
和
歌
山
市
の
大
部
分
・
海
南
市
の
大
部
分
・

有
田
市
の
一
部
を
含
む
地
図
画
面
全
体
に
広
が
る
広
域
で
あ
る
。 

「
三
島
の
神
池
に
鰻
を
捕
る
を
禁
じ
」「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（2

2

：
鰻
）」
を
参
照
さ
れ

た
い
。 

「
祇
園
の
氏
子
胡
瓜
を
食
は
ず
」
こ
の
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
京
都
八
坂
神
社
の
古
い
習
俗
で
あ
る
が
、

私
に
は
ど
う
も
そ
の
解
明
を
記
す
も
の
に
未
だ
出
逢
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
短
い
な
が

ら
、
多
く
の
習
俗
を
纏
め
て
あ
る
「
祇
園
商
店
街
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
神
紋 
胡
瓜
、
そ
れ
と
も
瓜 

祇

園
さ
ん
の
神
紋
」
を
引
く
。『
京
の
夏
野
菜
の
代
表
格
で
、
も
ろ
き
ゅ
う
よ
し
、
う
ざ
く
よ
し
、
浅
漬
け
よ

し
の
胡
瓜
が
祇
園
社
の
神
紋
か
も
と
い
う
説
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
』
。『
祇
園
社
の
神
さ
ま
が
胡
瓜
の
上
に

降
臨
し
た
の
で
』、『
そ
の
切
断
面
を
模
し
た
は
俗
伝
で
、
真
説
は
、
織
田
信
長
の
幟
印
の
木
瓜
で
あ
る
な
ど

と
、
こ
も
ご
も
』
あ
り
、『『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
、「
祇
園
神
、
胡
瓜
の
社
地
に
入
る
事
を
禁
ず
。
産
土

（
う
ぶ
す
な
）
の
人
、
こ
れ
を
食
ふ
事
を
忌
む
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
昔
の
京
都
で
は
胡
瓜
を
食
べ
る
人
が

少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
』。『
「
祇
園
会
や
胡
瓜
花
さ
く
所
ま
で 

超
波
」
と
い
う
句
が
あ
る
ほ
ど
で
、
祇
園

祭
の
行
列
も
胡
瓜
畑
の
手
前
で
止
ま
る
の
が
し
き
た
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
』。『
胡
瓜
の
さ
な
ご
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
瓜
類
の
種
の
こ
と
。］
の
形
と
、
祇
園
さ
ん
の
棟
や
神
輿
に
つ
い
て
い
る
瓜
の
紋
と
類
似
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
さ
わ
ら
ぬ
神
に
」
と
食
べ
る
の
を
遠
慮
し
た
の
で
し
ょ
う
』
。『
も
っ
と
も
』、『
江
戸
時
代
に

は
、
牛
頭
天
王
へ
の
供
物
と
し
て
、
初
な
り
の
胡
瓜
は
川
へ
流
し
た
も
の
と
か
。
取
っ
て
食
お
う
と
天
王
を

追
い
か
け
て
き
た
鬼
が
、
胡
瓜
の
蔓
に
足
を
取
ら
れ
て
転
倒
』
し
、『
以
来
』、『
胡
瓜
は
祇
園
の
神
の
神
使

と
な
っ
た
と
伝
え
る
地
方
も
あ
る
一
方
、
祇
園
神
は
大
の
好
物
だ
っ
た
が
、
夢
で
目
を
傷
め
ら
れ
た
か
ら
、

仇
の
胡
瓜
は
食
べ
ま
せ
ん
と
、
き
ら
う
地
方
も
あ
り
ま
す
』
と
あ
る
の
が
眼
を
引
く
。
こ
こ
で
判
る
の
は
、

こ
こ
で
は
、
動
物
で
は
な
く
、
食
物
で
あ
る
植
物
の
胡
瓜
そ
の
も
の
が
「
ト
ー
テ
ム
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
因
み
に
、
胡
瓜
を
好
む
動
物
と
い
う
の
は
、
生
態
学
的
に
は
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
や
に
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
が

お
り
、
日
本
各
地
に
人
型
妖
獣
と
し
て
の
河
童
の
好
物
と
し
て
胡
瓜
を
食
う
こ
と
を
禁
忌
と
す
る
と
い
う

伝
承
は
多
い
も
の
の
、
祇
園
神
と
狸
・
穴
熊
・
河
童
の
関
係
性
は
全
く
な
い
。
但
し
、「
ト
ー
テ
ム
」
は
植

物
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
問
題
な
い
。 

「
金
毘
羅
に
詣
る
者
蟹
を
食
は
ず
」「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
26
：
蟹
）」
参
照
。
但
し
、

https://www.google.com/maps/place/%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E6%B5%B7%E8%8D%89%E9%83%A1%E7%B4%80%E7%BE%8E%E9%87%8E%E7%94%BA/@34.1531164,135.258782,11z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x60073a43c6044559:0x2f94269c64cf9b51!8m2!3d34.1533636!4d135.3933422
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-8861ea.html
https://www.gion.or.jp/tenkei/#!/%E7%A5%9E%E7%B4%8B/
https://www.gion.or.jp/tenkei/#!/%E7%A5%9E%E7%B4%8B/
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-58c3cc.html


そ
こ
で
私
は
注
を
つ
け
な
が
ら
、
何
故
、
蟹
な
の
か
？ 

と
い
う
疑
問
の
解
明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

言
い
添
え
て
お
く
。 

「
富
士
に
登
る
人
鰶
を
食
は
ざ
る
」
私
の
『
山
中
笑
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」（
南
方
熊
楠
の
「
本
邦

に
於
け
る
動
物
崇
拜
」
の
執
筆
動
機
と
な
っ
た
論
文
）』
に
、『

鰶
コ
ノ
シ
ロ 

駿
河
山
宮
の
淺
間
の
氏
子
、
鰶
を
食

せ
ず
。
鰶
を
身
代
に
葬
禮
し
て
病
氣
快
復
を
祈
願
す
』
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
方
で
、『

鰶
コ
ノ
シ
ロ 

子コ

の

代シ
ロ

と
し
て
、
小
兒
成
長
を
祈
願
し
、
鰶
を
身
代
り
に
、
葬
式
す
る
者
あ
り
。
又
、
駿
河
富
士
郡
大
宮
、
及
、

山
宮
淺
間
の
氏
中
は
、
鰶
を
食
せ
ぬ
者
あ
り
。
神
女
の
身
代
り
に
な
り
し
魚
と
云
ふ
傳
說
あ
り
て
、
食
せ
ぬ

な
り
』
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
禁
忌
は
、
鰶
（
条
鰭
綱
新
鰭
亜
綱
ニ
シ
ン
上
目
ニ
シ
ン
目
ニ
シ
ン
亜
目
ニ

シ
ン
科
ド
ロ
ク
イ
亜
科
コ
ノ
シ
ロ
属
コ
ノ
シ
ロ 

K
o
n

o
siru

s p
u

n
cta

tu
s 

）
が
「
ト
ー
テ
ム
」
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
。
詳
し
く
は
「
大
和
本
草
卷
之
十
三 

魚
之
下 

鱅
（
コ
ノ
シ
ロ
）」
の
本
文
及
び
私
の
考
証
を
読
ま

れ
た
い
が
、
古
く
か
ら
鰶
を
焼
く
臭
い
が
人
の
亡
骸
を
焼
い
た
臭
い
に
似
て
い
る
（
そ
ん
な
事
実
は
全
く
な

い
が
）
と
い
う
話
か
ら
、
穢
れ
と
し
て
禁
忌
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
或
い
は
、
フ
レ
ー
ザ
ー
の
謂
う
類
感
呪
術

的
な
も
の
が
発
生
の
根
っ
こ
に
あ
る
と
私
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
山
中
の
言
う
「
神
女
の
身
代
り
に
な
り

し
魚
と
云
ふ
傳
說
」
は
後
付
け
に
過
ぎ
ぬ
と
思
う
。 

「
玉
置
一
族
」
玉
置
氏
は
中
世
以
降
、
紀
州
に
強
い
勢
力
を
持
っ
た
一
族
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

サ
イ
ト
「
戦
国
大
名
研
究
」
の
「
玉
置
氏
」
に
よ
れ
ば
、『
玉
置
氏
は
、
家
伝
に
よ
れ
ば
』、『
平
資
盛
の
子

が
熊
野
に
逃
れ
、
大
和
吉
野
郡
十
津
川
村
の
玉
置
山
上
に
鎮
座
す
る
玉
置
社
の
神
官
と
な
っ
た
と
伝
え
る
。

『
太
平
記
』
に
は
玉
木
荘
司
と
み
え
、
そ
の
本
拠
は
大
和
国
十
津
川
村
折
立
付
近
で
あ
っ
た
と
い
い
、
い
ま

も
十
津
川
に
は
玉
置
姓
が
多
い
』。『
一
説
に
よ
れ
ば
玉
置
氏
は
尾
張
連
の
流
れ
を
汲
む
と
も
い
う
が
、
確
か

な
系
図
が
伝
来
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
出
自
に
関
し
て
は
不
明
と
い
う
し
か
な
い
』
と
あ
る
。
以
下
、

南
北
朝
以
降
の
玉
置
氏
勢
力
の
詳
し
い
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
読
ま
れ
た
い
。］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
、
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
。］ 

  

後
筆
、
本
文
認
め
畢
て
後 

U
lrich

 S
ch

m
id

t, `T
h
e C

o
n
q
u
est o

f th
e R

iv
er P

late,` tran
s. D

o
m

in
g
u
ez, 

1
8
9
1
, p

p
. 4

2
,4
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を
繙
く
に
、
ラ
プ
ラ
タ
に
鰐
あ
り
、
兵
刄
破
る
能
は
ず
、
其
氣
人
に
か
ゝ
れ
ば
必
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
な
ら
ず
」。］
死
す
、
此
魚
、
井
中
に
在
る
時
、
鏡
を
示
し
、
自
ら
其
影
を
見
て
、
其
顏

の
獰
惡
な
る
に
驚
き
死
せ
し
む
と
有
り
、
鰐
の
在
る
處
瘴
氣
あ
る
故
、
邪
氣
人
を
殺
す
と
看
做
せ
し
な
ら
ん
、

（
本
草
、
鼉
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
だ
」。］
卽
ち
鰐
、
長
一
丈
者
能
吐
氣
成
雲
致
雨
）、
邪
氣
と
邪
眼
の
兩
信

一
源
な
る
を
見
る
べ
し
、
但
し
、
此
話
白
人
入
ら
ぬ
先
已
に
南
米
に
行
は
れ
し
に
や
、
或
は
歐
人
、
上
文
に

述
た
る
「
コ
ツ
カ
ト
リ
ス
」
鏡
を
見
て
死
す
る
談
を
齎
來
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
せ
い
ら
い
」。「
も
た
ら
し

き
た
っ
た
」
の
意
か
。］
し
て
、
ラ
プ
ラ
タ
の
鰐
に
附
會
せ
る
に
非
る
を
得
ん
や
、
後
考
を
俟
つ
、
又
三
州

奇
談
三
、
加
賀
白
山
、
群
梟
と
人
と
相
詈
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
ひ
の
の
し
り
て
」。］、
聲
先
づ
止
む
人

は
死
す
る
話
あ
り
、
故
に
梟
鳴
に
答
へ
ぬ
こ
と
ゝ
見
え
た
り
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
に
も
梟
鳴
に
應
ず
れ
ば
必
ず
人

死
す
と
云
（N

o
rth

 In
d
ia N

o
tes an

d
 Q

u
eris, ap

. F
o
lk

lo
re, v

o
l. v, p

. 8
4
, 1

8
9
0

）
狸
腹
鼓
打
つ
に
應
じ
て
、

人
火
鉢
を
た
ゝ
き
、
續
け
勝
つ
と
き
狸
死
す
と
云
は
之
に
似
た
り
、
爾
雅
に
、
市
人
爭
作
犬
聲
逐
鬼
車
、
本

文
に
引
る
マ
レ
ー
人
大
喧
呼
し
て
、
ベ
リ
ベ
リ
鳥
を
厭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
じ
な
ひ
」。］
す
る
抔
同
樣

の
迷
信
よ
り
出
た
る
か
、 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-da2834.html
http://www2.harimaya.com/sengoku/html/tamaki.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/50


 
本
文
、
兒
啼
が
其
身
と
父
母
一
族
の
安
危
に
大
影
響
を
及
す
事
を
述
る
に
、
次
の
吾
邦
に
於
る
好
例
を
引

く
を
遺
し
た
れ
ば
爰
に
附
記
す
、
塙
保
己
一
の
螢
蠅
抄
卷
四
に
云
く
、「
日
蓮
注
畫
賛
云
、
弘
安
四
年
五
月
、

又
蒙
古
高
麗
已
下
國
兵
軍
兵
、
驅
具
七
萬
餘
艘
大
船
乘
責
來
云
々
壹
岐
高
麗
船
五
百
艘
、
自
壹
岐
對
馬
下
、

見
合
者
打
殺
、
人
民
、
不
堪
、
脫
將
妻
子
逃
隱
深
山
、
聞
赤
子
泣
聲
押
寄
打
殺
、
父
母
惜
我
命
、
刺
殺
赤
子

隱
居
云
々
、
八
幡
愚
童
訓
云
々
高
麗
の
兵
船
五
百
艘
、
壹
岐
對
馬
に
上
て
見
合
者
を
ば
打
殺
す
、
人
民
堪
兼

て
、
妻
子
を
引
具
し
深
山
に
逃
籠
る
處
に
、
赤
子
の
鳴
聲
を
聞
付
て
押
寄
殺
し
け
る
程
に
、
片
時
の
命
惜
け

れ
ば
、
さ
し
も
愛
す
る
嬰
兒
を
、
我
と
泣
々
差
殺
し
て
ぞ
隱
れ
け
る
、
失
子
親
計
り
、
い
つ
迄
有
ん
命
ぞ
と
、

身
な
が
ら
う
た
て
し
く
泣
歎
く
心
中
を
い
か
に
せ
ん
、
世
の
中
に
、
糸
惜
し
き
物
は
子
也
け
り
、
其
に
ま
さ

る
は
我
身
也
け
り
と
讀
置
し
、
人
の
す
さ
み
を
今
ぞ
知
る
云
々
、 （

明
治
四
十
二
年
五
月
、
人
類
二
四
卷
） 

 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「U

lrich
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ch
m
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T
h
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o
n
q
u
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ト
検
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」
と
書
誌
が
出
る
が
、
作
者
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
事
蹟
や

内
容
は
不
詳
。 

「
ラ
プ
ラ
タ
」
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ウ
ル
グ
ア
イ
の
間
を
流
れ
る
ラ
プ
ラ
タ
川
（
ス
ペ
イ
ン
語
：R
ío

 d
e la 

P
lata

：
リ
オ
・
デ
・
ラ
・
プ
ラ
タ
）。
こ
こ
は
ワ
ニ
目
正
鰐
亜
目
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
科 

A
llig

ato
rid

ae 

の
ア
リ

ゲ
ー
タ
ー
類
の
南
限
で
あ
る
。
但
し
、
以
下
の
記
載
も
、
実
際
に
人
を
襲
撃
し
て
い
な
い
呪
力
的
な
記
載
で

あ
る
こ
と
で
判
る
が
、
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
は
他
の
ワ
ニ
類
に
比
す
と
、
お
と
な
し
く
、
人
を
襲
う
確
率
は
比
較

的
少
な
い
と
さ
れ
る
。 

「
瘴
氣
」（
し
や
う
き
（
し
ょ
う
き
））
は
熱
病
を
起
こ
さ
せ
る
と
さ
れ
た
山
川
の
毒
気
の
こ
と
。
古
く
か
ら

漢
籍
に
見
ら
れ
る
語
で
、
実
態
は
感
染
症
の
風
土
病
で
あ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。 

「
本
草
、
鼉
卽
ち
鰐
、
長
一
丈
者
能
吐
氣
成
雲
致
雨
」「
本
草
綱
目
」
の
巻
四
十
三
の
「
鱗
之
一
」
の
「
鼉

龍
」
の
「
釋
名
」
の
下
線
部
。
折
角
な
の
で
「
集
解
」
ま
で
引
い
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

鼉
龍
【「
本
經
中
品
」。】 

釋
名 

鮀
魚
【「
本
經
」。】
土
龍 

藏
器
曰
、
本
經
鮀
魚
、
合
改
作
鼉
。
鼉
形
如
龍
、
聲
甚
可
畏
。
長
一
丈

者
、
能
吐
氣
成
雲
致
雨
。
既
是
龍
類
、
宜
去
其
魚
。
時
珍
曰
、
鼉
字
象
其
頭
、
腹
、
足
、
尾
之
形
、
故
名
。

「
博
物
志
」
謂
之
土
龍
。
鮀
乃
魚
名
、
非
此
物
也
。
今
依
陳
氏
改
正
之
。 

集
解 

别
録
曰
、
鮀
魚
甲
生
南
海
池
澤
、
取
無
時
。
弘
景
曰
、
卽
鼉
甲
也
、
皮
可
冐
鼔
。
性
至
難
死
、
沸
湯

沃
口
、
入
腹
良
久
乃
剝
之
。
藏
器
曰
、
鼉
性
嗜
睡
、
恒
閉
目
。
力
至
猛
、
能
攻
江
岸
、
人
于
穴
中
掘
之
、
百

人
掘
、
須
百
人
牽
之
、
一
人
掘
、
亦
一
人
牽
之
。
不
然
、
終
不
可
出
。
頌
曰
、
今
江
湖
極
多
。
形
似
守
宮
、

鯪
鯉
輩
而
長
一
二
丈
、
背
尾
俱
有
鱗
甲
。
夜
則
鳴
吼
、
舟
人
畏
之
。
時
珍
曰
、
鼉
穴
極
深
、
漁
人
以
篾
纜
繫

餌
探
之
、
候
其
吞
鈎
、
徐
徐
引
出
。
性
能
横
飛
、
不
能
上
騰
。
其
聲
如
鼔
、
夜
鳴
應
更
、
謂
之
鼉
鼔
。
亦
曰

鼉
更
、
俚
人
聽
之
以
占
雨
。
其
枕
瑩
淨
、
勝
于
魚
枕
。
生
卵
甚
多
至
百
、
亦
自
食
之
。
南
人
珍
其
肉
、
以
爲

嫁
娶
之
敬
。
陸
佃
云
、
鼉
身
具
十
二
生
肖
肉
、
惟
蛇
肉
在
尾
最
毒
也
。 

 
 

 

＊ 

鼉
龍
【「
本
經
中
品
」。】 



釋
名 

鮀
魚
【「
本
經
」。】 

土
龍 

藏
器
曰
は
く
、「
本
經
」
鮀
魚
、
改
し
て
「
鼉
」
に
作な

し
合
す
。
鼉
、

形
、
龍
の
ご
と
し
。
聲
、
甚
だ
畏
る
べ
し
。
長
さ
一
丈
の
者
は
、
能
く
氣
を
吐
き
、
雲
を
成
し
、
雨
を
致
す
。

既
に
是
れ
、
龍
の
類
な
り
。
宜
し
く
其
の
魚
を
去
る
べ
し
。
時
珍
曰
は
く
、
鼉
の
字
、
其
の
頭
・
足
・
尾
の

形
を
象
る
。
故
に
名
づ
く
。「
博
物
志
」
に
之
れ
を
「
土
龍
」
と
謂
ふ
。
鮀
は
乃

す
な
は

ち
、
魚
の
名
に
し
て
、
此

の
物
に
非
ざ
る
な
り
。
今
、
陳
氏
に
依
り
て
之
れ
を
改
正
す
。 

集
解 

「
别
録
」
曰
は
く
、「
鮀
魚
甲
」、
南
海
の
池
澤
に
生
ず
。
取
る
に
、
時
無
し
。
弘
景
曰
は
く
、
卽
ち
、

「
鼉
甲
」
な
り
。
皮
、
鼔
を
冐お

ほ

ふ
べ
し
。
性
、
至
つ
て
死
し
難
し
。
沸
湯
、
口
に
沃そ

そ

ぎ
て
、
入
る
こ
と
、
腹
、

良や
や

久
し
く
し
て
、
乃
ち
、
之
れ
を
剝
ぐ
。
藏
器
曰
は
く
、
鼉
、
性
、
睡
る
を
嗜こ

の

み
、
恒
に
目
を
閉
づ
。
力
、

至
つ
て
猛
な
り
。
能
く
江
岸
を
攻
す
。
人
、
穴
中
に
之
れ
を
掘
る
。
百
人
、
掘
れ
ば
、
須
ら
く
、
百
人
、
之

れ
を
牽
く
。
一
人
、
掘
れ
ば
、
亦
、
一
人
、
之
れ
を
牽
く
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
終つ

ひ

に
出
づ
べ
か
ら
ず
。
頌
曰
は

く
、
今
、
江
湖
に
極
め
て
多
し
。
形
、
守
宮

や

も

り

・
鯪
鯉

り
や
う
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
。］
の
輩
に
似
て
、

長
さ
一
、
二
丈
、
背
・
尾
、
俱
に
、
鱗
甲
、
有
り
。
夜
、
則
ち
鳴
き
吼
え
、
舟
人
、
之
れ
を
畏
る
。
時
珍
曰

は
く
、
鼉
の
穴
、
極
め
て
深
し
。
漁
人
、
篾べ

つ

纜ら
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
竹
を
細
く
割
っ
て
繩
状
に
し
た
も
の
。］

を
以
つ
て
餌ゑ

を
繫
ぎ
て
、
之
れ
を
探
し
、
其
の
鈎
を
吞
む

候
こ
ろ
を
み

て
、
徐
徐
に
引
き
出
だ
す
。
性
、
能
く
横
飛

び
し
て
、
上
に
騰の

ぼ

る
こ
と
能
は
ず
。
其
の
聲
、
鼔
の
ご
と
し
。
夜
、
鳴
き
て
、
更
に
應
ず
。
之
れ
を
「
鼉
鼔
」

と
謂
ふ
。
亦
、「
鼉
更
」
と
曰
ふ
。
俚
人
、
之
れ
を
聽
き
て
以
つ
て
雨
を
占
ふ
。
其
の
枕
、
瑩
淨

え
い
じ
や
う

［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
艶
が
あ
っ
て
清
浄
な
こ
と
。］
に
し
て
、
魚
枕
に
勝
れ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
魚
の
皮
或
い
は
浮

袋
な
ど
で
作
っ
た
枕
か
。］
。
卵
を
生
む
こ
と
、
甚
だ
多
く
し
て
、
百
に
至
る
。
亦
、
自
か
ら
之
れ
を
食
ふ
。

南
人
、
其
の
肉
を
珍
と
し
て
、
以
つ
て
嫁
娶

か

し

ゆ

の
敬
と
爲
す
。
陸
佃
云
は
く
、
鼉
の
身
、
十
二
生
肖
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
十
二
支
。］
の
肉
を
具
ふ
。
惟
だ
、
蛇
の
肉
は
、
尾
に
在
り
て
最
も
毒
あ
り
。 

 
 

 

＊ 

下
線
部
は
も
う
、
龍
で
や
ん
す
！ 

『
上
文
に
述
た
る
「
コ
ツ
カ
ト
リ
ス
」』（
バ
ジ
リ
ス
ク
と
同
じ
、
或
い
は
同
じ
仲
間
）『
鏡
を
見
て
死
す
る

談
』（
２
）
参
照
。 

「
三
州
奇
談
三
、
加
賀
白
山
、
群
梟
と
人
と
相
詈
て
、
聲
先
づ
止
む
人
は
死
す
る
話
あ
り
、
故
に
梟
鳴
に
答

へ
ぬ
こ
と
ゝ
見
え
た
り
」
私
の
「
三
州
奇
談
卷
之
三 

白
山
の
梟
怪
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
金
沢
の
伊
勢
派

の
俳
諧
師
で
随
筆
家
堀
麦
水
（
享
保
（
一
七
一
八
）
年
～
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
）
の
「
三
州
奇
談
」
は

加
賀
・
能
登
・
越
中
、
即
ち
、
北
陸
の
民
俗
・
伝
承
・
地
誌
・
宗
教
等
の
奇
談
を
集
成
し
た
も
の
。
私
は
既

に
カ
テ
ゴ
リ
「
怪
奇
談
集
」
で
全
電
子
化
注
を
終
え
て
い
る
。 

「
爾
雅
に
、
市
人
爭
作
犬
聲
逐
鬼
車
」「
爾
雅
」
は
現
存
す
る
中
国
最
古
の
字
書
。
現
在
は
十
九
編
が
伝
わ

る
。
元
は
四
書
五
経
を
正
し
く
読
む
た
め
に
作
ら
れ
た
字
書
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
「
五
経
」
に
見
え
る

語
は
全
体
の
三
～
四
割
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
周
公
の
作
と
も
伝
え
、
遅
く
と
も
紀
元
前
二
世
紀
に
は
成

立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
訓
読
し
て
お
く
と
、「
市
人

い
ち
び
と

、
爭
ひ
て
犬
の
聲
を
作な

し
、
鬼
車
を
逐
ふ
」
で
あ

る
が
、
但
し
、
こ
の
文
字
列
は
「
爾
雅
」
に
は
な
い
。
全
く
同
じ
も
の
も
他
に
見
出
せ
な
い
。
敢
え
て
い
う
な

ら
、「
広
雅
」（「
博
雅
」
と
も
呼
ぶ
字
書
。
三
国
時
代
の
魏
の
張
揖

ち
ょ
う
ゆ
う

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
爾
雅
」
の
増
補
版
に
相
当
す
る
。
隋
代
に
煬
帝
の
名
の
「
広
」
を
避
諱
し
て
「
博
雅
」
と
改
題
さ
れ
た
が
、

後
に
原
書
名
に
戻
っ
た
）
の
巻
四
十
五
に
（
下
線
太
字
部
は
私
が
附
し
た
。
こ
の
同
じ
内
容
は
前
に
何
度
か
出

し
た
）、 
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/02/post-3bf4b2.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html


 
 

 

＊ 

九
頭
鳥
、
姑
獲
、
渠
逸
、
皆
、
鬼
車
也
。「
白
澤
圖
」
之
蒼
鸆
孔
子
所
見
之
竒
鶬
也
。「
白
澤
圖
」
言
、
蒼
鸆

有
九
首
孔
子
與
子
夏
見
。
竒
鶬
九
首
而
歌
或
作
九
尾
。
此
鳥
海
上
多
有
智
在
、
松
江
親
聞
之
、
市
人
爭
作
犬

聲
相
逐
。
相
傳
、
一
頭
流
血
、
著
人
家
卽
凶
。「
夷
堅
志
」
言
、
李
壽
翁
得
之
呼
爲
渠
。
逸
鳥
十
脰
環
簇
、

其
一
無
頭
、
而
滴
血
。「
玄
中
記
」、
姑
獲
、
一
名
天
帝
少
女
、
好
取
人
小
兒
養
之
。
㸃
血
其
衣
以
爲
誌
。「
荊

楚
記
」
言
以
爲
、
姑
獲
、
一
名
勾
星
。
衣
毛
爲
鳥
、
脫
衣
爲
女
。
聞
者
、
捩
犬
耳
滅
燭
禳
之
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
、
熊
楠
が
合
成
作
文
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

「
本
文
に
引
る
マ
レ
ー
人
大
喧
呼
し
て
、
ベ
リ
ベ
リ
鳥
を
厭
す
る
抔
同
樣
の
迷
信
よ
り
出
た
る
か
」
（
５
）

を
参
照
。 

「
塙
保
己
一
の
螢
蠅
抄
」「
群
書
類
従
」「
続
群
書
類
従
」（
後
者
は
没
後
に
弟
子
た
ち
が
継
い
だ
）
の
編
纂

者
と
し
て
知
ら
れ
る
盲
目
の
国
学
者
塙
保
己
一
（
は
な
わ 

ほ
き
い
ち 

延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
～
文
政

四
（
一
八
二
一
）
年
）
武
州
児
玉
郡
保
木
野
村
（
現
在
の
埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
保
木
野
）
生
ま
れ
で
、
出

自
は
百
姓
と
さ
れ
る
。
五
歳
の
時
に
罹
患
し
た
激
し
い
「
疳か

ん

の
病
い
」（
胃
腸
疾
患
）
に
罹
患
し
た
の
が
原

因
で
、
七
歳
の
春
に
失
明
し
た
。
十
五
の
時
、
江
戸
に
出
、
歌
を
萩
原
宗
固
、
国
学
を
賀
茂
真
淵
・
山
岡
明

阿
弥
に
学
ん
だ
。
勾
当
・
検
校
・
和
学
講
談
所
教
授
を
務
め
、
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
に
国
学
・
国
史
を

主
と
す
る
一
大
叢
書
「
群
書
類
従
」
の
大
事
業
に
着
手
し
た
。
同
正
編
の
叢
書
は
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年

か
ら
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
板
行
さ
れ
て
い
る
。
晩
年
は
総
検
校
と
な
っ
た
。
贈
正
四
位
。「
螢
蠅
抄
」

（「
け
い
よ
う
し
ょ
う
」（
現
代
仮
名
遣
））
は
蒙
古
襲
来
を
中
心
に
、
外
国
か
ら
本
邦
が
受
け
た
侵
攻
に
関

す
る
資
料
を
集
成
し
た
も
の
。
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
自
序
。
書
名
は
文
末
に
「
螢
火
の
か
ゝ
や
く
神
五

月
蠅
な
す
あ
し
き
神
の
あ
ら
ひ
に
て
え
み
し
ら
の
此
國
に
あ
た
す
る
こ
と
あ
り
と
も
や
か
て
神
風
に
吹
や

ふ
ら
れ
て
遂
に
う
れ
ひ
な
か
ら
む
理
り
を
世
人
に
し
ら
せ
む
と
て
な
む
」
と
る
の
に
基
づ
く
。「
国
文
学
研

究
資
料
館
」
の
オ
ー
プ
ン
・
デ
ー
タ
の
原
本
を
当
該
部
（
ま
ず
「
日
蓮
注
畫
賛
」）
を
見
る
と
、
熊
楠
の
引

用
は
か
な
り
の
カ
ッ
ト
と
引
用
不
全
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
以
下
に
原
文
を
示
し
、
我
流
で
書
き
下
す

（
一
部
の
返
り
点
に
は
不
審
が
あ
る
の
で
従
っ
て
い
な
い
）。 

 
 

 

＊ 

日
蓮
注
畫
賛
云
弘
安
三
年
庚
辰
蒙
古
襲
来
於
二

筑
前
州
志
賀
嶋
一

合
戰
大
元
兵
三
百
七
十
万
騎
大
舩
七
万
餘

艘
込
乘
責
來
九
州
人
民
悉
逃
失
【
按
是
年
襲
来
諸
書
无
所
見
恐
本
書
誤
】
同
弘
安
四
年
辛
巳
五
月
又
蒙
古
髙

麗
已
下
國
ニ
軍
兵
ヲ

驅
具
七
萬
餘
艘
大
舩
乘
責
來
爲
二

居
住
一

持
二

世
路
具
一

爲
二

耕
作
一

貯
二

鋤
類
一
髙
麗
舩

五
百
艘
自
二

壹
岐
對
馬
一

下
見
合
者
打
殺
人
民
不
ㇾ
堪
ㇾ
脫
將
二

妻
子
一

逃
二

隱
深
山
一

聞
二

赤
子
泣
聲
一

押
寄

打
殺
父
母
惜
二

我
命
一

刺
二

殺
赤
子
隱
居
一 

 
 

 

＊ 

「
日
蓮
注
畫
賛
」
に
云
は
く
、
弘
安
三
年
庚
辰
、
蒙
古
筑
前
州
志
賀
嶋
に
襲
来
し
、
合
戰
す
。
大
元
兵
、
三

百
七
十
万
騎
、
大
舩

た
い
せ
ん

七
万
餘
艘
に
乘
り
込
み
て
、
責
め
來
た
る
。
九
州
の
人
民
、
悉
く
逃
げ
失
す
【
按
ず
る

に
、
是
の
年
の
襲
来
、
諸
書
に
、
所
見
、
无な

し
。
恐
ら
く
は
本
書
の
誤
り
か
。】。
同
弘
安
四
年
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
一
二
八
一
年
。］
辛
巳
五
月
、
又
、
蒙
古
・
髙
麗
已
下

い

か

、
國
に
軍
兵
を
驅
り
具
す
こ
と
、
七
萬
餘
艘
、

大
舩
に
乘
り
、
責
め
來
た
る
。
居
住
を
爲な

し
、
世
路

せ

い

ろ

の
具
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
生
計

な
り
わ
い

に
使
う
農
具
。］
を
持

ち
て
、
耕
作
を
爲
し
、
鋤す

き

の
類
ひ
を
貯
ふ
。
髙
麗
舩ぶ

ね

五
百
艘
、
壹
岐
・
對
馬
よ
り
下
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
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下
船
し
て
上
陸
し
。］、
見
合
は
せ
る
者
は
、
打
ち
殺
す
。
人
民
、
脫の

が

る
る
に
堪
え
ず
、
妻
子
を
將

ひ
き
ゐ

て
、
深

山
に
逃
げ
隱
る
。
赤
子
が
泣
聲
を
聞
か
ば
、
押
し
寄
せ
、
打
ち
殺
せ
ば
、
父
母
、
我
が
命
を
惜
み
て
赤
子
を

隱
か
く
れ

居が

に
刺
殺
す
と
。 

 
 

 

＊ 

途
中
の
「
居
住
を
爲な

し
、
世
路

せ

い

ろ

の
具
を
持
ち
て
、
耕
作
を
爲
し
、
鋤す

き

の
類
ひ
を
貯
ふ
。」
は
唐
突
で
不
審
。

壱
岐
・
対
馬
に
い
た
農
民
の
こ
と
と
解
し
て
お
く
。
文
脈
か
ら
は
、
攻
め
て
来
た
兵
が
上
陸
後
に
長
期
戦
に

備
え
て
一
時
的
に
農
耕
を
行
っ
た
と
も
と
れ
な
く
も
な
い
が
、
孰
れ
に
せ
よ
、
前
後
の
文
か
ら
ど
う
も
浮
い

て
い
る
。
元
々
の
詞
書
が
判
ら
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
が
、
島
民
の
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
脱
字
が
私

に
は
疑
わ
れ
る
。 

 

以
下
、「
八
幡
愚
童
訓
」
の
部
分
。
原
本
は
こ
こ
。
こ
れ
は
、
熊
楠
、
か
な
り
し
っ
か
り
と
正
し
く
引
い

て
い
る
。
後
に
自
己
流
に
訓
読
文
を
添
え
て
終
わ
り
と
す
る
。 

 
 

 

＊ 

八
幡
愚
童
訓
云
弘
安
四
年
ノ
比
蒙
古
ハ
大
唐
髙
麗
已
下
ノ
國
〻
ノ
兵
共
ヲ
駈
具
シ
テ
三
千
余
艘
《
十
万
七

十
八
百
余
イ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
上
記
の
右
傍
注
。「
イ
」
は
「
異
本
」
の
略
号
。］》
ノ
大
舩
ニ
數
千
万
人
乘

列
テ
コ
ソ
来
ケ
レ
其
中
髙
麗
ノ
兵
舩
五
百
艘
壹
岐
對
馬
ニ
上
テ
見
合
者
ヲ
ハ
打
殺
ス
人
民
堪
兼

テ
妻
子
ヲ

引
具
深
山
ニ
逃
篭
ル
處
ニ
赤
子
ノ
鳴
聲
ヲ
聞
付
テ
押
寄
殺
ケ
ル
程
ニ
片
時
ノ
命
惜
ケ
レ
バ
サ
シ
モ
愛
ス
ル

嬰
兒
ヲ
我
ト
泣
〻
差
殺
シ
テ
ゾ
隱
レ
ケ
ル
失
ㇾ
子
親
計
リ
イ
ツ
迄
ア
ラ
ン
命
ソ
ト
身
ナ
カ
ラ
ウ
タ
テ
シ
ク

泣
歎
心
中
ヲ
イ
カ
ニ
セ
ン
世
中
ニ
糸
惜
キ
物
ハ
子
成
ケ
リ
其
ニ
マ
サ
ル
ハ
我
身
ナ
リ
ケ
リ
ト
讀
置
シ
人
ノ

ス
サ
ミ
ヲ
今
ソ
シ
ル 

 
 

 

＊ 

「
八
幡
愚
童
訓
」
に
云
は
く
、
弘
安
四
年
の
比こ

ろ

、
蒙
古
は
大
唐
・
髙
麗
已
下
の
國
々
の
兵
共

へ
い
ど
も

を
駈は

せ
具
し
て
、

三
千
余
艘
《
異
本
「
十
万
七
十
八
百
余
」》
の
大
舩
に
數
千
万
人
、
乘
せ
列
ね
て
こ
そ
、
来
り
け
れ
。
其
の

中
、
髙
麗
の
兵
舩
、
五
百
艘
、
壹
岐
・
對
馬
に
上
が
り
て
、
見
合
す
者
を
ば
、
打
ち
殺
す
。
人
民
、
堪
え
兼

ね
て
、
妻
子
を
引
き
具
し
、
深
山
に
逃
げ
篭か

く

る
る
處
に
、
赤
子
の
鳴
き
聲
を
聞
き
付
け
て
、
押
し
寄
せ
、
殺

し
け
る
程
に
、
片
時
の
命
、
惜を

し
け
れ
ば
、
さ
し
も
愛
す
る
嬰
兒
を
、
我わ

れ

と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
自
ら
。］

泣
々

な
く
な
く

差
し
殺
し
て
ぞ
隱
れ
け
る
。
子
を
失
ふ
親
計ば

か

り
、「
い
つ
迄
あ
ら
ん
命
ぞ
」
と
、
身
な
が
ら
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
我
な
が
ら
。］、
う
た
て
し
く
、
泣
き
歎
く
心
中
を
、
い
か
に
せ
ん
。「
世
の
中
に
糸
惜

い

を

し

き
物
は
子

成な
り

け
り 

其
れ
に
ま
さ
る
は
我
が
身
な
り
け
り
」
と
讀
み
置
き
し
、
人
の
す
さ
み
を
、
今
ぞ
し
る
。 

 
 

 

＊
］ 

   

南
方
熊
楠 

小
兒
と
魔
除 

 
 

附 

藪
野
直
史
注 

完 

http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=0257-027502&IMG_SIZE=1000%2C800&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E8%9E%A2%E8%A0%85%E6%8A%84%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=124

